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巻頸図版 2 ヤッチのガマ遺構検出状況（北側より）
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巻頭図版3 下： 1920年代撮影





巻頭図版4 遺構検出状況 上：石積み 1・3 下： 12号区画
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巻頭図版5 上左： 1・2号区画 上右 ：2~9号区画 中左： 11号区画上段 中右：石積み 1
下左：チャラのクプ下右 ：作業光景
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巻頭図版6 出土遺物 1 上：肥前系碗 中左：本土産陶磁器 中右 ：青花 下：肥前系瓶
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巻頭図版 7 出土遺物2 上左：青磁 上右・中左：沖縄産陶器 中右：輪銭 下：褐釉陶器
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巻頭図版8 出土遺物3 上左：ヤコウガイ製匙 上右：木製品 中左 ：毛髪 下 ：ボージャー厨子
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巻頭図版9 出土遺物4 上：椀（外） 下 ：椀（内）
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本報告 1りは、平成10年度から平成13年度にかけて実施した県営かんがい排水＃業（カンジン地区）に係る埋蔵

文化財発掘調査の成果をまとめたものであります。

かんがいt非水事業の計画されているカンジン地区内には、県ドでも最人級の風葬墓であるヤッチのガマをはじ

めとして、約150ヶ所の風非募が、点在しております。今回の調査はヤッチのガマを中心に、周辺の風葬袋の調査

も併せて実施しました。

ャッチのガマの調査では、石積みをはじめとする種々の逍構を確訟しております。 q1でも洞穴の前面に構築さ

れた石枯みは、袋も高い祁分で2.5m、長さが15mもある大規模なものです。

今回の調査により、様々な種類の辿物が得られております。特に厨子は800余基を数え、そのバリエーション

も盟腐であることから、厨子研究の重要な査料であると考えます。

陶磁器類は、中国産、タイ、 4叶．．産、沖縄匝などが得られており、完品もしくは完形に近い迫物が多いという

点も特徴的と言えます。とりわけ本土産陶磁器では肥前系の染付が多く出上しています。これらは、地域性や時

代的背累などを考える卜で前要資料であると考えます。また、ヤコウガイ製匙や木製晶といった特異な辿物も出

.Lしています。

また、今回は風葬蒻と言うこともありましして、考古学だけではなく、形質人類学や民俗学の観、点からも調査

を行っております。とりわけ人骨は保存状況も良好な 1千休を超える務料は、形質人類学上の大変軍要な得がた

いものです。民俗調査では、聞き取りにより上江洲集落や西銘集落における人生低礼などの生活誌の調査を行い

報告することができました。

本報告害が久米島にとどまらず、本県の考古学、形質人類学、民俗学研究等の研究の査料として多くの方々に

泊用されれば半いです。

未尾となりましたが、事業実施の際し、沖縄県農林水産部のご理解を得、 1り滑に調杢をすすることができまし

たことに感謝申し上げます。また、現地においては、沖縄県南部農林土木事務所、カンジン地区 JVのご協力に

より安全の内に調査を行うことができましたことにI旱くお礼申し上げます。

長期の発掘調査枯間中、ご援助を頂きました具志川村教育委員会、仲里村教育委貝会をはじめ、問き取り調企

では多くの梢報を提供して頂いた地）じの力々や発掘溝壺および査料整理に際し、有益なご指将を頂きました諸先

生方に対し心より感謝巾し上げます。

平成13年12月

沖縄県立埋蔵文化財センター

所長知念勇
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1 本報告書は、沖縄県虞林水産部より依頼を受け、平成10年）文～平成13年度にかけて実施した県営かんがい排

水事業（カンジン地1メ）に係る埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめたものである。

2 乱輝は、平成10年度～平成11年度は沖縄県教育Jャ文化課、平成J2年度～平成13年度は沖縄県立埋蔵文化財セ

ンターが実施した。

3 本報告因で使用した地l又lは、沖縄県南部器林土木事務所から提供していただいた。

4 調杏指祁・出土追物鑑定は下記の諸先生方によるものであります（職名神は当時）。記して深謝いたします。

発掘調査指尊 ・・..坂井 秀弥（文化｝ャ文化財保設部記念物課文化財調査官）

陶磁器鉗定 ・・・・ 大橋康ご．（佐賀県教育庁文化財課副諜長）

ケ ・・・・ 鈴田由紀夫（佐質県立九州陶磁文化館学芸課杵及係長）

ケ ・・..渡辺芳郎（鹿児島大学法文学部助教授）

鏡鑑定 ・・ .. 久保 智康（京都同立t専物f:ifi..L芸至長）

動物造休鑑定 ・・..金子 浩昌（東京同立t序物館研究員）

貝類逍イ似濫定 ・・・・ 名和 純（潟の生態史研究会貝）

石質鑑定 ・・・・・・神谷厚昭（沖縄原ヽi.博物館指＃土事）

銘告判読 .....• 島尻 克芙（那覇Ii市民文化部史料編免室キ査）

5 4ゞ 報告害は、西銘・城間 ・藤崎を中心として編梵し、又吉純＋ほかの協力を得た。各節の執箪は以下のとお

りである。

西銘 章 第 1・2部、第3部第 1・20~ 23 · 25·29 · 30節、第 4 部第 1 · 2 章 • 第3章第 1・17・

22 · 23節、第 5 部第 1·2 章 • 第3章第 1・9・10節、第9部

城間 濫 第 3 部第 2 章第 2 節• 第3章第2~]7節、第4部第3章第 2~11節、第 5部第3章第2~

7節、第9部

藤崎 京 第 3 部第 3 草第18 ·19節、第 4 部第 3 章第15 · 16節、第 5 部第 3 章第14 ·15節• 第 7祁 ・

第 9部

前田一舟 第 8部

島袋呑美 第 3 部第31節 • 第4部第21節

宮平頁由美 第3部第21・26・27節、第4部第18~20節

伊集ゆきの 第 3祁第28節、第4祁第21節、第5祁第16節

6 木材の材質鑑定は香山奈緒氏（奈良大学大学院）より協力を預いた。記して感謝いたします。

7 遣物の'Lj.兵撮影は長田剛• 宮崎典子が行った。

8 動物追体の同定はI器脱覧尚美が、具類逍体の同定は比嘉登美子が県立埋蔵文化財センター保管のサンプル合

し、金了・浩呂先生、名和純氏に鑑定を頂いた。

9 出土した過物、調査の記録は沖縄県叫罪蔵文化財センターにおいて保管している。また、人骨は具志川村納

骨党に安硲している。

10 調査当初、 「ヤッチノガマ 1 という表記を用いていたが、語源等の考察の上から適切ではないとの指摘を得

たため、 「ヤッチのガマ」という表記に統一する。 1チャラのクブlも同様である。

11 今阿の報告にあたっては、 •部を転Jfj品の節ではなく各々の節であつかったものがある。また、土中からの

出十．品も転用品の可能性も充分考えられる。これらは令形を伺うことのできるもので、今後の紬年研究等にお

いても良好な資料になるものと考え、転柑品ではなく各節で扱ったものである。これに関しては各観察表に明

記している。

12 引用文献は末尾に一・括して記した。 ..部の観察表、集計表は紙輻の都合により附福のCD-ROMとした。
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井戸様逍構

焼土
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主な迫構
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カンジン原
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主な遺物 1 特記事項
I 

厨子（木 ・石，陶製）、甘磁、白 大規校な石積と

磁、脊花、瑠瑚柚、中同産・ タイそれに付う石列追

産褐袖陶器、タイ産妬器、鉄釉染構などを複数確認

|小J、中国釦無釉陶器、本土産陶磁した。

器、沖縄産陶器、土器、石器、石 完形、もしくは

製品、釘、銭貨、行、煙管、金属それに近い陶磁器

製品、具製品、貝類、欧骨、人骨が多く、編年上に

おいても良好な資

厨子（石，陶梨）存砒、白磁、村料となる。

花、瑠璃釉、中国産・タイ産褐釉 人骨が10001本以

陶器、タイ産妬器、本土産陶磁器、 上得られており、

1沖縄産陶器、土器、銭箕筋、煙近世久米応におけ

符、金栖製品、貝製品、具類、歌る生活壊境等を検

骨、人骨 討することが可能

となった。

1-. 器、只製品、中国廂，本土産1掏
磁器、沖縄産陶器

土器、わ器、類須恵器
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第 1部調査にいたる経緯

第 1章 調査にいたる経緯

平成10年度～平成12年l文にかけて実施したカンジン地1メ発掘調五は、沖縄児股林水産部により実施されている

県営かんがい排水事業（カンジン地区）に伴うものである。

同事業は、保水力が弱い仁灰告地常である大原・北原 ・常の貝志川村西部が恒常的な水小足に悩んでいること

から、同地域の農地に対する農業用水を確保することを ll的としている。カンジン地区は周辺よりも 5-lOm近

＜洛ち罪んだ地形で、同地ぃの海岸側に地ートの庸培を構築することで地下水を堰き止め、完成時には158カ.11? の

貯水柏を擁する地上湛水刑地下ダムが設附されることになる。

同半業を実施するカンジン地区内には、周知の追跡である Iヤッチのガマ」および「ヤッチのガマ逍跡」が所

在する。そのため、沖縄県牒林水産部農地水利課と沖縄県教育庁文化課の間で埋蔵文化財の取扱に関する協議を

行った。

まず、平成9年度に洞穴前庭部において軍機による試掘調杏と周辺での確認調査を実施、翌10年度に県牒林水

賄部が文化財保護法第57条の 3にもとづく発掘通知を提出し、これを受けて！悲教育委貝会よりキ前の発掘幽査が

必要な旨皿答、県裳林水荘部長 ・県教育長の間で協定杏を交わし発掘調査を実施することとなった。

,J射年は平成10年10月から地区,1、J霰大の硲城であるヤッチのガマi41j庭部において発掘調査を開始し、併せて周辺

必の確認、発掘瀾企を実施した。また、今皿の調査では多数の人骨を検出したことから、人廿の梓理・ p/卵杏を委

託した。

当初、現地での調査は半成11年度に終 fする予定であったが、出上迫物が多呈であったこと、検出造桃が人規

校かつ桜雑であったことなどから、牒地水利課と文化課による協議の鮎果、翌12年度も引き続き実施することと

なった。潤査は平成13年2月に終了、翌3月に現場引き渡しの行を通知した。

現地調杏の延長を受けて、報告杏刊行が年度1J、」に間に合わないこととなったため、再度の協議を行った結呆、

半成13年度まで事業を延kすることとなった。そして、同年度に報告円を刊行して全事業を完 j'した。

第2章 調 査 体制

発掘調査および資料幣理に係る巣務は平成10年度～平成13年度にかけて実施した。調杏および資料整理は10.

11年度は沖縄似教脊庁文化課、 12・1:1年度は沖縄県立埋蔵文化財センターがキ体となって実施した。調査体制は

次のとおりである。

瀾杏上体者

沖縄県教脊委員会 （平成10年度～平成13年度）

教育長 安来 肇（ 平成10年度）

，，， 翁長良盛（平成11-~12年度）

，，，， 津嘉山朝袢（平成13年度）

調査所稽

沖縄県教育庁文化課（平成10年度～平成11年度）

文化課長 大城将保（平成10年度）

，，， 常飩嗣ー（平成11年度）

文化課湖参事兼課長補佐稲領 姑＋（平成JO年度）

文化諜諜長補佐 醤傾嗣ー（平成10年度）

，，，， 「木良芳範（平成11年度）

沖縄県立埋蔵文化財センター （平成12年度～平成13年炭）

埋蔵文化財センター所長知念 男（平成12年度～平成13年度）

// 苗り所長 知 念 廣 義 （ 平 成12年度～平成13年度）



溝介事務

沖縄県教有庁文化諜

符理係主幹兼係長

// i・：牡
❖ .j: lji 

沖縄県立埋蔵文化財センター

大浜 節 (-'f成10年度～平成11年度）

砂川 邦子（平成10年度｀• 平成11年度）
横山さゆり（平成11年度）

庶務課長 知念 ／女義（平成12年度～平成13年度）
T竹（平成12年度～平成13年以）

浩（平成12年度～平成13年度）

/,, £ 事 城間

// //」．．原

調査総括

沖縄県教#庁文化諜

埋蔵文化財係長

沖縄県立地蔵文化財センター

島袋 洋（平成10年度～平成11年度）

調査諜:LJ: 島袋 洋（平成12年度～平成13年度）
岡介担当

沖縄県教行庁文化,-,瓜及び沖縄県立埋Ji>)(.文化財センター

指導キ:'-Ji: V4銘 在（平成10年度～平成13年疫）
ク 詑;cJ.i: 允（平成10年度）
,,, 111場健,・;-,:(平成10年度）
ヶ 松永久火（平成10年度）
ヶ 桃原茂夫（平成10年度）
ヶ 嘉手苅徹（平成12年度）

上任専1111員 芹本ん彦（平成10年度）
i!}: 門貝 城間濫（平成11年度）

ヶ 藤崎ぷ((平成11年度）
ヶ 片桐千亜紀（平成12年度）

調査補助貝威託只 城問 素（平成10・12年度）
I,, // ~ 湊崎 京（平成10・12・13年度）
ヶ ヶ 大島誠（平成11年度～平成12年度）
，，， ク 前田 ・J¥J-(-'f成11年度）
I,, I,, 宮城利香 (-'f;_成 ll年度）
,,, // 田里 寿（平成12年度）
// I,, 宮平貞由美（平成12年度）
I,, // 奥那同充子（平成12年度）
I,, I,, 矢沢秀雄（平成12年度）
// I,, 又吉純{・(平成12年度）

事業湖整

沖縄県農林水p'(:部 J此地水,flj諜

主任枝師 大村 ‘浮（平成10年度～平成11年度）
ク 植田 修（平成12年度～平成13年度）

// i南部尺林土木Ji務所水利開発諜

主幹

目i:技師

主任

神谷茄明（平成12年度）
松｝じ 茂（平成10年度一平成12年度）
長本 1E (平成10年度～平成12年度）
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人骨瀾査

琉球大学に学部解剖学第 1講座

教授 石田 華（平成10年度～平成13年度）

助教授 土肥直美（半成10年li~-f成13年度）

助手 瑞艇邸朝盛（キ成10年度）

ヶ 泉水 奏（平成10年度）

技宜 佐床亜衣子（平成10年度）

大学院,,:_ t普久嶺忠彦（平成10年度～ギ成13年度）

調介作業貝

調査作業員（平成10年度～平成12年度）

新垣勝、新垣喜久 f、新垣ハツ、石川七七＋、張春暁、常銘初恵、比嘉芦.r-、比嘉文、又吉作り子、

山城初子、山城美智＋、上間瞭、知念隆t専、内間真吾、比嘉尚輝、比嘉史子、宮城奈緒

池原直美、島袋春美、瑞炭覧尚災、玉城恵美利、茉寄智恵子、 i普久愉忠彦

脊料慈埋作業員（平成10年度～平成12年1支）

仁橋朝＋、伊集ゆきの、 .r.原悦了・、 日原美穂了、 1-. 良早芙、語盛智秋、栄野:JC左季、大村由美子、

荻堂美香、折田衣代、茄数證 f、勝連美佐恵、勝連竜チ、我那覇悠＋、川上益子、金城：僚、金城恵十、

金城さとみ、國占哨美、塵留間愛 f、源iuf秀＋、幸地真弓、国場のりえ、崎原美智子、佐和W芙和＋、

島袋和、島袋呑美、志良堂恵、新城恵、高良•一．：千代、山場直樹、玉城美上里、玉城照美、知念百合子、

徳川和也、長崎智子、 ljI FR邦子、仲村妙子、比嘉娃美子、価瀬枝美子、譜久恢忠彦、前田一舟、

、出城さとみ、山内すず・了、与儀美鈴、渡邊尚十

調壺 ・究料腋理協力

新垣利津代、大城勝江、大山トヨ、瑞慶覧尚美、七城照美、比嘉孝了・、古尻聡洋、山城初美

川元秤哉、島袋伐

聞き取り調査依頻者

大用トヨ、太田教広、存久水米正、久手堅稔、仲地弘、盛吉秀雄

調査指祁者（職名等は当時、並びは五・I・背）

新垣義夫（普天間神宮宮司） 近藤 修（東京大学講師）

石FR 薬（琉球大学教授） 澤村 仁（宇汀城城跡整備委員会委ft)

稲福みき了・（沖縄国際大学助教授） 土肥 直美（琉球大学助教授）

卜江i州 均（名桜）ゞ学教授） 等々力英美（琉球大学助教授）

江卜. 幹幸（沖縄国際大学助教授） 仲宗根 禎（名設市教育委呉会）

小熊 誡（沖縄同際人学教授） Mark Hudson (筑波大学外国人講師）

盛手苅千朗子（沖縄囚際大学教授） 福島 駿介（琉球大学教授）

喜久永米~(~,j具志川村文化財保設審議委員長） 福島 輝ー（沖縄タイムス社紺楳局学芸部）

木下 尚了-(熊本大学教授） 平敷令治（沖縄国際大学教授）

金武 止紀 ()JI滞i市教育委員会文化財課課長） 松｝じ 徹（久米島の自然と文化に親しむ会会長）

久手堅 稔（具志J11村文化財保設審議委H長） 盛吉 秀雄（見志川村文化財保設審誠委貝）

飼吉 康降（石川rli教育委員会） 横ILI 俊雄（京都大学教投）

仲柑．村教育委員会 佐久田功、共志川村教脊委員会 中島徹也の両氏からは、調杏、現地説明会等において多

大な尽力を得た。沖縄県南部牒林:I-.木事務所および西松建設株式会社．をはじめとするカンジンダム JVからはJll
水の手配、安全通路の確保などのご配慮を得た。そして、地区1人」その他の菜の厨子[~」収では桃原 I·.建布限会社か

らのご協力を得た。記して感謝申し上げます。
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第 3章 調 査経過

調査の経過は、平成10年度～平成12年度に現地での発掘調査、平成10年度～平成13年度に文化課：行料字および

埋蔵文化財センター:での費料格理を行った。ここでは、各年度ごとに経過を略記し、詳細な調介内容は各祁にお

いて述べることとする。

一平成10年度＿

平成JO年度は10)121日から現地での調査を行った。調企は現況の記緑と厨＋取上のために洞穴前庭部の平板洞

塁を調食ミ具により行った。その後、 11月16LIから人）Jによる前庭部の掘り下げを開始した。 _,lf;_行して人骨の取り

上げを行った。

まず、前庭部に某準杭を任意に 1点、北側の r.段に同じく仔心の基準杭を 1点設定し、前者をNo1、後者をNo

2とした。発掘調究は池 lを基準に区画の石積みに沿ってトレンチを設定し、これを 1トレンチとした。店準点

の移動は業者へ委託し行った。

平成9年9良の試掘調査では、地表卜約 Imから岩盤と思われる石灰岩を確認しており、掘りドげ開始後すぐに

これに到達したが、やや不自然な観を受けたために順次 1トレンチを拡）くしていった。

その結呆、石積みと礫敷きを確認、した。遺物は出上サが多く、かつI司一のレベルからまとまって出土しており、

近い時期に廃棄（？）したと考えられたことから、平面同を作成しての点上げを行った。

人骨調杏は沖縄人類学研究会へ委託して行った。調査は、現況を与真により記録し、収められている人骨の状

況、副葬品の確認などを行った。保存状態の良好な資料については、 卜面図および正IHi図を作成した。また、随

時務料整理を行った。

＿平成11年度

平成11年1文は6月1日により 1開始した。調査は昨年度に引き続き洞穴の前庭部を，凋杏した。調杏方法は昨年度

と同様に 1トレンチを順次拡大して調査をすすめた。また、逍構半1fli図および立面l叉1の地上写衷測益を業者委託

により実施した。人什調杏は琉球大学医学部第一梢剖教3ジ＼委託して実施した。

今年度は平成12年 2月1日~2月28LIの尚に地lメ内に所在する袋の位四確認と保イf状況を確認するために踏査

による分布調査を実施した。地区内は裳水部により水没物件調究を実施しており 、その際に作成された地図をも

とにして臨を 1基ずつ確認していった。また、地区内に所在するチャラのクプではヤッチのガマと同梯に平面図

を作成し、併せて試掘坑を任意に 2ヶ所設けて試掘調杏を実施した。

7月31日には現地説明会を実施し、地元をはじめとして多くガ々に参加いただいた。 11月21Hには久米島の自

然と文化に親しむ会の依頼により仲'I!.村文化祭で出土品の音いを屎示した。また、随時資料整理を行った。

＿平成12年度—

現地での凋杏の最終年度である。瀾査は平成12年 6月lIf-平成13年 2月2Flの1川にヤッチのガマを上休とし

て、併せて周辺翠の調査を行った。また、迫梢立而図の地上写爽測燐を業者委託により実施した。そして、チャ

ラのクプでも発掘調査を実施し、地区内のその他の幕を・一部調査した。

地区内のその他の菜に関しては、農地水利諜、南部農林、文化課、埋文センターの4者協議の結果、これまで

の経紛から考えてヤッチのガマと周辺巣および地1メ内の埃の一部は文化財側で調介を実施し、地区内の危の大部

分に1関してば農水側で行うことを確認した。その他の総に開しても一部は専門職且が立ち会いを行った。

現地調企の蔽終年度であることから、久米島自然文化センターのご原慈により文化センター主催の見学会を 1

月13日に尖施した。また、随時資料益理を行った。

逍物・調杏JIJ具の搬出、調脊現場の撤収後、 3年にわたる現地調杏を完 fした。

一平成13年度一

平成1:3年度は報告占を編集 ・刊行し、カンジン地区発掘調査に係る業務をすべて完 fした。
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第 2部位置と環境

第 1章 自然環境

カンジン地におよび久米島の珠税については第8部にて詳述するため、ここでは概要を述べる。

カンジン！京占葱群は久米烏の西、具志川村のほぼ中央部に位置する。一帯は棟高が約20~30mO)石灰岩台地で、

地質学的には石灰岩に分類される。

カンジン原古器群一帯は石灰岩が侵蝕によって汗地となったウバーレ地形をなし、周岡よりも 5~10mはど低

くなっている。最も深い部分は周囲より20mあまり低くなっている。そのため、大雨後には冠水することが度々

であり、農業には小適な十．地であると聞く。しかし、水が引くのも早く、もっとも低い部分でも冠水後3、4H 

後には水が引いていたという。また、岩陰利JIJの墓は没蝕煤沿いにみられる。

農水部によって行われた自然環接調杏では 、 j~の縁辺部にハマイヌビワやヤプニッケイを主体とした植物群落

が残っている。地区内では、国指定大然記念物の「オカヤドカリ」や県指定犬然記念物の「クロイワトカゲモド

キ」が棲息しており、調企中にも時折みかけることがあった。その他にもレッドデータ記載の生物が確認されて

いる。また、地区の北側には同指定天然記念物の「久米の五枝松」や県指定天然記念物の「クメジマポダル」の

棲は地がある。

以前、県教委により行われたilnJ穴調杏ではカンジン地区内で3ヶ所の洞穴を確認している（沖縄県教委1979)。

今回、地区内絡の分布調杏を尖施した際にこれらの刺穴の位他確認を行い、オファープアプ第 1、第 2洞は確認

できたものの、クマヂ洞は確認できなかった。また、オファープアプ第 1洞は泥の流入により大半が埋没してい

たことから、クマヂ洞も既に埋没したと考えられる。

z
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第 3図 久米島の地質図 （加藤1985)
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第 2章周辺の遺跡

久米島における先史時代辿跡の多くは共志）ii村の南海岸と北西湘iギに立地し、 fjrJ者では通称「大原砂丘」上に、

後者では石灰岩の庄卜もしくは産いこ形成されている（久手堺1982)。また、北西海岸一幣には序葬羹が点在し

ている（第 2図）。

これまでの凋介で、ヤッチのガマ北方糸り 2kmに所在するヤジャーガマ遺跡（安甲1975)が確認されているが、

これまでカンジン地区一帯で追跡は確認されておらず、遺跡の空白地幣であった。今回、ヤッチのガマト）i台地

で新たに追跡を確認した。小字名から「カンジン）東迎跡 1 とした。逍物は上器、類須忠器の細片と石器片などを

採狛することができる。ただ、ヽ1,~ 亥地はかなり削:•re されており、追跡の人半は隠滅した nJ能性が高いものの、庄

の縁辺部に残存する可能性がある。

以前の調査でヤッチのガマ杓に後期、もしくはグスク時代の追跡（ヤッチヌガマ辿跡）が想定され、入口側卜

レンチとした部分から後期 L器が出土した。しかし、この部分は上）j台地からの流れ込み tが堆積したものであ

ることから、後期逍跡の主1本部は台地卜と思われ、カンジン原追跡がこれにあたるものであろう。また、隣接す

るチャラのクブとよばれる門地内のilo」穴で、沖縄後期の包含府を確認したが、包含序はプライマリーな層とみる

よりも上方台地からの流れ込みと見受けられ、同梯に追跡の中休は台地卜と考えられる。仮に「チャラのクプ造

跡Jとした。これらは、カンジン原追跡に由来するものと考えられる。

久米烏における占寇の分布は梨落から離れており、かつ岸葬墓が目ゞ1:つ（第 2凶） I>。これらの占塙の調杏は

はとんど手が付けられていない状況であるが、ナカベーヤ崖葬墓群が・L肥 (1994)によって調査されている（土

肥1994)。また、久米はの出翠は上江洲 (1996)が指摘するようにボージャー厨チが多く納められており、カン

ジン原古墓群にもあてはまる。

1)名称は沖縄原立博物館 r久米島総合調査報告,!fj (1994)に依った。新原古墓群は仲村呂尚 i久米島の地名

と民俗」記載の地名にもとづいて命名した。

第 4図 ャッチのガマ周辺
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第3部 ヤッチのガマ

第1章調査の概要

先にも述べたように、ヤッチのガマはカンジン地区内最大の墓域で今阿の調杏の中心となったlメ域である。洞

穴はrm,」部に約400m'の平坦な前庭部を持ち、ここに石灰岩を積み上げた区画が形成されている。洞穴の1通j観

はヒョウタン形にくびれ、洞穴入口は狭くなっている。 iliil穴奥は洛盤により行き止まりになっている。また、 iluJ

内には曲がりくねった支穴がある。

調査ではまず、前庭部の区両を洞穴開「］部から時計皿りに任意に 1~13まで番号をあてた。ただし、 13号区両

は区画の石租みを持たないが、厨子を一ヶ所に共めていることから区画の名称を与えた。そして、前庭部にNo1、

日立の平場（カンジン原古墓群4り菜前）にNo2の杭をそれぞれ任意に設定した。 IH1トレンチは前回に行った

試掘坑をさける形で11号区画h積み南側に沿って設走した。まずトレンチは lmX2mとして掘り下げを開始し、

遥物の集中部については取り上げ番号を付して平面図を作成した後にレベルを記録して取り上げた。そして、石

積み 1の確認後、順次発掘区を拡大していき、最終的には前庭部全体を掘り・ドげ、最大で表土下約 3mまで掘り

下げた。

遺構は石栢み、石列、焼・t・.などを確認した。石積み 1は洞穴前庭部を南北に横断する形で構築され、これに伴

う遺梢として礫敷き、石列、 •部の区画石和みなどがある。遣物は同一のレベルに集中して出土する傾向があり、
特に旧 lトレンチmf附の11号区画付近から多く出土している。また、旧11サ区画外側トレンチでも同様な出上

傾向がみられた。造物は完品もしくは関係の；介科が多いという点も特徴的である。

洞穴内では試掘坑を任意に設定して調介を行った。洞穴は、約20mの地点で蕗盤しており、多塁の十．砂が流れ

込んで行き止まりとなっている。 ii叶穴上位の畑地に落盤の痕があることから、ここから上砂が流れ込んだものと

思われる。また、fl,i]穴は［カー」と呼ばれ祭祀の対象となっており、大,,14後はくるぶし付近まで水が溜まる。表

而の遺物はキセル、且などがわずかに得られたのみである。

洞穴内の試掘坑は、 2ヶ所を洞穴辟面に、 2ヶ所を右粘み 2に沿う形で掘り下げた。うち、辟面側の試掘坑は

土砂の粘性が極めて強いことから洞穴床面に達することができなかった。石積み側の試掘坑は、石積みの根石を

確認する II的で掘り｀ドげた。ここも粘性が強いことから床面の確認はできなかったが、根石が土層上にあること

を確認した。また、前庭部と同様に、遺物が1石］じレベルから集中して出土する傾向かあると分かった。支洞は約

10m程で行き止まりになっており、わずかに竹片（獣骨？）がみられるのみで人工遥物は確泌できなかった。

第2章層序と遺構

第 1節層序

掘り下げは前庭部を中心に行い、最大で表土下約3mにいたった。甚本層序は、 1-. 層は近現代雌物を含むこと

から近現代の暦と思われ、その下位は本一十庄 ・中国産陶磁器など近世の逍物を含む培である。この恩は洞穴．卜位

の平場や庄卜から流れ込んできた土が堆積したもので、基本的には自然堆積隊である。特にi[iij穴入り n付近では

堆積の仕方が複雑であり、屡位ごとの逍物取り．卜りげが充分でなかった。

1)基本層序

先に述べたように、基本的な屈Jj;は上位 2居は近現代、下位が近批に屈する陪である。後者の階を ・括して皿

／沿として扱い、さらにa、b、C…と細分、最終的にはIIIq層まで確認した。

第1II脳は基本的には追物を多袖に包含する賠褐色土層と、遺物が少ない明褐色上阿が互罰をなしている。暗褐

色土屈は塊状に近い・I・.質で、堅く締まっている。明褐色十陪は比較的粒子状の土質であった。削庭部の奥側では

整然とした堆積であったが、入口側付近ではかなり脳序が乱れ、特に序直下付近はジャリを多益に含む。

地山は赤色土層で、旧11号区画外トレンチで確認した。次第に南側に傾斜するように堆積し、全出に広がると

考えられるが、最も深い部分を掘り下げることは危険と判断したため、敢深部の確認にはいたらなかった。
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2)旧 1トレンチ・旧11号区画外トレンチ

もっとも深い部分で地表下約3mまで掘り下げた。上位の節 I・II府は現代造物が多くみられることから現代

の堆積庖と思われる。近代以前は第m府である。第皿屁は前辿のとおり、広本的には暗褐色・L陪と明褐色土層が

h悩をなして堆積している。最国は相いジャリが混ざった褐色土で、地山は赤1である。地山は11:lll号区画外

トレンチで確認、した。 11::1lトレンチ北佃l~IHllり区両外トレンチの最下屠直卜.には人頭大～俵大の石灰岩（石灰

岩崩落部とした）があり、追物・炭を多霰に含んでいる。

第5図はInlトレンチの東壁（入LJ付近）の屈序である。先に述べたように、上居における堆積状況は上位か

らの水の流れ込みの影響で、暗褐色—r. と明褐色十．が乱雑に入り乱れ（特に19陪lif測）、下位は比較的水平に堆積

している。うち、 l~ 1・6屠はilla~d屈、 16・18・21・22・23屈はe~j屈、 19屠下位はK陪、 27・30はl・m層、

36・39~41層はn~qWiに対応する。

第 6 固 1 · 2 は11号区画の南• 四壁である。同図 2llli壁の下位の堆積は複雑である。北側斜面からの流れ込み

の影特であろう。同図 1南壁の中央部および同図3・4は礫敷上の堆秘である。前庭部の中央部でほぼ水平堆積

の状況をみせる。同図 3 は 5 層以下がm府で、 5·6·7 …胴がilla·b·c・・倍に各々柑 •11 する。第 8 図 1 は 2

-9号区画問に設けたトレンチの榜序で、前庭部よりもさらに薄い堆栢状況が確認できる。また、阿図 2は旧11

号区l由i外トレンチの東辟で、 17府においてジャリ培を確終した。比較的浅い部分からの確認である。

3)旧12号区画南側トレンチ

第7同3は11:112号区両南偵ljトレンチの東奥、後述の井戸梯遺構内およびその日すに堆積した庖である。 卜ボy」ょ
きめが細かく粘性の高い十からなり、分l晉が難しい。下位はさらに細かなナからなりマープル上をなすため、分

陪は行えなかった。最ド層は 1トレンチと同様に相いジャリ屈で、人骨を検出した。

4)入0側トレンチ

崖上からの土やジャリが多く混ざっており、極めて堅く締まっている。基本的な附序は旧 1トレンチに準ずる

が、粗いジャリを含む点で異なっている。岸上からの流れ込みの肘である。第 7図 lは西壁、同図 2は束辟であ

る。お互いに対応するWilt;であるが、序の堆積が複雑であるため、同一序に比定できる1晉においても対応が難し

い。同凶 lの7料以ドはジャリが混ざるようになり、同圏 lの18陀、同図 2の7陪以ドにおいては拳大の人きな

硬を含むようになる。

第 2節遺構

迫梢は地卜と地表の逍構の人きく 2つに分けられる。ただ、石積み辿構 lと同 2はお止いに対応するものと思

われるが、前者は地下に迎没、後者は地表に麻出している。また、 12号区両は蔽下陪から石積みが立ち Lがり、

地表にも区画石積みを布する。以,..、各辿構について述べる。

1)各区画および区画石積み

各区画は、拳人～人頭人の心灰岩をh積みとして巡らせている（第19~23図）。区画は地下の造構に伴うもの

とそうでないものがあり、一括して取り上げることは適切ではないが、区画ごとに成果を辿べる。なお、巻頭図

版 3であげた昭和初期の年真から推察すれば、その頃には現状のような阿画が形成されていたと分かる。また、

聞き取りの結果、沖縄戦時には前庭部を防空採として利J+.l し、その際に石積みを積み l白：したり、）~f+を並べj1\ し

た部分（前出の与'.兵では確認不能）があった、とのことである。

区画の特徴として、 1号区画のように区画内を石列で区画して 1段裔い部分を有するもの、 2号区画のように

平坦なままのものがみられる。 10・1l号区画は見方によっては段を持つとしてもよいが、各段が広いことから 1

号区l剌と分けて扱う。また、 12号区1曲は1.5m程の石積みが立ち上がり平坦な部分を形成するが、 2号区l訓とは

必干性格が異なる。次のように分けられよう。

I : 石列で 1段紬い部分を有するもの

II : 平姐な部分のみ

ill: キ坦な部分を 2~3ヶ所有するもの

また、 Ix~画に入LJを持つものと持たないものがある。各区両の厨子配世状況を第28~32図に示した。
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A: 入IIを持つ

B: I肘確な入口はなく、前面は区画によって閉じられていない

① 1サ区画（図版1-l) 

1号区画は前庭部南側（人11側）に形成された区両で、約 3mX3m程の止方形に近い形状である。入LIを持

つ。区画は炭が石列により 1段高くなっている。また、区画のはば中央に 1m X0.5m程の板石が1i:てられてい

る（南北に軸を持つ）。

掘り下げによる調査は、区圃石禎みの内側に、北側と西側にトレンチを設けて行った。掘り下げの結呆、区画

石積みは皿c脳上に乗り、もっとも新しくつられたIX他iであることが分かった。また、 トレンチ般下陪からは 2

~5号区画仁釈みから伸びる石列（第26図エ・オ）と、礫敷きの延長を確砒した。

② 2号区画（同一 2)

2号区画は平姐な区画で、明確な入nを持たないがそれを思わせる部分がある。厨子は、区画の左右に配され、

間は通路状になっている。 1~3号区両上段への通路と思われる。

区画表七には30cm大の平担な火成岩をおよそ1澗間l屈で並んべており、建物礎石と考えられる。区両内にトレ

ンチを設けて掘り下げたところ、最下｝晉から白色の石粉を敷き詰めた部分を確認した。自然堆秘脳ではなく辿成

膀と思われる（第24図2・3)。

③3号区画 (I司ー 3)

3号区画は、 1号区両と同じく石列により 1段高い部分を布し、厨子はその段卜に配問している。人口を有す

る。石列内側は拳大の石灰岩を敷き詰め、厨了を安定させるためにくぼませた部分やり灰岩を組んだ部分がみら

れる。

④ 4号に画（同一 4)

段を有する区両で、人口は 2ヶ所ある。段上は石粉を敷いており、掘り下げると―卜9位は石灰岩礫であった。ま

た、段下も十層のド位は石灰岩礫で、前庭部の様敷き逍構の延長である。

⑤ 5号区画（同一 5)

厨了を配柑しない唯の区画で、区両内も大きな石灰岩を敷き詰め雑然としている。青花が1点得られたのみ

である。大邸の石灰岩で前面を衝立状に閉じている。

⑥ 6号区両（同ー 6)

段を打するが、区画する石列は雑然としている。入口も明確ではない。拳大程度の石灰岩が敷き詰められ、段

上には細かなコーラルを敷いている。

⑦ 7号区画（同一 7)

平担な区両で、入口を有する。 6号区画と同じく拳大程度の石灰岩上に細かなコーラルを敷いている。洞穴壁

際に多はの焼骨が集中する部分がある（図版2-7)。厨[-番号7~ 9・12・13である。

⑧ 8・ サ区両 (I前 8)

7号区血と同じく平坦でコーラルを撒いている。コーラルは区画全体に敷いており、砕i北にトレンチを設けた

ところ前者同様に下位は石灰岩であった。 2ヶ所の入口を布する。

⑨ 9号い画（柊l版 2-1) 

他の区圃は入Uを基準とすると、『方形もしくは奥行きが鉗いのに対して、 9号区画は人nに対して奥行きが

長い瓜実形の区幽である。区画石積みは他よりも高く構築されている。同じくコ-—ラルが•面に敷き詰められて
おり、下位は石灰岩であった。一部で右灰岩を取り除き深さの確認を行ったが、最下部までの確認にはいたらな
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かった。

⑩ 10サ区両（図版2 2・ 区I)阪5・6)

10号区画は平如な面の 3段からなるに画構成となっている。最も奥の段から上段 ・中段 ・下段とし、いずれに

もサンゴジャリを敷き詰めている。}~寸了•は日役に鋲中的に配倍されており、下部には蓄の破片や厨子として転用

された陶器類の破片、棺桶等の木材片が多星に敗乱している状況であった。上段の奥には多州の人骨を集骨した

人骨仇中部が確認されている。

-卜店段は当初、石積み 1~3や裸敷き等と同様、士中に狸没していたが、 In1トレンチ掘り下げ小に伝ダIJAが碓

認されたため、中段石列と石列A問を掘り下げたところ、 l~ 8脳まで茶褐色土陪と11音褐色l:.培が互庖をなして

おり、 9釈にはサンゴジャリが面で検出された。また、 卜陪の10~12J省は辿成1曽として確認されたため、石列A

及びそれに伴なう造成を10号1メ両 Iヽ尼段として扱った。

上段奥の人竹Mさ中部堆積状況は、人型人件 ・人骨小片 ・人骨細片・人骨小片（風化合） ・人骨細片 ・風化（）ゞ

型人竹含）の 5/Mであった。平面的な割合として、 a(焼骨 5割程度含）、 b (火葬骨 5割程度含）、 C (火葬

骨が大部分）という傾向がみられたが、5層では b. C ともに火葬骨 5割程度含という状況であった。また、 a

には大腿骨等の艮骨を'iii北に軸を持つ某竹•も確認された。

上段～中段の造成状況としては、 1 a靡~6d層の全10思が確認された。 la、b恩及び2恩（サンゴジャリ

及び石粉）が辿成屠で、 3熟（火葬月・・焼甘を含む焼石）及び4序（人骨細片 ・小礫）が堆秘附となっている。

その下脳には 5層大刑人骨片（人骨集中部堆栢状況VI料に対応）があり、 6暦は a (茶褐色混礫土IM)、b (茶

褐色土懃）、 C (コーラル府）、 d (大型礫隊）という造成がなされていた。 m府、 lV府及びVIa li1がV層の上

下部に形成されるという堆精 ・造｝必状況から、 1 a・b陪及び2府の時期の造成とに明確な時期差が存在するこ

とが明らかとなった。

中段においては 2陪除去後に 6a厨が検出され、H-束隅において炭化物及び竹）t集中部が検出されている（第

37鳳付 図2)n 

⑪ 11サ区画（図版2 3・l.61版 7)

11号［刈面も 10号区画同様、平坦な部分を糾み合わせ、 2段及び小洞穴からなる。小洞穴をとして、厨了・を配岡

していた部分を中段、その東側をド段とした。ただし、中 ・下段を区圃する石積みは板状の火成岩のを並べた程

殷であり、明確に区画されていなかった。また、 卜段とした小洞穴には多孤の人骨を佑骨した人骨楳中部が確認

されており、 10号区画ート段奥の人骨集中部と同様の性格を有するものと考えられる。

厨＋のほとんどは中段で、上段に転）lJ品と思われる褐釉陶器や土器があった。 10号区画では、厨子は縣然と配

偉されていたのに対して、 11り区画ではやや雑然としていた。中 ・下段で掘り下げを行ったところ、いずれも」一

厨下は拳大～人頭大の仁灰岩を込めていた。当初は哀込め的なものと思われたが、下段下層から右積み 1の延長、

伍列Bの延長が確認されたことから、下段で確認した石灰岩は石秋み3から崩落したものと思われる。

上段とした小ilnJ穴には、多情の人骨片の上部に十器片や木棺等の一部であると考えられる木材片等が散乱して

いるほか、大腿骨等の長骨を一箇所に先骨している部分も確認できた。

人竹集中部の堆積及び造成状況は、 1 a靡（大刑人骨片）、 l b培（人骨小片） 、2屈（人骨風化）、 3a屠

（茶褐色混礫土膀） 、3 b培（コーラル阿）、 3 C屈（コ--ラル培ー羨・褐色-)、 4培（茶掲色-1位:,)の全7序か

らなっており、 3a・b・c層及び4陪は造成層となっており、中段との境である石列を配した後に、 3~ 4/M 
を辿成している。また、 4駁においては、 lmビンボールが全て産し込める程の）与さを有していたことから、 50

cm程度掘り下げた時、r,'.i:で終了した。

⑫ 12号区両（同版2 4) 

12号I.><袖lは倒れた巨大な石J火宕の隙間に形成されたもので、北側を石積みで閉じている。厨子は区画の最も奥

に配悶されるが、並べ方は雑である。

掘り卜げは前庭部と並行して行った。掘り Fげにより、土府の下位は礫敷きであった。ただし、 n,j庭部の礫敷

き造構よりも粒が小さく、立ち割りを行ったが5cmはどで微細なジャリ洸じりの褐色十培が現れた。に画自体、

石積み 1より高くヽグ．ちいがり、方形をなす。また、入目を思われる部分がみられる。追構南側には井戸様辿栴が
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取り付いている。

⑬ 13号区画 (l>XI版 2-5) 

13号区両は洞穴人n部分にあり、区両は持たない。厨子の配列は雑然としており、どのような経緯で厨子が四

かれたのか不明。に画は斜面からの土砂の流れ込みで坪もれた部分がある。また、近現代追物の多くが13号区両

付近から出土・採集されているが、上位にゴミ捨てがあることからここからの流れ込みと考えられる。

区両の東側には薄く黒色I:が堆桔しており、粘性はなく締まりがない。宵磁などの追物を含むことから、応．卜→

からの流れ込みとも考えられる。

2)石積み 1

石積みは洞穴開U部と洞穴入口側にあり、前者をゎ積み 1、後者を1五12とした。また、前庭部北側の石積みを

石積み 3とした。

伺造構は洞穴開U部を南北に横断し、長さは15m、高さは最も高い部分で2.5m、低い祁分で 1rnである（第

18園 l)。石材は人頭大から俵人の石灰岩を）flい、若Tながら火成岩を用いている。ほとんどは自然石を用い、

曲取りをしたと思われる石材もわずかにみられる。隙閣なく石が積まれ、しっかりとしたつくりである。また、

逍構中央部の表面は火を受けたため赤くなっており、表面が脆くなっている。

3)石積み 2

同 lと同じく南北に軸を持つ。同遺構は測穴人nの最もくびれた部分に構築されている。幅は4m、高さは 2

mである（第21図 1)。h積み 1が傾斜するように構築されているのに対して、石積み 2はほぼ直に立ち卜がっ

ている。また、石材は石積み 1とは異なり人頭大以下の小さめのものを用いている。石の秘み方は石枡み 1と比

べて空隙があるものの、石灰岩同十の噛み合わせはしつかりとしている。

4)石積み 3

わ積み3は洞穴北側斜而に取り付く形で築かれている（第25図）。上位にカンジン原古墓群 1号墓がある。石

和みは表：I: のほぼ直上に乗っていることや、石栢み 1が同 3下に潜り込んでいることから、新しい時期の追構と

息われる。また、いくつか面を持っていることから構築の時間差が考えられる。

5) 1 ~ 3区上段

1~3号区圃の南側は約50cm程の石栢みによって 1段高くなっている（第28図8)。石租みは拳大の石灰岩を

1i½: に立ち上げている。平担部表而には逍物がほとんどなく、古写真では棺材と恩われる板がみられるのみである。

平阻部奥にも石列状に石灰岩を並べている。平場内に南北のトレンチ 2ヶ所を設け掘り下げた結果、石積み付近

で人骨が集中して得られ、白釉陶器片などが出十．した。

6)礫敷き

ゎ積み 1と次の石列の間にみられる。 5~10cm大の小さい石灰岩礫を平坦に敷き詰めたものである。一部、立

ち割りを行い掘り下げたところ石灰岩礫の厚さは10~20cmで、 卜1立は細かな石灰片を含む明褐色十脳であった（

第18図2)。立ち割り面積が狭いこともあり限られた調査になったが、明褐色上は造成上的なものと考えられる。

同追構は 2~9サ区画間の通路部分に続き、奥へ向けて緩やかに上がっている。

7)石列

石列は 3碁確認した。それぞれJ¥.・B・Cとする。

石列Aは10号に両の前而に形成されたものである（第26図ア）。 10号区画の方向軸と合うことから同区画に伴

うと思われる。また、内側には軸が異なる石列があり、時期が異なると思われる（同図ウ）。

同Bは10・11号区画にかけて、 L字状に形成されたものである（同図イ）。石稽 1と力向軸が同ーで、 11号区

両下段石栢みの下にもぐっている。

同Cは、 1号区画内にみられるもので、 2~5号区画石積みに伴うものである（同図エ・オ）。クランク状を

12 



なし、 2 ~ 5 号区画石積みからh積み逍構 1 にいたる。人頭大の平坦な石材を用い、礫敷き遺構に直接乗る。 石

列Bと同一の方向軸で、同じ時期に造られたと考えられる。

8)建物礎石

2号区画にみられる（第33図）。板状の火）如岩を約90cm間11(,;jで配箆しており、南北軸の礎石は残＃・するが、東

西軸は配樅されていない。区画奥に火成岩が集中することから、厨子を配樅する際にまとめたものと思われる。

9)焼土

焼土はIDm陪下部で確認した（第34図）。一面が焼けており、土が5nunはどの利い粒状をなしている。焼土は

赤みが強い部分があり、かつ照く締まっている。同じレベルに炭が多くみられ、木材が焼けたと思われる部分が

数力所みられる。焼土は石灰岩崩落祁上にもみられたが、前者とは異なり堅く締まった範囲は狭い。焼骨を含ん

でいる。焼十のほかに、右積み 1も表面が火を受け、所々石灰岩が赤みを布び、表面は脆くなっている。このこ

とから考えると、ある時期に広い範囲で火が焚かれたと推祭できるが、その理由などは不明である。

illn翔下からは匝さ約3・~5cmの炭が堆積した脳を確認した（図版4-8)。旧 lトレンチ全面（石積み lと

12号区画間）に広がっているが、性格は不明。

10)井戸様遺構

12号区画の南側で確認した。 12号似幽は南側から倒れてきた巨人な石）火弄下に構築されたもので、同遺構はそ

の空隙部分に枡形に形成されている（第23凶45)。

同迫構の最下屁（ジャリ居）上で人骨 l体分を確認、した（第35図）。人骨は頭竹などいくつかの部位が欠落し

ていたが、骨端は関節した状態で整然と並んでいることから、 1次非と考えられる。共伴逍物はみられない。

13 
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第29図 厨子配置状況 (3・4・ 6号1ぶ両）
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第 3章出 土 遺物

今阿出土した造物は、多累の厨子を中心として沖縄産陶器のはか、木士産・中同庄陶磁器が多く得られた。こ

れら陶磁器は完品もしくは完形品の遺物が多数みられるという、rれは特笠すべき点であり、かつ、 す舌に近い形で

出土している。また、後期土器や石器などの先史時代逍物や、貝製品、木装品といった選物が得られている。

今同得られた造物の中で泣も多い逍物は厨子で、特に Iボージャー厨了・」と称するものが蔽も多い。厨fには

沖縄荏陶器や褐釉陶器を利用した転用品もみられる。沖縄産陶器や褐釉陶器で扱ったものの多くは転用品だが、

全形を伺うことのできる舒料が多く、編年上でも良好な資料と考え、各節で取り上げた。

逍物の接合状況は複雑で、 J釘子内と十中からのもので接合可能な賽料のはか、ヤッチのガマとii吋穴北側斜面や

カンジン原古慕群の 1~ 1号墓ri1i面平瑞の散乱追物と接合可能なものがみられる。土巾出士でも、層の上下での

接合が済しいものがあり、逍跡の成立、上培の堆積状況を考える上で検討を要する。

第1節厨子

厨子は専用岱と転用品がある。土器を納骨川にJllいたものも専用器と考えられるが、今回の調杏では納骨を行っ

た1器がわずかであることや、転用したnf能性も考えられることから独立して取り十げた。銘害を記した例は少

なく、景にして 1割にも満たない。 2・4・9号区画に記銘厨・了が集中するといえる。年号を記した例として、

第53図4 I乾隆下拾六年子（亥ヵ）ノ七月十・ ・II西銘人掟仲[JI」（利渠） C屋」がある。第42図1は IIll城掟山

里にや」の釘彫りを記す。また、炭で IL」 （第44似l3)、 「Y1l (第531又11)字状などの記号（家判？）を記

したものがある。

1 専用器

麟器はボージャー）g訂がほとんどを占め、全体の約 6割にあたる。その他、マンガン掛け厨了や家形がある。

ここでは分類を次のように行う。

厨了T叩11i;7ロニ

L転用品

E
T
 

I : 切り妻

II :'. ぶせ棟
III : 入母屋
I : ボージャー I 

＇ 

TI : マンガン掛け~

1 : 肘が張る
2 : 腹が出る

3 : スマート

4 : その他

l : 頭部が明瞭
2 : 顕部が弱い

今同得られた厨子は甕形がほとんどで、家形は極めて少ない。

家形は木製、仁製、陶製がみられ、陶製が若千多い。ャッチのガマで得られた陶製家形は赤焼のみで、施釉の

ものはみられない。屋根の形状は上記の3類がみられ、赤焼は寄棟（第40図l・2) ・入母序（同図3. ,1)で、

石製も寄棟（第39凶 1・2など） ・入位屋（伺図 5・6)の両方がある。木製（第38図）は屋根は残っていない

が、残欠や宜野座村古幕の事例（直野座村教委1982)から考えて切妻になろう。文様は、第39図5・6は朱彩に

よる I><側と朱・悶による花肱を描いている。第40圏3・4は忠による区画や辿華文がみられ、本米は朱などの色

も川いられていたようである。

甕形で主体をなす I頷は「ボージャー厨了;Iと称されるもので、卵形の器形をなし口唇部が紡錘形あるいは隅

丸方形に肥厚するタイプである。分類は［銘苅原古墓群』 1に従う。まず、表に示したように胴部のう屈りによっ

て3つに分類が可能であり、さらにサイズで、ア：大きさが50cmnり後の中型、イ：大きさが60cm前後の大型、ウ ：

人きさが40cm前後、あるいはそれ以下の小型に 3分でき、中型が多い。また、口緑部肥序の形や屈曲の具合、眉

の形態、文様といった要素での分類が可能であるが、出上が多是であるため細分類には全らなかった。

把握できた分をあげると、 n緑部肥厚は丸みを岱たものと角ばったもので、さらに/t;J:くつくるものと簿いもの

に分かれる。屈illJは肥肘が,i:ち_f-_るものと、内傾するものに分かれ、後者の肥犀は薄手のものが多く、つくりも

全体的に雑である。 1廿は家の形を忠尖に模したものと節略化したものに大別できる。後者はさらに）日の突出が強
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いものと弱いものがみられる。また、眉の孔は、方形と円形があり、これらが組み合わさる。眉のつくりが雑な

はど孔の形成も雑であるといえる。

文様は迎華文を中心とした沈線文で、法師の貼り付け文が必干みられる。第47図7は文楳が繁多に描かれ、稚

拙な人物文などを描く。口緑部には r中城口口／［」口」、 「正月／二月／・・ー」などの文字がみられる。

ボージャー厨子の分類中、その他としたものは、形態的にはボージャーIM+に含まれるものの若干異なるもの

である。第51CT<I5はボージャ-. 厨和？）雰囲気からは芯千毀なり、同図 1・2は甕をボージャー）豆寸チに作り直した

観がある。また、同図 3は口縁肥I旱部を方形につくり次のマンガン掛け厨子に似る。

壺は笠状の形態に宝殊がつくものとつかないものに分かれ、主珠は頂部が尖るものと丸みを帝るものに分けら

れる。宝珠形をA、袋頭形をB、無しをCとした。前者は内部が中空、後者はそうでないという述いもある。さ

らに、玉珠の下に台が付くものがあり、有りをa、無しをbとした。

II類としたものは「マンガン掛け厨千lと称されるもので、器表面にマンガン釉を施しボ,_ジャ--厨子と異な

り頸部を形成する（金武1998)。今回は頸部の形成の度合いによって分類した。まず、頸部が折れるもので、さ

らに頭部が直＼ケするもの（第s:1図）、外に開くもの（第54図）に分けられる。頸部が弱いものは、頸の折れがルー

ズなもので、第551苅9のようにさらに頸部の弱いものに分けられる。その他に脚が付くもの（第55図6)ャッチ

のガマでは1氏付きのタイプはみられない。

サイズによる分類はボージャー厨＋と同様に、ア ：大きさが50cm前後の中型、イ：大きさが60cm前後の大型、

ゥ ：大きさが40cm前後、あるいはそれ以卜の小型に 3分でき、大和1のタイプが多い。また、口縁肥厚部は中村應

氏による分類（中村1989) に従いa:方形、b:竺角形、 c:バチ形と加えてd:)L形に分けられる。

マンガン掛けfa寸了の文様は、沈線と貼付文があり、ヤッチのガマでは沈線による文様が多い。文様構成は蓮華

文を中心に、幾叶学文などがある。正而のI至門はいくつかのバリエーションがあり 、第53図5のようなしつかり

としたつくりのものと、同図3のようにくずれたものに人別できる。第55図 9は歴門が省略されている。

2 転用品

転）II品は1J用雑器の壺や斐などを．次利用したものである。納骨JIJに用いるため、口縁部や底部などを打ち欠

いたり、横倒しにするなどしている。銘害は第56図3にみられるが、本来は別佃体のものであろう。第57図3は

釘彫りの蓮鉗文がみられる。転用する際に施したものであろう。

使）II方法は、現状のまま用いる（打割しない）もの、打割するものがある。はとんどは後者であるが、第57図

1のように手を加えていないものがある。また、本来のとおり立てて使）llする、 1到値する（横倒しにする、天地

逆にする）というパターンがみられる。同脳3, ,tは横倒し、第56図6・7は天地逆である。

打割した場合は、隙間から骨がこぽれ浴ちないように益をするものがある。第561叉I7は沖縄1釦陶器を胴部から

土下に分離させ、口縁部を下にして自磁碗で益をしたもの、Ifill又18は同じく褐釉陶器を口縁部をドにし、底祁で

盗をしたものである。同図 5は胴卜.半部を打割し、別個体の胴部片で穴を塞いだものである。

如 ll器と同じく益を伴う例があり、第5G図2は摺鉢を、同図4はボージャ--fa: 訂了の蓋を用いている。

3 士器

いわゆる 1西占式上器」や Iパナリ焼」に類するもので、壺）I多と鍋形が得られた。

第58閃 1~8は宮古式土僻で、盗と甕が得られた。壺はサイズや器形により分類が可能である。壺形は盾部が

張るものと、胴部が張るものに大別でき、さらに口緑部が外反するものと直立するものに分けられる。大きさは

40cm台と、 30cm台のものがみられる。鍋形としたものはグスク土器にみられる鍋形に近く、口径と器高が笠しい

かそれに近い器形のものである。今同得られたものは口径24.3cmと小型である。前庭部石灰岩崩落より出上。

同圏8はパナリ焼で、宮古式に比して数が少ない。 n径が壺形としては大きく、頸部が長い。器壁は1.5cmと

匝ぽったいつくりで、混和材として石灰粒を多く含んでいる。

同図 9はその他の土器で、宮古式上器、パナリ焼とも胎十 ・混和材が巽なる。
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第 1表 a 厨子観察一覧
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第 1表 b 厨子観察一覧
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第 1表C 厨子観察一覧
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第 1表 d 厨了観察ー買
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第 2節青磁

青磁の器種としては、碗.JTI1・小朴 ・馬上杯・瓶 ・小面・茶壷・蓄:. 香炉 ・水滴の10器種が確認されており、

古地からの出士としてはバリ .:L--ション的にも非常に悶富であり特徴的であるといえる。

ャッチのガマでの甘磁の出・［総数は35点で、白磁や百花等の他の小国陶磁稲に比して少ない傾向にあるといえ

る。また、碗.Jillの出 I:点数が多いことも白磁や古・一花等とは異なる仰向であり特徴的である。

出土地点及び1蘭位別で見てみると、人半がIH1トレンチや旧11号区画外トレンチ、入い側トレンチ等の前庭部

の自然堆積十・中からの検出であるが、中には各区画内の表面に散乱した状況での表採や10区上段の人骨焦中部、

また、厨子内検出も少なからず見られた（第3表）。

ャッチのガマにおいて検出された百磁の中には、 12!It紀後・'j':に位罰付けられる判花文碗が含まれており注!Iさ

れるところであるが、全体的には15世紀~16世紀頃のものが上体をなすといえる。しかしながら、先にも述べた

ように、厨子l人］と上中出十．の務料が接合可能な場合や、十．中出土の脊科でも層のJ-.下での接合が著しいものが多

数あることから、出」：遥物から得られる情報等と逍構及び十層堆積状況との関係の詳細については後段の第9部

の総括において述べたいと考える。

以下、ャッチのガマより検出された百磁の分類概念を記述し、特徴的な資料について不すこととする（第59図

～第61図）。なお、個々の特徴等の詳細については観察表に記した（第 4表）。

1 . 碗

ャッチのガマにて検出された占・・磁碗は、日縁形態から布nn縁と外反LJ縁の 2つに分類して、必投に1心じて

a・bなどに細分した。

I類直口口縁

而nn縁タイプの碗には叔lj化文碗と無鏑辿弁文碗がある。前者をa、後者をbとした。

a劃花文碗 内面に片切り彫りによる沈線等を描いている。高台は低く成形され、仏］削りは浅めに施されて

いる。

b蓮弁文碗 外1紺に片切り彫りによる蓮弁文を比較的丁寧に描いている。高台はやや低く成形され、 「ハ」

の字状に開く。内削りは aに比してやや深めに施されている。岱付外端を斜イ））に削り取って面

取りする。

n類外反口緑

外反口縁タイプには蓮弁文碗 ・ラマ式辿弁文碗 ・無文碗があり、それぞれa~cに細分した。

a辿弁文碗 外面に片切り彫りによる辿弁文を描いている。高台はやや低めに成形され、 「ハ」の字状に開

く。内肖Jjりはやや深めである。性付外端を斜位に削り取って血取りする。

bラマ式蓮弁蒻 比較的人振りな碗である。両面にラマ式蓮弁文を箆削りにより描いている。

c無文 碗 口縁部が微弱に外反するタイプである。内面に印刻の花文を施している。

2. 皿

皿については、目縁形態から而nn縁、外反旦縁、口折の 3つに大別をした。それぞれ必要に応じ a・bな

どに細分した。

I類而nn縁
無文皿が確認されている。い唇部は尖り気味で、全休に雑に成形されており、観輯等の調整痕が顕著であ

る。高台は低く、内削りは浅い。見込みを蛇の目状に柚禿ぎする。

II類 外反□緑

外反口縁の1lllには、外面の胴部に述弁文を描くタイプと無文タイプの 2つが確詔されており、前者を a、

後者を bとして細分した。

a蓮弁文皿 外面に片切り彫りによる蓮弁文を比較的雑に描いている。閥台はやや低＜／戎形され、費付内端

を斜伶に削り取る。見込みを蛇の目状に釉禿ぎする。

b無文皿 外反の度合いに若＋の差界はあるものの、腰折気味に成形されていることや高台内のみを釉禿ぎ

していることなどから同一タイプとして扱った。

m類口折皿
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U縁部を逆「L」字状に折り、「）折れとする。外面に片切り彫りによる蓮弁文を比較的雑に描いている。

高台はかなり低く）戊形され、媒付外端を斜位に削り取って面取りする。見込みには双魚の(n文を施す。

3. 小杯

小杯が得られている。いずれも直IIr l縁タイプで、有文と1訓文とが確認されている。前者を a、後者を b

として細分した。

a 1[文タイプ 外面に線刻細蓮弁文を描くが破），1：食料であるため全形は判然としない。

b無文タイプ 全体的に雑で高台の内削jりなどはかなり雑な）成形がなされている。

4. 馬上杯

大振りと小振りなタイプが得られている。それぞれ I類、 II類とした。

I類 U縁が微弱に外反するタイプであるが、脚を欠捐しており、全形は判然としない。外而には調整痕が

観察できる。

Il類 口緑が微弱に外反するタイプで、脚の外面を三角状に成形する。外面には、 n縁直下及び肺l下部に圏

線と胴中央部に線刻の蓮弁文を施している。また脚中央にも圏線を施すものもある。

5. 瓶

直uu縁と外反U緑とがあり、口縁直下と頚下部に圏線を施すタイプも確認されている。高台内削りはいず

れも「ハ」の字状に成形し、益付外端を斜位に削り取る。

6. 小壷

洒会蛍様の小盗が得られている。これに伴う蓋は確認されていない。外面にはn縁直下と店部に圏線を各 1

本ずつ施している。胴部には縦位の箆描きによる鏑文を描いている。森台仏］削りはかなり浅く 、既付外端を斜

位に削り取り面取りしている。

7. 茶壷

茶壷様の小壷が得られているが用途は不明であるため今[i:ijは茶面として扱った。 LI縁は微弱に外反し、胴中

央のやや上部に最）ゞR,叶径を有する。外底はほぼ水平に成形されており、外端部を斜位に削り取り面取りしてい

る。令1本的に雑な1成形である。

8. 蓋

酒会並の蓋の外端部と思われる破片賽料が得られている。外端部の成形は丸みを帯びており 、益甲面から外

端部の内側まで施釉している。

9. 香炉

口縁形態は直口口縁を成しており、 n奇n緑の形態を成さないタイプである。胴 lヽ・部は腰折状に成形されて

おり、膠部下方に＝．角形状の足を 3つ付していたものと息われるが、 3足とも欠損していることから、香炉の

外底が突出していて足が短く浮き上がっている、いわゆる IT島足」タイプもしくは、突出部より足が長くな

り地に付く「蝶足 1タイプを成していたかは現段階では判然としない。全体の造りとしては、内外面ともに比

較的丁寧な造りを成している。

10. 水滴

水渦が 1点検出されている。 maJ中央部で下部と上部を張り合わせて成形されており、内外Jfli及び断面に積痕

が確認できる。 U縁部は窄むように内仰させ、注口と把手を貼り付けている。高台はほぼ水平に成形されてお

り、外端を斜位に削り取り面取りしている。外面胴 r.部には蓮華様の文様を、 卜部には蓮弁文がいずれも賜刻

により施されている。

※附記 ：第61図5の瓶については、文章校庄中に大橋康二氏により、経台形や高台内の施釉方法、焼成状況等

から肥前産の育磁との所見を頂いた。記して感謝山し上げます。
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第 3表青磁出土状況
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第 4表a 青磁観察一覧

4
 枷暉11

閃版30;
5
 

刃版3 。2 

靡 II I l 口径
番号器種分煩部位

c_―勺砂

lメII仮 I'I底口冒詞髯且，；i. 三□9〖彎塁~13~出土地

12.8口咋

I~r 1• / • l 1-l籾国）I - や雑にfi/jいてい
., . -、_,,- --

る。見込みには 1本の曲如淡灰白色の徴ぷi.了て
＿ 微細な気泡痕が観られる，緑J火色の-ilhを1山Jlfliに/iiriす。

111x: 下石積み・礫1人J、
前庭音似ii火岩崩落

~ 

15, 6 I I唇ぱ丸く成形されて＼ヽる 心d~はややfl{:く、内削りは深めで作
年 6. 3 f、J外端を斜位に 1「II取りする 外1(11 に}\り~1, 彫 IJによる蓮弁文を比

媒・J(jJ加 .:HI心、見込みには 14~ のIt-I線と I.JI{認。淡／火白色の細前庭部illi
5. 0 -I-•! 子で気叫h 糸"'火色(/)f山をク::HJ.父ぴ外底1(1i以外に施す。

．一

12.8 
J_ 

11唇は丸く成形されている。，:'り合はやや低く、内削りは深めで::'i:
,_,., 5. 5 付外端を斜位に而取りする。 淡}:)江 1 色の呵~+で微細な気泡痕が1 10区,_n 

碗 IIa I 5.4 観られるQ 糸初火色の柚を岱付及び外底1f11l:J.タに施している。
― →  

9.2小振りな碗である Ithは）Lい ，劣台は低く、 1人Jj'jljりは浅めであ
，完形 5. 7 る。 11松直ドに 3木の10:.1線とり1-J部に片切り彫りによる雑な述fr文
I 

を描く。見込みに1:(1イ£文全施す 淡/:)~白色の細粒了ーで白色の鉱物1い諏上段
5.0 を含む。緑灰色<I)fillを外／』(1(1i以外じ施す。

T -. —-—— 
一 比較的大振りな碗。口竹は丸い。両面にラマ式沌弁又を描いてい

I 
II b n縁mil- る。素地は淡灰r'I色の微粒了・で徴細な気泡痕で黒色の鉱物を代か 12区Illa 

ー に含む。緑灰色の釉を「,1直に施している。

,-「---- ---
n稼部 12.6:,: 闊臀霜翫唸訊ばな誓虞震彗謬ば□―

II c ~ I ーロ兵秘灰色の釉を施している。印fli に）i「い虹入が観られる。 ~31メ上段

-LI 
r 

叫虞
- n役部か徴弱r外以するタイ
ー 内面に 1り； ~IJのイu:を施してい

プである。口柑外面が社T肥序する。
る。索地は灰白和．の微ぷ1+である。

]~3区 f-段

両面にi農緑灰色の利1を柚している。両面に荒いn人が観られる。

10. 7言唇g印よ尖 り気叫I戊形され、外rfu1.l iii. な成形で続饂1}戸 I - -
lt形 3.9 ある。的台は（氏く、 1人］削りは浅めて、 },'l:f,J外端を余1位に削り取る。 11区 1、石積み、前庭

4.9 
淡灰f'I色の紅111:r.rで、外底lれ以外にiJil火粒色のtlilを柚すが見込み
を蛇のR~人に1血ださする 全休に細かいn人が人る，

部illa' 

12.0霰台はやや低く成形され、内J'jlJI/は深めてある。代イヽ」両端を斜（立

II a 完形

I 
4 7 に面取りしている 胴部外面に比較的雑に那ガ文を柑iいている。 I]Q区集骨 aI・ll・ 
・ 淡灰白色の微粒{で、外li(lfii以外の向lfliに緑灰色の釉を加してい

1.8 るが、見込みを籟状I.Jj_'x J「'J.~ ている。 m、10区上Ill・N
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第 4表 b 青磁観察一覧
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第 3節白磁

白磁の器種としては、碗・小碗．皿・杯・小杯・瓶の僅かに 6器種が確認されているのみである。ャッチのガ

マにおいての白磁の出土総数は158点であり、中でも小杯は89点と 6器種中で最も多く検出しており、これに次

いで碗が45点と続き、これに以下、皿、小碗、杯、瓶と続いている状況である。

県内の近世古墓等の古墓調査において小杯の検出頻度が高い事例は比較的多いと言えるが、今回のように小杯

が白磁出土総点数の約56%を占めるというような例はなく、非常に特徴的な傾向であるといえ、これについては

次節の青花も同様の傾向であり特筆されるところである。

ャッチのガマにおける白磁の出土地点及び層位別の出上傾向としては、前節の青磁と同様に大半が旧 1トレン

チや旧11号区画外トレンチ、入口側トレンチ等のいわゆる前庭部に自然堆積した土中からの検出であるが、 11号

区画中段及び下段造成層からの検出も多くみられた。しかしながら、逆に他の区画内の表採や造成層及び堆積層

からの検出は少ない傾向にあるといえる（第 5表）。

今回検出された白磁は、 17世紀後半~18棋紀前半・中頃に位置付けられる福建・ 広東系の言昔窯や徳化窯、灌州

窯等を生産地とするものが主体を成しているといえるが、これらの詳細や遺構との関係等については後段にて述

べる事としたい。

以下、ヤッチのガマより検出された白磁の分類概念について述べ、特徴的な資料について図示することとする

（第62図～第64図）。なお、個々の詳細については観察表に記した（第 7表）。

1 . 碗

ャッチのガマにて検出された白磁碗は、口縁形態から直□口縁・外反口縁・ロ折口縁の 3つに大別して、必要

に応じて a・b等に細分した。

I類直口口縁

直口口縁タイプの碗には、尚台脇から逆 Iハ」の字状に開くタイプと丸みを持って立ち上がるタイプがあり、

前者を a、後者を bとして細分した。

a高台脇から逆「ハ」の字状に開き、外底面及び見込み部分を露胎とする。大振りと小振りとがあり、高台や畳

付の成形に特徴が観られる。

b高台脇から丸みを持って立ち上がり、見込みを蛇の目状に釉禿ぎする。

II類外反口縁

高台脇から丸みを持って立ち上がり、口縁をきつく外反させるタイプである。見込みにはハリ支えと思われる

積痕が観られる。

皿類 口折口縁

高台脇から丸みを持って立ち上がり、口縁を逆「L」字状に折り、 D折れ状に成形する。

2. 小碗

ャッチのガマにて検出した白磁の小碗については、口縁形態から直口口縁と外反口縁の 2つに大きく分類して、

必要に応じて 1・2に細分を試みた。

I類直口口縁

直口口縁タイプの小碗には庫鹿轄成形と型成形とがあり、前者を 1、後者を 2として細分した。

1饒轄成形によるものである。高台脇から丸みを持って立ち上がる。

2型成形によるものである。高台脇から丸みを持って立ち上がるが、 1に比して若干開き気味である。

II類外反口縁

高台脇から丸みを持って立ち上がり、口縁を微弱に外反させるタイプである。

3. 皿

皿については、口縁形態や全体の形状から直口口縁、外反口縁、碁笥底、角皿の 4つに分類を試みた。

I類直口口縁

高台脇から若干の丸みを持って立ち上がるタイプである。

II類外反口縁

高台脇から若干の丸みを持って立ち上がり、口縁部をきつく外反させるタイプである。
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II1類碁笥底

逆「ハ」の字状にかなり開き、外底面を碁笥底状に削り出して成形するタイプである。

w類角皿

型成形による角皿である。上面観は正方形を呈し、外面の四隅には縦位の凹部が入る。

4. 杯

杯は直口口縁タイプのみが得られている。型成形によるものである。外底の見込みには陽刻の印花文もしくは

銘が入る。

5. 小杯

小杯には口縁形態や全体の形状から直口口縁、外反口縁、稜花、八角の 4つに分類し、必要に応じて 1・2な

どに細分を試みた。

I類直口口縁

直口口縁タイプには、肥厚帯を有しないものと有するものとがあり、前者を 1、後者を 2として細分した。ま

た胴下部を腰折気味に成形したものも直□口縁の 3として今回は取り扱った。 1~3のいずれも型成形によるも

のである。

1嵩台脇から丸みを持って立ち上がる。口径に比して器高の高い、やや低い、低いタイプとがある。

2外面の口縁直下に箆削りによる肥厚帯を成形するタイプである。

3高台脇から角度を変えて腰折気味に立ち上げて成形するタイプである。

II類外反口縁

高台脇から丸みを持たせて立ち上がり、口縁部を微弱に外反させる。口径に比して器高が高い、やや低い、低

いタイプ、また高台の内削りが浅いのと深いタイプとが観られるが、これらのいずれも型成形によるものである

と考えられる。

皿類稜花

口縁部及び胴部外面全体を稜花状に成形しており、大振りと小振りのタイプがある。これらのいずれも型成形

によるものであると考えられる。

w類八角

口縁部及び胴部外面全体を八角状に成形しており、型成形によるものであると考えられる。

6. 瓶

瓶が検出されている。輛轍成形によるもので、口縁部はきつく外反するタイプである。全体の形状からすると、

いずれもラッキョウ型といえるが、最大朋径が胴中央にあるものと下部にあるものとが確認されている。

※附記：第63図4の小碗及び第64図5・13の小杯、 24の瓶については、文章校正中に大橋康二氏により肥前産

白磁との所見を頂いた。記して感謝申し上げます。
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第 6表 白磁計測表

器種 分類 産地
口径 器高 底径

出土地(cnil (cm) (cml 器種 分類 産地
口径 器高 底径

出土地
(cm) (cml (cm) 

11区中1下2区、 11区下 I部・礫I内、11区
12.0 4. J 4.5 骰乱積、 皿a、崩前落庭 • ill a ・ 

I a 石み・ 石灰岩

碗 唱 13.2 1.8 5. 2 ll区中、月IJ庭部 I・illa'・illf
14.0 5. I 5.2 12区皿 a、前庭部illb、北側斜面I 
10.6 -1. 9 5. 0 前庭部皿 c

I b 
11.0 5. 4 5. 4 12区石積み外、前庭部 I、北側斜回

4.3 2. 7 2. 2 2区 [I

4.3 3.0 2. 0 前庭部礫上

4.3 3. 5 2.2 12区IIIa 
4.4 2. 7 2.1 前庭部IIIb 
・l . ~ 2. 9 2.0 前庭部撹乱

［） 
4. 4 3.0 2.0 12区ma
4.6 3.3 2.0 前庭部旧 f

I 2 
7.4 4.9 3. 7 前庭部皿a・

小碗 徳化 8.8 4.1 3.8 前庭部撹乱

プ 8.7 5.0 3. (j 1 区-23内 、 1 2 区—2内、 12区 I -Il 

4. 7 3.3 2. 2 即庭部illb 
5.0 2.3 I. 9 則庭部Il.皿b
5. 0 3.8 2.6 前庭部皿 f

皿 皿 唱 4.S 2. 7 3 S 前庭部mo 5. I 3.5 2.'I 削庭部m£
5.1 3.6 2. 4 前庭部 I. IT . 皿a.

杯 徳化
7.9 3.5 3.3 即庭部根石下

8.2 3. 5 3.6 削庭部[I]a 
小杯 徳化 3.5 2. 4 l.i 13区

3. 7 2.2 I. 6 4区散乱7
3. 5 2. 2 1. 7 12区旧 a 3., 2.2 l. 6 前庭部ille 
3.9 2.0 1. g 前庭部ma 4.1 2. 9 2.0 12区ma
・I. 〇 l.S l.i 前庭部Illi 4. 2 3.1 2. 3 前庭部 I
4. 0 2.0 1. 9 2区rr 4.2 3.2 2. I 12区石積み外、飢庭部 I、北側斜面
4.0 3. l 2.2 1区 I D 4.5 3.2 2. l 12区 I-II 

小杯 ［］ 徳化
~. l 2.1 l.8 前庭部IIIa' 
•Ll 2. 7 2.0 ll区下礫内

4.6 2.8 2.1 10区上 [1]、10区中[]

~.6 3.1 I. 9 前庭部llI
~-2 2.2 l. 9 前庭部皿n 4. 6 3.1 2.2 10区上m
-1.2 2.5 2.1 削庭部illb ~-6 3.3 Z.2 J2区皿a
4. 2 2. 6 2.1 前庭部皿a ,t.S 3.3 2.5 前庭部皿 b
~.2 2. 6 2. 2 訃／庭部IDb 5. 3 3. 7 2. 3 即庭部illb 
4. 3 2.0 1.8 12区 I-II 

第 7表 a 白磁観察一覧

挿図
口径

番号 器種 分類 部位
器各高

観 叙ホ 事 項 産地 出土地図版 底 径
(cm) 

16. 4 高台脇から逆「ハ」の字状に大きく開く。商台は低く、高台内削りは浅い。畳 12区 1-Il・illa、前庭1 完形 5.8 付外朔を1たるように斜位に削り取る。外面には翰籟痕が明瞭で雑な成形である。
部 I・ IDf 

6.6 白色の細粒子で、淡黄白色の釉を施すが、外底面及ぴ見込み露胎とする。

13. 1 高台腔から逆「ハ」の字状に大きく開く 3 高台は低く、高台内削りば浅いc畳付外 11区下石積み、 13区黒土、2 完形 4.5 培を扶るように斜位に削り取る c 外面には親戟痕が明瞭で雑な成形である。素地は
前庭部 IT・ma・

5.4 淡灰白色の細粒子で濁った淡灰白色の釉を施すが、外底面及び見込みを霧胎とする。

12.8 高台脇から逆「ハ」の字状に大きく開く。高台は低く、高台内削りは浅い。
3 I a 完形 4.9 畳1・」外端を斜位に削り取る。外面には観鉗痕が明瞭で雑な成形である。素地 前庭部illa・ 

第62図 5. I は白色の細粒子でi炎黄白色の釉を施すが、外底面及ぴ見込みを露胎とする。

図版31＇ 12.5 高台賂から逆「ハ」の字状に大きく開く。高台は低く、品台内削りは浅い。畳 福建 2区 ll、10区内、ll区下石
4 完形 4.4 I・」外端を斜位に削り取る，外面には輻幡痕が明瞭で雑な成形である。素地は淡 積み・ 礫内、 前庭部 I. 

5.0 灰白色の細粒子で淡灰白色の釉を施すが、外底面及ぴ見込みを露胎とする。 広東 皿a,. 石積み

高台は低く、高台内削りは浅い。畳付外端を斜位に削り取る。外面に
5 碗 底部 は糀阻痕が明瞭で雑な成形である。素地は白色の細粒子で濁った淡灰 l2区 I~II 、前庭部 ill b 

4.9 白色の釉を施すが、外底面及び見込みを霧胎とする。

12.0 高台脇から丸みを持って立ち上がり、嵩台は aに比して高めで、高台1人］削 IJは JO区上川、 10区中石列、6 完形 5.2 深め。昼付外業を斜位に面取り，外血には雛戟痕が明瞭で雑である。白色の細
前庭部 I・illa・illf

5.1 粒子で乳白渇職の袖を昼付以外に総釉後、見込みを蛇の目状に径き取る。
I b 

10. 8 高台脇から丸みを持って立ち上がり、高台は aに比して高めで、高台内削りは 11区下石積み、前庭部 rn1 完形 5.3 深め。饉付外端を斜位に而取り， 外面には陸植痕が明瞭で雑である。白色の細 a' ・硝上 • 石灰岩崩落
5.3 粒子で淡乳白色の釉を伐付以外に総釉後、見込みを蛇の且1大に釉禿ぎする。

I 
12. 7 型成形てある。高台脇から丸みを持って立ち上がり、 U緑部をきつく外

2 [I 完形 5.9 反させる。素地は白色の細粒子でi炎黄白色の釉を侵付以外に総釉する。 徳化 前庭部ma'
4.9 全体に細かい貰入が入る。見込みには 4つのハリ支え痕が践られる。

， 

11.3 高台脱から丸みを持って立ち上がり、口緑部を逆「L」字状に折り、口祈れと
3 ill 完形 5.6 する。忘台は低く、小さい。素地は淡灰白色の細粒子で乳白濁色の釉を登付以 涼州系 11区中

4.5 外に摩く総釉する。全体に細かい貰入が入る。社付には籾殻？が付舒する。

8.5 饒轄成形によるもので、高台脇から丸みを持って立ち上がらせる。閲
4 I l 完形 4.7 台ば低く、小さい，在付以外に白濁色の釉を総釉する。口唇部には褐 肥前 前庭部皿

3.5 色の釉を施し、口錆とする。償付には籾殻？が付杓する。

箱図6版33艮2 
9.0 

型成形である。高台脇から丸みを持って立ち上る。白色の釉を口唇以5 小碗 I 2 c元 u□n 4.2 12区Illb 
3.7 

外に比較的厚く総釉して口禿げとする。

I 徳化
9.2 型成形てあ る。高台脆から丸みを持って立ち上が り、口緑部を微弱 に

6 II 完形 4.3 外反させる。扁台は低い。白色の細粒子で白色の釉を口唇以外に厚く 前庭部ma
4. 7 総釉して口禿げとする。嵩台1勾面には銘？が入る。

13.8 高台協から若干の丸みを持って立ち上がる。高台は抵く、高台内削りは「ハ」 福建
7 ］ 完形 4.4 の字状に削り取っている。外面には能戟痕が明瞭である。灰色の細粒子で灰色 2区1J、2区、前庭部

4.4 の透明袖を外底面以外に裕袖後、見込みを径き取っている。細かい貰人が入る。 広束

10.2 高台脇から丸みを持って立ち上がり、 n緑部をきつく外反させる。尚 涼州
8 llll II 完形 2.3 台は低い。 素地ば淡灰白色の細粒子で灰白濁色の釉 を畳付以外に厚く or福建 前庭部rn

5.3 総釉する。 ・広東

9.8 高台脇から逆「ハ」の字状に大きく開く。外底而を碁笥咲状に削り取 福建 10区上 rr、II区中、 13区， m 完形 2.6 る。外面には輯戟痕が明瞭で雑な成形である。淡灰白色の細粒子で、
黒土、前庭部ma・

4.0 淡灰白色の袖を施すが、外底面及ぴ見込み臨胎とする。 広束
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第 7表 a 白磁観察一覧

闘
口径

番号 器種 分類 部位
昔吾志

観 察 事 項 産地 出土地底径
(cm) 

8.6 型成形による角皿ある。上面観は正方形を里し、外面の四隅は縦位の 12区 I-II・III a、前庭10 1Ill N 完形 2.5 凹部が観られる。素地は淡黄白色の粗粒子で外底面及び登付以外に淡
部 IIIb 

第63図 5.6 黄白濁色の釉を施す。全体に細かい貰入が入る。

図版32 8.0 
型成形によるものである。高台は小さく低い。口唇部以外に白渇色の11 杯 完形 3.6 釉を施し、口禿げとする。高台内面には1場刻の銘？が入る。

12区旧 a
3.2 
4.7 

型成形によるものである。高台脇から丸みを持って立ち上がる。白色］ フヽcoロo 3.3 
の釉を畳付以外に総釉する。昼付には籾殻？痕が付名する。

前庭部ma.
2. 1 

徳化
4.2 

型成形によるものである。商台脇から）Lみを持って立ち上がる。白色2 9プcoロo 2.5 
の釉を畳付以外に柁釉する。畳付には籾殻？痕が付着する。

前庭部撹乱

I 1 
2.0 
3.8 

3 完形 1. 9 
型成形によるものである。病台脇から丸みを持って立ち上がる。白色

前庭部 I
1. 9 

の釉を U唇部以外に総釉して口禿げとする。

＇ 4.0 
4 完形 1.8 型成形によるものである。沈台脇から丸みを持って立ち上がる。白色

前庭部illf 
1.8 

の釉を外面の胴中央あたりまで施す。口唇部は口禿げ成形としている。
I 

4.6 型成形によるものである。高台脇から丸みを持って立ち上がり、外面
5 I 2 完形 3.6 の口縁直下に肥厚帝を持つ。白色の釉を笠イ、］以外に総釉する。全体的 肥前 11区下 I

2.2 に細かい貰入が入る。

4.2 型成形によるもので、高台脇から角度を変えて腰折れ気味に立ち上が
6 、7」COロO 2.9 る。 高台内削りを深く施し ている 。外底面以外に淡灰白濁色の釉 を施 12区石積み外

I 3 
2.2 す。

景徳鎮
4.2 型成形によるもので、高台脇から角度を変えて腰折れ気味に立ち上が

7 完形 2.8 る。高台1人］削りを深く施している。外底面以外に淡灰白t蜀色の袖を施 北側斜面

2.0 すc

5. 7 製成形によるものてある。高台脇から丸みを持って立ち上がり、 n緑
8 完形 4.0 部を微弱に外反させる。素地は白色の細粒子で、淡黄白色の釉を昼付 肥前 前庭部IIIb 

II 
2.5 以外に総釉する。全体的に細かい賞入が入る。

5.6 型成形によるものである。高台脇から丸みを持って立ち上がり、口投， 、プ=-こ日に1I1 3.6 部を微弱に外反させる。 素地は 白色の細粒子で、淡黄白色の釉を盛イ・,J 娯徳鎮 1区川 f礫上

2.4 以外に総釉する。全体的に細かい質入が入る。
＇ 5.0 型成形によるものてある。高台脇から丸みを持って立ち上がり、口縁

10 -=-元IIにWl 3.4 部を微弱に外反させる。索地は白色の細粒子で、白色の釉を僻イ・I以外 肥前 12区IIIa 
2.5 に総釉する。I 
4.6 型成形によるものである。忘台脇から丸みを持ってー•fも上がり、口緑 ll区、前庭部 I、北側斜11 完形 3.3 部を微弱に外反させる。索地は白色の細粒子で、白色の釉を登付以外 掻徳鎮

面
I 2.1 に総釉する。

4.7 型成形によるものである。高台脇から丸みを持って立ち上がり、口緑部を
12 小杯 完形 3.2 微弱に外反させる。素地は白色の細粒子で、白澤色の釉を外底面以外に純 徳化 12区IIIa 

＇ 

2.0 釉する。全体に細かい貰入が入る。外面胴部の一部に籾殻？が付消する。

第64図
4.2 製成形によるものである。莉台脇から丸みを持って立ち上がり、口緑

図版32 13 完形 2.9 部を徴弱に外反させる。素地は白色の細粒了で、白色の釉を費付以外 肥前 前庭部皿 f
2.0 に総釉する。

3.9 型成形によるものである。布台脇から丸みを持って立ち上がり、口緑
14 II '=7C・OロO 2.7 部を徴弱に外反させる。白色の釉を登付以外に総釉する。畳付のみな l2区illb

1.8 らず所々に籾殻？が付若しているのが確認でぎる。
徳化I 

3. 7 型成形によるものである。高台脇から丸みを持って立ち上がり、口緑
15 元ヽ口ロ日 2 3 部を微弱に外反させる。白色の釉を侶：イ寸以外に柁釉する。畳付に籾殻？ 12区IIIa 

1.8 が付洛する。

5.0 型成形によるもので、高台脇から角度を変えて腰折れ気味に立ち上が
16 完形 3. l る。高台内削りを深く施してい る。外底而以外に淡灰白し蜀色の釉を施 前庭部IIIf 

2.0 す。
禁芭鎮＇ 4.0 型成形によるもので、高台脇から角度を変えて腰折れ気味に立ち上が 11区下石積み、前庭部 m17 完形 2.9 る。 高台内削りを深く施し ている。外底面以外に淡灰白濁色の釉を施 b . Ill I 

2.5 す。

4.9 型成形によるものである。嵩台脇から丸みを持って立ち上がり、口楼
18 、9ニじ・日ロμ 3. 1 部を微弱に外反させる。外面胴下部には陽刻の芭焦文？が観られる。 前庭部IIIb 

1.8 白色の釉を畳付以外に総釉する。社付に籾殻？が付着する。

4.3 型成形によるものである。口緑部及ぴ外面胴部全体を稜花状に成形し
19 元ヽ日ロn 3. 1 蓮弁文様を呈する。淡黄白濁色の釉を畳付以外に総釉する。全体に細 前庭部皿 g

2. 1 かい貫入が入る。畳付に籾殻？が付希する。I 
4.3 型威形によるものである。口緑部及ぴ外面胴部全体を稜花状に成形し

20 完形 3.0 蓮弁文様を呈する。高台内削りぱ浅い。素地は白色の細粒子で淡白濁 13区黒上、 13区

ill 1.8 色の釉を外底面以外に施す。
徳化

5. 7 型成形によるものである 。口緑部及ぴ外面胴部全体を稜北状に成形し
21 口縁部 蓮弁文椋を里する 。。素地は白色の細粒子で淡黄白濁色の釉を両面 に 前庭部illb・ill f・ill I 

施している。全体に細かい貫入が入る。

5.3 型成形によるものである。口粒部及び外面胴部全体を稜花状に成形し蓮弁
22 完形 3.9 文様を呈する。 i炎黄白濁色の釉を代付以外に総釉する。全体に細かい貫入 不明

2.7 が入る。骨付に籾殻？が付着する。外底見込みには陽刻の銘？が入る。

6.0 型成形によるものである。口緑部及ぴ外而胴部全体を八角状に成形し
23 N 完形 4. 1 ている。淡黄白濁色の釉を登付以外に総釉する。全体に細かい貫入が 前庭部 I・illa'・illh

2. 7 入る c 畳付に籾殻？が付帝する。

3. 7 口縁部はきつく外反しており、全体の形状はラソキョウ型を呈するが最大胴径 l2区 I-II、前庭部 II.24 完形 (13. 0) は胴中央にある。比較的薄造り である。 i炎灰白色の細粒子で畳付以外に淡黄白 肥前 ill a 

' 瓶 4.2 色の釉を施す。全体に細かい貰入が入る。査付に砂もしくは籾殻が付符する。

全体の形状はラソキョウ型を呈するが敬大胴径は胴下部にあ る。畳付
25 底部 外端を扶るように削り取る。淡灰白色の細粒子で畳付以外に淡灰白濁 景徳鎮 前庭部撹乱

3. ,1 色の釉を施す。全体に細かい貰入が入る。
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第63図 白磁 2 碗(1~ 3)、小碗(4~ 6)、皿(7~ 10)、杯(11)
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第64図 白磁 3 小碗(1~23)、瓶(24~25)
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第 4節中国産色絵

中国産色絵が僅かであるが検出されている。確認された器種としては碗・小杯の 2器種があるものの、細片化

しており全形が窺えるような資料は少ない。これらは16世紀末から18世紀に位置付けられ、 i店州窯や徳化窯を生

産地とする資料である（第65図 1~ 2)。

1は口縁部が微弱に外反する厚手の碗の口縁部片である。両面に灰白色の透明釉を施した後に、外面の口縁直

下に2本の屈線を廻らせ、胴部には丸窓内に何らかの文様を描く。灰色の細粒子で微細な黒色の鉱物を含む（前

庭部II)。

2は型成形による小杯で、口径4.3cm、器高2.7cm、底径1.9cmである。高台脇から丸みを持って立ち上がる。白

濁色の釉を口唇部以外に厚く施し、口禿げとしている。外面胴部には文様構成が判然としない上絵付けが施され

ている（前庭部illd)。

第 5節瑠璃釉

瑠璃釉の小杯が検出されている。 3, 4はいずれも 18世紀代の徳化窯を生産地とする資料で、 5は17世紀末～

18世紀初の景徳鎮を生産地とする資料である。 （第65図3~ 5)。

3は型成形による小杯で、口径4cm、器高 2cm、底径1.8cmである。高台脇から丸みを持って立ち上がる。藍濁

色の釉を口唇部以外に厚く施し、口禿げとしている。内面には淡灰白色の釉を施す。素地は淡灰白色の細粒子で

ある (11区中）。

4も型成形による小杯で、口径4.2cm、器高 2.lcm、底径 2cmである。高台脇から丸みを持って立ち上がる。

濃藍濁色の釉を口唇部以外に厚く施し、口禿げとしている。内面には淡灰白色の釉を施す。畳付には金属粉？が

多星に付着している。素地は淡灰白色の細粒子である（前庭部IIIa') 。

5も型成形による小杯で、口径3.6cm、器高2.6cm、底径1.3cmである。高台脇から丸みを持って立ち上がる。藍

濁色の釉を外底面以外に厚く施している。内面には淡灰白色の釉を施す。素地は白色の細粒子 (12区 I~II)。

第 6節鉄釉染付

鉄釉染付の杯が検出されている。いずれも 17世紀末~18世紀前頃に位置付けられ、景徳鎮を生産地とするもの

と思われる（第65図6~ 9)。

6~9は、いずれも高台から丸みを持って立ち上がり、口縁部を微弱に外反させている。高台は低く、高台内

削りは深い。畳付外端を斜位に削り取り面取りする。内面には呉須により口縁直下に2本、見込みには2本の圏線

と山水文を描いている。外底面には2本の圏線と文字もしくは銘のようなものを表している。素地は白色の微粒

子で内而には白色の透明釉を、外面には茶褐色や暗茶褐色の鉄釉を施している。畳付は釉を掻き取っている。法

量は 6が口径7.3cm、器高4.1cm、底径3.6cm(前庭部III)。 7が口径7.6cm、器高4.3cm、底径3.6cm(前庭部皿 b)。

8が口径7.4cm、器高3.9cm、底径3.3cm(11区一23内、 11区下 I、前庭部II)。 9が口径7.2cm、器高4.1cm、底径

3. 7cm (前庭部III) である。

第 7節 中国産施釉陶器

両面に鉄釉を施す中国産の粗製の急須で、湯錨と思われる資料が得られている。 17世紀~18世紀代の中国南部

（福建・広東系の諸窯）を生産地とする（第65図11~ 12)。また中国南部を生産地とすると思われる粗製陶器水

差しもここで扱った（第65図10)。

11は外底而を上底状で、胴上部が突出するように成形した後に、短い注Dと把手を貼り付けている。口縁部は

微弱に外反し、口縁内面には見受けの突起状のものが観られる。素地は灰褐色の粗粒子で黒色の鉱物等を含む。

口縁内面から外面胴部にかけて茶褐色の釉を施している。全体に雑な成形である。口径6.6cm、器高5.7cm、底径

6.3cmである（前庭部illa') 。沖縄産の可能性も考慮される資料である。

12は外底而をほほ水平に、胴中央が突出するように成形し、短い注口と把手を貼り付ける。口縁部は立ち上が
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る。素地は燈褐色の粗粒子。口縁内面から外面胴部にかけて茶褐色の釉を施す。口径5.9cm、器高8.4cm、底径6.8
cmである (10区下、 11区下 I、前庭部illf・illh・illi・illl~n・ill。．石灰岩崩落）。

10は粗製な陶器製の水差しである。中国南部を生産地とする可能性が高い。底部はほぽ水平で、開き気味に立

ち上がり、胴中央で内傾し角度を変えて頚部を立ち上がらせる。胴から頚部には把手が雑に貼り付けられている。

素地は淡赤灰色で白色の鉱物を多塁に含む。底径が5.9cm(前庭部illa)。

第 8節青花

青花で確認された器種としては、碗・小碗．皿・杯・小杯・馬上杯・瓶・壷（大瓶）の 8器種であった。ャッ

チのガマにおいての青花の出土総数は175点で、前述の白磁と同様に小杯は80点と 8器種中最も多く検出してお

り、次いで碗が50点、小碗が20点となり、以下、杯、 lIIlと続いている状況である。今回ヤッチのガマより検出さ

れた青花のうち小杯が占める割合は全体の約46%にも及んでいる。

出土地点及び層位別での出土傾向としては、旧 1トレンチや旧11号区画外トレンチ、入口側トレンチ等のいわ

ゆる前庭部に自然堆積した土中からの検出が全体の約90%近くを占めており、前節までの青磁や白磁等の中国陶

磁器類とは異なった様相を呈しているといえ、表採資料や表層での検出が極めて少ないという傾向がみられた

（第 8表）。

今回検出された青花は、多くは18世紀代の景徳鎮、福建・広東系、徳化窯、灌州窯を生産地とする資料が主体

を成している状況であるが、碗や小杯においては景徳鎮系の頻度が高くなっており、これについても青磁や白磁

とは異なった様相を呈しているといえる。このような出土傾向が本遺跡を理解する上で重要な要素であることは

言うまでもないが、詳細は後段の総括にて述べることとする。

以下、ヤッチのガマより検出された青花の分類概念について述べ、特徴的な資料については図示することとす

る（第66図～第73図） 。なお、個々の諸特徴等については観察表にまとめた（第10表）。

1. 碗

ヤ；；チのガマにて検出された青花碗は、全体の形状に若干の差異はみられるものの口縁形態は全て直口口縁夕

イプとして納まるが、施釉方法や底部の形状等から必要に応じて、 a~c、あるいは 1~ 4等に細分した。

a高台脇から丸みを持って立ち上がり、畳付以外を総釉にするタイプである。底部の形状や成形方法から 1~4
に細分を試みた。

1餞頭心型を星するタイプである。

2連子型を呈するタイプである。

3内底面が平坦になるタイプである。

4型成形されたタイプである。

b高台脇から逆 Iハ」の字状に大きく開き、見込み部分と外底面を露胎にするタイプである。

c高台脇から逆「ハ」の字状に大きく開き、見込み部分を蛇の H状に釉禿習し、畳付のみまたは高台内面をも露

胎としているタイプである。

2. 小碗

青花の小碗については、口縁形態から直口口縁と外反口縁の 2つに大別し、 I・IIとした。また Iは成形方法

から必要に応じて 1・2として細分した。

I類直口口縁

直口口縁タイプの小碗には、輛轄成形と型成形とがあり、前者を 1、後者を 2とした。

1輛轄成形によるものである。比較的に薄造りである。

2型成形によるものである。やや厚みがある。

II類外反口縁

高台は低く、小さい。腰折状に角度を変えて立ち上がらせて、口縁をきつく外反させている。薄造りとやや厚

みがあるものとが確認できている。

3. 皿

皿については、口縁形態や全体の形状から直口口縁、碁笥底、角皿の 3つに分類を試みた。

I類直口口縁
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高台脇から若干の丸みを持って立ち上がるタイプである。

II類碁笥底

逆「ハ」の字状にかなり開き、外底面を碁笥底状に削り出して成形するタイプである。

皿 類角皿

型成形による角皿である。上面観は正方形を呈し、外面の四隅には縦位の凹部が入る。

4. 杯

杯は口縁形態から直口口縁と外反口縁の 2つに分類し、それぞれ施釉方法から a・bに細分した。

I類直口口縁

高台脇から若干の丸みを持って立ち上がるタイプで、施釉方法から a・bに細分した。

a外底面のみを露胎とするタイプである。

b見込み及び外底面を露胎とするタイプである。

II類外反口縁

高台脇から若干の丸みを持って立ち上がるタイプで、口縁部はぎつく外反。施釉方法から a・bに細分した。

a外底面のみを露胎とするタイプである。

b見込み及び外底面を露胎とするタイプである。

5. 小杯

小杯は口縁形態から直口口縁、外反口縁の 2つに大別し、それぞれ施釉方法で a・bに細分した後に、全体の

形状等から必要に応じて 1~ 3に細分化を試みた。

I類 直 口 口 縁

a畳付以外は総釉するタイプ。

1高台脇から逆「ハJの字状に開くように成形する。

2高台脇から丸みを持って立ちあがるように成形する。

3外底を碁笥底状に成形する。

b外底面を露胎として成形する。

1高台脇から丸みを持って立ちあがるように成形する。

2高台脇から角度を変えて腰折状に成形する。

II類外反口縁

a置付以外は総釉するタイプ。

1高台脇から逆「ハ」の字状に開くように成形する。

2高台脇から丸みを持って立ちあがるように成形する。

3高台脇から角度を変えて腰折状に成形する。

b外底面を露胎として成形する。

1高台脇から丸みを持って立ちあがるように成形する。

2高台脇から角度を変えて腰折状に成形する。

3外底を碁笥底状に成形する。

6. 馬上杯

口縁が微弱に外反するタイプで、脚の外面を三角状に成形する。口径に比して器高がかなり低くなっており、

全体的に雑な成形が成されている。

7. 瓶

球形状の小振りの瓶である。外底面は碁笥底状に成形されており、胴部中央に最大胴径を有する。口縁はきつ

く外反させている。比較的に丁寧な成形であるといえる。

8. 壷（大瓶）

壷もしくは大瓶の胴部片であると思われる破片資料が得られている。胴部内面及び断面には積痕が確認できる

が、小破片であるため判然としない。

※附記：第70図12の小破及び第72図 1・4・11・17の小杯については、文章校正中に大橋康二氏により肥前産染

付との所見を頂いた。記して感謝申し上げます。
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喘種 分類 産地
口径 器高 底径

出土地(cm) (cm) (cm) 器種 分類 産地
口径 器忘 底径

出土地
(cm) (cm) (cm) 

徳化
10. l 5.2 2.4 2区II、北側斜面

a4 
前庭部lI、北側斜面JO. 5 6.2 4.6 

5. 1 2.8 2.2 前庭部mt• m 1 

5. 1 3. 1 2.2 前庭部IIIn 

10. 8 3.6 6.G 3区、 前庭部 I・ill 5. 2 2.9 2.3 12区Illa 

12.0 4.6 5.8 5区散乱2 5.2 3.1 2.1 l2区I-II・III a、前庭部1II

b 
12.4 4.5 6.0 11区下石積み

碗 12.5 5.0 5.5 
2区、 10区上旧・ N・V、1

福建 ・ 0区散乱22、前庭部illb

5.2 3. I 2.2 1区illf礫上

5.2 3. I 2. 2 前庭部皿m

Il a 2 5.3 3. I 2.5 l 2区皿 a
広東

14. 5 5.3 6.9 
l2区[I]、13区黒土、前庭部 I. 

I 
Il・Ill a、北側斜面

13.0 5.2 7. J 1区 I

5.3 3.2 2.3 前庭部皿 d

5.3 3.3 2.2 前庭部illd 

C 12.5 5.4 7.0 前庭部Illa'・Illb・Ill d 

12.8 5.8 6. 7 11区ド石積み、前庭部illa・ 
景徳鎮

5.3 3.3 2.3 12区ma

5.4 3. 3 2.2 前庭部ill1

小碗 I 2 徳化 8.2 4.9 3.4 前庭部 I・illa' 

景徳鎖
7.5 1. 9 5. 7 前庭部illb、北側斜面

皿 ill 
9区7. 7 2.0 5.8 

杯
I b 福建 ・ 8.8 3.8 4.3 11区IIId 

I 

広東II a 8.5 4.6 3.6 10区ート.II . 皿

小杯
5.4 3.3 2.3 前庭部IIIa' 

7.0 2. 7 2.3 前庭部 I
＇ 4.6 2. 7 2. 1 前庭部 I

4. 7 2.9 1. 9 10区上II

4.8 2.7 2.0 前庭部皿 d

n b 1 4.8 2.9 2.0 前庭部IIIa' 

景徳鎖
3.6 2.8 I. 9 11区下石積み

I a 1 
10区上ID・IV3.9 3.2 1.8 

4.9 2.9 2.0 前庭部II

5.3 3.2 2.3 前庭部illb 
徳化 4.6 2.9 2.0 12区IIIa 

小杯
I a 2 

麒，虹東 7区5.0 3.6 2.2 
5.3 3.4 2.2 l2区ma

4.5 3.3 2.0 11区下石積み

4.8 2. 7 2. 1 1区、前庭部illd 

IT a 2 景徳鎮 5.0 2.8 2.2 lO区中II
II b 2 

福建 ・ 4.8 2.9 2.0 11区中 I、11区中下、 11区下 I

広東 4.8 3.4 2.3 11区上集骨

5.0 3.3 2.4 2区II 4.9 3. 1 2. l 12区illb 

第10表 a 青花観察一覧

挿図
口1至

番号 器種 分類 部位
器高

観 察 事 項 産地 出土地
図版 底径

(cm) 

12.2 
外直圏白面口細縁圏「粒線大直子下明、 と製、高込淡」台み脇白l銘に~I魯線圏i 色兵線との須と「釉胴卍が。部」一 に不遊文明様文様 内台む面内口緑 前庭部 I・illf・ill 

l 完形 5.8 線色下のにと で見年、 青のに 様部浮の し黒。砿ず 。面淡灰に
5.0 

h 

景 徳 鎮
12.4 

細外口な粒緑文面口緑下淡高直に青下台固灰線内と白面高、色見台にの脇込圏釉線みに。圏にと線圏「と胴と泰部「に」」人物がと略山水化淡文し。た内よ面っ
11区中、前庭部 I. 

2 完形 5.9 直様。 線天下 平卍 の銘簡。 灰白色の III a・III i ・皿 n、

第66図 4.6 子で 石積み3
＇ 図版34 11. 6 

外口と緑而「駕直口福緑下餃直に同下圏」線との高、銘兒台。脇込淡みに灰圏に白線圏色線との胴と細花部粒罪に子文丸で。文淡高と2涅槃ム白文P'l色等面の。に釉1勺立。1線而3 a l 完形 4.5 涌ヽ}卜|前庭部ille・ill f 
4.7 

＇ 

12. 1 外直弁込面口緑一淡圏部灰線直下と部高絹が及？llが粒び協付子見に約l込で~Iす線み、る淡にと。宝脊胴灰部文に不色見明文様 付内周面口はび緑蓮見 11区下石積み、前庭
4 完形 6.2 文下み。のに に、白籾胴色殻の 。白 込の釉み。のh畳 及に 部 IIIa' 

5. 1 

外微は粒蓮面子弁ので高文淡。台灰脇高白台に色内圏の線面釉。に。見は込圏線みにと四．萬と福i皮餃涛文同」、 見の込銘。み外白周色のにI 碗 底部 12区IIIa 
3.9 

11. 6 
外の口微緑面粒直口子緑下で直に淡下圏青線と灰高、白見台色脇込のみに釉図に。線圏線と胴と部家屋に家と屋山水と文山水。文淡灰。内白面色2 完形 6. 1 景徳鎮 洞内T. p 

4.9 
I a 2 

第67図
外貝の様釉面胴のを厚部巻貝にく施はをす何描がいら、てか焼のい成文る不様。良がi翌観忍味白らで色れあのるる細。。粒見込子みで淡に青灰は法澤螺色3 底部 前庭部IIId・III f 

図版34
4.9 

11. 4 
縁外た面文直淡口緑と施直見白下込と高台圏外線高面に込面園線。中央胴圏部に飛銘馬 ・三星。簡微略内粒面化口

4 プヽロロロ 7.0 青下様 みに 台、見内み には魚白？の し 前庭部maがされる。 には線と。 色の 子
4.9 で 灰色の釉。

I a 3 
12.2 

外直は面下圏線口と縁見と銘込直。下み白にと色高圏の線台微脇、？立・込子外で而み淡中に1央圏ザ灰綿に白十。色J字阿の部花釉有文。文。。高台内面内面口縁に
福建 ・

5 完形 6.2 
広東

前庭部illb・ 皿 d
5.0 
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第10表 b 青花観察一覧

挿図
口径全

番号 器種 分類 部位
器高

観 察 事 項 産地 出土地
図版 底径

(cm) 

10.4 
外面け面口緑口付縁直下直沫下とJJ殻胴に欅部？が文に付、圏着胴線す下、部見込に芭み蕉有文文。、 乳高台白外色面の釉圏線。。口禿内1 元ヽロロロ 5. 7 前庭部IIIb 

4.8 。畳し る。
I 

10. 1 
外面面口縁畳口付縁直直下下と殻胴に欅部？が文に付固、落線胴す下、部見込に芭み有蕉文文。、 乳高台白外色面の釉圏線。。口禿内 前1区庭III部、2区II、3区 I、2 a 4 完形 5.6 徳化
げ。に籾 る。 III f 

4.5 

10.6 
外で内面面白濁口口緑色緑直の直下釉下とをと高施胴台す部外。に面口はに禿圏圏け線線。。、全兄胴体ム部にみに細有はか文粁い。字貰白文入色とがの花入細丼る粒文。。子3 -=ブ亡・日ロ口 5. 1 前庭部illb

4.4 
I 

11. 6 
線外が顕。面著淡口緑灰であ疸白下色る。波の全細涛体粒文に子。荒胴でい淡部共fにf入灰花が井白入紋濁る。色。内の釉面口を縁施直す下。石に灰は化圏4 口縁音〖 前庭部IIIa 

a 
＇ 不明

景徳鎮
第68図 外線荒面。貫淡口緑灰直白色下波の細涛粒文。子胴で部淡青に灰花井白紋濁色。内の釉面口を縁施す直下。全に体は圏に

図版35 5 口縁部 前庭部IIIa 
一~ ~ い入が入る。

12.2 
外面と口縁直下と見糾高込台み灰脇を色に輪の圏状細線に粒。掻胴子きで部取外にっ花i(iiて丹i¥'-liい文台る飯i。内ま面口緑色直6 完形 5. 1 釉下施見込みに圏 で灰の 9区-26内

4.7 を した後、

14. 6 
外施瞭す而な鉤口外緑目底直が面確下認にび一で見対き込のるみ。波部状素分文地をはを露灰描胎色いての細い粒る。子庶で灰台脇色のに釉は明を 前庭部斜 II ・III a'、7 完形 5. 7 

6.3 が 及 としている。 iじ 側 面

I b 
13.2 外は面には簡略と見化をされた感圏のある連続は文淡見を描白いている胎子。内面淡

8 碗 完形 5.6 口緑濁色直下 施込みに 外線 素面地 灰込 色部の細粒露 で 前庭部Ille 灰白 の釉 すが、 底゚ 及び み分は とし
6.2 ている。

13.4 外は面には簡略と化見をされた感圏のある連続見文淡を描白いている。子 内面淡， 完形 5.6 口白緑濁直色下 込みに 外線 素面地は 灰 色部の細粒露 で 前庭部撹乱灰 t の釉施すが、 底゚ 及び込み分は胎とし
6.2 ている。

11. 6 
細簡粒部略子分化された一色目状対のに透の施文明釉釉様を描施いている付。素は露地は淡と灰白色見の 前12庭区部II -II ・ ill c、1 完形 5.8 で虻i炎；灰 をすが、骨 胎 し 、 込

6.0 み もの している。
福建 ・

＇ 
広東12. 1 

外と面見を込口縁み直に下は圏と見線高込台。外灰は面色蛇のに細圏粒目線状子、に胴で施灰部色有文の釉。内を面施す口緑が外直下底2 完形 4.2 前庭部田 n

4. 7 面露胎とし、 み の している。

13.8 外は面圏口縁。淡直下黄見と 高色台の細外蛇粒面に圏黄線 色内面の釉口緑を施直下す全がと畳見付細込みは露に 前庭部IIIa・III a'・ 3 完形 4.4 胎貫と線する察。 込き白みは の子目状でに朕施している。 体に かい Illh 
6.0 入が観でる。

＇ C 
13. 0 

外いを面施る。胴す全部が体外に底にコ細面ンかニはい露ャ貫胎ク入印とが。す閥淡る察黄。で見白き込色るみの。細は粒蛇子ので目状黄白に施色のし釉て 前庭部illf・ill l・4 完形 5. 7 
6.4 

III J 

第69図 12.0 
外釉面胴を施部にコンニャク印。貫淡入黄が白観色察ので細き粒る子。で淡黄灰白色 12区 I-II、前 庭 部

図版35
5 口縁部 の す。全体に細かい ]] . ill 

11. 8 
釉外い面るを。胴施全部す体がに畳にコ細付ンかニはい3ャ怜買胎ク人印とが。す観iる炎み灰で兄亡1き色込るみの。細は粒蛇子ので目状黄灰に施白色しのて6 完形 5. 1 前庭部IIIa' 

7.0 

8.5 
外内面銘面には縁入菊直る唐下。草に白文色圏と線の蓮1、設弁粒兄文込子をみで描淡にいてい花色る文の。釉。高高を台骨台外付内面面以に圏線圏 前庭部illb・ill f ・ 7 完形 5.9 とが口 青は菊白 外にに緑総 景徳鎮 III d 

4.0 釉。
I 

9.2 
外込面み口に色縁菊の直花釉下文を。と姓邸高付台台以夕1-J｝外面節ににに総I刻lr釉_.のす。圏内線面。口白縁色直の下微に粒圏子線でと見淡8 I 1 完形 5.3 前庭部 IIb・III d 

4.0 灰白濁 る。

不明
6.6 

外面口色緑込直下と施胴線す。下。部外全面に体志圏に線台細。脇か胴にい靡凶中目久央が白に入蝶色る。の。細内粒面口緑直淡
11土区下前石積庭み、 13区， 小碗 口縁部 下青灰と濁見のみ釉に圏を 子 で 黒、部 Il . IlI 
a'・III b ・III f 

8.2 
外面禿面げ口緑。口畳縁直付下直下にと籾胴に殻欅部文に？が、囮｝胴寸吼杵下、す部兄る込に。芭み有蕉文文。、 両乳灰台外白面色圏の線釉。。 内ロ1 9元日ロ口 5. 1 前庭部田 b

第70図 3.3 

図版36
I 2 徳化

7.8 
外面け面口緑口付縁直下直1 籾下と殻胴に欅部？が文に付、圏着胴線す下、部見込に芭み有蕉文文。、 灰高台白外色面の釉圏線。。口禿内 11 区—4崩3I 内、落、前11庭区部中、2 完形 4.5 石11灰区下岩 I . 

3.3 。畳し る。
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第10表 c 青花観察一覧

挿図
口f至

番号 器種 分類 部位
器高

観 察 事 項 産地 出土地
図版 讐

8.8 
施外化面れ口、緑た口直文禿下様iにと丸裔す文台る外の。連面曇続に付。圏に線胴は部。籾両に殻面は？アにゞ淡ラ多青ベ量ス白に濁付ク色着？ のの簡釉略を 前庭部 IIIb・III d ・ 3 完形 4. 7 
すさが。ず 力 する。 III e 

3.8 

8. l 
外而線。口淡籾緑杓貨殻直面I火下n？白が緑に色付丸直の滸下文.flすのとlioる胴辿LI。続部禿。にげ高圏。線台全脇、体見にに芭込細蕉みか有文い文。貰高。入台白が外色入面の細に4 完形 4.0 
粒畳圏子付でに る。

前庭部illb・ill d 

3.4 
＇ 

8.0 
外のが付微面粒着口緑す＋直でる。下淡青と灰胴下濁色部のに釉圏線を。施胴す。部寿口禿字文げ。と花鑽付舟文に籾。殻白色？ 5 仁元ヒ日ロ日 3. 7 前庭部illa・ill b 

3.3 

8.0 
外緑面口緑直と下と胴下圏線部に見圏線込。胴有部文寿字汲文と花色丹釉文。 内禿面

6 I 2 、フ=-Eロロロ 4.8 口直下胴部に 、 み 。 灰白の。ロ 徳化 12区 ma

3.3 げ。

＇ 
8.6 

外景察付面でにるは山。多水白祉文濁のり『とOJ道殻松文？1をが。両付麻面約台に脇し施てにすい圏がる線、。。口一禿部げに浴着痕が観
第70図 7 -=-元日に口 4.3 き としている。 前庭部illb 

3.8 に

図版36~ 小碗
7.0 

外1釉面寸胴を部施に花舟紋禿？を描といている。 畳白付色の微は粒籾殻子で、 多白足色8 完形 3.2 の すが、 口 げ し て い る 。 に｛ ？が 2区 1]

3.2 に 着している。

6.8 
外色面に寿を両字面文の施連続文を描いているけo, 白色の微粒子で白濁， D縁部 の釉 にしているが、口禿としている。 13区

10. 0 
胴色外面下の釉口部緑をに直施圏下す線と。、高見台込外み面にに花圏舟線紋。。胴白部色にの花微丹粒文子。で内淡面青口灰緑濁、

前12庭区部I -II ・ ill a、

10 完形 5.2 I・ill a'・ill 
b・ill f礫敷き、 表

4.5 採
＇ 景徳鎮

10.3 
外内面口口緑色緑直の、下釉胴と下を胴施部下すに部。圏、線高、台見外込面みに有圏文線。。 白胴色部のに微折粒れ子枝文で。淡11 II 完形 5. 1 12区 I-lI・旧 a

4.6 
灰而白濁

9.4 
外は面圏籾胴線下と部有が文、付高。着台白す外色面の微に粒圏線子。で胴淡灰部白に濁山水色文の。釉内を面施見す込。位み12 完形 6.2 肥前 前庭部撹乱

4.2 付に殻？ る。

12.0 
内面銘の胴入部と見白込みに魃粒龍子文白を描色く釉。高を畳台付内面には総「福釉」し1 完形 2.9 のがる。色の 微 で の 以外に 前庭部illh焼土

6.7 ている。
福建 ・

I I 
広東10.8 外面もの線黄口緑直素白下と釉燦胴褐下を部色にを呈圏線厚し。 内面の焼全口緑体成直細下良と見味込み

2 口縁部 ヵるにt。入淡圏る。 灰。 色地のは 両面に てく施おすり。、 不に 気かい貫で入あ 12区 I-II-ma

皿

外面胴部に芭地、焦は胴文淡下灰を部描白か色きら、の昼微見付粒込みにはを淡圏掻青線き灰と取花色っ舟のて釉文しを描全い3 II 底部 ている後素 ま子でで釉、 を体 不明 前庭部 I

3.2 に施し た゚ に 、る。

8.3 
花内を面丼描にのみ文見様込を描いている状。口縁重直線下に圏内線部。 胴山水部には 11区川、 12区 I-Il・ 4 III 完形 l. 7 文？。 みには正方形の二 と に 文？ 景徳鎮 Ill e 

5.6 いている。

7.9 
籾外面面にが丸に付文淡着灰を 3つ描いている施。素地は白色の微台粒子多で外祗底 1区-区散3-区舌4内段、1、前区3庭散区部乱II、、 1 

5 I a 完形 4.5 以外？ 白色の透明釉を している。高には の し上12 、 ・8 
第71図 3. 7 士冗又,c している。

II・ill o 

図版36 8.2 
淡外の籾灰面に花色が丼の付釉文着をを一底対で描以いている 素地は白色高の細粒子多で 11区前下礫庭部内、 13区黒

6 完形 4.3 冗士白又n. 外し 面 外に総釉 し゚ている。 台には 丑 士、， I・Il・
3. 7 ？ ている。 ma  

I b 
8. 7 

外釉体面胴を非部施にコンニャク入印露が胎。観淡と察黄すで白る色の細込粒子で胎淡黄灰あ白色7 完形 4.4 の ー常すがに細外底い面貫は き。 見 み は 露 で る。 前庭部illg・ill h 

4.0 全しか る。
福建・

＇ 杯
広東8.2 

外み面に施圏口緑線。龍下淡灰に圏白線色、の胴細粒部子にで山水淡文青。灰内白色面の口縁釉匝を外下底と面見込以8 完形 4.9 前庭部IIIa・III a・ ・ 
illb 

2.9 外に している。

8.6 
外面に貫花黄丼文白を一対釉で描外いている。素総地は淡燈褐色の細体粒， II a 完形 4.6 糸子Illで淡灰色のを底面以外に釉している。全に 前庭部illd・ill f 

3.5 かい入が入る 。

7.3 
外面口全緑面淡体灰直口縁下に白粗色直とい胴下の貫細下と入粒部見が込子に入圏みで線。底圏胴線面部には花舟青中灰文央を化墜色いてい10 完形 4.5 る。すく内 外に 。以見外込み に齊文釉を 前庭部rn
旅抽i 。 に淡 白のを

3. 1 。る。
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第10表 d 青花観察一覧

挿図
口径

来田方ロ 器種 分類 部位
器高

観 察 事 項 産地 出土地
図版 讐

8.2 
外面に花丼が外文底を一対と見で込描みいていると。な淡っ灰て白し濁色の釉を総釉11 完形 4.8 している 面 ぱ露胎 渇。

前庭部illa・ 

第71図
杯 II b 

3.8 福建・I 

図版36 8.4 
胎色外面にコンニャク版灰と唐色草釉？を描給いている。素が地は淡灰蕗白

広東
12 口縁部 の細な粒子で、淡 白 の を釉している 見込みは 前庭部rn

と っている。

3.8 
外而胴。が部付淡に芭蕉白文色を描釉いている。外高台施脇には渦文を付廻らせ

1 I a 1 -=フC、ロロロ 3. 1 ている 灰泊 のを盗付以にしている。登には 肥前 北側斜面

1.8 籾殻？ している。

5. 1 外を面表口緑直下と高釉淡台灰外面白よに圏釉錆線。を胴畳成付部には建物両 ・岩・木等
、元CCC-口ロn 現している の 以外の に施して2 3.0 いる。口着唇す部は鉄。 に 色り口 を している。畳面．付には籾 11区上

2. 1 殻？が付 る。
景 徳 鎖＇ 

4.6 
外而口る縁色。の直内釉下面をと口総高緑釉台直外し下て面にいに圏ム回~;)i!が線Df"::。見f胴1J込は部み露にに胎花圏と択線な文とっ花をて一J'r-い対文るで？。描。3 -=元・ロロロ 3. 1 しヽ てい 前庭部IIIa' 

2.4 淡灰白

4.6 
外面口緑白直色下と粒高子台外面白に圏線釉。を胴総釉部に花］！「文？を付描いて

4 完形 3. l いる。な の微 で色の しているが畳は露 肥前 8区

2.0 胎と っている。

4.5 
外面口緑蛋直付下に欅露胎文 高な台外面に圏線畳 白色の釉罰を籾総釉殻 し

5 完形 3. 1 ているが は と゚ っている。 杓には多の ？ 12区 ma

2.0 が付着している。

4.6 
外微粒面子口縁で直白色下のに釉欅文を総。釉胴部して有い文る。。高台外面に回線。 白色の6 口縁部 前庭部 I

I I a 2 
4.9 

外厚囮と胴なく施部に花井文を一付対で描いている 白t蜀色の釉部を全体禿
7 フヽ巳日ロ口 2.5 に している。畳は一部露胎で あ゚る。口唇はロ 13区

2. 1 げ っている。

徳化
4.4 外色面釉禿口縁げを総匝と釉下なに欅文。 志が登畳台付付外面に胎多圏線と。な胴部有文。 淡育唇部白

8 フヽCllロll 3. 1 の している は露 っている口
前庭部IIIb は口 っている。 には量の籾殻？が付゜着して

1.8 いる。
I 

3.8 
外面淡D緑灰ぁ直白下と高釉台外を而全に匿l線厚。く胴施部に花丹文を付描いてい， 完形 2.5 る胎。 t蜀色の 体に している。燥は一部 肥前 前庭部illa' 

第72図 2.0 露でる。

小杯
図版37 4. 7 

10 完形 3.3 外描面胴部に算木白濁文色との丸釉文を登描付いているこ施。見込みには丸文を 景 徳 鎮 前庭部IIIf 

2.2 
いている。 を 以外↓ している。

3. 7 
外厚面く施口緑直下と。尚盤台付外は面露に胎圏で線あ。 淡灰白濁色の釉を全体に11 完形 3.0 肥前 前庭部

1. 9 
している る。

I 

5.9 
外面口緑直下白と胴下微粒部には固淡線青。白胴色部には馬イ等，Jを外丁寧に描12 [ a 3 ヽ元JJロJJ 3.6 いている。 色の 子で の釉を置以に施し ll区ート 1直上

2.4 ている。
I 

4.3 外面□緑淡内な面直下と高直色台外面圏を線全に図線見厚。込胴部には松と文簡等略を描いて
13 仁元・口ロ口 3.0 いる。 口白緑i蜀下に みに圏線 外化底された 不明

露文胎様。と 灰 の釉 ？本に ＜施しているが 面は

I b l 
2.2 っている。

4.3 
外面口緑直下淡に 圏白。線色内。の底細胴面拉野に子には簡で籾略淡殻化黄灰？さが色れ多のた羅釉馬にを・付三外着星底す面？る以を。描外14 完形 2. 7 いている。 灰 景徳鎮 12区 ma

2. 1 に厚く施している

4.4 
外面口緑直淡黄下に籾灰に殻濁圏線色？が。の付釉胴箔部をには面簡略以化外された草花文を描見い15 元ヽゴブ日ロ日 2. 7 ている僅。 外底 に施している 。 込 11区 m

1.8 みにはか している。
I I b 2 

5.0 
外胴粒面口緑淡直圏青線下灰。と白高見色台込脇にを回簡外線略底化。而胴さ以部れ外布たに文文施。様し。内て面淡い灰口る緑白。直色下と 12区石積み外、前庭16 完形 3.3 子下部で、に のみ釉に の細 部 I・illo 

2. 1 

4. 1 
外察面でにき線るる。描。畳素き付地の蓮はは弁白多色文量。のの細高籾粒台殻脇子で？にが圏白付線色着。の釉高台を畳内付面以に外銘がに施観17 II a 1 完形 3.0 肥前 1 2区 I~II·IIIa

2.0 してい に してい る。
I 

5. l 縁外白を呈面直色口緑直圏線下悦と高外込台脇に圏圏し線線。と胴簡部略に馬・三星魚？。？内面淡口
フヽIコロロロ

下に みに 化された ． 
景徳鎮18 II a 2 3.4 の釉を 付、見以 に施 ている。口唇は鉄飛釉によ。り口灰錆 前庭部illj 

2.2 している。
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第10表 e 青花観察一覧

挿図
口径

番号 器種 分類 部位 器南
観 芦ホ 事 項 産地 出土地

図版 底Ccm径) 

4.3 
外登イ面寸口タ緑ト直施下と高台脇に畳圏付線に。は胴籾部殻に薄か？ 白色の釉を19 6元日ロ日 3.5 以 に している。 ？が付着゚ している。 11区-37内

2.0 
景徳鎖

第72図 4.4 
外白し面色口緑釉直を畳下と高外台脇に圏線。 口様畳直付下に畷は籾路殻文？。力付淡灰着

閻版37
20 -=フC・Oロ日 3.2 てのいる。 付以 に施している。 に ？ゞ 前庭部IIIo 

1. 8 

5.2 
外付判化面然口緑直な下が。。と付淡忘内箔面背台脇に直圏線。 畳胴圏線付部に外見文様込を描いているが21 II a 2 完形 3.0 としい 口緑色釉下に みに固線と簡略 前庭部illJ した籾飛祓釦？― 白 の を 以 に施している。畳

2. l には ？ している。

6.5 外直白を面口に緑線直を下と両込台み脇にに線圏線と。簡胴略化部にさ馬れた・三釉星魚。？内面淡り青口縁錆灰 前庭部ジilla' ・ill 乱b、1 完形 4.0 呈下色の釉園 畳、付見以外に施圏している。口唇は飛鉄 に。よ 口 カン ン1号墓散
2.8 している。

5.3 
外内淡面面青I口(―I1緑絃色w直の:-下柚,~とにを咄囮姓台線付脇、以に見外圏込に線み施。に胴圏部線にと蘭簡略略化化しさたれ馬た・飛三魚星？？。。2 完形 2.9 前庭部me

2.3 している。
~ 

6.6 
外面口緑畳線付。直以下見外込と高台弛にす脇圏に圏線簡。 胴化部に魃龍文様文。 淡内青面口緑白色直3 II a 3 完形 4.2 下に圏を み 線と略された 。 灰 前庭部石灰岩崩落

2.6 の釉 に施。
I 

4. 7 
外淡内面面青~口白,緑緑色r匝lのr--下釉ドとにをiな匝外台l線底脇、以1こ兄外圏込に線み施。に胴圏部線にと簡簡略略化イした馬 ・飛三魚星？。4 ? 元 aロa 2.9 ヒされた ？。 11区ー37内

2.0 している。

＇ 景徳鎖
4.4 

外内淡面面黄L-灰口1緑株H直直色下のドとに内Iiおlt!を冶J線外脇、底に見以1烈込外線みに。に施)J[,11磁部し1線てにと簡い簡略る略化。化しさたれ馬た-飛;='.魚星？？ 。。5 ⇒ヽ ロ 2.9 前庭部IIIb 元口n

2.0 
小杯

5.9 
外淡内面面灰口口白緑緑色直fのfC下袖fとにを沿（外速冶綿底脇、以に見外「を込にl線み施。に胴同部線にと簡簡略略化化しさたれ馬た・飛三魚星？？。。6 cフc・aロ□ 3.4 前庭部mf 

2.4 している。

＇ II b 1 
5.3 

外下子面でに淡圏口灰縁線。直白色見下の込と釉高みを台に外脇圏底線に以圏と外線簡に略。施胴化す部さ。れに魃た龍文様文。。 内白面色の口緑微粒直 石12灰区岩I - II、前庭部7 完形 3.9 
崩落

2.2 
~ 

4.9 
外淡内面面黄灰I口―l緑叩日直色＇・ロのマとに釉寓,~を台,線外脇、底に見以圏込外線みに。に施!ll•圏J部し線てにと荊い簡略る略化。化しさたれ馬た・飛三魚星？？。。8 完形 3.0 12区 I-II

2.2 

第73図 4.5 素外内面面地口,は-咽緑ー 匝附色下下のとに微;t'1閉粒:j 台線子II翡，でに晶淡”行線み灰。 にI白I~1年部色にのと簡釉節略を略化外化し/J..さ'<-.た以れ馬f卜・に飛三施角星し？？。。て
図版37

， 完形 2.7 12区 I- II 

1. 8 いる。
＇ 

4.8 
内面の色見込みに子圏線と青簡略化白色された文を様外を描面いている。し素10 完形 2.9 地は白の細粒でi炎灰 の釉 底以外に施て 12区illa 

2. l しヽる。
I 

5.1 
地内面の見色込みに子圏線と青簡略化白された文を様外を面描いている 素 福建・11 II b 2 完形 3.0 は白の細粒で淡灰色の釉 底以外に施 し゚て 前庭部illJ

2. 1 しヽる 。 広東

4.6 
内面はの見色込みに子圏線と青簡略灰化白され釉た文を様外を描面いている。し素12 完形 3.6 地白の細粒で淡 色の 底以外に施て 前庭部illf 

2.3 いる。

5. 1 
外白面色口の縁細直粒下子とで胴淡下灰部白に色圏の線釉。を胴外部底に面山以水外文にを施描しいてていいるる。。13 II b 3 完形 2.9 景徳鎮 前庭部 IIIa' ・III h 

2.5 

6. 1 丼花外面井施文口緑描直い下ていと胴る下。部内、 脚緑中を施央直と脚に下線部白に見圏線込。み胴に付部圏に花と
14 完形 6.2 す文を。全脚の外に粗面には面丸文口 下す。灰圏 色、の釉を昼 線以外 前庭部Illj 

馬上杯
3.3 に 。 体 い貰入。

涌州

外込施面胴下体線部に粗花圏い線野貫。文入胴。。部淡白に花色丼細文？を描いている。色内釉面見を15 胴部 みに全圏と の粒子で淡黄灰白の 4区
す。 に

4.1 
頚よ下部と胴を下部しに圏線。 胴淡灰部外白面色に釉花文を。 口唇以部外は鉄施釉に16 瓶 完形 8.2 る口錆施ている。 の 畳付 にして 12区illb

3.6 いる。

景徳鎮
亜-='='or 

外細面には呉淡須青による色文の様釉がを観両られる施がす判。然としない。 白色17 
大瓶

胴部 の粒子で 白濁 面に 13区

-108 -



,_ -_,..,-・--、K

＠ 
1
1
9
 

1

,

 

ヽ
ーヽ

曇 匹

辿

―― -：ーR

1心

゜
10cm 

l 

~ 

. --,: Lヽ,_ .t 

3 

第66図青花1 碗

109 -



、＼ゴ三(/

、て三
3 

--
，， '¾, 

14 

ビ〉

5
 

ー

名珍‘

/

h

¥

 

゜
lOcru 

第67図青花2 碗

-110-



.4
濤

ー

噌

/ ヽ” 

プ//

6
 

／
＼
 

言

~~ ---=--=~ 
I 

ーロ—l
｀ 

8
 

7
 

[
-
¥
‘
ノ
ー
一

ー

一

，
 ゜

10cm 

第68図青花 3 碗

-111 -



,,-✓-、

r ヽ

◎〕
I 

.,.-.,,・---... 

,!'.,, ,,,---、、'¥、

(\~'9),,>
ヽヽ•, __ _ .,,. 

~- \~ —~✓-/ / 

___, 
一— 9

I 

--

I— --=----→'{  

3 

・
~

＼

ー

ヽ

I
／
 

.
-

‘ヽ．， 

i
J

．ジ

ヽ

1
1
.
 

9.:

｀
f
l
,
／
 

.

.
 ―
 

/
〗
、
〗
'

／

．

＼

、

ー

ー

し

b

し

――→ 

I 

I 7 

~; 

゜
10cm 

第69図 青花 4 碗(1~ 6)、小碗(7~ 9) 

-112 -



,";;" 
j
 -

3
 

ー

口

戸言’5 

，，， 

4
 

2
 

沢ミミ
¥17' 
，
 

---
ヽ

,,, ----==-一, ,::-
✓ ,, 

ヽ,,

’‘ 
， ， , ,, 

’’‘ 
＼

ー

））
／
 

b
 ↓

 

>
＇ , _______ / 

6
 

7
 

12 

11 

第70図青花 5 小碗
゜

10cm 

-113 -



‘、‘
 

ー__ -i
ー

5
 

6
 

~~ 
`―  ＇ 2 

I 
I ＼ゞ-ーニ',
3 

で

8
 

冨
12 

--

10 

。
10cm 

第71図青花 6 皿(1~ 4)、杯(5~ 12) 

-114 -



--、
一ーo~,, = ~ 麟こご (¥’/ , _11 _ _) -, ‘ 1 

｀ 
2 

I 

① ぐ” ， 「ご〗， 
16 

I I 

~ii~ 「~ 冒翌
10 I 17 3 

灰

w ◎ 4 11 
12 

I 

m 0 遵戸
18 5 

戸斤―汀］ 心〗
6 

13 19 

,._~ 戸］ ~ ~ 20 
7 

14 

w 
8
 

□ ~w 
15 

゜
21 10cm 

第72図青花 7 小杯

-115 -



一＇ ． ． 

゜
16 

10cm 

5 

第73図青花 8 小杯(1--13 ) 、馬上杯 ( 14 ~ 15 ) 、瓶 (16 ) 、壷or大瓶 (17)
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第 9節 中国産褐釉陶器

中国産褐釉陶器の器種として確認されたのは壷のみであった。ャッチのガマにおける中国産褐釉陶器の出土総

点数は181点となっているが、これらの中には完形もしくは完品も含まれているほか、破片資料にしてもその多

くが接合可能なかなり良好な資料であった。また今回は、従来より中国産褐釉陶器とされてきた資料のはかにも、

小振りで陶器質な資料や薄手で外面に白濁色の釉を施釉する資料を仮に白釉陶器として本節で扱った。

出土地点及び層位別に見てみると、 1 ~13号区画内全てからの検出が確認されている。また、これまでの資料

と同様に、旧 lトレンチや旧11号区画外トレンチ、入口側トレンチ等のいわゆる前庭部に自然堆積した土中から

の検出例も多くみられたが、土中からの検出が、中国産褐釉陶器全体の約43%を占めるという他とは異なる特徴

的な結果が得られており、注目される（第11表）。

今回ヤッチのガマにおいて検出された中国産褐釉陶器は、中国南部をその生産地とするであろうと推測され、

おおむね14世紀代から15世紀代を軸とした時期に位置付けられるのではないだろうか。これら中国産褐釉陶器が、

後述のタイ産褐釉陶器、沖縄産陶器等と同様にその大部分が厨子への二次的な転用品としてャッチのガマヘと持

ち込まれたものであるということが推測されるのであるが、遺構や他の出上遺物との関係、あるいは資料そのも

のについての性格等については後段の総括にて述べたいと考える。

以下、ヤッチのガマより検出された中国産褐釉陶器の分類概念について記述し、特徴的な資料については図示

することとしたい（第74図～第76図）。なお、個々の諸特徴等については観察表に記した（第12表）。

1 . 壷

ャッチのガマにて確認された器種は、文頭で述べた通り壷のみであり、完形もしくは完品や接合可能な全形が

窺える資料が豊富に検出されている状況である。口縁形態や全体の形状等から、大きく分けて I類~III類、 V類、

VI類の 5つに分類をした。なお、 I類については a~c、さらに aを大・中・小に細分化を試みた。

I類 底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて立ち上がり口縁部へと移行する。ロ

縁部の断面形態は逆「L」字状・方形・三角形をなすタイプが観られる。必要に応じて a~c、さらに aを

大・中・小に細分化した。

a口径に比して底径が小さいタイプをまとめた。さらに、器高が60cm台 ・50cm台 ・40cm台でそれぞれ大・中・

小として細分化をした。

b口径に比して底径が大きいタイプである。

c全体の形状は a・bと同様であるが、素地や釉調の異なる褐釉を施釉するタイプを cとした。

II類 やや硬質な焼成で、薄く成形されており、横耳を有する小振りのタイプである。

III類 やや軟質な焼成で、薄手で、小振りのタイプである。横耳を有するのとそうでないタイプとがあり、前者

をa、後者を bとして細分した。

v類 薄手で外面に白濁色の釉を施釉するタイプで、白釉陶器として扱った。

VI類 かなり薄手のタイプで、硬質の陶器である。成形は、底部から開き気味立ち上がり、肩部から緩やかに内

傾して角度を変えて立ち上がり口縁部へと移行するものと思われ、口縁形態は破損しているため不明である。

全体的に暗褐色を呈しており、 一部には器面調整によるものと考えられる叩き痕が内面の胴部や外底面に僅

かに観察できる。肩上部には縦耳を有する。底部には焼成の際の貝目が観察できる。

※附記

中国産褐釉陶器はヤッチのガマ及びカンジン原古墓群（ヤッチのガマ周辺の墓や地区内その他の墓）全体を通

して分類がなされ、 I類~VI類の大きく 6つに分類できたが、 W類についてはカンジン原古墓群（地区内その他

の墓）のみにおいて確認されていることから今回は触れていない。また、 VI類については文章校正中に、渡辺芳

郎氏により、全体の形状や成形の際の調整痕、焼成状況、素地等から国内産（薩摩焼）であるとの所見を頂いた。

記して感謝申し上げます。
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第11表 中国産褐釉陶器出土状況

苔社・分頷 囁’
I 皿

• b 
Il b 

¥" ＼り 不明 合II
大 4' Iヽ, 不IJl C a C 

出土地 完形IO.l底 I完形I□1底 完形 底完形IDI'if 'a'ff< 底 ',i'.:形 口 1底 底 祝 Ilif ~I 底 閉 l底

ill 
辣上 8 ＆ 

l区 ., .j 

l 8 ， 
23 I I 
231勺 I I 

2区 I i ； 
n 3 3 

3 3 
15 I I 

3区 15内 2 2 
I I 

2, 内 I I 
4区 ID I I 

2 2 
5区 散~l I I 

7区 散乱 2 I 6 j' 

5 l I 

8区
17内 ~ ；； 

I I 

9区 散乱21 I I 
I I 

II I I 
I I I 

10区 上
I u l I 
I JV ? " 2 

I~ 
I a l 1 
I I I 
29 l I 

II区 下
l 右積み l 1 
I I I 

I I 
8 I 1 

12区 10 I 1 
l I l 

石梧み夕t ， I 
!J[Z. !V ・I・一 'J_ 2 1 a I 

a 2 2 
b I I 
d I I 

f庭収さ 13 13 
f踪＿ヒ I J 5 

ill 
I! I I 

＇ I I 
"~ 旺伽 k 2 2 

J 5 5 
n I一姑J l I 

n I I 

゜
I I 
3 I ↓ 

珪上 I I 
3 3 

北側斜llfl 3 3 

i同')、1
T. p I 2 s ., 

I I 
l[,(ID f礫上， iり庭茄m。 1 I 
1区田げ1U・.11i1il,ii; 田 I I 
1区 21.{I I I 
1-3区L段トレ、 I-31え上段竹集巾部、前庭部 I I I 
1-3区上段トレ、 l-3区.r・n1れ/l'l-'茄. t~JlH段. 21!. I 1 r 
1-3区」一段トレ 2区散乱20 I 1 
I -JI.(.!: 段散乱; 2/if. 股屈12 21!.. I:. ;J,ll'iT. P I I 
1-31!.. ヒ段. ll!l-2!1内 121,C:Dl a b ID d I I 

輯 g_'"". l 1 
I l 

n C一括） I I 
"• m i• m k• m I -n I I 
. 7区 I l 

9区, 10区ー35内、 10区上Ill、10区中 I, Il・Ill、10厄中士,m、
10区下、 10区集竹 aill・N、10区集骨 b□、10区柴竹 C I、10

I I 区散乱4 、 11 区中 I 、 JI 区下、前庭部illa·illb·lllf·illl•
illo 
10[をー161"1.IOI!」'n I I 
10区 tID、10区中 1l、前庭部II・IDf礫敷き ・SW・ 珪 k l I 
lO区中、 11区中 ID、11区下 I、11区下石1貨み焼土、 II区下6積
み、前庭部 I・IIIa III a' ・III g・ 石積み・石灰岩州落、前 J I 
庭部、石積み3

髯("''
I I 

I I 
、北開餡llil I I 
側斜nn I I 

I i I 
I I I 

Jiil庭茄 I.石灰岩IJ,!it I I 
li『庭部mr伐預き.ID (籾_f- I I 
r引吃tcmr ..i収さ• m r 院上• m n• 田 ・SW・弱王 I I 
旧庭n~ m r坪 n.; • m Oi!.l: l I 
前斑Remr疎敬さ.m; I I 
1,il庭部Ill!fl! 杓 A・'111・ I I 
前庭部illf・ill J!'・ill k I l 
llil庭nr,111I • Ill 11・Ill u I I 
蔚庭部m11 (·I,.~) ・皿 n l I 
不 IUI 17 

;,;-

＂ 
I 4 J I I I I I 3 I~ I I I Z I z i~ l 2 l~ I~ 181 
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第12表 中国産褐釉陶器観察一覧

挿図
口1至

番号 器種 分類 部位 器高
観 痴ホ 事 項 出土地図版 底径

(cm) 

22.5 口縁形態逆「L」字状。頚部に2本の稜線。肩部両面に叩き痕。外 2区—18 、 2 区—20 、 2 区
1 完形 64.5 面に焼成時の積痕。全体に輛輯痕。灰褐色粗粒子。白色鉱物。両 II、2区、 10区散乱2

18.8 面暗茶褐色釉。 5 I 
頚部

頚部に2本の稜線。肩部両面に叩き痕。外面に焼成時の積痕。全体 6 区— 13 、 7区ー 11 、 7 区2 ～ 
に続戟痕。燈褐色粗粒子。白色鉱物。両面黄茶褐色釉。 散乱2、7区底部 17.5 I 

頚部
肩部外面に叩き痕と焼成時の積痕。全体に鞘戟痕。暗茶紫色粗粒3 3 区— 15

第74図 I a大 底部 16. 7 
子。白色鉱物を含む。両面暗茶褐色釉を施す。

図版38

9骨上T区部1m0区.. 中mm区c、J、1狼l,OI. 01区、01骨区-0区集1区中IIub0-骨区3上区中ll5,lllー内Ill.1-ドm!、10 i、、m -・ ↓ 10 区

]J • 

頚部
頚部に2本の稜線を廻らせる。肩部両面に叩き痕。外面に焼成時の 10区
積痕が観察できる。全体に明瞭な鞘轄痕。素地は暗灰褐色粗粒子。 虐集4 
白色鉱物を含む。両面に黄茶褐色釉を施す。肩部には施釉後に釉底部 15. 7 
を掻き取るように棒状工具による文様らしきものが観られる。 = 、削11 

f庭
m 1 • m。

18.4 口縁形態は方形状をなす。頚部に1本の稜線。外面肩部には叩ぎ痕 1-3区上段散乱7、2
5 完形 52.2 と焼成時の積痕。 全体に饒櫨痕。灰褐色の粗粒子。白色鉱物。両 区散乱12、2区、前庭

I a巾
13.3 面に黄茶褐色釉。 部礫上、洞内T. p 

頚部
肩部両面には叩き痕と外面に焼成時の積痕。全体に読轄痕。茶紫1 10区—8

底部 14.8 
色粗粒子。白色鉱物を含む。両面に濃黄茶褐色釉を施す。

I 
16.0 口縁形態は方形状をなす。頚部に 2本の稜線。外面肩部には叩き 6 区 — 12-3 、 前庭部 rn

2 I a小 完形 42.0 痕と焼成時の積痕。全体に庫鹿轄痕。暗茶褐色の粗粒子。白色鉱物。 d・III j ・・皿 k. 
11. 5 両面に黄茶褐色釉。 Illl-n 

＇ 
18.0 口縁形態は方形状をなす。類部に 2本の稜線。外面肩部には叩き 13区黒土、 13区、前

第75図
3 完形 43. 1 痕と焼成時の梢痕。全体に槻紺痕が観察できる。灰褐色の粗粒子。 庭部 I・II・皿 a'、

17.2 白色鉱物を含む。両面に茶褐色釉を施す。 北側斜面
図版39

16.8 
口縁形態は□角形状。頚部に2本の稜線。外面肩部には叩き痕と焼4 亜ギ 完形 42.0 
成時の積痕。全体に輛櫨痕。燈褐色の粗粒子。両面に暗褐色釉。

11区ー29
17.6 

I I b 
頚部

外面肩部には叩き痕と焼成時の積痕が観察できる。全体に輛轄痕。5 12 区—10
底部 17.4 

燈褐色の粗粒子。両面に黄褐色釉を施す。

17. 1 口縁形態は□角形状。頚部に2本の稜線。外面肩部には同心円の叩
前庭部III1・ III n・III 6 完形 46.3 き痕と焼成時の積痕。全体に輛誼痕。燈褐色の租粒子。両面に暗

18.5 茶褐色釉。 ゜I 
17.0 口縁方形状。頚部に 2本の稜線。肩部に叩き痕と焼成時の積痕。

12区石、北前積側庭み斜外部面、13区1 I C 完形 55.6 全体に輛櫨痕。薄手である。 i炎灰紫色の粗粒子。白色鉱物。両面 黒土 I . 田
16.2 に失透気味の暗褐色釉。 a＇ 、

I 
頚部

薄手のタイプ。小振りで全体的に丸みを持つ。肩部に横耳を 4つ2 II 2区—23
底部 16. 1 

有する。淡赤褐色の粗粒子。濃緑黄褐色の釉を両面に施す。

10.5 肩部からやや直気味に立ち上がる。横耳を有する。淡燈褐色の粗
3 III a 完形 31. 9 粒子。両面に暗褐色釉を施した後、耳下部の釉を描き取り 2本の圏 前庭部illb

11. 5 線。

第76図
I 

頚部
肩部から大きく外反し口縁部とする。全体に饒輯痕。灰褐色の粗圏版40 4 ill b ～ 前庭部Illf ・Ill g. ・ 
粒子。白色の鉱物を含む。両面に暗褐色釉を施している。 illk 

底部 12.2 
I 

頚部
薄手のタイプ。全体に輛髄痕。肩部に縦耳を 4つ有する。赤燈色 部1内-訂3区12上区段ill、a1‘ 1区"3.,_月—IJ2庭9 5 V 

底部 15.9 
の粗粒子。外面に淡黄白濁色、内面に暗掲色の釉を施している。 b・Illd 

頚部 ※薩摩焼。内面には調整の際の叩き痕が観察できる。底部には焼
6 ～ 成時の貝目が観察できる。素地は暗灰紫色の細粒子。両面に暗褐 洞内？

底部 18. 7 色の釉。I VJ 
頚部 ※薩摩焼。 6に比して厚手。内面には調整の際の叩き痕が観察で

7 ～ きる。底部にば焼成時の貝目。素地は暗灰燈色の細粒子。両面に 前庭部 I・II・ 田 a'
底部 21. 4 暗褐色の釉を施すが失透気味。
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第74図 中国産褐釉陶器 1 壷
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第75図 中国産褐釉陶器 2 壷
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第76図 中国産褐釉陶器 3 壷

-122 -



第10節 タイ産褐釉陶器

タイ産褐釉陶器としては、その大部分が壷として確認されている。ャッチのガマにおいてのタイ産褐釉陶器の

出土総点数は68点とな っており、そのうち壺は65点と最も多く検出されており、全体の約92%を占めている。こ

れらは、中国産褐釉陶器と同様に完形もしくは完品が含まれているほか、多量の破片資料にしてもその多くが接

合可能な状況で全形が窺える資料であった。また、その他の器種としては小壷も検出されているはか、瓶も扱っ

た。この瓶については、その生産地の特定において、在地の資料もしくは国内・外いずれの要素をも有すること

から非常に困難を極めたため、素地・ロ縁形態等から今回はタイ 産と してまとめたが、類例の検出をも って最終

的な判断を必要とする資料であるということを断ってお く。

出上地点及び層位別に見てみると、前節の中国産褐釉陶器と同様に、前庭部に自然堆積した土中からの検出が

確認されている。タイ産褐釉陶器についても土中からの検出が全体の約51%を占めている状況であった（第13表）。

今回、ヤッチのガマにて検出されたタイ産褐釉陶器は、最近の研究によりタイ部の窯やシーサッチャナライ窯

等において生産された可能性が高いとされている。前節の中国産褐釉陶器においても述べたように、おそらくそ

の大部分が厨子への二次的な転用品としてャッチのガマヘと持ち込まれたものと考えられるが、遺構や他の出土

遺物との関係については後段の総括にて述べることとする。

以下、ヤッチのガマより検出されたタイ産褐釉陶器の分類概念を記述し、特徴的な資料について示すこととす

る（第77図～第78図）。なお、個々の特徴等の詳細については観察表に記した（第14表）。

1 . 瓶

口縁形態に特徴のある瓶が得られているが、先述のとおり、その生産地の特定については類例の検出をもって

最終的な判断を必要とする資料である。全体的な形状を観てみると、高台は低く、高台内削りはかなり浅めであ

る。高台脇から丸みを持って立ち上がり、桐部中央あたりから内傾していき 頚部へ と移行し、そこから外に開い

て立ち上がり再度外反して口縁部とする。

2. 小壷

縦耳を有する小壷の破片資料が検出されている。

3. 壷

大梨の壷で、 口縁形態から I類~II類に分類して、必要に応じて a、 bに細分化した。

I類 底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて立ち上がり頚部へと移行する。頚部

からきつく外反させて、丸みのある肥厚帯を成形するタイプである。頚部から肩部に沈線を3本もしくは2本施す

ものとがあり、前者を a、後者を bとして細分化した。

II類 I類と同様に、底部から開き気味に立ち上がり、肩部あたりから強く内傾して角度を変えて立ち上がり頚

部へと移行するタイプである。頚部から外側に大きく外反させた後、口唇部の上方を微弱に突出させるように成

形したタイプである。全体的な形状から、寸胴なタイプと縦に短く胴上部が張り出すようなタイプがあり、前者

をa、後者を bとして細分した。

※タイ産褐釉陶器の壷は、ヤッチのガマ及びカンジン原古墓群（ヤッチのガマ周辺の墓や地区内その他の墓）全

体を通して分類がなされ、 I類~ill類の 3つに分類できたが、 m類についてはカンジン原古墓群（地区内その他

の墓）のみにおいて確認されていることから今回は触れていない。

第11節 タイ産妬器

全体的な形状は、前節のタイ産褐釉陶器やこれまでに確認されているタイ産妬器資料に酷似しており、焼成の

度合いからやや軟質な陶器に属するものと考えられることから、本資料をタイ産妬器として扱った。この種の資

料は県内において初めての検出であるといえる。本資料についても、厨子への二次的な転用品としてャッチのガ

マヘと持ち込まれた可能性が高いといえる。なお、ャッチのガマ及びカンジン原古墓群（ヤッチのガマ周辺の墓）

においても破片資料が確認されているが本節でのみ扱うこととした。

第78図 5は、底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて立ち上がり頚部へと移行す

る。頚部から大きく外反させてD縁部へと移行させている。口縁形態は「L」字状を呈するタイプである 。D唇

部・頚部・肩部には沈線を施している。また、肩部には下方に突出する逆三角形状の連続文をスタンプにより廻

らせている。なお、素地等の詳細については、第14表の観察表にて述べることとする。
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第13表 タイ産褐釉陶器出土状況

器種・分類 瓶 小壷 1lil 

完形I底

I Il 
不明 合計

小計 小計 a I b a I b I不明 小計
出土地 口 底 1完形 j口 1底 完形 1完形 lロ 胴 1底

1区
散乱 l 1 I 

l I I 

2区
I] l I J 

I I I 
3区 20 l l I 

4区
14内 l 1 I 

3 3 3 
7 I I 1 
10 l I 1 

7区
2 1 l 1 

散乱 3 l I 1 
5 2 2 2 

l 1 1 
11内 1 I 1 

8区 17内 4 ., 4 
3 3 3 

23内 I 1 I 
II区 37 l I I 

44 I I I 

12区
15 I l I 

I -ll I 1 I 
13区 黒」こ I 1 I 

I 1 I I 
f礫敷き 4 t I 

k 1 I I 

m n (一括） 2 2 2 
前庭部 n 1 I I 

゜
1 I J 

l I I 
礫上 ］ I l 

I 1 I I 2 3 
北側斜面 I I I 

洞内
T. p 4 4 -1 

1 I I 
1区 I、2区、前庭部IIIf・III n (一括） I I 1 
7区ー2内、7区歓乱l I 1 1 
7区散乱5、前庭部m£ 礫敷き• m t礫上 1 I I 
11 区—47 、 12 区、 前庭部 ill f ］ I l 
前庭部IDa'・illf 1 l 1 
前庭部illf . ill。 1 l I 
前庭部IIIn (一括） ・III o (一括） ・SW l l I 
不明 8 2 10 10 

令 計 I l 2 I I I 1 3 I L I .I 49 ~ ＇ 65 68 

第14表 a タイ産褐釉陶器・タイ産妬器観察一覧

挿図
口f至

番号 器種 分類 部位 讐 観 察 事 項 出土地
図版

4.8 
高台は低く、高台内削りはかなり浅め。高台脇から丸みを持って

1 完形 17.9 
立ち上がり、胴部中央で内傾し頚部で外に開いて立ち上が り再度

前庭部illa'・ill f 
外反して口縁部とする。素地は淡灰褐色の粗粒子。 黒色鉱物。黄6. 7 
茶褐色釉を施す。

瓶

第77図 高台は低く、高台内削りはかなり浅め。高台脇から丸みを持って

図版41
2 底部 立ち上がり、胴部中央で内傾し頚部へ移行する。素地は淡灰褐色 前庭部

7. 1 の粗粒子で黒色の鉱物を含む。黄茶褐色釉を施す。

2. 7 
胴部から次第に窄まり、頚部で外反して口縁下部で立ち上がって

3 小壷 口縁部
内傾し、口縁部となす。外側に縦耳が2つ付されるものと思われ

2区
る。灰褐色の粗粒子で微細な黒色鉱物。釉は茶黒色を呈すが二次
的被熱を受ける。
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第14表b タイ産褐釉陶器・タイ産妬器観察一覧

挿図
口径

番号 器種 分類 部位 器高
観 察 事 項 出土地

図版 底径
(cm) 

頚部に1本の稜線が観察できる。横耳を 4つ有するものと思われ、

1 I a 底部
耳の位置には3本の沈線が入る 。全体に輛櫨痕が明瞭である。素

7 区—7地は灰褐色の細粒子で白色及び黒色の鉱物を含む。濃緑黄褐色の28.0 
釉を胴下部まで施す。

＇ 

19.2 
頚部に1本の稜線が観察できる。横耳を 4つ有するものと思われ、

2 I b 完形 58.9 
耳の位置には 2本の沈線が入る。全体に輛轄痕が明瞭である。素

11 区—37地は灰褐色の細粒子で白色及び黒色の鉱物を含む。 i晨緑黄褐色の23.0 
釉を胴下部まで施す。

I 

第78図 15.6 頚部に1本の稜線が観察できる。横耳を 4つ有するものと思われ

図版41
3 壷 IT a 完形 47.0 る。素地は暗紫褐色の細粒子で白色及び黒色の鉱物を含む。釉色 3 区—20

22.5 は口縁から頚部は茶紫色で胴部は黒褐色を呈する。

＇ 

13.2 頚下部に1本の稜線が観察できる。横耳を 4つ有する。素地は灰
4 II b 完形 39.6 褐色の細粒子で白色及び黒色の鉱物を含む。濃緑黄褐色の釉を胴 11 区—44

15.8 下部まで施している。

I 

29.3 口唇部・頚下部・肩部には幾重もの沈線もしくは稜線を廻らせて 10区—30 、 10区ー36内、

5 完形
60.5 いる。全体に風化が著しく、剥落している。口縁内部や胴上部は 10区散乱4、10区上Il. 
26.6 一部煤？が付着している。素地は淡灰褐色を呈するが一部は焼成 III、前庭部IIId・III 

不良気味である。 f 
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第77図 タイ産褐釉陶器 1 瓶(1~ 2)、小壷(3)
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第12節本土産青磁

九州を生産地とすると思われる青磁を本土産青磁として扱った。器種としては瓶が 5点検出されており、いず

れも完形もしくは完品であった。全体の形状としては、全てラッキョウ型を呈しており、器面等の調整は中国産

の青磁に比してかなり雑に成されている（第79図 1~ 3)。なお、ヤッチのガマ及びカンジン原古墓群（ヤッチ

のガマ周辺の墓）においても確認されているが本節でのみ扱った。

lは高台が低く、高台内削りが浅い。高台外面には箆削りによる面取り。外面には饒轄痕や鉤目等の調整痕が

明瞭である。口縁は微弱に外反する。素地は淡灰白色の細粒子で、淡灰緑色の透明釉を畳付以外に施す。畳付に

は砂が付着する。口径 3cm、器高14cm、底径4.8cm(前底部IIIf)。

2は、全体の形状は 1と同様であるが、丁寧な成形である。口縁部はややきつく外反する。素地は淡灰白色の

細粒子で、淡緑灰色の釉を畳付以外に施す。全体にやや粗い貫入が入る。畳付に砂が付着する。口径4.2cm、器

高12.5cm、底径4.7cm(前底部IIIC)。

3も全体の形状は同様で、外面には輛轄痕が明瞭である。口縁は微弱に外反する。素地は淡灰白色の細粒子で、

淡灰緑色の透明釉を畳付以外に施す。畳付に砂が付着。口径3cm、器高15cm、底径4.7cm(前底部皿 a'・皿 h)。

第13節本土産白磁

肥前を生産地とするものと思われる白磁が得られている。確認された器種は、碗・皿・ 壷の 3器種であった。

これらは完形もしくは完品で、壷のみが破片資料で全形が窺えない（第79図4~ 7)。

4は直口口縁の碗で、口径10.4cm、器高6.3cm、底径4.4cmである。高台はやや高く、高台内削りは深め。外面には

輛轄痕が顕著である。素地は白色の微粒子で白色の透明釉を悦付以外に施す。畳付に砂が付着する（前底部皿 b)。

5も直口口縁の碗で、口径11.4cm、器高5.8cm、底径4.2cmである。高台は低く小さい。 1に比して薄造りであ

る。素地は白色の微粒子で白濁色の釉を畳付以外に施す（前底部IIId) 。

6は直口口縁の皿で、口径10.6cm、器高2.8cm、底径5.8cmである。裔台は低く、内削りはかなり浅い。素地は

白色の細粒子で白濁色の釉を畳付以外に施す。全体に細かい貫入が入る（前底部IIIe、前底部IIIf)。

7は油壷の胴部片であると思われる資料で、両面ともに輔櫨痕が明瞭である。素地は白色の細粒子で淡灰白濁

色の釉を外面に施している（前底部皿）。

第14節本土産色絵

有田及び肥前を生産地とする色絵が 5点得られている。確認された器種は壷と瓶の 2器種であった。壷は完形

もしくは完品で、瓶のみが破片資料で全形が窺えない（第79図8~12)。

8は油壷で、底径が4.9cmである。高台は低く、内削りは浅い。高台脇から大きく開いて立ち上がり、 「<J 
の字状に内傾し頚部へと移行する。両面ともに輛轄痕が明瞭である。素地は白色の細粒子で白濁色の釉を外面に

施した後に胴上部に構成の不明な上絵を加えている。畳付は露胎である (4区、前庭部 I・Il・IIIa') 。

9も油壷で、口径3.6cm、器高 8cm、底径4.7cmである。高台は低く、内削りはやや深い。高台脇から大きく開

いて立ち上がり、 「く」の字状に内傾し頚部へと移行して口縁部を大きく外反させている。両面ともに庫鹿轄痕が

明瞭である。素地は白色の細粒子で白濁色の釉を外面に施した後に胴上部に圏線や花舟文等の上絵を加えている。

畳付は露胎である (2区ー4内、 2区Il、前庭部皿 a・b)。

10も油壷で、口径3.3cm、器高9.6cm、底径4.5cmである。裔台は低く、内削りはやや深い。高台脇から大きく開

いて立ち上がり、 「く」の字状に内傾し頚部へと移行して口縁部を大きく外反させている。両面ともに車鹿輯痕が

明瞭である。素地は白色の細粒子で白濁色の釉を外面に施した後に胴上部に半網目文と丸文？を上絵で表現して

いる。畳付は露胎である（前庭部IIIb)。

11も油壷である。両面ともに饒櫨痕が明瞭である。素地は白色の細粒子で淡灰白濁色の釉を外面に施した後に

10と同様な半網H文と丸文を上絵により表現している（前底部Il・IIIa')。

12は瓶の完形品で、口径4.1cm、器高14.6cm、底径4.7cmである。高台は低く、内削りは浅く雑である。全体の

形状はラッキョウ型を呈しており、外面には饒轄痕が明瞭である。口縁部は外側に大きく開き、断面が方形を成

している。素地は白色の微粒子で白濁色の釉を施しているが、畳付は露胎である。胴上部には笹等を上絵付けに

より表現している (11区下石積、前庭部Illa'・f)。
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第15節本土産染付

本土産染付の器種として確認されたのは、碗・小碗・杯・小杯・瓶の 5器種であった。ャッチのガマにおける

本土産染付の出土総点数は216点であり、厨子以外で確認された陶磁器類では最も多く検出されている。中でも

瓶は134点を数え、器種別にみても出土陶磁器においては他を圧倒する結果が得られており、これについで碗が

57点、小碗15点と続き、以下、小杯、杯と続いている状況であった（第15表）。

出土地点及び層位別に概観してみると、旧 lトレンチや旧11号区画外トレンチ、入口側トレンチ等のいわゆる

前庭部に 自然堆積した土中からの検出が全体の約78%を占めており、第 8節の青花 と同様な傾向がみられた。

今回ャッチのガマにて検出された本土産染付は、 産地別にみた場合、有田や波佐見焼等の肥前磁器のみであっ

た。時期的にみると、最も古い資料で17世紀中葉に位置付けられる資料が確認されているものの、主体となるの

は18世紀前半頃の資料であった。また、検出された碗の資料中、波佐見焼が若干多い傾向にあるのは特徴的であ

るといえる。また、瓶の占める割合は本土産染付全体の約64%となっていることから、これによりャッチのガマ

における本土産染付の意味付けがなされるものと考えられるが、これらの詳細や遺構との関係等については後段

にて述べる事としたい。

以下、ヤッチのガマより検出された本土産染付の分類概念について述べ、特徴的な資料については図示するこ

ととする（第80図～第87図）。なお、個々の諸特徴等については観察表にまとめた（第17表）。

1 . 碗

ャッチのガマより検出された本土産染付碗は、 一般に丸碗とされる直口口縁タイプの碗のみであった。施柚方

法や圏線等の施文方法から必要に応じて、 a・b、あるいは 1~4等に細分化した。なお、 a・bまたは 1~4

として分類できないが、特徴的な破片資料を不明として扱った。

a高台脇から丸みを持って立ち上がり、畳付以外を総釉にする。外面の圏線の組み合わせで 1~4に細分化を試

みた。

〈圏線の組み合わせ〉

1) 口縁 1. 腰 1. 高台 1. -

2) 口縁 l・腰 1. -

3) - . 勝 1. 高台 2. 高台内 1

4) - . 腰 1. 高台 2. -

b高台脇から丸みを持って立ち上がり、 畳付以外を総釉した後に、見込みを蛇の目釉禿ぎするタイプである 。 a

と同様に外面の圏線の組み合わせから 1~ 3に細分化を試みた。

〈圏線の組み合わせ〉

1) - . 腰 1. 高台 2. 高台内 1

2) 一 ・腰 1. 高台 2. -

3) 圏線なし

2. 小碗

本上産染付の小碗については、口縁形態から直口口縁と外反口縁の 2つに大別し、 I類.II類とした。また、

II類については、圏線の組み合わせから 1~ 3に細分した。

I類直口口縁

高台脇から丸みを持って立ち上がり、直口口縁とする。畳付以外を総釉にするタイプである 。

II類外反口縁

高台脇から丸みを持って立ち上がり、口緑部を微弱に外反させるタイプで、 畳付以外を総釉にするタイプであ

る。外面の圏線の組み合わせから 1~ 3に細分化を試みた。

＜圏線の組み合わせ〉

1) - . 腰 1. 高台 2. 高台内 l

2) - . 腰 1. 高台 2. -

3) - . 腰 1. 高台 1. -
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3. 杯

型成形の杯が1点得られている。直口口縁タイプである。

4. 小杯

小杯は全て外反口縁タイプである。骨付以外を総釉にするタイプである。外面の圏線の組み合わせから 1-3 
に細分化を試みた。

〈圏線の組み合わせ〉

1) 口縁 l・腰 1. 高台 1. -

2) - . 腰 1・高台 1. -

5. 瓶

本土産染付の瓶については、全体の形状から A群ラッキョウタイプ、 B群瓢箪タイプ、 C群方形タイプ、 D群
肩衝タイプの 4つに大別した。また、 A群は口縁形態から I、II類とした。さらに、 a~h、 1~8等に細分化

した。

A群 ラッキョウタイプ

口縁形態から I類直口口縁（鶴首形）、 II類外反口縁に分類した。さらに、胴部に描かれている主文様から a
~hに細分し、圏線の組み合わせから 1~11に細分化した。

I類直口口縁（鶴首形）

口縁形態は直口口縁で、いわゆる鶴首形を呈する瓶である。

II類外反口縁

全体の形状及び外反口縁の形態に若干の差異は認められるが、同一グループとしてまとめた。胴部に描かれて
いる主文様から a~hに細分し、圏線の組み合わせからさらに 1~8等に細分化した。

a外面の胴部に網目文を描いて主文様とする。

〈圏線の組み合わせ〉

1)胴上部 3. 胴下部 1・高台 2

2)胴上部 3・胴下部 1. 裔台 l

3)胴上部 2・胴下部 1. 高台 2

b外面の胴部に草花文を描いて主文様とする。

〈圏線の組み合わせ〉

1)胴上部 3・胴下部 1. 高台 2

2)胴上部 3・胴下部 1. 閾台 l

3)胴上部 3・胴下部 1. -

4)胴上部 3 . ー ・裔台 2

5)胴上部 2・胴下部 1. -

6) ー ・胴下部 1. 高台 2

7) - . 胴下部 1. 高台 l

8)圏線なし

c外面の胴部に折枝文を描いて主文様とする。

〈圏線の組み合わせ〉

・胴下部 1. 高台 1

d外面の胴部に丸文＋網目文を組み合わせて描いて主文様とする。

＜圏線の組み合わせ〉

胴上部 3. 胴下部 1. 裔台 2
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e外面の服部に丸文を組み合わせて描いて主文様とする。

〈圏線の組み合わせ〉

・胴下部 1. 高台 l

f外面の胴部に銘（太神宮）を描いて主文様とする。

〈圏線の組み合わせ〉

・胴下部 1. 一

g外面の胴部にコンニャク印判による松文？を描いて主文様としている。

〈圏線の組み合わせ〉

圏線なし

h胴上部に芭蕉文を描くが、胴部には主文様を描いていない。

〈圏線の組み合わせ〉

・胴下部 1. 高台 l

B群 瓢箪タイプ

底部からやや開き気味に立ち上がり、一度内傾してくびれさせた後に、再度「く」の字状に膨らませながら頚

部へと移行する。口縁部は欠損しているが鶴首形の口縁部を成形するものと思われる。

c群方形タイプ

胴上部及び胴下部がきつく張り出すタイプで、底部から腰折状に成形し、窄ませるように立ち上がらせる。肩

部できつく内傾し角度を変えて頚部へと移行させて口縁部を外反させている。

D群肩衝タイプ

胴上部がゆるやかに張り出すタイプで、底部からやや開き気味に成形し、肩部でゆるやかに内傾し角度を変え

て頚部へと移行させた後に口縁部を外反させている。胴中央より下方には鉄釉を施す、いわゆる掛分けを行って

いる。

※附記：第83図12の杯については、文章校正中に大橋康二氏により徳化窯産の青花との所見を頂いた。記して感

謝申し上げます。
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第16表 本土産染付計測表

播号 器種 分類 産地
口径 器高 底径

出土地(cm) (cm) (cm) 徘号 器種 分類 産地
口径 器高 底径

出土地(cm) (cm) (cm) 

1 a 1 肥前 12.5 6.2 4.5 
12区石積み外、前庭部 1. 
.Ill a,、北但lj斜面

a2 波佐見 10.2 6.6 4. 7 8区散乱12、前庭部m
10.2 6.1 4.5 13区ー4内、前庭部 I・Il
10. 3 6.2 4.2 3区I、前庭部 I. ill 

有田 10.5 6.2 4.6 2区1]、前庭部 I
11. 2 6.0 4.6 前邸部Illf 

a3 11. 2 6.3 Iヽ.4 ll 区下石積み、前庭部 I • Ill a' 
碗 10.7 7.0 4.2 前厖部II. ill C • ill d 

冒35 
3.4 14.2 4.8 前庭部illd
3.5 12.9 4.0 前庭部皿 b
3.5 13.5 4.6 前庭部illb

巫 3.5 14.2 4.8 11 区—48内、前庭部 ill a・ill b 

立L 3.6 13.5 4. 7 前庭部Illa 
38 3.6 13.9 4.5 WJ庭部illd

三
3.7 14.1 4.6 前庭部rnb 

A II al 3.8 13.6 4.3 前庭部Illb 

波佐見 10.9 6.2 4.1 洞内T. P 41 3.9 12.8 4.9 前庭部Illa'・IIIf 

鼠
10.9 6.2 4.2 洞内T. p 

肥前 11. 2 6.4 4.2 前庭部illh

12 a4 10. 8 6.6 4.5 
II l1s49・501勺、 12区SW、
前庭部Illc 

凪15 
I 

bl 波佐見 11. 7 5.8 4.5 12区illa 
JI. 8 5.9 4.5 前庭部Wd

戸 11. 2 5. J 4.3 12図田 a

16 II 2 10.1 6.2 4.2 
2区、 12区I、即庭部IIIa. ・ 

＇ 
Ill o・ 石桔み•---;::-1.1.. 10.2 5.9 4.2 II区q,t"、前庭部1-ma -m, 

小碗 肥前 l llズ．ード石秋み、前庭部 1. 18 II 3 10.6 6. l 3.9 Illa' 
I 

9区散乱2;、11区ド石積み、前19 10.8 6.3 4.2 庭部 r• □ • ma• 石灰岩崩落
20 小杯 1 肥HIJ 3 5 2.6 l. 7 3区ー13内

且L A IT a I 
3.2 12.8 4.0 12区Illa 

22 3.6 13.4 4.8 ll区下石積み

量'" 
4.0 13.9 4.8 前庭部ma・ m f• 川i、北fl!1斜而

3.0 13.2 4.8 前庭部lllf上
3.1 11. 7 4.4 前庭部illb

冒＇ 26 瓶 肥前か
3. 1 12. 4 4.6 前庭部皿 d
3.2 13. 1 5. l 前庭部 I・II・IIIa. ・III d 

AU a, 
3.2 13.4 4.4 前庭部Illd 

' 42 3.9 13. 7 4.3 前庭部IIIf• ill g・III i IIIm・III n 

43 3.9 14. 4 4. 7 前庭部IIIa' 

直 4.1 14.2 4.6 前凝部IIId 
1~ 45 4.2 13. 6 4.6 前庭部Illb 

46 4.4 15.3 4.9 
10区上 II・III、10区中 1]、

＇ 
前庭部illa・illb・illf

47 3.5 15. 1 5. l 
10区下、 10区石栢み1人」、前
庭部Illb・Ill f 

玉 瓶 All bl 肥前か 4.0 14. 6 4.6 前庭部IDI 

1..12. 4.6 14.5 5.2 前底部撹乱

1且 豆 3.4 15.8 4. 7 不明

直し A II b: 
2.7 14.2 4.9 13区黒．ナ．、前庭部rnn 

52 3.4 14. 1 5.2 前庭部IIId 

~ C3 

国 3.2 14.2 4. 7 前庭部illf 
3.3 13.3 5.0 II区下石rnみ、前底部illf 

A Il b 7 3.6 12.2 4.2 12[,Z ID a 

I 
4.0 14. 7 5.0 前庭部IIIe・III f 

ピ塗 All d 
3.6 13.6 4.4 前庭部lilb 

~ 

3.9 13.7 4.8 前庭音11m c 

且 3.4 14.4 5.2 前庭部illa・ ・ill f 

60 3.4 14.6 4. 7 
2区1I、前庭部mb• m f上・
田 i

3239 0 1 
3.3 13.5 4.8 12区ma、前庭部Illa 
3.3 13.8 4.4 J区Illf礫上

3.4 13.0 4.2 前庭部filb
32 3.4 13. l 4.2 前庭部mt 

,区-241勺、 9区骰lt30、前庭61 All h 3.5 14. 5 5.0 部lllb

亙 3. 7 15.2 5.2 前庭部m,

63 3.8 15.3 4.9 
前庭部 IIIf礫敷き ・IIIf・ 
mo-石恥岩血落

第17表 a 本土産染付観察一覧

挿図
口f至

番号 器種 分類 部位
器高

観 察 事 項 産地 出 土地
図版 底径

(cm) 

9.8 
高き台。畳以は外付外や面やににに砂淡高1が邸灰め線昇でと治1色J..1守すのj1J7証る::り・>。茎は・を施深描いしく。て。忘い素台る地脇。は服に白1部は色鉤外の而n微がに粒観!l!了ll`  察で

10区中内、 11区下石
1 完形 6.7 翌入付。る いで貫 有田 積み、前庭部 I・III

3.8 a' 

11. 5 商面台は付線やや高山めで内を描削白りぱ深い。厚素施手地のタイプである 外 10区散乱18、前庭 部2 完形 6. 7 に着畳圏 と 水文淡 いている。を は淡灰白畳色の微粒゜子砂 肥前で付、 以外に灰濁色の釉 している。 付には 皿f4.1 が・ している。
， a 1 

11. 5 
高台は低素しめでる淡内。灰削盛白りは浅は微い砂粒。が子外付面で落、に翌圏線付と山水灰文白を描いて3 完形 6.4 いる施。地は 付色の 以外に i蜀色の 前庭部IIIf 

4.0 釉をてい に している。

第80図 11. 2 南台は素低めで淡全内灰体削白りは浅い 外子而に付圏線以と山水灰砂文白色を描いている。地は の で盗 に のを
図版43

4 碗 完形 6. 1 施付浩している。 に粗色い貰微屈入立が入る。昼付外には が多塁釉 に 波佐見 洞内T. p 
4.2 している。

11. 4 
面畳庶台色圏以は線す低外め山。灰で水岱内白文付r濁ilJをに色IJlは1のは'/iく砂浅補がいを素参。地品比しはに較て淡付的い灰杓るJ白穿しと色て思なのい造わ行、るれ！。［でる子があでる。 外5 a 2 完形 6.0 に付変にとるに 全あ体る。的 12区illa

4.2 
I 

11. 3 高外台台内は低圏めで描色内削りは浅い。素外地面白に豊色圏線と松粒文砂子・遠山付、 高以
完形

に をいいる。 は の微 で ・ 
前庭部illf 6 5.9 に淡灰線白濁 の釉てを施している。 付には が付、盛着して

4.5 いる。

a 3 有田
10.8 

遠昼落高付台山しは、以て低高外い台めるにで内。淡内に灰J固'/白IJ線り濁はを色描浅のいい釉。てを外い施而るし。にて素圏い線地るはと。花白畳丹色付文のに微・粒は雪砂輪子文がで付、・
2区、 11区下石積み、

7 完形 5.6 前庭部IIIa'・III f・III 
4.5 I・ill j・ill Il 
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第15表 本土産染付出土状況
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第17表 b 本土産染付観察一覧

闘
口径

番号 器種 分類 部位 器高
観 察 事 項 産地 出土地

底(cm径) 

L0.5 高台は低めで内削りは浅い。外面に圏線と花升文・遠山、高
8 完形 6.4 台内に圏線を描いている 。素地は白色の微粒子で、畳付以外 前庭部IIII 

第80図
4.2 に淡灰白i蜀色の釉を施している。畳付には砂が付着している。

有田
図版43 高台は低めで内削りは浅い。外面に圏線と松文・遠山、 高台

11. 3 
内に圏線を描いている。素地は白色の微粒子で、費付以外に 11区下石積み、前庭部， 完形 6.0 
淡灰白i蜀色の釉を施須。像付に砂が僅かに付倍する 。粗い貫 m£ 

4.5 
入が入る。

10. 7 
高台はやや高めで内削りは深い。外面に圏線と草花文・ 雪輪

11区下石積み、前庭部
］ 完形 6.4 

文・笹文、高台内に圏線を描く。素地は白色の微粒子で、畳
肥前 皿a'.m e . 皿f. 

4.0 
付以外に淡灰白色の釉を施す。 一部に粗い貰入。畳付に砂が

石灰岩崩落
僅かに付着する。

10.8 高台は低めで内削りは浅い。外面に圏線と竹文・草花文・コ
2 -=-元 U1--lRR 5.8 ンニャク印、高台内に圏線・銘「太□口口」を描く。素地は 前庭部m£

4.5 白色の微粒子で、畳付以外に;炎灰白濁色の釉を施している。
,. a 3 

10.8 外面に圏線と花丹文・輪文と内部に雁を描いている。また、
3 口縁部 高台内に圏線・銘を描く。素地は白色の微粒子で、骨付以外 11区石積み内

に淡灰白濁色の釉を施している。
第81図

I 

図版43
9.4 高台は低めで内削りはやや深い。外面に梱線と竹文・ 草花文・

4 完形 5. 7 コンニャク印、尚台内に圏線・銘「太ロロロ」を描く。素地 波佐見 前庭部III
3.9 は白色の微粒子で、畳付以外に淡灰白濁色の釉を施している。

11. 0 高台は低めで内削りは浅い。外面に圏線と華花文・梅花文？、
5 完形 6.2 高台内に圏線・銘を描く。 素地は白色の微粒子で、覺付以外 前庭部illf 

4.4 に淡灰白濁色の釉を施している。
I 

11.0 高台は低めで内削りは浅い。外面に圏線と草花文、高台内に
6 完形 6.5 圏線・銘を描く。素地は白色の微粒子で、僭付以外に淡灰白 前庭部mf 

4.3 濁色の釉を施している。覺付に砂が僅かに付着する。

碗

11. 2 高台は低めで内削りは浅い。外面に圏線と松文 ・池山を描い
l 完形 6 7 ている。素地は白色の微粒子で、畳付以外に淡灰白i蜀色の釉 波佐見 前庭部 I・illf礫敷き

4.4 を施している。畳付に砂が僅かに付着する。
I a 4 

10.8 高台は低めで内削りは浅い。外面に圏線と亀甲繋文を描いて 12区I-II、13区黒土、
2 完形 5.8 いる。素地は白色の微粒子で、畳付以外に淡灰白濁色の釉を 肥前 前庭部IIIf礫敷き、北

4.6 施している。全体的に細かい貫入が観察できる。 側斜面

11. 8 
口緑部に恩線を有することから aとした。内外面の口緑直下

3 口縁部
に圏線を廻らせ、外面の胴部に構成不明の文様を描く 。淡灰

有田 前庭部mk 
白色の微粒子でi炎青白色の釉を施す。両面に細かい貰入が入
る。

内底面の施釉方法から aとした。高台外面に圏線、見込みに

4 a不明 底部
圏線と折枝文を描いてい る。高台内に 「大明」の銘。 素地は

前庭部illf礫敷き
白色の微粒子で、饉付以外に淡青白濁色の釉を施す。全体に

第82図
5.0 

細かい貫入。昼付に砂が付府。

図版44
I 肥前

内底面の施釉方法から aとした。高台外面に固線と構成不明
5 底部 の文様を描いている。素地は淡灰色の細粒子で、畳付以外に 洞内T. p 

4.0 淡青白濁色の釉を施す。

11. 3 
高台は低く、 内削りは浅い。外面に圏線と 折枝梅文、 高台内

6 完形 6. 1 
に圏線を描いている。 i炎灰白色の微粒子で、覺付以外に淡灰

前庭部II、北側斜面
色の釉を施し、見込みを蛇の目釉禿ぎしている。僭付に僅か

3. 7 
に砂が付着する。

I b l 波佐見

LO. 5 高台は低く、内削りは浅い。外面に圏線と 折枝梅文、 高台内
7 、フゴcuロu 5.3 に圏線を描いている。白色の微粒子で、骨付以外に淡灰白色 前庭部Illb 

4.0 の釉を施し、見込みを蛇の目釉禿ぎしている。

10 5 高台は低く、内削りは浅い。外而に圏線と折枝文を描いてい
8 b 2 完形 5.6 る。白色の微粒子で、畳付以外に淡灰色の釉を施し、見込み 波佐見 前庭部撹乱

3.9 を蛇の 目釉禿ぎしている。畳付に僅かに砂が付着する。
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第17表 C 本土産染付観察一覧

挿図
口1至

番号 器種 分類部位
器高

観 察 事 項 産地 出土地圏版 底径
(cm) 

10. 7 高台はかなり低く、内削りは浅い。外面胴部有文。淡灰白色
1 完形 4.6 の微粒子で、畳付以外に淡灰色の釉を施し、見込みを蛇の目 波佐見 12区ma

3.8 釉禿答している。畳付と内底面に砂が付着する。

＇ b 3 
11. 5 高台は低く、内削りは浅い。外而に折枝梅花文を描いている。

2 完形 4. 7 白色の微粒子で、骨付以外にi炎灰白色の釉を施し、見込みを 前庭部IIIb 
4.2 蛇の目釉禿ぎしている。畳付と内底面には砂がN消する。

碗
11.2 高台は低く、内削りは浅い。外面に折枝梅花文を描いている。

3 b不明 [.J緑部 白色の微粒子で、両面に淡灰白色の釉を施し、見込みを釉禿 肥前 9 区—23内
ぎしている。

10.0 外而に草花文と手摘コンニャク印を表している。素地は白色
10区上 I・II・ill、前

4 不明 口縁部 の微粒子で、両面に白濁色の釉を施している。口唇部には鉄
庭部皿 f

釉による口錆を施す。

8.9 高台は低く、内削りは浅い。外面に葡蒟文を描いている 。白
12区 I-ll・旧 a、前

5 完形 5. 1 色の微粒子で、畳付以外に白色の釉を施している。僅付にイ疵 有田
庭部Illf 

3.5 かに砂が付着する。

＇ 
I 

高台は低く、内削りは浅い。外面に山水文か？。高台内面に
6 底部 銘。白色の微粒子で、畳付以外に白色の釉を施している。僭 肥前 前庭部Illf 

3. l 付に僅かに砂が付着する。

9.0 高台は低く、内削りは浅い。外面に圏線・花1「文と蝶、 高台
7 [I 1 ク元• 日ロ「I 5.8 内に圏線を描いている。白色の微粒子で、骨付以外に白色の 有出 前庭部mt

4.5 釉を施している。鐙付に僅かに砂が付省する。
' 

9.0 高台は低く、内削りは浅い。外面に圏線・松文を描いている。
11区中 I、11区下石積

8 小碗 完形 5.9 見込みには圏線と不明文様が入る。白色の微粒子で、畳付以
み、前庭部川 a'

第83図
4. l 外に白色の釉を施している。全体に粗い員人が観察できる。

図版44
I II 2 

9.9 高台は低く、内削りは浅い。外面に圏線・山水文を描いてい， 完形 5.8 る。 i炎灰色の微粒子で、丹付以外にi炎黄灰色の釉を施してい 肥前
12区 I-II・ill a、前

4. 1 る。
庭部mi

10.5 高台は低いが、内削りはかなり深い。外面に山水文を描いて
12区 I、前庭部 I・ill

10 完形 6.3 いる。淡灰色の微粒子で、畳付以外に淡黄灰色の釉を施して
a'・ill b 

3.8 いる。骨付に僅かに砂が付滸する。
I II 3 

9.9 高台は低く、内削りは浅い。外面に圏線・山水文？を描いて
11区中石積み内、前庭

11 完形 5.6 いる。淡灰白色の微粒子で、昼付以外に灰色の釉を施してい
部皿 a'

3.9 る。

8.0 嵩台は低く造られており、外而に花升紋や圏線を表している。
12 杯 完形 3.6 白色の微粒子で娩付以外にi炎背白濁色の釉を施している。告 徳化 前庭部 I

3.6 付には栢が付着する。

3.5 外而口緑而下に 1本、腰に1本、高台外面に1本の圏線を廻らせ
13 1 完品 2.9 ている。白色の微粒子で、畳付以外にi炎肖白色の釉を施して 12区ma

l. 6 いる。悦付には砂が付着する。

外而に芭蕉文と渦文の組み合わせを描き、胴下部と高台外面
4.3 

14 完形 2.9 
に圏線を廻らせる。高台内而には銘？が入る。白色の微粒子 12区 I-II、前庭部m

1.8 
で、畳付以外に白色の釉を施している。畳付には砂が付着す j 

I 小杯 る^

3.9 外面に芭蕉文と渦文の組み合わせを描き、胴下部とき高る。台外白面

15 2 完形 2 7 
に圏線を廻らせる。高台内には「大明」が判読で 色

12区ma
の微粒子で、骨付以外に白色の釉を施している。骨付には砂

1.6 
が付着する＾
外血に芭蕉文と i尚又の組み合わせを描ぎ、胴下部と高る。台外白色面3.6 

16 完形 2.7 
に圏線を廻らせる。高台内には「大明」が判読でき

前庭部ill]
の微粒子で、畳付以外に白色の釉を施している。畳付には砂

1. 6 
が付荊する＾

2.0 高台は低い。胴部に折枝梅花文？・ 雪持符？を描いている 。
12区 I-II・ 皿a、前

］ I 完形 14. 7 素地は淡灰白色の微粒子で、畳付以外に淡灰色の釉を頚内部 肥前か
庭部 I・II・III

第84図
4.9 から外面全体に施している。畳付に砂が付着する。

図版45
I 瓶 A 

3.6 高台は低い。頚下部に鋸歯文、 胴部に網目文を描いている 。
2 且al 完形 15.4 素地は白色の微粒子。 i炎黄白色の釉を骨付以外に頚内部か ら 前庭部illb 

4.5 外面全休に施している。全体に細かい貰入が入る。
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第17表 d 本土産染付観察一覧

挿図
口行を

番号 器種 分類 部位
器烏

観 察 事 項 産地 出土地図版 底径
(cm) 

3.2 高台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に網目文を描いている。
3 完形 13.0 素地は白色の微粒子。白色の釉を畳付以外に頚内部から外面 前庭部illf 

3.9 全体に施している。畳付に砂が付着する。
Ila I 

4.0 高台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に網目文を描いている。
4 完形 13.9 素地は白色の微粒子。白色の釉を低付以外に頚内部から外面 11区1II

4.5 全体に施している。畳付に砂が付着する。

4.0 高台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に網 H文を描いている。
5 完形 14.4 素地は白色の微粒子。白色の釉を畳付以外に頚内部から外面 前庭部ma

4.0 全体に施している。畳付に砂が付着する。
I 

3.4 高台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に網目文を描いている。
6 完形 14.1 素地は白色の微粒子。白色の釉を畳付以外に頚内部から外面 前庭部IIIf 

4.4 全体に施している。罹付に砂が付着する。
II a2 

3. 7 高台は低い。頚下部に鋸l祈文、胴部に網 H文を描いている。
7 充形 13.3 素地は白色の微粒子。白色の釉を昏付以外に頚内部から外面 前庭部illb 

第84図 4.3 全体に施している。督：付に砂が付着する。

図版45
3.5 高台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に網目文を描いている。

8 完形 13. 3 素地は白色の微粒子。白色の釉を畳付以外に頚内部から外面 前庭部mb 
4.3 全体に施している。畳付に砂が付着する。

I 

3.8 商台は低い。頚・ド部に芭蕉文、胴部に網目文を描いている。， II a3 完形 15.4 素地は白色の微粒子。 i炎黄白色の釉を饉付以外に頌内部から 前庭部IIIb 
4.7 外面全体に施している。

4.0 高台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に竹文？を描いている。
10 完形 17.3 素地は白色の微粒子。 i炎灰白色の釉を畳付以外に頚内部から 前庭部皿 f

4.6 外面全体に施している。儀付には砂が付着する。

4.2 嵩台は高い。頚下部に鋸歯文、胴部に花舟文を描いている。
ll □ bl 元ヽ⇒・ロロロ 14. 5 淡灰白色の釉を畳付以外に頚内部から外面全体に施している。 12区illa 

4.4 畳付には砂が付着する。
I 瓶 A 肥前か

4.0 高台は高い。頚下部に鋸歯文、胴部に花肝文を描いている。
12 完形 13.0 淡灰白色の釉を畳付以外に頭内部から外面全体に施している。 前庭部illd 

4.5 畳付には砂が付着する。

3.0 高台は低い。頚下部に芭蕉文、胴部に笹文？を描いている。
12区I-II・illa、前l 完形 13. 7 素地は淡灰白色の微粒子。淡灰色の釉を饉付以外に頚内部か
庭部皿 a'・illh 4.3 ら外面全休に施している。畳付には砂が付着する。

3.2 嵩台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に折竹文を描いている。
2 ~元- "口" 15.5 淡灰色の釉を畳付以外に頚内部から外面全休に施している。 前庭部illf 

4.1 畳付には砂が付着する。

＇ 
3.0 高台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に1匂『文と輪状文を描い

3 U b2 完形 13.8 ている。素地は白色の微粒子。 i炎灰色の釉を畳付以外に頚内 前庭部皿 f
4. 1 部から外面全体に施している。畳付には砂が付着する。

3.8 高台は低い。胴部有文。素地は淡灰色の微粒子。 i炎灰色の釉
4 完形 16.5 を畳付以外に頚内部から外面全体に施している。畳付には砂 12区ma

第85図 5.4 が付箔する。

図版45
I 

3.8 高台は高い。胴部に花舟文を描く。素地はi炎灰色の微粒子。
5 完形 15.7 淡｝火色の釉を骨付以外に頚内部から外而全体に施している。 前庭部illa・ill d 

4. 7 畳付には砂が付着する。
I 

3.5 
高台は高い。胴部有文。索地は淡灰色の微粒子。淡灰色の釉6 完形 15.2 
を饉付以外に頚内部から外面全体に施している。

12区ma
4.5 

1Jb3 

高台は低い。胴部に花舟文を描く。素地は淡灰色の微粒子。7 底部
淡灰色の釉を畳付以外に頚内部から外面全体に施している。

前庭部IIIa' 
5.4 

＇ 

3.3 商台は高い。胴部に葡萄文を描く。素地は白色の微粒子。淡
8 Il b4 完形 15. l 灰色の釉を畳付以外に頚内部から外面全体に施している。畳 前庭部mf 

5.2 付には砂が付着する。
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第17表 e 本土産染付観察一覧

闘
口径

番号 器種 分類 部位
器高

観 察 事 項 産地 出土地
唇喜

高台は低い。胴部に花丼文を描く。素地は白色の微粒子。淡
2区II、前庭部 illb ・

1 II b 5 底部 青白色の釉を饉付以外に頚内部から外面全体に施している。 m f 
5. 7 畳付には砂が付着する。

＇ 

3.6 裔台は低い。胴部に竹文・梅花文・蝶を描いている。素地は
2 Ub 6 完形 15.8 白色の微粒子。 i炎灰白色の釉を畳1-J以外に頚内部から外面全 前庭部mt

5.2 体に施している。

3. 1 高台は低い。胴部に花升文を描く。素地は白色の微粒子。淡
3 完形 14.6 灰白色の釉を畳付以外に頚内部から外面全体に施している。 前庭部IIIf 

4.8 畳付には砂が付着する。

＇ 

2.9 高台は低い。胴部に花丼文を描く。素地は灰色の微粒子。灰
4 Ilb7 完形 13. l 色の釉を畳付以外に頚内部から外而全体に施している。畳付 前庭部mf 

第86図
4.6 には砂が付着する。

図版46
3. 7 高台は低い。胴部に花井文を描く。素地は灰色の微粒子。灰

5 完形 11. 8 色の釉を畳付以外に頚内部から外面全体に施している。畳付 前庭音闘If 
4 3 には砂が付着する。

2.6 高台は低い。胴部に花升文を描く。素地は灰色の微粒子。灰
6 II b8 完形 11. 8 色の釉を畳付以外に頚内部から外而全体に施している。畳付 前庭部撹乱

4.0 には砂が付済する。

＇ 

3.3 鉄釉の掛分けタイ プである。高台は低い。胴部に花齊文を描
7 !Ib 完形 13.0 く。素地は白色の微粒子。淡灰白色の釉を頚内部から胴中央 前庭部illd 

4.6 まで施している。畳付は露胎である。
A 

3.5 高台は低い。胴部に松葉様の折枝文を描く。素地は白色の微
8 II C 完形 15.3 粒子。淡灰白色の釉を畳付以外に頚内部から外面全体に施し 前庭部ill]

5.2 ている。覺付には砂が付着する。全体に細かい貫入が入る。

4.4 高台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に網目文・丸文を描いて 前庭部ma. ma .. 
l 瓶 完形 14. 7 いる。素地は白色の微粒子。 i炎灰白色の釉を骨付以外に頚内 肥前か

ill C'礫内
4.8 部から外面全体に施している。畳付には砂が付着する。

＇ !Id 

3.4 高台は低い。頚下部に鋸歯文、胴部に網目文 ・丸文を描いて
2 完形 13. 7 いる。素地は白色の微粒子。淡灰白色の釉を畳付以外に頚内 前庭部illd

4.4 部から外面全体に施している。畳付には砂が付沿する。

3.4 高台は低い。胴部に丸文を描いている。素地は白色の微粒子。
3 II e 完形 14. 6 淡灰白色の釉を咎．付以外に頚内部から外面全体に施している。 11区下石積み

4.6 畳付には砂が付着する。
I 

3.7 高台は低い。 m,1部に銘「太神宮」を表している。素地は白色
4 II f フヽc・oロo 12.8 の微粒子。 i炎灰白色の釉を燐付以外に頚内部から外面全体に 12区ma

4.0 施している。
I 

第87図
3.8 高台は低い。胴部にコンニャク印を施している。素地は白色

2区I、2区、前庭部]]. 
図版46

5 II g 完形 13.9 の微粒子。淡灰白色の釉を畳付以外に頚内部から外面全体に
ill b・ 礫内

5.0 施している。悦付には砂が付滸する。

商台は低い。胴上部に芭蕉文（蓮弁文？）。胴部に主文様は
3.5 

6 II b 完形 14.5 
描かれていない。素地は白色の微粒子。 i炎灰白色の釉を畳付

12区 I
以外に頚内部から外面全体に施している。昼付には砂が付着

4.5 
する。

外底は＿卜.底状に成形されている。頚下部には芭焦文、胴部に
1.5 

7 B 完形 12 5 
は山水楼閣文・遠山等が描かれている。白色の微粒子で淡灰 前庭部ma.
色の釉を施した後に、外底面の釉を掻き取っている。全休に

4.4 
細かい貰入。

I 

2.5 
高台は低い。胴部に花升文？を描く。素地は白色の微粒子。 10区下、前庭部 II. 皿

8 C 完形 13.5 
淡青白色の釉を悦付以外に頚内部から外面全体に施している。 f・礫上、北側斜面

4.6 

4.3 鉄釉の掛分けタイプである。高台は低い。胴部に花文？を描， D 完形 10. 8 く。素地は白色の微粒了。淡青白色の釉を頚内部から胴中央 前庭部皿 b
4.8 まで施している。畳付は露胎である。
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第16節本土産印判手

明治以降の資料を本土産印判手としてまとめた。確認されたのはいずれも磁器類であった。また、器種として

は、碗・小碗．皿・小杯の 4器種が確認されている。

ャッチのガマにおいて検出された本士産印判手の出土総点数は41点で、これら全てが各区画内散乱や1日1トレ

ンチや旧11号区画外トレンチ、入口側トレンチ等のいわゆる前庭部等の表層よりの検出となっていることから、

石積遺構や礫敷遺構の地下遺構が埋没した後に持ち込まれた、あるいは上部からの流れ込みが想定されるところ

であり、これらの資料も遣構の時期差を示す情報を十分に持ち得ているといえる（第18表）。これについての詳

細や遺構との関係等については後段にて述べる事としたい。

以下、ヤッチのガマより検出された本士産印判手の分類概念について述べ、特徴的な資料については図示する

こととする（第88図）。なお、個々の諸特徴等については観察表にまとめた（第19表）。

1 . 碗

本土産印判手の碗として確認されたのは、直口口縁タイプと外反口縁タイプの 2つに分類した。文様や施釉状

況等からそれぞれ a・bに細分した。

I類直DD縁

a全体に濃緑釉を施している。

b白磁に陶試紅等により上絵を加えている。

II類外反口縁

a型紙摺りによるものである。

b白磁に陶試紅等により上絵を加えている。

2. 小碗

小碗については、口縁形態や全体の形状から、直口口縁タイプを I類、腰折タイプを II類とした。また、 I類

は文様や施釉状況等から a~eに細分した。

I類直口口縁

a白磁に陶試紅等により上絵を加えている。

bクロム青磁にコバルト等により文様を表している。

c白磁にコバルトにより文様を表している。

d銅版転写により文様を表している。

e外面に色絵が施されている。

II類腰折タイプ

掛分けがなされており、朋上部には笹文を表している。

3. 皿

1IIl.については、直口口縁タイプと外反口縁タイプの 2つに分類した。また、必要に応じて文様や施釉状況等か

らa~bに細分化した。

I類 直口口縁

a型紙摺りによるものである。

b銅版転写により文様を表している。

II類外反D縁

コバルト等により上絵が施されている。

4. 小杯

小杯については、直□口縁タイプと外反口縁タイプの 2つに分類した。また、必要に応じて文様や施釉状況等

から a~bに細分化した。

I類直口口縁

白磁で内外面ともに無文である。

II類外反口縁

a全体に緑釉を施している。

bコバルトにより文様が表されている。
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第18表 本土産印判手出土状況

出＼土地類

碗 小碗 IIIl 小fl. 器撞不明
I II I D 

a L b Il 不明 ,~)tヽ ゜ 口I胴 ~t 印;1 b a b 小ill a b c d e 靡 I b 不明，J •
a di 

完形口［明「l口 完形 In完形完形財底完品 l完形 完形完形1口完形底 完形完形l口完品［完形 底

2区
19内 I I I 
40内 I l I 

4区 l l I I 2 
上Il I I I 

IO区 中¥1a I I I I 2 
散乱15 I l 1 

II区 43内 I ］ I 
黒土 l I 1 13区

2 2 2 5 I I I I II 1 I I 3 I I I 3 1 1 20 

前庭部
I 2 I 3 I l 2 5 
ID 1 I I I 2 

1-3区_L・_段散乱5、Jli1庭部 ］ l I I 
1-3区上段敗乱10 l I I 
12区I-II、前庭部］ I l 1 
13区、 表採 I 1 1 

合 ,!・ l 4 2 1 2 10 2 i 2 I ) 1 I I 16 l J Jj I I 5 I I 2 l 1 I '; I 2 3 II 

第19表 本土産印判手観察一覧

挿図
口径

番号 器種 分類 部位 器 志
観 察 事 項 産地 出土地図版 底径

(cm) 

10. 8 
高台は低く、小さい。 i街台から逆「ハ」の字状に大きく開く。素地は l - 3区．卜段散乱 5、前1 I a 完形 5. 3 

3. 9 
白色の微粒子で、者:1・1以外に濃緑釉を施す。畳付には砂？がi・Ja', する。

瀬戸・
庭部 I

I 

美濃II. 2 
臨台から丸みを持って、逆「ハJの字状に大きく開く。肉試紅等によ2 I b 口縁部
り外面に文様を描く。素地は白色の微粒了・で、白濁色の釉を施す。

前庭部 l

12. G 口緑部を緩やかに外反させる。両面に捌紙による 文様をあらわすが、
3 碗 II a 口縁部 内而には三灼文 ・半円状点刻文・ 圏線が観察でぎ る。素地は淡灰白色 砥部 1 1区ー ;j 3内

の細粒子で淡灰色の釉。

12. 0 
LJ緑部を緩やかに外反させる。陶試紅等により外面に文様を描く。素4 口縁部 地は白色の微粒＋で、素地は淡灰白色の微粒子でi炎灰色の釉を施す。

前庭部撹乱

II b 
12.1 

口縁部を緩やかに外反させる。陶試紅等により外面に文様を描く。素5 口緑部 地は白色の微粒子で、索地は淡灰白色の微粒子で淡灰色の釉を施す。
1 -., 区上品t~乱 10 

7.6 
商台から丸みを持って立ち上がる。陶試紅等によ り外面に文様を描く。6 I a 口縁部 索地は白色の微粒了で、淡灰色の釉を施す。

l 3区

I 

8.4 両台から丸みを持って立ち上がる。高台内蛇の H凹形高台を呈する。
7 完形 4.6 コパルト等により外面に葉等の文様を描いている。素地は白色の微粒 前庭部 I

I b 
3.5 子である。 瀬戸 ・
7. 7 忘台から）Lみを持って立ちートがる，高台内蛇の H凹形忘台を呈する。 美濃

8 完形 4.8 コバルト等 により外面に逆三角の連続文と圏線を抽いている c 素地は l 2区 I-II、前庭部 I
3.5 白色の微粒子である。

7. 6 
商台から丸みを持って立ち上がる。コバルトにより外面に文梯を描く。， 小碗 I C 完形 5. I 1 3区

3.5 
索地は白色の微粒子で、 i炎灰色の釉を施す。

I 

胴部片である。外面に銅版転写による寺海波や松文を表している。素10 I d 胴部 l 3区

第図8 8 l 1J 
地は白色の微粒子で、白色の釉を施す。

I 

版•17
底部片であ る。 外而に色絵の痕が残る。素地は白色の微粒子で、白 色11 I e 底部 の釉を施す。 I 3区

3.0 
I 

7. 6 
掛分けがなされており、胴上部には淡灰白色釉を下部には鉄柚が施さ12 ll 、フゴenロ□ 5.2 
れている。笹文を表している。 骨付は露胎である。

美濃 I 0区散舌LI5 
3.3 

15.0 高台内蛇の日凹形高台を．埋する。外面に 1よ化打・文、内面には干支・ 1し
13 I a 完形 4.3 汗文•福寿字文等を配した丸文を描いている。素地は白色の微粒子で、 肥前 I 3区、表採

8.2 淡灰白色の釉。

11.0 
内外面とも に構成の判然としな い文様を銅版転写により表している c1'I I b 完形 2.3 
素地は白色の微粒子で、 i炎灰白色の釉。

I 3区
6.3 

＇ 皿
13. l 

内面に構成の判然としない文様を上絵により表している。素地は白色15 I] 完形 2. 0 l 3区
8 5 

の微粒子で、白色の釉を施す。

＇ 
内に葉？と思われる文様を銅版転写により表している。素地は白色の16 不明b 底部 1 3区

4.8 微粒子で、 淡灰白色の釉。

7. 5 
高台から逆 「ハ」の字状に大き く開 く。素地は 白色の徴粒子で、畳付 瀬戸 ・17 I 完形 3.1 1 3区

3.0 以外に白色釉 を施す。 美濃

6.2 
高台から逆「ハ」の字状に大きく開く。素地は白色の微粒子で、翌付JS II a 完形 2 5 2区ー l9内

2.3 以外に緑釉を施すっ
I 小杯

高台から丸み を持って、逆「ハ」の字状に大きく開 く。コパルトによ5.5 
19 、元土•口ロu 2.8 り渦「福」 文や松葉文を描く。 素地は白色の微粒＋て、蛋付以外に 白 1 3区

II b 
2. 0 濁色の釉を施す。

I 

高台から丸み を持って、逆「ハ」の字状に大きく開く。コバルトに よ5. 0 
20 完形 3. 0 り渦山水楼閤文？を描く 。素地は 白色の微粒子で、 骨付 以外に白濁色 l 3区

I. 9 の釉を施す。
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第17節本土産陶器

本土産陶器の器種として確認されたのは、碗・皿・瓶・水差しの僅かに 4器種のみであった。ャッチのガマに

おける本土産陶磁器の出土総点数は113点で、中でも碗は45点で 3器種中最も多く検出されており、これに次い

で瓶が35点、皿が31点と続いている状況であるが、 3器種とも出土点数に大きな開きがないのが特徴といえる。

また全体の約 4割程度が完品もしくは接合状況が良好な完形品であった（第20表）。

出土地点及び層位別での出土傾向としては、いわゆる前庭部に自然堆積した土中からの検出が全体の約 6割を

占めていた。産地別にみた場合、内野山等の肥前陶器や薩摩焼、京・イ言楽、関西系を産地とするものであった。

主体となるのは17世紀から18世紀頃の資料であ った。

以下、ヤッチのガマより検出された本土産陶器の分類概念について述べ、特徴的な資料については図示するこ

ととする（第89図～第92図）。なお、個々の諸特徴等については観察表にまとめた（第22表）。

1 . 碗

ャッチのガマにて検出された本上産陶器の碗は、口縁形態や全体の形状から直口口縁、外反口縁、腰折の 3つ

に分類して、必要に応じて a~cに細分した。

I類直口口縁

嵩台から丸みを持って立ち上がるのと逆「ハ」の字状に開くのとがあり、前者を a、後者を bとして細分した。

a一般に丸碗と称されるタイプで、高台から丸みを持って立ち上がらせる。

b高台から逆「ハ」の字状に大きく開くタイプである。

II類外反口縁

全体に高台から丸みを持って立ち上がらせる。口縁部を微弱に外反させるのと天目碗様に成形するのとがある。

III類腰折

嵩台脇から角度を変えて立ち上がるタイプである。

2. 皿

皿については、口縁形態や全体の形状から直口口縁、変形皿、腰折の 3つに分類した。

I類直口口縁

高台から緩やかな丸みを持って立ち上がるタイプである。

II類変形皿

胴下部から丸みを持って立ち上がり、さらに角度を変えて外側に大きく開くタイプである。

皿類腰折

胴部で「く」の字状に立ち上がらせるタイプである。

3. 瓶

全体の形状から、胴部中央に最大胴径を有するタイプ、ラッキョウ型、肩衝型、球形型の 4つに大別できた。

それぞれ I類~N類とし、必要に応じて 1・2、または a・bに細分した。

I類 胴部中央に最大胴径を有するタイプである。外底面の特徴から 1~ 2に細分した。

1外底面に糸切痕を有するタイプである。施釉方法から a・bに細分した。

2外底面に箆削り痕を有するタイプである。

II類 ラッキョウ型を呈するタイプである。外底面の特徴から 1~2に細分した。

1外底面に箆削り痕を有するタイプである。

2外底に内削りを施して、高台を成形するタイプである。

皿類 肩衝タイプである。外底面の特徴から 1~2に細分した。

1外底面に糸切痕を有するタイプである。

2外底面に箆削り痕を有するタイプである。

w類 全体に丸みを帯びた球形状を呈するタイプである。

1外底面に糸切痕を有するタイプである。

2外底面に箆削り痕を有するタイプである。

4. 水差し

片口の水差しが得られている。非常に薄造りである。
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第21表 本土産陶器計測表

番号 器種 分類 産地
口径 器高 底径

出土地
<cm) (cml (cull 爵号 器種 分類 産地

口径 器高 底径
出土地

(cm) (coil (cm) 

I 9.7 6. 7 4.5 8区 8 9. 5 7.6 5. 0 11区下石積み
I 

2 10. 2 6.7 4.4 12区、前庭部Il.皿C・illd
I a ， 碗 惟の峰 9.6 7.1 4.7 ll区中下、 11区下 I、前庭部皿

1系） f 

3 10. 6 6 .. j ~.3 前庭部礫内 10 I b 13.0 5.6 ~-6 11庭区部下I. 石積み、 11区散乱、
n．1． J III a' 

4 碗 [ a 内野山 10. 7 6. 4 .1.4 前庭部mt 11 ll. 0 5. l 4.S 11区下 I. 石積み・礫内、前庭
部IIIa・III n・ 石積み

5 10.8 7.0 4. 2 ll区下、 12区I-II、前庭部 I. 
II・III n・ 石積み 12 皿 ］ 冑 12. 2 4.6 4. 4 2区[I、3区、前庭部rn

I 

6 11.0 6.6 ~-2 前庭部旧 b 13 l2. 3 ~.6 4. 7 2区I、前庭部 I・II・illh 

7 ll. 5 6. 7 4.6 前庭部IDf 

第22表 a 本土産陶器観察一覧

挿図
口径を

番号 器種 分類 部位 器高
観 察 事 項 産地 出土地図版 底径

(cm) 

11. 4 
高台は低い。内削りは浅く、兜I1-i状を呈する。外面には鞘鑢

1 完形 6. 7 
痕が明瞭である。 素地は淡灰白色の細粒子で、全而に銅緑釉

前庭部皿］
を施しているが畳付の一部は剥落している。令体に細かい貰

4.3 
入が入る。骨付及び高台内には砂が付着する。

10.7 
高台はやや高く、内削りは浅い。外面には雛鑢痕が明瞭であ

2 完形 6.9 
る。素地は淡灰白色の細粒子で、内面から高台脇まで鉗緑釉

10区下、前庭部 I・Il
を施すが、一部高台外面まで釉が垂れる。全体に細かい貰入

4.8 
が入る。

' 

11. 4 
高台は高く、内削りは深い。外面には輛誼痕が明瞭である。

10区下、 10区散乱18、
3 完形 6.7 

素地は淡灰白色の細粒了・で、内面から高台脇まで銅緑釉を施
内野山 前庭部 I•mt• m 1・

4.3 
すが、 一部裔台外面まで釉が垂れる。全イ本に細かい貰入が入

皿n
る。

I 

11. 6 
高台は高い。内削りは深く、兜巾状を呈する。外面には輛轄

4 元ヽゴニ・nロ□ 7.3 
痕が明瞭である 。素地は淡灰白色の細粒子で、内面から高台

前庭部皿 a・
脇まで銅緑釉を施すが、一部高台外而まで釉が垂れる 。全体

4.4 
に細かい貰入が人る。

10. 1 
高台は高く、内削りは深い。外面には輛轄痕が明瞭である。

5 、元"'"U'こrl］ 5.8 
素地は淡灰白色の細粒子で、内面から高台脇まで銅緑釉を施

前庭部illa・ 

4.2 
すが、っ部高台外面まで釉が乖れる 。全体に細かい貰入が入

第89図 る。
I 碗 I a 

図版48
11. 3 高台は高く、内削りは深い。素地は淡黄白色の細粒子で、淡

6 完形 7.3 黄白色の釉を総釉後に、骨付部分の釉を掻き取っている。全 12区IIIa 
5.0 体に非常に細かい貫入が入る。

椎の峰

（系）
10.0 高台は高く、内削りは深い。素地は淡黄白色の細粒子で、淡

7 完形 6.8 黄白色の釉を総釉後に、畳付部分の釉を掻き取っている。全 前庭部 I

4.6 体に非常に細かい貫入が入る。

I 

11. 6 
高台は高く、内削りは深い。全体に博造りである 。外而胴部

11区下石積み、 12区石

8 完形 6.8 
に山水文を描いている。素地は淡黄白色の細粒子で、淡洟白

積み外、前庭部 I・IDa・ 
5.2 

色の釉を総釉後に、畳付部分の釉を掻き取る。全体に非常に
ill a'、石積み3

細かい貰入が入る。 京焼風
I I 

高台は低く、内削りは浅い。全体に薄造りである。外面胴部 陶器
9.4 

に山水文を描いている 。素地は淡黄白色の細粒子で、 i炎黄灰 11区下石積み、前庭部， 完形 5.9 
白色の釉を高台脇まで施している。全体に非常に細かい貰入 n-ma'・IDb 

4.6 
が入る。高台内には「小松吉」の刻印。

＇ 

内面に白土による刷毛目装飾が観察できる。素地は明茶褐色

10 胴部 の細粒子で、両面に褐色釉を施している。全体に非常に細か 現川系 前庭部rn
い貰入が入る。 Jlllの可能性もある。
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第22表 b 本土産陶器観察一覧

挿図
口f至

番号 器種 分類 部位
器高

観 察 事 項 産地 出土地図版 底径
(cm) 

11. 8 高台は低く、内削りは浅い。全体に薄造りである。高台脇に

11 完形 5.8 
は、鉄絵による千烏印が観察できる。素地は白色の細粒子で、

薩摩 前庭部ma全面に白濁色の釉を総釉後に畳付の釉を掻ぎ取っている。全3.9 体に非常に細かい貰人が入る。
I a 

高台は高く、内削りは深めで丸みを持つ。嵩台外面及び高台

12 底部
脇を箆削りにより面取りする。素地は黄灰白色の細粒子で、

関西 3 区—9内両面に淡灰白濁色の釉を施すが、見込みと胴下部から嵩台外
3.8 面にかけては露胎としている。

I 

第89図 14.0 高台は高く、内削りは深めである。素地は淡黄白色の細粒子
椎の峰

図版48
13 完形 6.2 で、淡黄白色の釉を総釉後に、畳付部分の釉を掻き取ってい

（系）
前庭部撹乱

4.7 る。全体に非常に細かい貫入が入る。

高台は低く、内削りはやや浅めである 。素地は白色の細粒子
14 I b 底部 で、両面に淡灰白濁色の釉を施すが、見込みと胴下部から高 薩摩 前庭部rn

3.4 台外面にかけては露胎としている。
I 

13.0 外面口縁直下に欽絵にて笹文？を描いている c 素地は白色の
関西15 口緑部 細粒子で、淡黄灰白濁色の透明釉を両而に施している。両而
（中国）

12区 I~Il
に細かい貰人が入る。

11. 9 高台は低い。内削りは浅く、兜巾状を呈する。高台脇を斜位
前庭部illa・ill d、表1 碗 完形 7.6 に削り調整する。素地はi炎灰白色の細粒子で、銅緑釉を高台 内野山
採4. 7 脇まで施している。全1本に細かい貫入が入る。

I 

9. 7 裔台は低い。内削りは浅く、兜111状を呈する。外面には鞘輯

2 ]] 完形 6.4 
痕が明瞭てある 。素地は茶褐色の粗粒子で微細な白色の鉱物

肥前 前庭部 Iを含む。鉄釉を胴中央まで施している。全体に失透気味であ3.7 る。
I 

11. 0 高台ば低く、内削りは浅い。素地は内側が灰褐色で、外側が
沖縄？3 完形 5.6 赤茶色を里する。無釉である。高台内には「I・」 or「X」
（喜名焼）

前庭部皿 h
4.5 の線刻が入る。

8.5 嵩台は低く、内削りは浅い。外面に山水文を描いている。素

4 完形 5.6 
地は白色の細粒子で、淡黄白色の釉を総釉後に、骨付部分の 京焼風

前庭部illb・ill d 釉を掻き取っている。全体に非常に細かい貰入が入る。畳付 陶器4.2 には砂が僅かに付着する。
I 

8.5 高台は低く、内削りは深い。外面に白土による刷毛日装飾が

5 m 心元0ロロ 5.5 
観察できる。素地は淡黄白色の細粒子で、灰濁色の釉を総釉

武雄 12区illa 後に、舛付部分の釉を掻き取っている。全体に非常に細かい
4.0 貰人が入る。覺付には砂が僅かに付着する。

第90図 8.2 高台は低く、内削りは深い。外面に鉄絵による牝升文を施す。 関西

図版48
6 完形 4.6 素地は灰白色の細粒子で、灰濁色の釉を高台脇まで施す。見 京・ 前庭部 II

2.8 込みに催かだが砂が付着する。 信楽

13. 1 高台は低く、内削りは浅い。全体に薄造りである。見込みに

7 完形 4.9 
は鉄絵により山水文を描いている。素地は淡黄白色の細粒子

前庭部illb で、 i炎黄灰白色の釉を高台脇まで施している。全体に非常に4.6 細かい貫入が入る。高台内には「森」の刻印。

12. 8 高台は低く、内削りは浅い。全体に薄造りである。見込みに

8 完形 4.7 
は鉄絵により山水文を描いている。索地は淡黄白色の細粒子

前庭部 I・ille で、淡黄灰白色の釉を高台脇まで施している。 全体に非常に4.3 細かい貰入が入る。高台内には「中村金」の刻印。

12.9 全体にやや原手である。見込みには鉄絵により山水文を描い
京焼風 前庭部 I・IDa'・ID ， 皿 I 口縁部 ている。素地は淡黄白色の細粒子で、黄褐色の釉を両而に施
陶器 C、北側斜面している。全体に非常に細かい貫入が入る。

I 

高台は低く、内削りは浅い。全体に｝蒻造りである。内而には
1区 I・皿、 前庭部 I. 10 底部 鉄絵で蝶？を描いている 。素地は白色の細粒子で、白滞色の
II・IDa・IDb 4.4 釉を嵩台脇まで施している。全体に非常に細かい貫入が入る。

全体に薄造りである。内面には鉄絵で蝶？を描いている。素
11 胴部 地は白色の細粒子で、白濁色の釉を高台脇まで施している。 l区皿

全休に非常に細かい貰入が入る。
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第22表 C 本土産陶器観察一覧

挿図
口径

釆田？ ロ 器種 分類 部位
益ロロ吉向

観 察 事 項 産地 出土地
固版 底径

(cm) 

全休に痺造りである。内面には鉄絵で蝶？を描いている。素
京焼風

12 胴部 地は白色の細粒子で、白濁色の釉を施している。全体に非常
陶器

1区 I

に細かい貰入が入る。

＇ I 
12.2 高台は低く、内削りは浅い。全体に薄造りである。素地は白

12区 I-II・IIIa、前
13 完形 4.2 色の細粒子で、淡黄白濁色の釉を高台脇まで施している。全 京系

庭部 I・II・ID
3.8 体に非常に細かい貰入が入る。

第90図
17.0 全体の造りは薄手である。両面ともに観轄痕が顕著てある。

屈版48
14 Jill 口緑部 素地は淡桃褐色の細粒子で、両面に胴緑釉を施している。 11区下 I、前庭部皿 a

（薩摩焼の可能性も考慮される。）

＇ II 内野山

16.5 
全体の造りは池手である。両面ともに観轄痕が顕著である。 前庭部illa'・ 石積み・

15 口縁部
素地ば淡灰白色の細粒子で、両面に厠緑釉を施している。 石灰岩崩落

10. l 
全体に薄造りである。素地は白色の細粒子で、淡灰濁色の釉 京焼風

16 m 口緑部
を両面に施している。全1本に非常に細かい貰入が入る。 陶謡

10 区— 16内、前庭部 I

2.8 口縁部は緩やかに外反する。索地は淡灰褐色の粗粒子である。

1 完形 16.3 施柚方法は単掛で、口緑内面から胴下部まで灰濁色の柚を厚 前庭部illa・ 

6.9 く施している。全体に細かい貰入が入る。
I 

素地は灰褐色の粗粒子である。施柚方法は単掛で、口縁内面

2 I 1 a 底部 から胴下部まで緑灰色の釉を厚く施している。全休に輛轄痕 前庭部IIIf 

5.8 が観察できる。

素地は灰黒色の粗粒了・である。微細な白色の鉱物を含む。施

3 底部 柚方法は単掛で、口縁内面から胴下部まで黒色の釉を厚く施 前庭部石積み

5.5 している。全体に細かい貰入が入る。

3.0 口緑部は緩やかに外反する。素地は淡灰白色の細粒子で、微

4 完形 13.0 
細な黒色の鉱物を含む。施柚方法は掛分けで、口緑内面から

前庭部旧 n
胴上部に黒褐色の釉を、胴下部に灰濁色の釉を施している。

6.0 全体に細かい貫入が入る。
I 

2.8 D縁部は緩やかに外反する。素地は淡灰白色の細粒子で、微

5 完形 13.0 
細な黒色の鉱物を含む。施柚方法は掛分けで、口縁内面から

Jl区下石積み
胴上部に緑黄褐色の釉を、胴下部に灰濁色の釉を施している。

5.8 全体に細かい貰入が入る。

2.8 口緑部は緩やかに外反する。素地は淡灰白色の細粒子で、施
第91艮

6 瓶 完形 13.2 
柚方法は掛分け。口緑内面から胴上部に灰褐色の釉を、胴下

肥前か 前庭部illd 
岡版49 部に灰濁色の釉を施すが焼成不良のため本来の釉調は不明で

7.5 ある。
I 

3. 1 口緑部は緩やかに外反する。素地は淡灰白色の細粒子で、微

7 完形 13.5 
細な黒色の鉱物を含む。施柚方法は掛分けで、口緑杓面から

前庭部illb 
胴上部に緑黄褐色の釉を、胴下部に灰濁色の釉を施している。

5.8 全体に細かい貰入が入る。
＇ T 1 b 

3.3 口縁部は緩やかに外反する。素地は淡灰白色の細粒子である。

8 完形 13.5 施柚方法は掛分けで、口縁内面から厠上部に褐色の釉を、胴 前庭部illf 

5.9 -1、部に灰濁色の釉を施している。全体に細かい貰入が入る。

3.1 口縁部は緩やかに外反する。素地は淡桃褐色の細粒子で、微

9 完形 14.5 
細な白色の鉱物を含む。施柚方法は掛分けで、口縁内面から

12区皿 a
胴上部に掲色の釉を、胴下部に灰濁色の釉を施している。全

5.9 体に細かい貰入が入る。
I 

3.7 口緑部は緩やかに外反する。素地は淡桃褐色の細粒子で、微

10 完形 16.8 
細な白色の鉱物を含む。施柚方法は掛分けで、口緑内面から

前庭部illa・ 
胴上部に掲色の釉を、胴下部に灰濁色の釉を施している。全

6.8 体に細かい貰入が入る。
＇ 

素地は淡灰白色の細粒子で、施柚方法は掛分けである。口縁

11 底部 内面から胴上部に灰褐色の釉を、服↑一部に灰濁色の釉を施す 前庭部皿 f

6.1 が焼成不良のため本来の釉調は不明である。
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第22表 d 本土産陶器観察一覧

闘
口径

釆田でロア 器種 分類 部位
器高

観 察 事 項 産地 出土地底径
(cm) 

素地はi炎灰白色の細粒子である。施柚方法は掛分けで、口縁
12 底部 内面から胴上部に緑貨褐色の釉を、胴下部に灰濁色の釉を施 前庭部mf 

第91図 5.0 している。全体に細かい貫入が入る。
I I 1 b 

図版49
3.2 口縁部は緩やかに外反する。素地は灰黒色の粗粒子である。

13 完形 11. 8 
微細な白色の鉱物を含む。施柚方法は掛分けで、口縁内面か

前庭部IIIf らIJ同上部に緑黄褐色の釉を、胴下部まで灰濁色の釉を厚く施
5.5 している。全体に細かい貰入が入る。

肥前か
索地は灰色の細粒子である。施柚方法は単掛で、口縁内面か

I 底部 ら外面にかけて釉を施す。釉調は単黄灰褐色を呈するが、全 前庭部 I・illa' 
5.3 休に失透気味で本来の釉調は不明である。

4.5 口縁部は緩やかに外反する。かなり庫手である。素地は灰褐

2 I 2 完形 16.9 
色の細粒子で、微細な白色の鉱物を含む。施柚方法は単掛で、

前庭部Illa 口縁内面から外面にかけて灰褐色釉を施す。全休に細かい貫
5.4 入が入る。鮫肌状を星する。

I 

5 4 LJ緑部は緩やかに外反する。やや厚手である。全体に輛帷痕が

3 完形 15.4 
顕著である。素地は灰褐色の粗粒子で,I敗細な白色の鉱物を含 東南 11区下石積み、前庭部
む。施柚方法は単掛で、口縁内而から外而胴中央にかけて茶褐 アジアか illb・illf 6.6 色釉を施す。全体に細かい貰入が入る。鮫肌状を呈する。

素地は灰色の粗粒子である。施柚方法は単掛で、口縁内而か
4 底部 ら外面にかけて釉を施す。釉調は単黄灰褐色を呈するが、全 薩麿？ 前庭部IIIf 

7.9 体に失透気味で本来の釉調は不明である。
且l

素地は灰色の粗粒子である。施柚方法は単掛で、口縁内面か
5 底部 ら外面にかけて釉を施す。釉調は単黄灰褐色を呈するが、全 11区1、石積み

7.7 休に失透気味で本来の釉調は不明である。

素地は灰色の細粒子である。外面に沈線文を螺旋状に右囮転
6 瓶 底部 させている。施柚方法は単掛で、口緑内面から外而にかけて 前庭部illa' 

4.9 褐色釉を施す。
JI 2 

素地は単灰白色の細粒子である。施柚方法は単掛で、口縁内7 底部
面から外面にかけて淡緑黄灰色を施している。

前庭部皿 b

第92図 5. 2 
I 

図版49
索地は淡灰白色の細粒子で、施柚方法は掛分けである。口緑

11区下石積み、前庭部8 底部 内面から胴上部にi炎灰濁色の釉を、胴下部に茶濁色の釉を施
I ・ill a・illa'・皿 h 6.0 す。細かい貰入が入る。

III l 
素地は淡灰白色の細粒子である。施柚方法は掛分けで、口縁， 底部 内面から胴上部に褐色の釉を、胴下部に灰濁色の釉を施して 肥前か 11区下石積み

5.2 いる。
I 

3.3 口縁部は緩やかに外反する 。素地は淡灰褐色の細粒子で、施
10 完形 11. 1 柚方法は単掛で、口緑内面から胴上部に褐色の釉を、全体に 12区ma、12区

5.4 細かい貫入が入る。外底面には粗い砂？が付着する。
， ill 2 

3.3 D縁部は緩やかに外反する。素地は淡灰褐色の細粒子で、施
2区、前庭部 I・II・11 完形 14. 9 柚方法は掛分けで、口縁内面から脈L卜部に緑灰色の釉を、胴

7.0 下部に灰濁色の釉を施している。
皿m

3.7 口縁部は緩やかに外反する。素地は淡灰褐色の細粒子で、施
12 IV l 完形 12.6 柚方法は単掛で、口緑内面から Rt•J上部に褐色の柚を、全体に 前庭部石灰岩崩落

5.0 細かい貫入が入る。外底面には粗い砂？が付着する。
I 

素地は淡灰白色の細粒子である。施柚方法は掛分けで、口縁
13 N2 底部 内面から胴上部に黒褐色の釉を、胴下部に灰滞色の釉を施し 前庭部皿 d

4.7 ている。

8.2 片口口縁で、非常に薄追りである。外底は箆削りか？外面に

1-1 水指 完形 9.4 
は輛戟痕等の調整痕が明瞭である。素地は茶紫色で微細な白

薩摩
10区上III・V、10区中

色の絋物を含む。内面に褐色の釉を施す。外面に一部釉垂れ ]] 
6 6 が観られる。 （東南アジアの可能性も考慮される。）
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第18節沖縄産施釉陶器

釉薬を施したものであり、一般的にジョウヤチと呼ばれるものである。ここでは白色系の胎土のものを沖縄産

施釉陶器として取り扱った。本遣跡から出土した沖縄産施釉陶器の器種は、祭器や酒器を中心として、瓶子や長

頚瓶、酒注、油壷、碗、小碗、灯明具がある。釉の種類は、灰釉、透明釉、飴釉、鉄釉があり、白化粧を施すも

のは酒注の胴部破片の 1点（第94図12) を除きみられない。

小碗は出土状況 (CD-ROM) に偏りが観られ、 1号区画と 12号琶画の両区画のみの出土である。なお、 1ト

レンチから出上した小碗は 1号区画の側からの出土である。

第94図 11は厨子内から検出した。その他にも瓶子片が 1~4 号区画と 12号区画の厨子内から 7 点出土しているが、

小破片であるため副葬品と判断しにくいものである。

器形や釉色により分類及び細分を行った。個々の特徴については第23表に提示した。

脱稿後、大橋康二氏より御指示を得た。本土産陶器に分類されるものについては、小見出し脇に注記した。

碗（第93図 1)

高台脇から口縁部に斜め上方へ直線的に立ち上がるもので直口口縁を有する。灰釉をフィガキーする。口縁部

外面に鉄絵で簡略化した草花文を描く。内底而に砂目痕がある。

小碗（第93図 2~4)

I類 膀部の丸みは弱く、直口口縁を有し、高台内を半月状に削り出すもの。透明釉を施釉し、腰下部以下露胎。

内底面、畳付に白砂が付着する。 (2) 

II類 腰部がやや丸みを持ち口縁部がやや内彎し、削り出し高台を有するもので灰釉を施釉するもの。内底面、

畳付け部には粗い砂粒が付着する。

-a 高台部は厚いもの。 (3) 

-b 高台部は渾く小さいもの (4)

皿虐津（第93図 5)

高台からやや内彎ぎみに立ち上がる直□口縁の皿。内底面に 4箇所の胎土目痕が残る。透明釉を施し、口縁下

位以下露胎である。施釉時の指痕が内底面に露胎となり残る。胎土の粒子はやや粗く、全体の造りは雑な印象を

受ける。

瓶子（第93図 6~ 1 1) 

I類 高台からの立ち上がりが緩やかで、胴の最大径が胴部中央になるもの。

-a 高台の高いもの (6)

-b 高台の低いもの (7)

II類 高台からの立ち上がりが強く胴の最大径が胴部中央より下になるもの。

-a 高台の高いもの (8)

-b 高台の低いもの (9)

III類 I類と II類の中間タイプ、 (10)は高台低く分類上では皿―bとなる。灰釉を施した後に鉄釉を流し掛ける。

I類に分類可能である (11) は、瓶子の高台畳付部を研麿した二次利用品である。現在までに類例はみられな

し‘
゜

瓶（第94図 1, 2) 

1類 (1) は灰釉を施した平底の瓶で、底部からの立ち上がりが強く、胴の最大径が桐下位にあるもの。

2類 (2) は黄褐色の釉を施した、胴の最大径が胴部中央にあるもので、厚めの削りだし高台を有する。
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酒瓶（第94図 3)

沖縄で渡名喜瓶とよばれるもの。肩部で折れ曲がり、腰部が丸みをもつ器形。肩部から腰上位にかけて飛びカ

ンナをいれる。透明釉を胴下位に、飴釉を頚部から胴上位に流し掛ける。

小型瓶肥前陶器（第94図4)

いわゆるフチュクルビンとよばれる器種を大きくしたもの。平底の底部からストレートに立ち上がり、肩部で

強い屈折をするもの。胴下位以下露胎。外底面にすのこ H。16C末~17C初。

徳利絵唐津（第94図 5) 、肥前陶器？（第94図14・15) 、産地不明（第94図16)

I類 沖縄産無釉陶器のチュワカサー（徳利）に付け高台をもたせた器形である。しかし、渦巻文は有さず、

鉄絵で 3枚の葉文を 2対描いた後、透明釉を腰下部まで施釉する。 (5) 

II類 灰釉を施した付け高台の瓶で、底部からの立ち上がりはやや弱く、胴の最大径は中央よりやや下になる

もの。 (14) 

m類 灰釉を施した平底の瓶で、底部からの立ち上がりは極弱く、口縁部の外反も弱いもの。 (15) 

w類 二時焼成を受けており、釉調ははっきりしないが、施釉範囲は口縁部内側から腰下部である。口縁部は

肥厚 し、やや外反する。頚部は短く 、最大径は胴上位にある。底部は上げ底を呈するもの。産地は沖縄を含

めた九州のもので、 17C前半の資料と思われる。 (16) 

油壷（第94図 6,7) 

I類 器の最大径が胴部中央より上部にあり明瞭な肩部をもつもの。

II類 器の最大径が胴部中央にあるもの。底部は削り出しによる付け高台である。 (6) 

III類 器の最大径が胴部中央より下にあり、器高が低いもの。底部は削り出しによる高台を有する。 (7) 

小杯（第94図8)

削り出し高台を有し、腰下部に波状文を施すもの。

酒注（第94図 9~ 13) 

I類 胴上位で折れ曲がり、稜をつくるもので断面は台形状のもの。 (10) は乳白色の釉に鉄絵で 4条の圏線

を描くもの。 (12) は肩部破片であるが推定の断面形状は台形を呈すものと思われる。唯一、白化粧を施

した資料であり、線刻により区画したそれぞれの箇所に飴釉、緑釉に透明釉を施釉する。

II類 最大径は胴部中央にあり、断面は楕円形状のもの。 (13) は二次焼成を受け変色するが、褐釉あるいは

鉄絵で肩部に 2本の簡略化した草花文に藁灰釉または、灰釉、透明釉を施すもの。器高はかなり低い。

第23表a 沖縄産施釉陶器観察一覧

挿図 I口径 釉色・
図版

釆田方ロ 器種 分類 部位 器底(cm径高) 施釉範囲
素地・文様などの特徴 出土地

口緑部 13.0 
灰内底釉面夕、胴部内面灰内ぎ白面に色。、の高口微縁台粒部部子外に。内こ底鉄面絵にで灰簡釉略を化施しし蛇の 目剥1 碗 5.2 風底 面t た草花文。1区I、2区I

底部 6.9 ～胴部 i-面 砂目痕。
9.5 透明釉2 I類 充形 4.6 腰下部以下露胎 黄灰色の微粒子。内底面・ 畳付けに砂粒が付着。 前庭部ma
4.0 

[J縁部 9.3 灰釉 灰白色の微粒子。内底面に粗めの砂粒。畳付け3 小碗 Il類ーa 4.6 12区illa 
第93図 底部 4.0 

ll要ート部以下露胎 に石灰分が付済。
I 

囮版50 8.6 灰釉 灰白色の微粒子。全体に貰入あり。 内底面・ 盪4 II 類—b 完形 4.4 腰下部以下露胎 付けに粗めの砂粒が付着。
前庭部III

3.1 

11. 4 灰内底釉面 灰白色の細粒子。 内底面に 4つの胎土目痕。 唐5 皿 完形 3. 1 12区IIIa 
3.2 ～口縁下部 津焼16C末-17C初。

5.2 褐釉 黄白色の微粒子。胴部に明瞭な饒儲痕。 高台脇 11区下 II・ill、前庭部6 瓶子 I類ーa 完形 21. 1 口縁部台内面
8.5 ～高 脇 に浴着痕。 me 
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第23表 b 沖縄産施釉陶器観察一覧

闘
口径

釉色・
番号 器種 分類 部位

器高
素地・文様などの特徴 出土地

悶 施釉範囲

口縁部 5.0 
灰頚～釉部高内台面脇

灰白色の微粒子。高台部に 2条の圏線。全体に 12 区—5内・ 15内、前庭
7 I 類—b 17. 7 

底部 7. 7 貫入あり。口縁部の 1/3が欠損。 部 I・II・illb

口縁部 5.0 褐釉 乳白色の微粒子。全体に貫人あり。口縁部のつ

8 [I 類—a ～ 17.4 口～縁高部台脇内面 くりは薄く、外反が最も強い。口縁部の 1/9が 12区IIIa 
底部 7.5 2ヶ所欠損Q

' 
第93図 口縁部 4.9 褐釉 乳白色の微粒子。胴上位に溶着痕。細かい貰入， 瓶子 II 類—b ～ 19.8 口～縁高部台脇内面 前庭部illa・ 
図版50 底部 8.0 あり。

I 

口縁部 4.8 灰縁釉高 ． 飴内釉 黄白色の微粒子。裔台部に 2条の圏線。飴釉を
10 III類 17.3 前庭部illb 

底部 7. 1 口～ 部台中面央部 流し掛けする。 二次焼成。口縁部の 1/3が欠損。

灰白色の微粒子。スカート状高台を研磨し長頚口縁部 4.4 
灰口～縁釉高部台部内面11 I類ー不明 15. 7 瓶として二次利用。二次焼成。口縁部の 1/3欠 前庭部illb 

胴部 5.6 損。

4.6 灰釉
l 1類 完形 12.6 口緑古戸J部ム口 内面 緑灰色の微粒子。底部に糸切り痕。 二次焼成。 前庭部illd 

4.5 ～祁~ 

瓶
胴部

黄褐色の釉 灰浅白色の微粒入あ子h。頚部に渦巻文。口台部の翔jり2 2類 ～ 
～腰下部 はい。貫入 。

1区I、2区］
底部 4.6 

頚部 透明釉．飴釉
灰の透白明色釉のは微か粒き子と。る胴。」高一位台に部格に子粗状い鉤砂目粒。が高付台着。内3 洒瓶 ～ 

頚～部高台部脇
前庭部II・皿 a

底部 5.0 貫入あり。

口縁部 4. 1 褐釉
灰渚損痕白色の細粒子。 c口外末縁底-部面1が7にC銀す初化の。。こ目。部底の部に溶4 小型瓶 ～ 9. l 口緑部部内面 。肥貰前入あり。 口縁 1/2 前庭部mf 

底部 5.1 ～胴〖 欠 。 陶器16

口縁部 3.9 灰釉
灰部台白色内の粗粒釉子。 鉄絵で36枚腰cの末ド業~部を1に72C対溶初描着。痕く。 付5 徳利 3類 -- 9.1 口～縁底部部内面 緑高 側の は拭いとる。 。ロ 11区下石積み

底部 4.0 の5/6欠損。唐津焼l

頚部
黒口緑釉部内面 黄橙痕色の微粒子。付高台。内底面に左回転ろく6 II類 ～ 前庭部撹乱

底部 3.8 ～腰下部 ろ 。
I 油壺

頚部
鉄口縁釉部l付面7 m類 ～ 灰褐色の細粒子。二次焼成。 前庭部me

底部 4.2 ～腰下部

褐内釉底面 黄橙は釉色の細粒子。腰下狂屈部に波状文。腰下部から8 小杯 底部 4区III
第94図 2.2 ～腰下部？

下 を拭い取る。焼悪い。

図版50 口縁部 3.0 飴釉， ～ 口縁部内面 灰白色の微粒子。 11区中石積み内
胴部

I類
口縁部 2.9 灰縁釉・鉄絵 緑灰色の細粒子。屑部に4条の圏線を鉄絵で描く 。 1-3区上段、前庭部I. 10 6.9 口部内面
底部 3.7 ～腰下部 二次焼成。 II 

I 

灰釉ll 酒注 不明 注ぎ口
外面

灰白色の細粒子。やや銀化する。 11区4内

~ 

12 I類 胴部 透明外釉・白化粧
胴部面

明黄飴掲釉色の細粒子。肩部貰に入線あ刻により区画を施
し、 、呉須を流す。 り。

13区

3.1 灰釉・鉄内絵面
灰白色の微粒外子底。面肩に部胎に十鉄H絵痕で。1二対次の焼長成線。を描く 。13 []類 完形 5.6 口縁部 前庭部ma

7.3 ～腰下部 貫入あり 。 。

頚部 灰釉
鈍溶黄着橙痕色。の貫細入粒あ子り。 付四け前高陶台器を？有する前。腰下部14 4類 ～ 口縁部内面 前庭部Illf 

底部 5.6 ～腰下部 に 。n 17 C ? 
~ 

口縁部 3.5 灰釉 灰前磨白色の細粒子。腰下部下は二次焼4成が。欠外損底。部
15 徳利 5類 ～ 11. 6 口緑底部内而 が り命憾る。貫入あり。口縁部の 3/ 11区下石積み

底部 4.4 ～部 肥陶?17 C前？

口縁部 3.3 灰釉？
鈍黄損橙溶。着色沖痕の縄。細か全粒九体子州の。。造腰り下cは前部薄にし1条口の縁圏部線の。外底16 6類 ～ 13.2 口縁部部内面 面に 、。 1/4 前庭部illf 

底部 6. l ～胴 が欠 17 
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小杯(8)、洒注(9~ 13)、徳利〔肥前陶器?(14・15)〕、〔産地不明(16)〕
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第19節沖縄産無釉陶器

いわゆる、アラヤチと呼ばれるもので、ここでは胎土が茶褐色系のものを沖縄産無釉陶器としてあっかった。

基本的には施釉しないものであるが、泥釉や、褐釉など施釉された製品も含まれる。

墓域である本遺跡において、壷、甕、深鉢など比較的大きな器種は厨子として転用されたものと思われるが、

全形を窺い知れる個体が多く、今後の調査等に活用できるよい資料であるため本節において取り扱うことと

した。

器種には、壷、甕、鉢などの大型のものや、瓶子・徳利などの瓶類、池壷、急須、水鉢、火炉などがある。そ

れぞれの器種を器形により下記のとおりに分類及び細分し、個々の特徴については観察表（第24表）に呈示

した。ここでは、特徴的なものを図示した。

瓶（第95図 1-5) 

1類 底部は削り出しによる高台をもち、頚部はストレートに立ち上がり口縁部はやや外反する。器の最大径

は腰部にあるもの。口縁内から腰下部まで黒釉を施釉する。 (1) 

2類 底部は上げ底を呈し、頚部は弧を描きながら口縁部でラッパ状にひらくもの。

(2) と (4) は12号区画の表土より対で検出された資料である。

3類 底部の造りはベタ底であることを除けば、 II類と同じ形状である。マンガン釉を腰下部以下を残し施釉

する。外底面に 5条の長沈線の窯印がある。 (5) 

徳利（第95図6-1 1) 

I類 器の最大径が底部よりのもの。 (6' 7) はそれぞれ沖縄で r1合マス」、 「2合マスJとよばれるも

の。底部は平底、上げ底を呈する。

II類 器の最大径が胴部中央付近にあるもので、底部は上げ底を呈する。

-a 肩部の張りが弱く、器形がスマートなもの。 (8) 

-b 肩部の張りが強く、器形がファットなもの。 (9 , 10) 

(10) はほかに比べ口縁部の外反がやや弱い。

III類 (11) は、器の最大径が肩部にあり、底部から肩部にかけてほぽストレートに立ち上がるもので、口縁

の外反は (10) 同様やや弱い。底部は上げ底を呈する。胎土の質・色調が沖縄産無釉陶器に類似しており、

成形なども同じことからここに扱った。

瓶子（第96図 1, 2) 

I類 胴の最大径が胴部中央にあるもので、 (1) はマンガン釉を胴部に流し掛けするもの。高台は低いタイ

プである。

II類 胴の最大径が胴下位にあるもので、 (2) は嵩台脇まで褐釉を施釉する。高台は低いタイプである。

油壷（第96図3-1 1) 

I類 器の最大径が胴上位にあり、明瞭な肩部をつくるもので、断面は台形状を呈す。

-a 底部が平底のもの (3, 4) 

(4) は黄白色の釉が口縁部内面から胴上位に施され、頚部の形からさらに細分可能と思われる。外底

面に格子状の窯印がある。

-b 底部が付け高台をもつもの (5)

II類 器の最大径が胴部中央にあり、断面は円形状のもの。

-a 底部が高台をもつもの (6)

-b 高台をもつが、高台内の断面が三日月状のもの (7, 8) 

III類 器の最大径が胴部中央または胴下位にあり、断面が楕円形状のもの。

-a 底部が高台をもつもの (9, 10) 

-b 高台をもつが、高台内の剖りが浅く、断面が三日月状のもの (11)
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急須（第97図 1, 2) 

(1) は胴径に対して底径が 1/3程度のもので尻つぼみの器形である。その形状や大きさから火炉に対応す

る土瓶である可能性も高い。煤、被熱痕が観察されなかったため、ここでは急須として扱った。

(2) は口縁部内面に突帯をめぐらせ壼受け部をつくるもの。 「湧田古窯跡』 (N) で「く」の字状蓋受け部

として分類しているもの。

火炉（第97図3)

胴上位で折れ曲がり肩部に稜をつくるもので、方形の把手を 1対貼り付ける。口縁部は 3ヶ所の火窓を設ける

ため、 3つの山形状口縁を呈する。底部には 3つの円錐状の脚を有する。肩部に 1条の圏線を配し、口縁部外面

から胴下位に泥釉を施釉する。

水鉢（第97図4~ 6) 

第 I類 D縁部を折り曲げて折縁状にするもの。

(4) は胴邪上端に波状沈線を施すもので r壺屋古窯群J (I) の第 I類bにあたるもの。

(5) は胴部上端に 2条の圏線を施すもの。外底面に「メ」の字状の窯印。

第II類 口縁部をほぽ垂直に立ち上げるもの。

(6) は胴部上端に 1条の圏線を施し、口縁部外面から胴下位まで泥釉を施釉する。内底面に「x」、肩部

に「十」の窯印がある。

鉢（第98図 1)

口縁部下位に 2条の圏線を有し、口唇部に珊瑚積み目があるもの。口唇部の内・外周部を削り、凸形の断面形

を呈す。

壷（第98図2~第99図4)

I類 いわゆる四耳壷

Il類三耳壷

皿類 耳をもたないもの

IV類 ボタン状貼付け（墓番号一 5, 第129図5)

器の最大径の位置や、口縁部の形状から下記のとおり細分した。

-a 肩部の張りが強いもの

-b 肩部の張りが弱いもの

-c 胴部に張りがあるもの

一あ 口縁部がやや肥厚するもの

一い 口縁部を折り曲げて肥厚させるもの

一 ぅ 玉縁口縁を有するもの

ーえ 口縁を直角に折り曲げるもので、断面の形状が四角形のもの

亜（第99図 5~10) 

I類 二重口縁を有するもので、肩部にスタンプによる花文を配するもの。 (5) 

Il類 口縁内部に突帯を廻らせ蓋受け部を有するもので、肩部に圏線と箆による縄目文を配するもの。 (6) 

m類 口縁部の断面の形状が四角形のもの肩部に圏線と箆による縄目文を配するもの。 (7, 8) 

IV類 無頚のため口縁部の断面の形状が三角形のもので、 (9) は指頭による縄目文の貼り付け、 (10) は箆

による縄目文の貼り付けである。

擢鉢（第56図 1)

口縁部の下位に1条の突帯を巡らし、小さな平底の底部を有する。 8条ほどの播目を 1つの単位とし、各単位
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第24表 a 沖縄産無釉陶器観察一覧

挿図
口径

器器色色素（（外地内面面）） 
番号 器種 分類 部位

名P斉P 舌向

調整・文様などの特徴 出土地図版 塁予
口緑部 3.3 赤色 素地に微羅全欠休の損細に。灰砂が混入。 口縁縁内内面から腰下部l 1類 14. l 暗赤灰色 に黒釉。 かぶり。口 面に銀化。ロ 前庭部illd 
底部 4. 7 赤褐色 縁部 1/3

口縁部 5.4 極暗赤褐色 素地に微量のマンガ外ン底粒面がに混入「。」全の体窯に自然釉器
2 19.2 褐灰色 口縁簿部 1/3欠損。 X 印。 壁゚ 12区 I

底部 5.9 褐灰色 はいつくり。

頚部
一

極暗赤褐色
3 瓶 2類 -- 明赤褐色 素地に砂粒が混入。外底面に「一」の窯印。 前庭部II

底部 6 4 暗赤褐色
I 

5.0 素地に砂粒・マンガン粒が混入。胴下位から外
4 完形 17.6 褐灰色 12区 I

6.4 赤色 底面に石灰分が付着。器壁は薄いつくり。
［ 

頚部 極暗赤褐色 素地に石英粒・細砂が混入。 口縁内面から腰下
5 3類 -- 明赤褐色 前庭部illd 

底部 5.8 暗赤褐色 部にマ ンガン釉。

第95図 3.8 素地に砂粒が混入。外底面に「 X」の窯印。器6 完形 9.5 灰褐色 前庭部mt図版51 6.2 灰褐色 壁は薄いつくり 。
I類

5. 7 素地に砂粒・マンガン粒が滉入。肩部に 1条の
7 完形 12.6 明赤褐色 前庭部illb 

7.2 赤色 圏線。
I 

口緑部 5.4 赤褐色 素地に微贔の細砂が混入。肩部に 1条の圏線。
8 II類-a ～ 16 1 赤色 前庭部illb 

底部 5.5 赤色 外底面に細砂が付着。口緑部2/3欠損。
I 徳利

5. 1 素地に砂粒 ・マンガン粒が混入。府部に 1条の， 完形 14. 2 暗赤褐色 前庭部IIIb 
6.4 鈍赤褐色 墜線。

[l類ーb
口緑部 4.4 暗赤色 素地にマン ガン粒・わずかに石英粒が混入。肩10 ～ 14.6 赤褐色 前庭部illb 
底部 7.4 鈍赤褐色 部に 1条の圏線。口緑部の 1/3欠損。

3.5 灰赤色 素地に細砂・マンガン粒が混入。底部に 2条の
11 III類 完形 13.6 暗赤灰色

圏線。器壁は薄いつくり。
12区皿 a

6.8 暗青灰色

頚部 鈍赤褐色 素地に多量の細砂が混入。口縁内面から高台部I I類 赤褐色 12区ma
底部 7.3 暗褐色 まで褐釉。畳付けに胎土目痕。 貫入あり。

瓶子
口糸象部 3. 7 赤褐色 素砂捐地に微細な鉄砂釉粒を・ マンガン粒が口わ縁ず部かのに混入

2 ll類
一

14.3 赤色 混゚じりの 流し掛ける。 1/8゚欠 11区下 I、前庭部ma.
底部 5.4 暗赤色

口緑部 3.6 鈍赤褐色 素痕地は砂粒内が微是混入位。内底黄面白に左釉阿転の饒緑輯部
3 8.3 暗赤褐色 。口縁面から胴上に 色の。ロ 前庭部IIIf・III o 

I類ーa
底部 4.2 暗赤灰色 の 2/3欠損。

I 

口縁部 4.6 栖暗赤褐色 素地は微細な砂粒がわずかに混入。口緑部の 1/4 -- 10.2 黒褐色 前庭部皿 e. m f 
底部 5.4 黒褐色 2欠捐。

I 

口緑部 5. 5 暗赤褐色 釉素地は砂粒が混入。条口の縁圏内線面。か口ら緑高部台の脇1ま/で鉄5 I 類—b 一 12. l 赤色 がけ。腰下部に 1 4欠 前庭部撹乱
底部 6.0 赤色 損。

第96図 口縁部 4. 7 赤色 素地に マンガ ン粒混入。 4口カ縁所内が面約から腰下部の

図版52
6 II頬ーa -- 10.3 明赤褐色 一部（に自然釉。口縁部の l /10ずつ欠 前庭部撹乱

底部 5 3 橙色 損手平状）。

口緑部 4.9 赤褐色 素地にマンガン灰粒混入。口縁部内面から！要下部
7 油壷 ～ 10. 4 暗赤褐色 に褐釉。肩欠部損に。 かぶり。胴部に溶着痕。口縁 前庭部川 c

[l類-b
底部 5.3 暗赤褐色 部の 1/4

I 

頚部 暗赤色 素地に微最の砂粒混入。高台内に1条の固線。全
8 -- 黒褐色 前庭部III礫内

底部 5. 1 鈍赤色 体的に自然釉がかかる。
' 

口縁部 3.6 暗赤褐色 素地に微埜の細砂混入。 口縁内面から高台外面， ～ 8.8 暗赤褐色 前庭部illd 
底部 4.6 鈍赤色 まで砂混じりの鉄釉。 1二l縁部の 1/5が欠損。

m類-a
頚部 暗赤色 素地に細砂が混入。口縁内面から腰下部まで黒10 -- 暗褐色

釉。肩部に2条の圏線。
前庭部illd 

底部 6.2 黒褐色

胴部 暗赤褐色 素地に細砂・マンガン粒が混入。口縁内面から11 rn 類—b ～ 黒褐色
腰下部まで褐釉。高台内に溶着痕。

前庭部川
底部 5. 7 暗褐色

胴部 鈍橙褐色 素地に微最の細砂が混入する。内底面に明瞭な
I ～ 鈍橙褐色

左回転ろくろ痕。
1-3区 I、前庭部旧

第97図 底部 4. 1 橙褐色
， 急俎

図版52 蓋受部 7.0 柑褐色
2 ～ 鈍橙褐色 素地にマンガン粒と微星の石灰粒が混入する。 1~3区

胴部 橙褐色
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第24表 b 沖縄産無釉陶器観察一覧

挿図
口径E

器器色色素（（外地内面面）） 番号 器種 分類 部位
器高

調整・文様などの特徴 出土地図版 底径
(cm) 

口縁部 8.2 暗赤色 素地に粗石英粒と細砂が伺混部入に。内釉底を面塗に左回転部
3 火炉 I類 -- 13.3 赤褐色 輔輯痕。口縁部内面から！ 泥 布。肩 前庭部IIIa'・III f 

底部 13.0 鈍赤色 に 1条の圏線

口縁部 13. l 赤褐色 素地に微品のマンガン粒が混入。全体にマンガ
4 -- 暗褐色

ン釉を掛ける。肩部に刷毛目文。
前庭部IIIb 

第97図 胴部 黒褐色
＇ I類

蛮屑地にマンガン粒と j内,1女昼の石灰粒転が混入する。図版52 17.8 赤褐色
5 水鉢 完形 8.2 黒褐色 部に 1条の圏線。 面に左回 のろくろ痕。 前庭部mf 

10.6 赤色 底部にトチン痕。， 
13.l 暗赤色 素地に石英粒・細砂・黒色鉱物が混入。黒褐色

6 II類 完形 8.3 暗緑灰色 前庭部IIId 
11. 5 赤灰色 の釉を塗布。肩部に 1条の囲線。

口縁部 37.2 褐色 素地に砂が少量混入。 口唇部に 7ヶ所の珊瑚積
l 鉢 -- 23.0 明褐色

み目痕。口唇部に 2条、胴上位に 2条の圏線。
13 区—6

底部 16.2 黒褐色

口緑部 22.3 極暗赤褐色
素地山に2」1条数の1の1::スの1沼タ乳線IIン砂。ブが耳。ill人。 口緑部に円溶形着痕 肩Ell 2 区—36·44 、 2 区、前

2 -. 69.0 暗赤褐色 部「大に のII占付面は楕 。徊
庭部mi底部 24.3 暗赤褐色

I I 煩—a—あ
口緑部 20.5 極暗赤褐色 口縁内面に珊瑚積み H痕。肩部に 2条の圏線。 10区石積みl勺、 11区4、

3 ～ 70.8 賠赤褐色
耳の貼付面は蝶形。底部に溶着痕e 窓印「一．」 。 前庭部 I・illb 底部 22.8 黒褐色

口緑部 13.0 暗赤褐色 肩部と腰下部にそれぞれ 1条の圏線。耳の貼暗付赤
4 II類-a-あ -- 36.3 暗赤褐色 而はの楕釉円形。内而胴部～外面胴l、1立まで極 3 区— 13

底部 13.3 暗赤褐色 褐色 。
＇ 

胴部 暗赤灰色 素地にマンガン粒• 砂粒・白色のラインが混入。 10区下、 10区石積み内、
5 []類—aー不明 ～ 暗赤褐色 屑部に 1条の同線。耳の貼付面は楕円形。腰下

前庭部illb 第98図 底部 15. J 暗緑灰色 部に明瞭な削。
I 

図版53 口縁部 12.5 明褐色 素地に砂粒混入。肩部に 2条の固線。耳の貼付
6 lI 類—a—あ -- 44.5 橙色 前庭部illb 

底部 15.6 黒褐色 面は蝶形。窯印「大」。

＇ 
素地に砂は粒混入。屑部に浅い 2条の屈線。耳の口緑部 15.3 暗赤色 11区ー16、前庭部illf . 

7 -ヽ・ 49.6 暗赤色 貼付面 蝶形。窯印は団子を串刺しにしたよう
illj 底部 16.0 オリープ褐色 な形。

＇ 
口緑部 17.3 赤褐色 素地に砂粒線混入。口唇付部に珊楕瑚積形み痕。印屑部に 11枢下石積み内、前庭

8 亜- []頻—b—い ～ 59.4 黒褐色 2条の園 。耳の貼面は円 。窯 は0に
部 illa'・illf・illh底部 20.7 暗赤褐色 -・ 文字。

＇ 素地に砂圏粒混入。口唇部に珊蝶瑚積み痕。七屑部に口縁部 18. 0 赤褐色， 
‘ 極暗赤掲色 2条の線。耳の貼付面は形？窯印「」の 11区-31
胴部 赤色 スタンプ。

＇ 
11区ード石積み内、即庭口緑部 17.0 明掲色 素地に砂粒• 石英粒が混入。口唇部に胎土目痕？。

10 II 類—b—う ～ 橙色
耳の貼付面は楕円形。窯印は「八」。

部 illa・illb・illd・
胴部 橙色 皿 f

口縁部 15.5 暗赤褐色 素地にマンガン粒が混入。肩部に 2条の圏線。 12 区— 20、前庭部 I . 
1 II 類-c— う --、 暗赤褐色

耳の貼付而は蝶形。窯印は山形に八と 一の文字。胴部 明赤褐色 II 
I 

口緑部 13.7 極暗赤褐色 素地にマンガン粒が混入。頚部・トに渦巻文。胴 9区赦乱10・12・27、10
2 皿類—b—え ～ 極暗赤褐色

部に溶着痕c 区散乱26、前庭部1I胴部 赤色， 
口縁部 23.0 暗青灰褐色 素地に石英粒混入。口唇部に胎土目痕？開部に 11区 1、石積み内、前庭

3 m 類—a—え -- 74. 3 黒褐色
縄目文。窯印「 3」のような文字。 部illf・ill h・ill n 底部 22.0 暗赤褐色

I 

胴部 赤掲色 素地に砂粒、マンガン粒混入。頚部下に 1条の 前庭部 illa・ill a'・ 
4 Ill 類—C—不明 ~- 暗赤褐色

圏線。器壁は薄い。腰下部に溶猜痕。底部 11. 9 鈍赤褐色 ill h 

口縁部 17.1 極暗褐色 腐部を肥厚させ、二重口緑を 有す肩る部。こ口花緑文内（面
5 I類 -- 30.9 賠赤褐色 に突帯プ）文カを貼付け盗受部を造る。 t ス 2 区—45

第99図 底部 16.2 黒褐色 タン 咲巡る。
＇ 図版54 口緑部 15.9 極暗赤褐色 肩部に 1条の圏線と縄目文。口縁内面に薔受部

6 II類 ~- 30.0 極暗赤褐色
あり。胴部に焼成前に無数のキズ。烹印「十」。

3 区—14、北側斜而
底部 16.2 黒褐色

I 

素地は一ニ釉石」英だ，粒がやや混-入。条泥釉を施縄釉。内面の
口縁部 16.9 極賠赤褐色 前庭部皿 d• m f• m 

7 ～ 34.4 極賠赤褐色 一部し れ。肩部kl の圏線と 目文。窯
底部 13.4 黒褐色 印は「 。 h・Ill! 

＇ 甕 m類

素条地。圏は窯線石印英とは粒縄 ・白色のラインが混入 同部に 2
19.6 明赤褐色

8 完形 34.0 暗褐色 の 目文。口緑部は内側に も゚やや肥厚 8区-13
14.8 鈍橙色 する 「＝」。

＇ 
口縁部 21. 3 暗赤褐色 肩部の縄目文は指頭に よるもの。胴部に竹と雑 前庭部皿 J. ill I . ill ， -~ 34.0 鈍赤褐色

な3重の円を描く。胴部内面から底部まで泥釉。底部 15. 1 オリープ褐色 m・ill n 

＇ N類
口縁部 28.5 栖暗赤褐色 素地に微益 の細砂混入。府部に縄目文。 口唇部 10区石積み内、 10区散

10 -- 43. 7 栢暗褐色
は外周に向かい、やや反りあがる 。 乱7、前庭部 illb 底部 21. 1 暗赤褐色
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第20節瓦

瓦の細片が3点得られた。表土からの出上であるため近現代の混入と思われる。図などは省略する。

第21節煙管

煙管は50点得られた。大半は地中からの出土で、若干ながら厨子内からの採集がある。材質は石製・陶製• 青

銅製があり、青銅製が8割を占める。第100図 1~10が雁首、同図11~16が吸口である。後者がやや多い。

同図 1~3は石製の雁首である。 1・2は火皿のみで、 3は首が伸びている。 1は筒形に整えられ、外面には

ススが付着する。 同図 4・5は陶製の雁首である。火皿の上面観は、 4は八角形、 5は円形である。同図 6~

10青銅製の雁首である。 6は首の短いタイプで、 7~10は長いタイプである。9は首が長く立つ。うち、 7は羅

宇の接続部に何も着かないタイプ、 8はリング状の金属環が 1つ、 9・10は2つ着くタイプである。

同図11~15は青銅製の吸口である。11は内部に竹と思われる羅宇が残っている 。11・13は吸口がストレートで

あるが、 12は丸みを帯びるもの、 14はラッパ状に開くものである。 15は吸口と思われるが、吸口の先端にさらに

延長部をつけたと思われる。同図16は陶製（施釉）の吸口である。

第25表煙管計測表

火皿径／ 接続
長さ 重掲

材質 部位 吸口径 部径
(cm) (g) 

出土地
(cm) (cm) 

火皿径／ 接続
長さ 重量：

材質 部位 吸口径 部径 出土地

(cm) (cm) 
(cm) (g) 

外2.3 内1.3 0.7 高さ2.6 15.6 11区ド石積み
石製 雁首

外2.3 内1.5 高さ2.3 11区中0. 7 18.0 

丸1.7 1. 5 3.9 8.1 12区 I~II 

l. l 5.5 11区下石積み

1. 2 4.3 前庭部皿 d
雁首

1.2 6. 1 10区上VId 

丸1.8 1.5 4.4 9.6 洞内表採 1. 3 6.6 12区 I-II 

八角1.7 1. 4 3.2 8.5 10区上 Il
陶製 雁首

1区IIIf礫上八角1.8 1. 5 3. 7 8.5 

0.4 0.8 4.9 3.8 12区ma

0.4 1.0 4.8 5.5 12区ma
八角1.8 3.9 6.6 12区ma 0.4 1.0 6.2 4.9 12区 I~ II 

八角一 l. 4 8.3 前庭部IIIf 0.4 1. J 4.0 6.3 前庭部撹乱

l. 2 1. 2 3.5 5.3 2区 0.4 1. J 7. l 9.3 前庭部 Il

I. 3 8.4 前庭部]] 0.4 1. 2 6.4 6.2 前庭部illd 

I. 4 1.0 3.8 6.9 11区ート石積み 0.5 9.4 6.8 6.0 12区 I-II 

I. 4 1. 2 4.4 8.5 前庭部皿 0.5 1.0 6.0 5.0 12区 I-II 

1. 5 0.9 4.6 4.4 12区 I~II 

l. 5 I. 2 11区下 I

青銅製 0.5 1.1 3.6 3.8 12区ma
吸[J

0.5 l. 1 5.3 6.9 2区

I. 6 0.9 6. 7 11. 6 2 区—4内 0.5 I. 2 3.9 4.3 前庭部皿 f

1. 6 0.9 6.9 6.9 12区 I-II 0.5 l. 5 前庭部撹乱

青銅製 雁首 1. 6 1.0 6.7 9.8 11区上 0.6 0.9 3. 7 3.3 11区上

1. 6 1.0 7.5 11. 0 前庭部rn 0.6 l. 1 4.5 (5.2) 11区下石積み

l. 6 8.0 12区me 0.6 l. 1 5.1 6.2 10 区—10内

I. 7 0.9 7.6 10.0 11区下石積み 0. 7 1.0 5. 7 9.1 前庭部illa 
1. 7 1.0 6.3 9.3 9区散乱32 1.0 2.8 前庭部1I

l. 7 1.0 6.4 9.4 前庭部 Il l. 2 l. l 前庭部 I

1. 7 1.0 6.4 10. 8 前庭部illb 0.9 3.3 前庭部皿 b

1. 8 3.8 前庭部 Il 不明 1.0 3.4 前庭部illd 

1.0 6.2 前庭部 I] 1.0 4. 1 前庭部撹乱

第22節後期土器

細片のみで全形をうかがうことのできる資料はない。第101図 1は尖底の底面を押しつぶして平坦にしている。

砂泥質の胎土で、ガラス質鉱物を含む。器面が粗れているため調整は不明。胎土などの特徴からみて大当原式土

器（岸本・ほか2000) に属するものと思われる。前庭部（入口側）第illq層出土。
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第23節玉

玉は 6点得られた。第101図2~4は球状、 5は紡錘状、 6・7は螺旋状で、いずれもガラス製である。同図

2は8号区画 9内より検出、、直径 9nun、孔径 3nun、重さ0.7g。同図 4はいびつな形で 1号区画 9内より検出、

直径10mm、孔径 3mm、重さ0.8g。同図 3は11号区画上段より出土、直径 4mm、孔径 1mm、重さは計測不可。同

図5は螺旋状の溝が周囲を巡り、やや濁った透明である。前庭部の石灰岩崩落部から出上。長軸22mm、短軸 9mm、

孔径 3mm、重さ2.1g。同図 6・7はいずれも 9号区画12内より検出。 6は残存長12mn1、幅 6mm、孔径 2Ollll、重

さ0.5g。7は残存長32mm、幅5.nun、孔径 2mm、重さ 10g。

第24節釘

鉄釘は 8点得られた。全て前庭部の出土である。8点とも断面は方形をしており、サイズも殆どが3~5cmに収

まる。前庭部からは木材の焼けた痕が確認されている。

類例としては浦添ようどれ（浦添市教委2000)の発掘調査で得られた鉄釘・銅釘は木製厨子のものと考えられ

ている。また、今帰仁村百按司墓から採集された木製厨子には銅釘が利用されている（注） 。以上のことから、

前庭部出土の鉄釘も同じ様な性格のものと思われる。

第101図8~15に示し、個々の詳細は観察一覧（第26表）に記載する。断面の横を幅、縦を厚みとした。

（注）今帰仁村教育委員会、宮城弘樹氏のご厚意により実見して確認。

第26表釘観察一覧

挿図 番 長さ 幅 厚み 重さ 完
観 察 事 項 出土地図版 号 (cm) (cm) (cm) (g) 破

8 3. 7 0.6 0.6 3.0 破
頭部は L字状を呈し、身は緩く屈曲する。頭部は約0.6cm角の方形で、身断面も方形を

前庭部炭陪
なす。全体に錆が入り、欠失する先端付近で地金が確認できる。

， 3.5 0. 7 0.45 1. 9 完
頭部は L字状を呈し、身は緩く屈曲する 。頭部は約0.6cm角の方形で、身断血も方形を

前庭部m
なす。全体的に合者が著しく、一部に剥離も見られる。

lO 3. 95 0.55 0. 5 3 • .J 完
頭部は緩く曲がり頭部と先端部には錆膨れと剥離が見られる。身断面は方形をなす。身

前庭部皿 aの中央は比較的錆による膨れはないが縦に4-5本のヒビが走る。

11 4. 2 0. 6 o. 6 3. 1 破
頭部は欠失し、身は正而へ向け緩く屈曲する。身は方形をなす。錯が付着し、一部膨れ

前庭部Illa' 
第101図 ている箇所も見られ、縦に数本のとピも走る。

図版56
頭部は L字状を呈していたと思われるが判然としない。銹が著しく、錆膨れや剥離など12 4. 7 0.85 0.63 5. 2 破
も見られ、縦横に数本のヒビが走る。

前庭部皿 a

13 5.0 0. 5 0.5 4.1 破
頭部は L字状を呈していたと思われるが欠失するため判然としない。身断面は方形をな

前庭部illh 
す。全体的に錆が著しく、錆膨れも見られる。

14 4.75 0. 5 0. 5 2.,J 破
頭部は欠失する。身はほぼ正方形をなし、先端付近て長方形になる。断面で見ると正面

前庭部IDk が僅かに膨らんでいる。全体的に細身の感がある。錆は入るが、状態は良い。

頭錯身部と先端部が太欠失する的方。良頭形部をの基部で逆＂＜＂の膨 字状になっているのが確認できる。
15 2. 85 0. 5 0.5 l. 3 破 はほぼ同一の さで正 呈し、正面が僅かに らむ。全体的に細身の感がある。 前庭部me

は人るが、状態は比較 い。

第25節銭貨

銭貨は433点得られ、 431点は11号区画下段の北側から一括で得られた輪銭である。

第101図16は不詳の銭貨である。銘は「天□□賓」 （天聖元宝か）。表裏とも摩滅しており保存状態は不良。

10号区画28内より検出。外径2.4cm、孔径0.7cm、重さ2.6g。

同図17は無文銭で 8号区画 9内から検出。保存状態は不良、破損品。外径2.0cm、孔径0.8cm、残存重さ0.5g。

輪銭は同図18~25である。総数431点で、 11号区画下段 II層から一括出土した。 1類（同図18・19) : 外径 l

cm以上で孔が四角、 2類（同図20・21) : 外径 1cm以上で孔が丸、 3類（同図22・23) : 外径が 1cm未満で孔が

丸（外径と孔の比率が近い）、 4類（同図24・25) : 外径が 1cm未満で孔が丸（孔の比率が小さい）の 4つのタ

イプに分けられる。また、バリがつくものとつかないものがある 。各タイプの割合は 1類が48点、 2類が60点、

3類が241点、 4類が82点である。 3類が約 5割を占め主体となる。また、 重さ は、 1類が1.3g、2類が1.1g、

3・4類とも0.9gが多い。多く は0.8~1.4 g内に収まる。
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第26節替

秤は12点得られ、前庭部 8点、厨子内 3点、 2区石積み内 1点の出土となっている。花形の管が破片も含め 9

点と多い。12点中、状態の良い資料 9点を図に示した。形態により花形・耳かき形・匙形の 3つに分類できる。

いずれも 青銅製と思われる。

第102図 1~ 9に示し、個々の詳細は観察一覧（第27表）に記載する。

花形・・・・・頭部は花形を呈 し、首、ムデイ ー、竿からなる。断面で見ると首は六角形で、ムデイーは丸

または、ねじれがある。竿は四角形。

耳かき形・・・頭部が耳かき状を呈し、全体的に短い。

匙形・・・・・頭部が匙状を呈し、竿の断面が六角形。

第27表藝観察一覧

挿図 番
形状 羹 瓜〗 童さ

観察 事 項図版 万Cコ (g) 

首は径0.34cmの六角形、ムディは径0.3cmの円、竿は径0.5cmの四

1 -8.4 12. 7 角形を呈する。 竿の先端は四角錘。花は径約1.85cm、厚み0.45cmフ

を言十り、水仙型。全体に青錆が付着。
， 

首は径0.35cmの六角形、ムディは径0.3cmの丸、竿は径0.4cmの四

2 完 7.3 10. 2 
角形を星する。 竿先端は四角錘を呈するが摩耗し、丸みを持つ。

花は水仙型で径約1.75cm、厚み約0.5cmを計り、一部破損する。中

央に 7つの花心が浅く象られる。 全体に青錆が付着。

首は径0.28cmの六角形、ムディは径0.22cmの丸、竿は径0.38cmの
四角形を呈する。竿先端は四角錘。花の部分は離れた状態で出土。

3 破 7.95 9.0 碁部は竿に付き、径約1.4cm、厚みは0.2cmの花型。花部は径約1.7 
cm、厚み0.44mmを計り水仙型。中央に 7つの花心が浅く象られる。

I 
全体に青錆が付着。

首は径0.33cmの六角形、ムディは径0.27cmの丸、竿は径0.43cmの
花型 四角形を呈する。竿先端は四角錘。花は欠失するが、花基部は竿4 破 7. l 7. 1 

に付き、径1.25cm、厚み0.2cmの花形。ムディには浅いねじれが見

られる。竿は先端に向かって若干太くなる。 全体に青錆が付着。

首は径0.23cmの六角形、ムディは径0.21cmの丸、竿は径0.25cmの
四角形を呈する 。竿先端は四角錘。ムディには浅いねじれが見ら

第102図 れる。竿ははぽ同じ太さだが、ムディとの境で若干太くなるが、

図版57 5 破 7.65 3.9 細身の作りである。花は形を留めておらず花と 基部が離れた状態

で出土。花基部は竿に付き径約1.2cm、厚みは0.2cmの六角形で、

若千変形する。花部は破片ではあるが径約1.6cm、側面約0.6cmの
菊梨。全体に青錆が付着。

I 

頭部、首は欠失しているが、花型と思われる。ムディは径0.2cmの

6 破 6.9 7.8 
丸で僅かに残る。竿は径0.5cmの四角形を呈し、先端に向かって太

くなる。竿先端は四角錘を呈するが、摩耗し丸みを持つ。竿の上

部2/3辺りから緩く曲がる。全体に青錆が付着。

耳か
小型品である 。竿は菱形とねじれとに分かれる 。中央辺りからね

7 仁 6.2 3.3 じれが耳かきの手前まで施され、平た くなる。 竿先端は四角錐で
き形

フじ

尖る。全体に青錆が付着。

竿は六角形で先端から15.8cmの所で面が互い違いになる。 竿は径

8 完 22.05 22. 7 
が約0.4cmで同一の太さを保つが全長の1/3辺りから緩く折れる 。

竿先端部は六角錐だが、靡滅し丸みを帯びる。カプは径が約1.9cm。
全体に青錯が付着。

匙形
竿は六角形で先端から16.3cmの所で面が互い違いになる。竿は径， ＇ 23.4 21. 7 
約0.4cmで同一の太さを保ち、全長の中央辺りから緩く折れる 。竿

加
先端部は六角錐だが、摩滅し丸みを帯びる。カブは正面から押さ

れ、少しつぶれた感がある。全体に青錆が付着。
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第27節 その他の金属製品

32点が得られた。調度品の金具が11点と最も多く、他に柄鏡や刀の鍔、ヤカンの蓋、現代の貨幣なども出土し

ている。第103図 lに示した蓋の類例には読谷村の喜名ヌンドゥンチ墓出土（注）のヤカンがあり、その蓋と形

状が似ることからヤカンの蓋 と思われる。

第103図 1~13に示し、個々の詳細は観察一覧（第28表）に記載する。

（注）読谷村教育委員会の仲宗根求氏のご厚意により実見する機会を得、確認。

第28表 その他の金属製品観察一覧

闘 番
種類

完
観察 事 項 素材 出土地号 破

全体的に少し変型し、青錆も付渚する。直径2.3cmの撮みは上下合わせ物になってお
前庭部

1 ヤカンの蓋 完 り、接合面が3mmほどずれる。撮み付け根には直径 1nunの鋼で編まれた鎖が約8.6cm 銅？

残る。直径l.4cm。高さ4.3cm。厚みは蓋が0.3mm、撮み0.8mm。重さ57.3 g。
皿m

2 鍋 破 口径20.4cm、厚み約0.13cm、霊さ81g。口緑部は舌状を呈する。 銅
10区中

JI 

引手金具と思われる。左半分が変形する。撮みはl.l X l. 3cmの方形をし、角は小さ

3 完
く面取りがされ、直径約 5mmはどの孔があ く。上部と 足の間は約 8mmの空間があり

アルミ？
4区 l5 

そこには板状のものがあったと考えられる。上部の裏面には薄茶の石灰らしき物が 内

付溶。直径4.3cm、裔さ2.4cm、重さ 13.2 g。
， 

引手金具の一部と思われる。全体的に錆が生じ、左半分は錯の膨れから大きく割れ

4 破 が出来る。左下の辺りで同図 5と同様につな答目が確認できる。石灰、砂が付着す 鉄 11区上

る。直径3.5cm、厚み約 6nmi、重さ 11.4 g。
I 

引手金具の一部と思われる。全体的に錆が生じ、一部ヒビが生じている。つなぎの
11区上

5 破 所で約1.5圃ほど開ぎ、接合而が平た＜綺麓に成形されているのが確認できる。直径 鉄
I a 

調度品の金具 約3.6cm、靡み約 6n1m、重さ9.2 g。

6 破
引手金具と思われる。右半分が欠失する。断面は金具に付くところで5.4X4.9n叩の

鉄 11区上
方形、中央で径9.31fllltの円形を呈する。残存長は7.7cm、輻4.5cm、重さ 17.1 g。

＇ 
小型の引手金具と思われる。中央より少し左側で強く曲がるが、状態は良い。両サ

7 完
イドに鑽が付く。折れをのばした状態で長さ5.3cm、幅0.6cm、厚さ0.5mn1を計る。毀

銅？
前庭部

は共に径l.1cm、厚さ 1.7nm1を計る 。重さ2.3 g。台座と銀に付く脚との間は約2nlffiあ Il 

第10'3図
り、その厚さの板が挟まれていたものと思われる。

図版58 薄手の飾り金具ではないかと思われる。表襄面とも青錆が付着する。縦1.95cm 前庭部
8 完

幅l.55cm、高さ0.35cm、重さ 1.2 g。
銅？

II 

鏡背には家紋の隅切角タチバナ文、カキッバタ絵が描かれ、右端には京都の鏡屋の

制作者「藤原政重l名が入る。文様は浮文で描かれる。表面は平板状で、錆のため
9区 13 ， 鏡 完 細かい砂状の粒が全面に付着するが、元の銅色が見られる箇所もある。柄部は下方 銅
内

で正面へ向け緩く変形する。保存状態は良好。全長17,2cm。鏡部は直径9cm、柄部は

長さ8.2cm、幅1.6cm、重さ98gを計る。

耳は鋤出し（緑が張り出すタイプ）で、形状は木瓜鍔（角が窪む）が少し方形にな

10 鍔 破
るものと思われる。各隅にはハートを変形したような透かし孔がある。茎櫃は長さ

銅
石積み

2.5cm、幅は広いところで5.5nm1、狭いところで2nm1を計る。割れの断面から 薄い層が 3 

何枚も確認できる。長軸7.5cm、短軸6.8cm、厚み約5nm1、重さ75.8 gを計る。

おそらく包丁の基部と思われる。差し込み部は、錆は入るが元の形状が方形である

II 包T 破 ことが判る。刃部は残りが少ない上にヒビや割れにより状態が悪く、元の形状は判 鉄 11区上

然としない。長さ8cm、断面部幅1.5cm、厚さ0.7cm、重さ20.3gを計る。

おそらく包丁、又はノミなどの刃物類の柄ではないかと考えられる。鉄を銅で包み

]2 破
込むように造られている。銅の厚みは1mmを計る。柄緑では綺麗に銅で包まれている

鉄・銀
前 庭部

が、鋳膨れのため、刃付近では包みが剥がれる。裏面に察痕の様な斜めに走る線が mo 
不明 観察できる。長さ 11.3cm、幅1.53cm、厚さ0.48cm、重さ37.8g。

I 

13 完
筒状の製品。つぎ合わせの部分で0.5mmほど菫なる。保存状態は良好。長さ0.14cm、

鉗？
10区上

径約0.6cm、重さ lgを計る。 III 
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第28節石器

今回の調査で得られた石器は敲石、石斧、石皿の三種類である 。総数 9点のうち 7点は敲石で、石斧と 石皿は

1点ずつの出土であった。

敲石としたのは敲打痕が認められる石器であり、石斧転用品もこれに含めた。いずれも片手で使用するのに都

合の良い形状を呈しており、軽贔である。石斧は磨製と思われるが、破損品のため詳細は判然としない。石皿も

破損品ではあるが、凹面を呈した使用面が明瞭に残る資料である 。石質は、敲石には安山岩や閃緑岩など久米島

より入手可能なものが利用されているのに対して、石斧には慶良間諸島や渡名喜島 より産出される緑色片岩を利

用するなど、石器の種類により使用する石材を使い分けている傾向が窺えた。なお、個々の特徴については第29

表の観察一覧に記述する。

第29表石器観察一覧

挿図 書
益ロロ 長さ 幅 厚さ 重量 石

観 察事 項 出土地図版 種 (cm) (cm) (cm) (g) 質

安 楕円状を呈する礫を利用している。表裏面、両側面、上下

1 
古同ト丈

10. 6 5.8 4.4 410 山
端、いずれも中央よりに敲打痕を有す。特に表面は使用頻 前庭部

石 度が高かったようで、凹みを形成する。また、右側面も平 ill f 
岩 らになるほど使用している。

閃 楕円状を呈する小型の礫を利用している。 表裏面の敲打痕

2 
敲

7.3 6 4.3 300 緑
は疎らであるが側面部は一部を除き、はは全周にわたって 北側斜

石 敲打痕を有す。表面及び右側面には浅い凹部が形成され、 面
岩 また左側面及び下端部には、打撃による剥離が認められる。

閃 楕円状を呈する小型の礫を利用している。側面部は一部を

3 
敲

8.2 6.5 3.2 280 緑
除き、はぽ全周にわたって軽微な敲打痕を有す。表裏面の

12区
石 平坦面は、両面とも中央部に敲打痕がみられ、 一方は浅い

第104図
岩 凹部を形成している。

図版59 閃 敲石の破損品である。周縁部一帯と表面の中央部に敲打痕敲 前庭部
4 

石
(9. 7) (9.8) (7. 3) (760) 緑 を有す。本来の形状は楕円形もしくは円形とみられ、使用

皿b
岩 により破損したものと思われる。

安 平面観は略五角形を呈する薄手の礫を利用している。表面

5 
敲

8. 1 6.9 2.5 235 山
の中央部は敲打により若干凹む。二箇所の角は潰れるほど 前庭部

石 使用されており、剥離も認められる。他の箇所の敲打痕は、 illa 石μ_』
いずれも軽微である。

一部破損しているが、平面形・断面形ともに隅丸三角形状

蔽
安 と思われる礫を利用している。三辺のうち二辺には、ほほ

6 
石

(9.9) 6.4 5.3 (460) 山 全面にわたる敲打痕と剥離が認め られるため、使用頻度の 前庭部

岩 高さが窺える 。表面の中央部にも敲打痕を有すが、軽微で
ある。

石斧転用品と思われる敲石である 。基端部と身の一部を欠
損したため、敲石として再利用したと思われ、刃部には敲

緑 打痕と剥離が認められる。石斧の刃部及び身の一部には丁

敲 色
寧な研磨調整を施すが、敲打の痕や自然面が残る箇所も見 前庭部

1 
石

(8. 4) 4.5 3 (170) 
片

受けられるため、 全体的には粗雑な作りである。側面には
石斧利用の際に生じた剥離も認められる。刃部は片側から

IIla 
岩 研ぎだす片刃の様相が濃いが、反対側も幾分研ぎだされて

いる 。側面には、紐などで柄に取り付けて使用したことを

第105図
想定させる、紐ずれ痕のようなものが確認でき る。

図版60 緑 暦製石斧の破片と思われる資料である。基端部は打割調整

石 色
のままであるが、身の部分には全体的に丁寧な研磨が施さ 前庭部

2 
父斤

(8.8) (4.1) (2.4) (61) 
片

れている。刃部が欠損しているため、刃の研ぎだし方は不
ill 明である 。使用による衝撃で破損してしま ったものと考え

岩 られる。

安 石皿の破損品である。使用面は、全体的に磨面を呈 し、中

3 
石

(28. 1) (22. 0) (11. 7) (9,200) 山
央に向かってゆるやかに傾斜していく。数力所に剥離も認

11区
皿 められる点から、磨石や敲石とセットで使用したと思われ

岩 る。

※(  )内の数値は残存部の最大値を示す。
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第29節香炉

サンゴおよびサンゴ石灰岩製のものである。第106図 1~ 3はサンゴ石灰岩を加工した方形で、 4はキクメイ

シを利用した円形のものである。

同図 1は上面に方孔を穿ち 4脚、やや正方形に近い。ノミ痕は目立たないがやや雑な仕上げである。 10号区画

下段裏込め内出土。高さ13.4cm、上・下幅14.4cm、上・下奥行き 11.8cm、重さ1860g。同図 2・3は上面に円孔

多数を穿つもので脚はなく底面が平坦。 3はすべて円孔と思われるが、 2は中心 1つが方孔である。どちらも長

方形で、 3は破損しているが、 2と同様な形態であったと思われる。 2は2号区画より採集で高さ 11.7cm、上幅

16.1cm、下幅16.2cm、上奥行き 12cm、下奥行き 10.6cm、重さ2,280g、3は3号区画より採集で下幅18.8cm、下奥

行き 10.7cm、重さ1,340g。

同図 4は円形で、周囲を丁寧に研磨している。上面、底面ともにくぽむが、 上面がより深くくぽむ。 上面には

円孔を穿つ。前庭部II層出土で、高さ 6cm、直径11.2cm、重さ220g。

第30節木製品

木製品は木製厨子の部材、木棺材などが得られた。10・11号区画から多く得られたが、整理上の不手際で一部

の資料について採集位置が不明にな ってし まった。

第107図 1・2は彩色の施された木板である。 1は黒色・朱色の色彩が残っている。資料が小さいため文様の

展開は不明。 2は保存が不良であるため判然としない。 1・2と併せて考えると芭蕉文が展開すると思われる。

11号区画奥採集。

第108図は方形の木製品である。周囲に木釘が打たれ、箱形容器の壺もしくは底であると思われる。 一面は黒

色を呈しており、わずかに文字のようなしみがみられる。第109図も同じく木釘を打ち、第111図は一端に木釘が

打たれ、形状からして箱形容器の側板であると思われる。いずれとも 11号区画上段採集。

第110図2も箱形容器の側板と思われるが木釘はなく、突出部が4ヶ所ありはめ込む形のものである。突出部

にはそれぞれほぞ穴？が穿たれている。

第112図 1は木棺の側板と思われる。端部に約 3cm四方の方孔を穿つ。ほぞ穴とも思われるが 1つのみである

ため不明。 10号区画採集。

第112図2は木製厨子の部材と思われる。同様の部材が第38図にもみられる。

同図 3は櫛である縦4.0cm、横3.8、厚さ1.2cm。11号区画木製厨子内から得られた。櫛の端部で、保存状態は良

好。漆などは確認できず、白木の櫛と思われる。同図 4は匙状の製品である。長い柄を持ち、カブの部分は平坦

になっている。乾燥によって捻れているため本来の形状は不明。類例でナーチュー毛古墓群（那覇市教委2000)

の木製箸があり、形状が似ることからこれも舒かと思われる。厚さ0.1cm。

第30表木製品観察一覧

図番号 I 長さ 幅 厚さ 組手の方法

1 50.4 
第107図

6.9 1.0 不明

2 49.6 22.5 0.9 三枚組接ぎ？、ダボ組

第108図 52.0 39.2 2.0(1.0) ダボ組

第109図 52. 2(49. 8) 37.2 1. 1 四枚組接苔、ダボ組

1 42.6 8. 7 l. 1 三枚組接ぎ？、ダボ組
第110図

2 49.6(36.8) 37.5 l. 6 ホゾ接ぎ、組接ぎ？

1 52.8(51.9) 8.4 1. 1 不明の組接ぎ、ダボ組
第111図

2 53.4(52.4) 8.5 l. 2 不明の組接ぎ、ダボ組

第112図 142.4 39.4 1. 5 ホゾ接ぎ？
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第31節貝製品

本遺跡の貝製品はヤコウガイ製匙14個とその未製品 3個、ホシダカラの有孔製品 1個で計18個出上している。

・ヤコウガイ製匙

製品が14個と未製品が3個の計17個得られた。

出士状況は主に10・11区の前庭部に限られ、厨子の中からは第132図4 (カンジン原古墓群）のみが出土して

いる。

製品は柄の形と貝の用い方で分類できる。柄の形では、中央部に扶りを施し「V」字状にするものをA類、方

形状になるものを B類と仮称する。また、殻は背面と腹面を利用したものがそれぞれ見られ、前者を「背面」、

後者を「腹面」として表に示した。

柄についてみると、 A類は上原(1986) によ って「魚」としたもので、扶りの具合や先端の部分が尖るものと

丸味を帯びるものがみられ、先端の形状で細分の可能性もあるが今回は記述のみにとどめた。

殻の用い方をみると、背面を利用したものは後期遺跡で出土しているが、腹面を利用したものは今回が初めて

の出土である。また、柄の配置も殻D側と軸部側の 2つの方向が見られる。

以下、第131表に柄の形状、殻の使用、柄の方向及び加工状況について観察した。

また、 13~15は未製品であるが、製品と同じ位置に大きなヒビが見られることから、これは製品を製作するエ

程で生じたものと考えられ、自然貝への第一打撃地点と想定される。

第114図は夜光貝の自然貝の模式図で、製品の取り方を示 したものである。これでみると後期遺跡出土の貝匙

と同じように殻口側を柄に用いる点は共通しているが、全体的に匙は細身のため、柄の部分を斜めにし、身の中

央を螺肋の中心に配置 して殻を利用している。後期遺跡や首里城跡（上原1989)、御細工所跡（那覇市教委1991)、

湧田古窯跡（沖縄県教委1999)で出土する Iャコウガイ切り取り残存部」の資料から見てもこの用い方が一般的

と思われるが、この他に今回は腹面を利用したもの (3.4.9.10.11.15)が確認され、殻の形状からみると小さいも

のを製作するために意図的に用いたものと考えられる。殻の大きさを復元すると殻径12.4cmで、同じ久米島の

清水貝塚のものを復元すると 15.6cmになることから、殻はかなり小さい。また、製品は表裏面とも真珠層が露出

し、周縁部も丁寧に加工 されている点は本遣跡の製品の特徴として捉えることができる。類例品はヤジャーガマ

洞穴（上原1986) 、 豊見城村平良グスク（豊見城村教委1988) 、宮古島の住屋遺跡（金武• 砂川1983)、西表島

成屋遺跡（青山大学成屋遺跡調査団1987)、与那国島樽舞地区の崖葬墓（永井・佐野1963)で出土している。そ

のうち後者の 2遺跡は共伴遺物からもほぽ同時期と考えられる。本遺跡では匙が厨子以外の周辺から出土したり、

また、未製品もみられることから副葬の習俗や製作地の問題など多くの問題を含んでいると思われる。また、久

米島では先史時代の清水貝塚、大原貝塚から大量の夜光貝の貝匙や 自然貝が出土し、琉球王府時代には献上物と

して飼育されていた記録などもみられるため（高梨1998)、重要な考古資料のひとつと考えられる。

・タカラガイ製品

ホシダカラの前端に 1cm前後の粗孔を施すもので他に加工痕は見られない。殻長8.61cm、殻幅5.92cm、高さ

4.59cm、重 さ60g、孔径1.1cmを測り、 10区上段の出上である。類例は勝連城跡二の郭（上原1990)で見られる

が、出土例が少なく、今後の資料の追加を待ちたい。

＜補記＞

1)第108図の木製品の一部には文字と思われる部分があ った。脱稿後の検討で Iロロロ年（寺ヵ）」と記され

ているのではないかと考えられた。脱稿後に確認できたため図化が間に合わず、改めて報告する。

2)久米島では明治期ごろまで「カブイ 墓」、 「ヤングワーバカ」とよばれる茅葺きの墓があり、納骨施設とし

て用いたとされる（上江洲均 1972「久米島の墓ー上江洲家募について一」 『ヤチムン会誌」 3ヤチムン会）。

しかし、礎石建ちであったのか、堀建柱であったのか不明であり、構造的な部分は詳らかではない。今回 2号区

画で確認した建物礎石は、同様な性格の建物に伴うものであろうか。
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第31表 貝製品観察一覧

闘 番
柄形 殻使用面 瓢 最大長 最身大部幅 最柄小部幅 観察 事項 出土地

号

1 A 背面 殻口

゜゜
2.2 真珠層のみ。周縁は研磨。

前庭部石灰岩崩
落

殻表ー内側は多く残り、外側は若千
2 A 背面 殻口

゜゜
2. 7 見られる。研磨面が多い。周縁は研 11区

磨。

殻表ー内側と外側の先端に若干残る。
3 A 腹面 軸部 9.2 3.8 2.2 周縁は研磨、柄の近くに大きなヒビ 11区上 I集中

が確認できる。

4 A 腹面 殻口 8. 1 3.5 1. 6 真珠層。 周縁研磨。 10区中 III

第113図
5 A 背面 殻口

゜゜
1. 6 真珠層。 周縁研磨。

前庭部石灰岩崩

図版64 落

真珠層が蕗出するが、アバタが見ら
前庭部石灰岩崩

6 A 背面 殻口

゜゜
2. 1 れる。柄部の扶りの近くに打割の痕

落
を若干残す。

7 A 背面 不明

゜゜
3.2 

真珠層、アバタが見られる 。周縁は
11区上

風化して脆い。

8 破損 背面 軸部

゜゜゜
真珠層、アバタが顕著。破損して い

11 区—24内
るため詳細は不明。

内側は殻表を 7割残す。外面は真珠， B 腹面 殻口 7.2 3.2 l. 9 層のみ。研歴 ・打割調整の痕が見ら 11区下石積み
れる。

10 B 腹面 軸部 7.3 3.2 l. 8 
真珠層のみ。 周縁は研磨、柄の近 く

11区上
に大きなビビがみられる。

11 B 腹面 殻口 8.5 3.8 2.2 
真珠層のみで研磨調整は丁寧。柄と

11区上石積み
身の境にヒビがみられる。

12 B 背面 殻口 9.8 4.5 3.2 
外面の肋の近くに殻表を残す。研磨

10区上W
は丁寧。

第114回
13 未製品 背面 9.2 6.8 

内外面とも殻表が残る。粗割で 1カ
10区上 I

図版65 所に 2cmくらいのヒビがみ られる。

14 未製品 背面 ， 7 
内外とも殻表が残る。粗割、 1カ所

前庭部
に2cmくらいのヒビがみられる。

15 未製品 腹面 9. 1 5. 7 
内外とも殻表が残る。粗割、 1カ所

2区II
に2cmくらいのヒビがみられる。

16 
ホシダ 先端に径1.1cmの粗孔のみ 、外面か

10区上
カラ いら穿孔、殻は風化。

4 A 背面 殻口 10.5 4.5 2.2 
真珠層のみ、研底調整は丁寧。椀（ カンジン

第132図
巻頭図版9) と共伴している。 2号墓35内

図版77
カンジン

5 破損 背面 不明

゜゜゜
真珠層のみ、二次加工か。

1号墓北奥 I

「O」は計測不可、単位cm
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図版





図版 1

・/r 1 

-_,, 

--i----../ ~ 7 
・'←・ 

1. 1号1メ幽 2. 2号区圃 3. 3号区画 4. 4サ区画

5. 5号区j山i 6. 6号区画 7 . 7号区画 8. 8号区画
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図版 2 区画内の状況 2 1. 9号凶圃 2. 10号区画 3. 11号区画 4. 12号区画 5. 13号区画
6. 9・10号区画取り上げ後 7. 7号区画焼骨集中部 8. 3号区画取り上げ後
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図版 3 層序 1 . 1トレンチ東壁 2. I司南壁 3. 11号区画東壁 4. 同南壁 5. 入ロトレンチ西壁

6. 1号区画北壁 7. 12号区画（井戸様遺構内）壁
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. . 鴫・ ・ 

'・ 

図版 4 遺構確認状況 1. 造構全架 2. ti積み 2 3. 石積み 3 4倖敷断面 5. 石列A・B
6. 焼土検出 7. 2号区画内コーラル層及び建物礎石 8. 炭層検出
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図版 5 10号区画検出状況 1 1. 掘り下げ前 2. 人骨集中部掘り下げ前 3. 大型人骨検出 4. 青磁出土状況

5・6. 4層検出 7. 4 -6層立割り 8. 5層検出
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図版 6 10号区画検出状況 2 1. 迎成箇所掘り下げ前l2. 2~ 検出（上段） 3. 同I中段） 4. 2唇セクション I」設 I

5. 同（中段 I 6. 4層検出（上段I 7. 3層検出（上段） 8. 区画積み I南側）及び下層造I収1J、i兄
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i:c, 量l 璽

・'遍
図版 7 11号区画上段検出状況 1. 掘りドげ前 2. 木製品 3. 2暦検出 4. 貝匙出土 5. 2層七面検出

6. 造成層検出 7・8. 同セクション

8
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図版 8 遺物検出・厨子内状況 1. 井戸様遺構内人骨 2-4. 逍物出土状況 5. 厨子内逍物 6. 厨子内の石 7・8. 納付状況
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図版 9 調査光景 1 ~5. 調酎状況 6. 現場説明会 7墓移転の様子 8. 調査メンバー
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図版20 厨子12
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図版30 上：青磁 1 下：青磁 2
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図版31 上：青磁3 下：白磁 1
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図版32 上：白磁 2 下 ：白磁 3
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図版33 上左：中国産色絵上右：瑠璃釉 中：鉄釉染付下：中国産施釉陶器
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図版34 上 ：青花 1 下：青花 2
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図版35 上：青花 3 下：青花 4
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図版36 上：青花 5 下：青花 6
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図版37 上：青花 7 下：青花 8
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図版38 中国産褐袖陶器 1
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図版39 中国産褐釉陶器 2
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図版40 中国産褐釉陶器 3
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図版41 上：タイ産褐釉陶器 1 中 ：タイ産褐釉陶器 2 下右 ：タイ産妬器
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図版42 左：本土産青磁上右：本土産白磁 下右；本土産色絵
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図版43 上：本土産染付 1 下：本士産染付2
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図版44 上：本土産染イ寸3 下：本土産染付4
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図版45 上：本土産染付 5 下：本土産染付 6
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 図版46 上：本士産染付 7 下：本土産染1寸8
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図版48 上：本土産陶器 1 下：本土産陶器 2
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図版49 上：本土産陶器 3 下：本土産陶器 4
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図版50 上：沖縄産施釉陶器 1 下：沖縄産施釉陶器 2
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図版51 沖縄産無釉陶器 1
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図版52 上：沖縄産無釉陶巷 2 下：沖縄産無釉陶器3
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図版53 沖縄産無釉陶器 4

-251 -



コ ~ 
4
 

_

，

弘
窪

9
:
9
.
 

.-
.•• ．
 

｀
 

•
一
ヽ

1
,
(占
.↓
'
 

，
 ．
 

．
 

檜

：

守

逸

．． 

.vI~• 

．
 

t
 

s
 

A
 

i
;
a、〗
”

――
 

；
，し
店ぃ
｀
~

8
 

2
 

5
 

D “ 
｀
 

r
 

•• 
c
 

一
[
—
.

9
し

6
 ，

 ・-.. -

ヽ

'

,
 

．
ヽ

＇ 
ヽ

,’ 
J・

'

．
 

,r • 
｀
 

~ ＂ 3
 

7
 

10 

図版54 沖縄産無釉陶器 5
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図版59 石器 1
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図版61 香炉
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第4部 カンジン原古墓群ーヤッチのガマ周辺一

第 1章調査の概要

ここでは、ヤッチのガマ周辺の墓を扱う。先に述べたとおり、農水部の実施した水没物件調査で各墓に番号が

付されているが、今回はヤッチのガマに近い順で反時計回りで 1~ 9号墓とした（第133図ー54~60)。調査方

法はヤッチのガマと同じく平板測量によって各墓内の厨子に番号を付し、人骨の取り上げを行った。各墓の掘り

下げは時間的な余裕がなかったため充分ではなかった。墓前、墓内には散乱遺物が多く、特に 1~4号墓前、 6. 
7号墓前は遺物が集中しており、任意に集中部を設定して取り上げを行った。

第 2章遺構

ャッチのガマ周辺には 9つの墓が所在し、 8号墓のみが掘込墓である。各墓の概要は次のとおりである。

く 1号墓＞（図版66-1) 

ャッチのガマ石積み 3の上位に設けられた墓である。高さ30cmほどに石灰岩を積み上げ l段高くしており、

ここに厨子を配置している。段上にはサンゴジャリやコーラルを敷き詰めている。以前はヤッチのガマからこの

墓辺りを拝んでいたようであるが、ヤッチのガマとの関連は不明である。

く 2号墓＞（同 6)

墓入口を石列により区画し、周囲に土留め状の石積みを有する。調査時も拝みの対象となっていた。

墓の内部には集骨が2ヶ所あり、人骨集中部とした。人骨集中部 1 (図版66-8) は頭骨、四肢骨などの大型

の骨がよく残っている。また、周囲には板材片があることから、木棺に納められていたと考えられる。人骨集中

部 2 (図版67-1)はさらに小さな窪みを利用している。前面に板状の火成岩があり、本来はこれを利用して閉

じていたと考えられる。同 2の人骨の堆積は、上位に砕けた四肢骨、下位が粉状になった骨であった。また、同

2からは建具などの金属製品が多く得られた。

く 3号墓＞（図版67-4) 

わずかな窪みを利用したもので、ボージャー厨子が 1基のみであった。本来は別の場所にあったものを移した

ようである。調査時も拝みの対象となっていた。

く 4号墓＞（同 5)

前面に石灰岩による区画が設けられている。入口はみられない。内部は厨子が雑然と置かれている。内部を掘

り下げたが造成は行っていない。

く 5号墓＞（同 6)

わずかな石灰岩のくぽみを利用したもので、区画はみられない。前面に人頭大の火成岩があり、比較的最近ま

で拝まれていたようである。

く 6号墓＞（同 7)

6・7号墓は一連のくぽみ内にあるが中間を石積みで区画していることから区別して扱った。前面を石灰岩で

区画し、入口を有する。厨子の配置は雑然としており、 19の転用品甕は埋めるように置かれている。

く 7号墓＞（同 8)

6号墓より深い窪みを利用している。前面の石積みはやや高 く積んでおり、入口はみられない。 6号墓との間

を石積みで区画する。また、内部もわずかに石列で区画している。厨子の配置は整然としており、マンガン掛け

厨子は前面にのみみられる。

く 8号墓＞（図版68-1) 

唯一の掘込墓である。前庭部を有し、墓口を大きな石灰岩で蓋をしている。内部は一面にコーラルを敷いてい

る。前庭部は東側に石列をもつが一部崩落している。厨子の銘書に「上里云々」 （現在も西銘・上江洲集落に上

里姓あり）とあり、その関連の墓と思われるが、持ち主は現れなかったようである。

く 9号墓＞（同 4)

1 ~ 8号墓が同じ崖の並びにあるのに対して、離れた場所にある。ャッチのガマ13号区画と同じく明確な区画

をもたない。近現代の遺物が得られたが、墓に伴うものでない。
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第 3章 遺物

遺物は厨子が中心であ った。その他の陶磁器は墓内やその周辺から得られている。特箪すべき遣物として、厨

子内から得られた木製品・ヤコウガイ製匙がある。

第 1節 厨子

厨子の構成はヤッチのガマと同じくボージャー厨子が6割強を占める（第33表）。 ただ、 7号墓前面、 8号墓

はマンガン掛け厨子が比較的多くみられる。銘書はャッチのガマと同様にほとんどみられず、 2・8号墓に偏在

する程度である。第123図のように、甕の転用品に「乾隆拾六辛未十一月之入／前首里大屋子／同人妻／同人男

子真□（赤ヵ） Jと記銘する例があった。第120図 1・3のように釘彫りによる記銘があり、 1は Iロロロロ
（大知分ヵ人）／久米島具志）11間切西目村□□ （久之ヵ）二而／父親□（女）親入」の、 3は「薙正四年丙午□
□月十二日／［ ］／死去［ ］／安［ ］／親雲上／南無阿弥陀仏」の文字が彫られている。ま

た、第119図3にも「口／八月六B/[ ]六七」の文字が彫られている。

家形は石製・陶製（赤焼）が3点得られた。ここでは石製を図示した。サンゴ石灰岩を用い、内面はノミの痕

がはっきり残っている。 屋根は寄棟で、正面の孔はない。蓋と身の間に石を噛ませていた。赤焼は図示していな

いが、ャッチのガマで得られたものと同様のタイプが2基得られ、いずれも寄棟の屋根であった。

ボージャー厨子は中型のものが多く、特異なものがみられる。第120図4・5はボージャー厨子的なつくりで

あるが、その範疇から外れる。第119図2は口縁肥厚部に沈線を巡らせる。蓋では、第121図 1には大きな「き」

が付けられている。本来は墓内の散乱であったが、 2の身に蓋と擦れ合った痕があり、その大きさが 1と合致し

たことから組み合わせて図示した。 「き」と宝珠が大きなもので、宝珠には用途不明の小孔が穿たれている。

文様はヤッチのガマと同様に沈線による蓮華文が主体である。第119図4は口縁部に浮文の唐草文を巡らせる。

第121図4は背面に扇のスタンプ文を施す。

マンガン掛け厨子は大型のものが多い。第122図4は屋門の形成が小柄で、全体的に丸みを帯びボージャー厨
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第32表厨子観察一覧

挿図 番 出土 厨子 分類 部 計測値 (cm)

図版 号地点 番号 大分類 小分類 位
観察事項（器形•文様など） 銘書・判 孔

a b C d e 

第118図 1 A 蓋 23.518.8 54. 7 43.0 内外面に粗いノミ痕が残る。 I/ 
図版69 I 2 7号墓 34 家形（石製）

A 身 52.238.8 52.2 36.0 37.5 無

l 6号墓 26 ボージャー B-I -1 身 26.250.8 17.4 
喜名焼？。泥ぐすりを施す。眉は家を

X 
写す。胴部に蓮華文、眉内に仏花瓶。

2 6号墓 22 ボ ー ジ ャ ー B-I -1 身 22.648.5 19.0 口縁肥厚部に沈線を巡らす。蓮華文。 4 
第119図

喜 名焼？。泥ぐすりを施し、口唇部に 「口／八月—1- ―日
図版69 3 1号墓 5 ボ ー ジ ャ ー B-I -1 身 22.449.4 19.6 サンコ痕。胴部に太い線の蓮華文、背 / [ l / [ l 4 

面に浅い沈線で雑多な文様。 六七」の線彫り。

4 1号墓 32 ボージャー B-I -1 身 26.855.1 23.5 
胴部に法師と連華を 1対。頸部に貼付 ， 
による花唐草文。

「久米島具志）II 

1号墓
眉は家を写す。法師と蓮華文を 1対。

間切西目村／ 大

l 7 ボージャー B-I -I 身 24.0 52.4 19.8 知より人／ 久マ 5 
側面に不明の沈線。

二 而 ／ 父我女親

入」の線彫り 。

第120図
2 4 I -A-a 蓋 10.2 15.5 34.2 突帯を施す。内面には「ぎ」 。 ／ 

図版70 I瀦正四年丙午口

仁十二日／［］

2号墓 ボ ー ジ ャ ー
突喘区画。内部に文字。全体的に赤み

／死去［ ］／安

3 1 B-I -1 身 25. 7 56.1 23.3 ［ ］／親雲上J 11 
を帯び、表面は脆い。

消されている。

「南無阿9爾陀仏J
の線彫り。

4 I -C-b 蓋 11. 0 28.4 撮みははずれる。不明の沈線。 ／ 
I 

2号墓 19 ボージャー

5 B-I -1 身 21. 8 46.4 20.8 
全体的に赤みを帯びる。口縁肥厚部を

5 
形成しない。

1 24 I -A-a—① 蓋 13.1 20.0 30.4 
大 柄 な 宝 珠 と 「 き 」 。 宝 珠 に は 焼 成 前 I 7号墓 ボ ー ジ ャ ー
穿孔。

＇ 
2 27 B-I -1 身 26.8 51. 4 23.0 口緑肥淳部を三角形に形成。 無

第121図 3 1号墓 18 ボージャー B-I -2 身 26.5 46.3 21. 0 1 
同版71

4 9号墓 3 ボージャー B-I -3 身 27.5 46.0 21. 0 背面に軍配のスタンプ文。 5 

5 7号墓 31 ボージャー B-I -2 身 27.3 58.9 22.5 
眉 は 家 を 写 す 。 胴 部 に 蓮 地 風 に 文 様 を

16 
構成。眉内に仏花瓶。

1 II 薔

＇ 
15.6 17.8 33.4 I/ 

5号募 2 マンガン
屋門は唐破風形。口縁肥厚部は三角形。

2 B-II 身 31. 0 64.7 21. 0 沈線による蓮華文。
7 

3 散乱 II 蓋 15.0 14.0 27.1 薄．いマンガン釉。平低な器形。 I/ 
＇ 

I 

1号墓 マンガン 屋門は小さな瓦屋形。口緑肥厚部は方

4 3 B-II 身 34.2 61. 5 25.2 形 。 突 帝 区 画 を 巡 ら せ 、 内 部 に 貼 付 に 8 
よる蓮華文と法師。

節122図 前村渠元祖／女

図版72 ノ子名ハ不明／

I 字仲地原カラ／

5 ， II 蓋 13.0 14.0 28.4 元祖元二壱緒二

ス／西暦一九五

四年/I日十二月

九日

I 2号墓 I マンガン

内：前村渠元祖

女子／名不 明字
仲地原カラ

6 6 B-II 身 28.6 60.9 31. 3 屋門はアーチ形。口緑肥厚部はバチ形。 西暦一九五 四年 8 
旧／元祖元ニー

緒ニス

十二月九日

r乾隆拾六辛未

第123図 十一月之入／前

図版73
6号幕 19 転用 無釉 身 35.2 51. 6 26. 7 首里大屋子／同 無

人妻／同人男子

真苅」
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にも似た雰囲気がある。安里 (1997)の報告例に近いこと

から、マンガン掛け厨子の中でも古手のものと思われる。

3の蓋は墓内散乱であったが、大きさや釉色が合致したこ

となどから、組み合わせて図示した。他の蓋に比して低乎

である。

第33表 各墓の厨子の構成

ボージャー マンガン
家形

転用品
土器

合計
赤焼 石製 宮古式 パナリ

1号墓 29 

゜
1 

゜
7 4 

゜
41 

2号墓 25 4 

゜゜
5 3 

゜
37 

3号墓 I 

゜゜゜ ゜゜゜
I 

4号墓 5 2 

゜゜
4 I 1 13 

5号墓 3 I I 

゜ ゜゜゜
5 

6号墓 18 

゜゜゜
6 I 

゜
25 

7号墓 22 3 

゜
I 8 

゜゜
34 

8号墓 8 4 

゜゜
2 

゜゜
14 

9号墓 4 

゜゜゜ ゜゜゜
4 

合計 115 14 2 1 32 ， l 174 

第 2節青磁
第123図厨子 6

0 20cm 

ャッチのガマ周辺の墓から検出された青磁は 6点で、確認された器種は瓶・蓋・ 壷の 3つであった。全て破片

資料であるため、全形が窺えるような資料はない。今同検出された破片資料の6点全てが4号墓より表採されて

おり特徴的であるといえる。 （第124図1~ 4)。

1は瓶の胴部片である。本資料の下端には積痕と思われる部分や内面には調整痕が明瞭に観察できる。素地は

単灰白色の微粒子で、微細な気泡痕が人る。両面に淡緑灰色の釉を施すが、外面に比して内面はかなり漕い。全

体に粗い貫入が入る (4号墓散乱）。

2は蓋の撮である。酒会壷等が考えられるところである。最大径は2.4cmを有する。淡灰白色の微粒子で淡緑

灰色の釉を比較的厚く施している (4号墓ー10内）。

3は蓋の破片資料である。蓋甲面から鍔部へ移行する部分となる。素地は淡灰白色の微粒子で、微細な気泡痕

が観察できる。蓋甲面に淡緑灰色の釉を施すが、内面は露胎とする。外面に粗い貫入が観察できる (4号墓前）。

4は酒会壷の底部片である。底径は16cmを有する。接地面の両端を斜位に削り面取りする。内面には調整痕が

観られる。底部は落とし底としており、外面には箆状工具により、 2本の圏線と蓮弁文を表している。淡灰白色

の微粒子で、接地面両端以外に緑灰色の釉を施す。全体に細かい貰入が人る (1~ 4号墓散乱3、4号墓散乱10)。

第 3節白磁

ャッチのガマ周辺の墓から検出された白磁は15点で、確認された器種は碗・小碗・小杯の 3つであった。完品

も含め、破片資料についても接合状況が良く、全形の窺える資料がほとんどであった。これらは17世紀後半から

18世紀前半に位置付けられる徳化窯や灌州窯、または福建・ 広東系の諸窯を生産地とするものと思われる（第12

4図5~12)。なお、各分類は第 3部第 3章第 3節白磁に対応する。

5は型成形の碗である（碗II類）。高台脇から丸みを持って立ち上がり、口縁をきつく外反させるタイプであ

る。覺付にはハリ支えと思われる積痕が観られる。白色の細粒子で淡黄白色の釉を外底面以外に施している。全

体に細かい貰入が入る (7号墓散乱15)。

6も外反口縁の碗である（碗II類）。輛轄成形によるもので、外面には輛輯痕が明瞭に観察できる。素地は白

色の細粒子で、両面に淡灰白濁色の釉を施しているが、見込み部分を露胎としている (4号墓）。

7は型成形の小碗である（小碗 I類 2)。高台脇から丸みを持って立ち上がらせる。素地は白色の細粒子で、

白濁色の釉を口唇部以外に施釉して口禿げとしている (5号墓前トレ II)。

8も型成形の小碗である（小碗II類）。高台脇から丸みを持って立ち上がらせ、口縁部を微弱に外反させる。素

地は白色の細粒子で、白濁色の釉を口唇部以外に施釉し口禿げとする。高台内面には砂が付着(5号墓前トレ II)。

9は型成形の小杯（小杯 I類）。高台脇から丸みを持って立ち上がらせる。素地は白色の細粒子で、白濁色の

釉を畳付以外に施釉している。高台の両面には砂が付着する (1~ 4号墓散乱 3)。

10も型成形の小杯である（小杯 I類 a2)。高台脇から丸みを持って立ち上がらせる。素地は白色の細粒子で、

-275 -



白濁色の釉を全面に施釉している。畳付には砂が付着する (6・7号墓前散乱）。

11も小杯であるが、観轄成形か。口縁部を微弱に外反させる。素地は白色の細粒子で、白濁色の釉を両面に施

釉している (6号墓ー8内）。

12も型成形による小杯（小杯II類） 。高台脇から丸みを持って立ち上がらせ、口縁部を微弱に外反させている。

素地は白色の細粒子で、白濁色の釉を全面に施釉している。畳付には砂が付着している (6・7号墓前散乱）。

第 4節中国産色絵

中国産色絵の小杯が 1点のみ検出されている（第124図13)。型成形によるもので、高台脇から丸みを持って

立ち上がらせる。白濁色の釉を悦付以外に施している。外面胴部に花升文？を上絵付けにより描いている (4号

墓散乱）。

第 5節瑠璃釉

瑠璃釉の小杯が 1点のみ検出されている（第124図14)。型成形によるもので、高台脇から丸みを持って立ち

上がらせる 。素地は白色の細粒子で、外面に藍濁色の釉、内面には白濁色の釉を施している 。畳付には砂？が付

着している (1号墓ー10内）。

第 6節青花

ャッチのガマ周辺の墓から検出された青花は17点で、確認された器種としては、碗・小碗・小杯の 3つであっ

た。完品も含め、破片資料についても接合状況が良く、全形の窺える資料が多い。これらは17世紀後半から18世

紀前半に位置付けられる徳化窯や景徳鎮を生産地とするものと思われる資料である（第125図 1-10)。なお、

各分類は第 3部第 3章第 8節青花に対応する。

1は型成形の碗（碗 a4)。高台脇から丸みを持って立ち上がらせる。外面の口縁直下には欅文等を、胴下部

には芭蕉文を描いている。高台外面には 2本の圏線。内面に圏線等を描いている。呉須の発色は藍濁色を呈する。

白色の細粒子で淡灰白色の釉を畳付以外に施している。口禿げとなっている。畳付には砂が付着する (7号墓散

乱15)。

2は碗の底部片である（碗 b)。高台は低く、内削りは浅い。外面に呉須よる文様。白色の粗粒子で、淡灰白

濁色の釉を施すが、高台脇から畳付までを露胎とし、見込みを蛇の目釉禿ぎしている (6・7号墓前）。

3は小碗である（小碗 I類 1)。口縁直下に 2本の圏線と、構成不明な文様を描く。内面口縁匝下と見込みに

も圏線。素地は白色の微粒子で、白濁色の釉を両面に施している (1号墓散乱）。

4は型成形の小碗である（小碗 I類 2)。口縁部直下に欅文、胴下部に芭蕉文を描いている。素地は白色の細

粒子で、淡青白濁色の釉を畳付以外に施す。口禿げである (5号墓前トレ II)。

5も型成形の小碗である（小碗 I類 2)。外面有文。素地は白色の微粒子で白色の釉を畳付以外に施す。畳付

には砂が付着している (1号墓ー 9内）。

6は外反口縁の小碗である（小碗II類）。外面に圏線と花舟文、内面にも圏線を描いている。素地は白色の細

粒子で、白色の釉を両面に施している (6・7号墓前）。

7は小杯である（小杯Ila 2)。口縁部は微弱に外反する。外面口縁直下と腰に圏線を廻らせる。素地は白色

の細粒子で、淡灰白色の釉を畳付以外に施す。畳付には砂が付着する (6・7号墓前）。

8も小杯である（小杯IIa 2) 。口縁部は微弱に外反する。外面口縁直下と腰に圏線、胴部に渾文を描く 。素

地は白色の微粒子で、白色の釉を畳付以外に施す (6・7号墓前）。

9は型成形の小杯である（小杯IIa 3)。腰折状に角度を変えて立ち上がり、口縁部を微弱に外反させる。見

込みに圏線と山水文？を表している (4号墓ー11内）。

10も型成形の小杯である（小杯IIb 2)。腰折状に角度を変えて立ち上がらせる。外面有文で、見込みに圏線

を廻らせる (4号墓ー11内）。
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第 7節 中国産褐釉陶器

ャッチのガマ周辺の墓から検出された中国産褐釉陶器は 8点で、確認された壷のみであった。これらは世紀代

に位置付けられるものと思われる資料である（第126図1~4、第127図1・2)。なお、各分類は第 3部第 3章

第9節中国産褐釉陶器に対応する。

第126図 lは大型の壷である (I類 a大）。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変

えて立ち上がり口縁部へ移行する。口縁断面形は方形状を呈する。肩部には焼成時の積痕。内面には叩き痕。灰

褐色の粗粒子で、白色の鉱物を含む。暗茶褐色の釉 (4号墓ー 5)。

同図 2は中型の壷である (I類 a中）。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて

立ち上がり口縁部へ移行する。口縁断面形は方形状を呈する。肩部には焼成時の積痕。内外面には叩き痕。灰褐

色の粗粒子で、白色の鉱物を含む。暗茶褐色の釉 (4号墓ー 4、4号墓散乱 2)。

同図 3は小型の壷である (I類 b) 。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて立

ち上がり口縁部へ移行する。口縁断面形は三角形状を呈する。肩部には焼成時の積痕。内外面には叩き痕。燈褐

色の粗粒子で、白色の鉱物を含む。緑黄灰色の釉 (1号墓ー28)。

同図 4も小型の壷である (I類 b)。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて立

ち上がり口縁部へ移行する。口縁断面形は三角形状を呈する。肩部には叩き痕。燈褐色の粗粒子で、白色の鉱物

を含む。茶褐色の釉 (1~ 4号墓散乱 3、ヤッチ北側斜面）。

第127図 1も小型の壷である (I類 b)。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変え

て立ち上がり口縁部へ移行する。口縁断面形は三角形状を呈する。肩部には内外面に叩き痕。燈褐色の粗粒子で、

白色の鉱物を含む。黄緑色の釉 (1号墓ー28)。

同図 2は白釉陶器である (V類）。薄手で外面に白濁色の施柚するタイプ。底部から開き気味に立ち上がり、

肩部から強く内傾して角度を変えて立ち上がる。内面に叩き痕。燈褐色の粗粒子で、白色の鉱物を含む。外面に

白濁色、内面に茶褐色の釉 (1号墓ー 1)。

第 8節 タイ産褐釉陶器

ャッチのガマ周辺の墓から検出されたタイ産褐釉陶器は 5点で、確認された壷のみであった。これらはタイの

シーサッチャナライ窯等において生産されたものと思われる資料である（第127図3・4)。なお、各分類は第

3部第 3章第10節タイ産褐釉陶器に対応する。

第127図3は四耳壷である (I類 a)。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて

立ち上がり口縁部を大きく外反させる。肩部には 4つの横耳が付される。耳とその下部には沈線を廻らせる。赤

茶褐色の粗粒子で、白色の鉱物を含む。黒褐色の釉 (1号墓ー34) 。

同図 4は四耳壷である (I類 b) 。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて立ち

上がり口縁部を大きく外反させる。肩部には 4つの横耳が付される。頚下部には沈線を廻らせる。茶褐色の粗粒

子で、白色の鉱物を含む。黒褐色の釉 (7号墓ー33)。

第 9節 タイ産妬器

第3部第 3章第11節タイ産妬器と同タイプの資料であるが、小破片であることから割愛した。
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第10節本土産青磁

瓶の破片資料が2点得られているが、小破片であることから割愛した。

第11節本土産色絵

本土産色絵の碗 1点、瓶 1点得られているが、瓶は小破片であることから割愛した。

第128図1は、色絵の碗である。高台はやや高く、内削りは深い。高台から丸みを持って立ち上がる。素地は白

色の細粒子で、白色の釉を畳付以外に施している。口唇部は口錆とする。外面に花丼文等を上絵付けにより表し

ている (1~ 4号墓散乱 3、1号墓散乱）。

第12節本土産染付

本土産染付の碗・小碗・瓶の完形及び破片資料が20点得られている。小碗のみ固化した。なお、分類は第 3部

第3章第15本士産染付に対応する。

第128固2は、本土産染付の小碗である（小碗II類）。腰折状に角度を変えて立ち上がり、口縁部を微弱に外反

させる。外面に山水文を描き、腰と高台外面に囮線を廻らせる。高台内面には圏線と銘。素地は白色の細粒子で、

淡灰白色の釉を畳付以外に施す (5・6号墓間）。

第13節本土産印判手

本土産印判手で確認された器種は碗・小碗．皿の 3器種である。全て図化した（第128図3-8)。

3は型紙摺の碗で直口口縁タイプである。外面に圏線と花文等を表している。内面にも圏線が入る。素地は白

色の細粒子で、淡灰白色の釉を両面に施すが、見込みは露胎である (6. 7号墓前）。

4も型紙摺の碗で外反口縁タイプである。両面に文様を表すが判然としない。素地は白色の細粒子で、白色の

釉を両面に施す (9号墓）。

5も型紙摺の碗で底部資料である。外面に笹文や三角の連続文、圏線を表している。内面胴下部に圏線と見込

みに松• 竹・梅？が入る。素地は白色の細粒子で、白色の釉を両面に施すが、蛋付は露胎である (6. 7号墓前）。

6は小碗である。外反口縁である。外而胴部に呉須による文様を表す。素地は白色の細粒子で、白色の釉を両

面に施す (5号墓散乱）。

7も小碗である。旗口口縁。外面に銅版転写による文様。白色細粒子で、白色の釉を畳付以外に施す (9号墓）。

8は皿である。直口口縁タイプである。内面に銅版転写による花文等を表す。素地は白色の細粒子で、淡灰白

色の釉を畳付以外に施している。口唇部には鉄釉による口錆を施す (9号墓）。

第14節本土産陶器

本土産染付の碗．皿の完形及び破片資料が18点得られている。碗．皿1点すつのみ図化した。なお、分類は第

3部第 3章第17節本土産陶器に対応する。

第128図9は、碗の底部資料である（碗 I類）。高台は高く、内削りは深い。素地は淡黄白色の粗粒子で、黄

白色の釉を畳付以外に施している。全体に細かい貰入が入る (6. 7号墓前）。

同図10は皿の口縁破片資料である (I類orII類）。厚手で、外面には輛櫨痕が顕著である。素地は桃褐色の

粗粒子で黄灰褐色の釉を両面に施している。口唇部には鉄釉による口錆が施される (6. 7号墓前）。
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第15節沖縄産施釉陶器

ャッチのガマ周辺の墓から出土した器種は、瓶子、碗、小碗である。

瓶子は、 6・7号墓前から表採したスカート状高台の欠損した資料である。素地は灰白色の微粒子で、飴釉を

口縁内面から高台脇にかけて施釉する。口縁部は 2/3が欠損する。

碗は、 9号墓から検出したもので、黄白色の細粒子に白化粧・透明釉を施釉した胴郊資料である。

小碗は、 6・7号墓前から表採した、灰白色の微粒子に灰釉を施した口縁部資料である。粗い貰入が入る。

第16節沖縄産無釉陶器

器種は、壷、甕である。それぞれの器種を器形により、先述の第 3部第 3章第19節のとおりに分類し、個々の

特徴については観察表に呈示した。ここでは特徴的なものを図示した。

壷（第129図 1, 2) 

(1) は三耳壷で、器の最大径は肩部にあり頚部でストレートに立ち上がり、口縁部を折り曲げて肥厚させる

ものである。 (II類一 bーい）に分類されるものであるが、窯の異常高温のため、素地はスポンジ状にふくれ

て、器形にゆがみが生じる。

(2) は頚部下に 2条の圏線を施し、肩部にやや張りがあるもの。頚部でストレートに立ち上がり口縁部は直

角に折れ曲がるもので、 (III類一 b―え）に分類されるものである。

甕（第129図3~ 5) 

(3) は口縁部の断面形が四角形を呈し、肩部に 1条の圏線と縄目文を施すもので、皿類に分類されるもので

ある。

(4) はIII類に分類可能と思われるが、頚部が短く、口縁部は貼付けによりつくられるものである。

(5) は無頚のため口縁部の形状がミ角形になるもので、 W類に分類されるものである。縄目文を施した際の

指痕が肩部内面に巡る。

第34表 沖縄産無釉陶器観察一覧

口径
素地

挿図
番号 器種 分類 部位 器高

器色（外面） 調整・文様などの特徴 出上地
図版 底径

(cm) 
器色（内面）

口縁部 19.5 極暗赤褐色
素地は焼そんじによりスポンジ状

1 II 類—b—い ～ 56.8 極賠褐色
の黒灰色に変化。肩部に 2条の圏

7号墓ー28
底部 16.2 暗赤褐色

線。耳の貼付面は蝶形。窯印は葉
をモチーフ。

I 亜_L  

胴部 14.2 鈍赤褐色 素地にマンガン粒• 石英粒が混入。
2 III 類—b—え ～ 31. 8 橙色 口縁部・胴部の一部に自然釉。ロ 9号墓

底部 13.8 橙色 縁部がやや磨耗する。

第129図
35.0 賠赤褐色

素地に砂粒・石英粒が混入。 2条
3 完形 47.0 鈍赤褐色 6号墓—23

図版76
25.9 暗赤褐色

の圏線と縄目文。

＇ III類

口縁部 27.0 赤褐色 素地に細砂が混入。口縁部の外周
4 甕 ～ 30.2 極暗赤褐色 部は貼付け？口径に対して器高は 7号墓—30

底部 16.4 黒褐色 低い。
， 

口縁部 22.2 暗赤褐色
素地に細砂が混入。口縁部下に溶

5 w類 ～ 37.4 鈍赤褐色
着痕。肩部内面に縄目文を施した

7号墓—25
底部 18. 7 暗赤褐色

際の指痕が巡る。口唇部に窯道具
跡。
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第17節煙管

第130図 1は、青鋼製の吸口である。吸口の部分が細く伸びるタイプである。吸口径0.4cm、接続部径0.9cm、

長さ7.2cm、重さ6.6g。 1号墓17内より検出。

第18節 その他の金属製品

22点が得られた。調度品の金具 と思われるものが16点と最も 多く 、他に指輪や薬英などが得られた。調度品の

金具の中でも引手金具が7点と多い。薬英は2点得られ、米軍製と思われる。殆どが鉄製だが、 3点ほど銅製と思

われるものもある。

得られた22点中、 10点を第130図2-11に示し、個々の詳細は観察一覧（第35表） に記載する。

第35表 その他の金属製品観察一覧

挿図 番 完

図版 号
種類 観 察 事 項 素材 出土地

破
引手金具と思われる。全体に錯が入り膨らむ。錆のため直径 3cmの策が台に接着する。台には 2号基

2 破 5弁の花状の薄い飾りが取り付けられている。長さ3.3cm、幅3.3cm、高さ2.6cm、重さ 118 gを 鉄 人骨集
計る。 中部2

＇ 
引手金具などの取り付け金具で、同図2の取り付け金具と同様のものと思われる。全体に赤錯が 2号 墓

3 破 付着。脚部に対し頭部が少しねじれる。頭部の幅は0.62cm、内径は0.6cm。頭と脚の間は平たく、 鉄 人骨集
あまり錆も見られない。長さ 3cm、輪の直径1.39cm、重さ3.6 g。 中部l

引手金具と思われる。右側の湾曲した部分には金具が接着する。取っ 手中央部は断面がほぽ円 2号 基
4 完 形だが、 金具の取 り付け部分付近は平たくなり方形を呈する。全面錯のため膨らみ、 一部石灰 鉄 人骨集

が付着。全長12.5cm、幅3.9cm、中央部直径0.6cm、重さ22.6 g。 中部2

引手金具の一部と思われる。全面に錆が生じ、 一部石灰が付着する。全形は同図4と同様になる 2号墓
5 破

と思われる。取り付け金具が錯で接着し固定する。取り付け金具には破損しているが約0.8mmの
鉄 人骨集

調度品 薄い板が一枚見られる。おそらく同図1の様な花形の飾りが付いていたのであろう。全長3.4cm、
中部2

の金具
幅4.3cm、断面部直径06cm、重さ9.Sg。

第130図
飾り金具と思われる。横の中心ラインに取り付けのための3-4n1111の小1しが3つ並ぶ。留め具が 2号墓

6 破 上部に一つ、両サイドに二つ残る。表面は裏から裏打ちされ、緑取りと、内面に文様が描かれ 鉄 人骨集
図版75 る様である。残存横幅9.1cm、縦幅4.9cm、厚さ0.6-0. 85mm、重さ9.3 g。 中部2

飾り金具の一部と思われる。全体的に錆が入り、若干変形する。右端にある径 5mmの孔は、表
2号墓

7 破 鉄 人骨集
から打ち込まれた感がある。残存長さ4.6cm、幅2.2-1. 8cm、厚さ1.8mm、重さ5.7 g。

中部1

錠と思われる。緩く曲が り変形する 。全体的に錆が生じ、裏面は錆膨れが激しく 2~5岡の小石 2号 墓

8 完 が多数付倍する。取り付けのための孔と鍵掛けのための孔は錆で殆どが埋まる。全長7.4cm、幅 鉄 人骨集
1. 8cm、厚さ 3mm、重さ21.7 g。 中部2

＇ ， 完
鋲とも考えられるが、孔の大きさが径2mmと小さいため、判然としない。表裏面とも肖錯が生じ

銅
4号墓—

ているが、保存状態は良い。匝径2.95cm、高さ 4mn1、厚さ0.9mm、重さ5.9g。 11内

10 指輪 完
指輪。合わせ目は里なっておらず約0.7n1111開く。全体に赤・青錯が生じる。文様は見られない。

銅？
4号墓—

直径1.7 ~ 1. 9cm、幅5.3~5. 9nm1、厚さ0.5呻、厘さ1.2 g。 8内

11 栄→穴サ 完 薬英。縦9.95cm、幅2.05cm、口径1.4cm、重さ52.3 g。
5号墓
前表採

第19節箸

花形カンザシが1点得られた。頭部の花形と竿部がはずれた状態で出上し、竿部の長さは約8cm。 1号墓 4内の

検出。ャッチのガマで出土している第102圏1の花形カンザシとサイズ的にほぽ同じになると考えられる。

第20節釘

破片も含めて32点の鉄釘が得られた。その内の4点ほどは全形が伺えるが、他は破片である。全て錆化が著し

く、錆膨れやヒビが生じ状態は悪い。サイズは破損していないもので、 3.5-5cmを計り、破損しているものの中

にはそれより多少長くなると思われるものもある。得られた殆どが角釘で、 1点のみ丸釘と思われるものが確認

できる。 1号墓から21点、 2号墓から5点、 4号墓から2点、 7号墓から3点、 8号墓から 1点の出士である。
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第21節石器

今匝の調査により得られた石器は敲石 2点で、磨石の用途を想定させるような磨面を有すものも、これに含め

た。以下、個々の特徴についてを記述する。

第131図 lは、楕円状を呈す大型の礫を利用した敲石である。重量があるため、片手では扱いにくい。両側面

及び上下端に敲打痕を有し、一部は使用による衝撃からか大きく破損している。裏面の平坦面はツルツルとした

磨面を呈しており、麿石としての用途が窺える。長さ18cm、輻12.1cm、厚さ9.4cmを測り、重さは3,070gである。

石質は安山岩で、 1号墓よりの表採資料である。

同図 2は、平面観が隅丸の逆三角形状を呈する礫を利用した、敲石である。上下端は敲打により面を形成し、

特に上端部には使用による剥離も見受けられる。戸辺のうち一辺にも敲打痕を有している。また、三面のうち一

面は形状から磨石の用途も考えられる。長さ9.8cm、幅7.4cm、厚さ6.1cmを測り、重さは660gである。石質は安

山岩で、 6・7号墓前よりの表採資料である。

゜
10cm 

第131図石器
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第22節香炉

第132図 1は、サンゴ製の香炉である。わずかにノミ痕が残るが、丁寧な仕上げである。上面に方形の孔を穿っ

ている。 一端が破損しており、別のサンゴ石灰岩で補っている。 4脚をなす。高さ14.6cm、幅16.4cm、奥行き 12.9
cm、重さ2,740gである。 1号墓前より採集。

第23節木製品

第132図2・3、巻頭図版 9である。

同図 2・3はボタン状の木製品である。 1は円形、 2は楕円形をなす。 1は直径5.6cm、厚さ1.1cmである。 2
は長軸6.9cm、短軸5.2cm、厚さ2.1cmである。何らかの部品であると思われるが、何に伴うものか不明。 1は1号
墓18内から、 2は1号墓35内からの検出である。

巻頭図版9は椀の底部である。 2号墓35内からの検出で、ヤコウガイ製匙が伴っていた。内底面には巴文を施

す。内部からは沈金を施した漆の剥片が得られたことから、朱漆の地に沈金を施した小椀と思われる。さらに外

底面には墨書による文字がみられるが、判然としない。底径2.3cm。

第24節貝製品

ヤコウガイ製の匙は 2点出土している。第132図4は完形で、 5は破損品である。 4の柄は魚形 (A)注1の柄

で背面を利用している。 2号墓35の土器（宮古式土器）の中から前述の漆椀（巻頭図版9) と共伴して出土して

いる。ヤコウガイ匙の用途や副葬事例の面からも貴重な資料である。 5は若干、殻の大きいものを用い、破損面

の状況から 2次加工の可能性も考えられる。 （製品の詳細はヤッチのガマの観察一覧にまとめて示した。）

注 1. ャッチのガマの貝製品の項参照。
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図版
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図版66 調査状況 1 1 . 1号恐厨子配置状況 2. 同遠摂 3. liil人骨集中部 4. IBJ取り上げ後 5. 同サンゴジャリ

6. 2号塾厨子配置；恥兄 7. 2号翠取り上げ後 8. 2号塾人骨集中部 l
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図版67 調査状況 2 1. 2号墓人骨集中部 2 2. 同取り上げ後 3. 同南側石積 4. 3号墓厨子配置状況

5. 4号墓厨子配置状況 6. 5号墓厨子配置状況 7. 6号墓厨子配置状況 8. 7号墓厨子配置状況
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図版68 調査状況 3 1. 8号墓 2. 同内 3. 5 -8号墓遠景 4. 9号墓厨子配置状況 5. 小碗検出

6. 8号墓内の厨子 7. 納骨状況 8. 転用品のおとし蓋
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図版72 上：厨子 5 下右：厨子6
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図版74 上 ：中国産褐釉陶器 1 下：中国産褐釉陶器 2. タイ産褐釉陶器
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第 5部 カンジン原古墓群
ーその他の墓 ・チャラのクブ・カンジン原遣跡一

第 1章調査の概要

カンジン原内のその他の墓は、調査日程の都合で踏壺による分布調壺が主体となった。墓の多くが崖沿いに分

布している。墓の番号は農水部の行った水没物件番号に準じた。ここでは 1~20番代を I地区、 30~60番代を II

地区、 70~80番代を皿地区、 90~120番代を W地区、 130番代を V地区とする。

墓の分布状況には偏りがみられることから、地区分けが可能である。地区によって、破風墓・亀甲墓が中心に

なる地区、崖の窪みを利用した墓が中心になる地区があり、前者は集落寄りのIII・N地区、後者は集落から離れ

た I・II地区である。 V地区は破風墓 ・亀甲墓が主であるが、集落から最も離れた地区である。

調査はチャラのクブを中心に行った。平成11年度の試掘調査で後期士器を含んだ包含層を確認したため、平板

測誠を実施後、前回の調査区を拡大して調企した。結果、明確な包含層とみるよりも、上部からの流れ込みの土

が堆積したものと考えられた。

調査中、庸壁の際に不時発見として墓 1基（図版79-1) 、ヤギ埋葬？（同 2) を確認したため、厨子、ヤギ

骨の取り上げを行なった。また、工事に係る墓の移転に伴う調査を行った。

第 2章遺構

前章で述べたとおり、地区により墓の形態が異なる。内部に残されていた厨子から考えると、ボージャー厨子

などの古手の厨子は I・II地区およびW地区の一部に、上焼家形などの新しいタイプの厨子は皿 ・N地区に多い

ことから、当初は集落から離れた場所に墓を設けていたものが次第に集落近くへ移動してきたことが分かる。大

型の亀甲・破風墓はW地区 (110~120番代）に多くみられる。

チャラのクブではヤッチのガマと同じく洞穴開口部に石積みを巡らせ墓域としている（第134回）。石積みは

高さが約 lm、長軸が10m、短軸が Smの長方形をなしている。石積み内部は 1段高く設け、ほとんどの厨子は

段上に配置されている。入口付近にも lm四方の小区画があり散乱人骨がある。サンゴジャリを敷いた部分が2
ヶ所確認できた。移転のタイミングが合わなかったため、厨子の調査を行うことはできなかった。納骨堂へ移転。

チャラのクブ以外でも調査を行うことができた。まず、所有者である盛吉秀雄氏のご厚意により地区内 II地区

に所在する「大太（おほたい、ウフタイ）の墓」の調査を行った（図版78-5)。型式は掘込み墓、正面を石灰

岩の切石で覆っている 。内部は棚はなく、フラットな状態である。厨子はボージャー厨子、マンガン掛け厨子が

各1基で、銘書はなかったものの、マンガン掛け厨子には家判(+- ?)と思われる記号を記していた。また、

マンガン掛け厨子には底に拳大の石灰岩が10個入れられていた。調査後は地区外へ移転した。

次いで、同じく盛吉氏のご厚意で地区外にある「シナグラヤーの墓Jを調査した。地下ダムからの導水管敷設

工事に伴うもので、久米島自然文化センターの上江;州均館長からご協力を頂いた。伝承ではシナグラヤーという

人物の墓で、上江洲氏によれば『おもろさうし』巻二十一「くめの二間切おもろ御さうし」に現れる「しのくり

ゃ」という西銘の神女ではないか、とのことであった（「日本思想大系J18「おもろさうし」のおもろ通し番号

1497)。型式は石灰岩の小洞穴を用いた岩陰利用墓で、正面は石灰岩で閉じている。内部は正面、両脇に石灰岩

の切石による棚を設け、厨子は棚上に配している。棚と床には砕いた石灰礫を敷き詰めている。壁は空間を埋め

るために人頭大の石灰岩を積んでいる。厨子は15点で、ボージャー厨子13点、マンガン掛け厨子 2点であった。

銘書のある厨子はなかった。特異なものを図版79にあげた。 7はボージャー厨子で、東風平町所在の八重瀬古墓

（城間2000) に似る。身に対して蓋が大きく、撮みがはずれるようになっている。身は突帯による区画があり、

法師像が2体、眉の下に蓮華文を刻んでいる。内部からは秤、指輪が得られた。 5 (左から 2番目）はボージャー

厨子で、大ぶりの眉である。文様は第121図 5に似る。 6はマンガン掛け厨子で、屋門は小振り。文様は口縁部

などに四角のスタンプ文、頸部には貼り付けの花唐草文と沈線の瑞雲文。蓋はボージャー厨子の蓋と同じであり、

別個体の蓋の可能性がある。また、底に石を入れた厨子が 5例あった。地区外へ移転。

墓以外の遺構では、畑の跡および畑の区画と思われる石列や土留めの石積みを確認した。また、カンジン原付

近に屋取集落があったと聞く。
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第134図 チャラのクブ（平面図）

第 3章遺物

ここでは、その他の墓、チャラのクブ、カンジン原遺跡をまとめて扱った。うちチャラのクブ、カンジン原遣

跡からは後期上器などの先史遺物が得られた。厨子以外の壺．鉢などの陶磁器は転用品として用いられたもので

あろう。

第 1節 厨 子

ャッチのガマ・カンジン原古墓群（ヤッチのガマ周辺）と同様に多くの厨子が得られている。先に述べたよう

に新しい墓も多いため、施釉家形など新しい時期の厨子が若干みられる。ここに関しては移転済みの墓が多く、

本来は更に多い厨子があったと考えられる。ボージャー厨子はヤッチのガマなどと大差はないが、マンガン掛け

厨子には庇付きや形の崩れたものがみられバリエーションが比較的豊富である。銘書は少なくはとんどは新しい

紀年銘で、マンガン掛け厨子にみられた。家形には「久米島行」と記された例が複数あり、沖縄本島から久米島

へ運ばれた際に記されたのであろう。

家形は上焼がまとまって得られた。第135図で重ね焼きのための突起を有する、いわゆる「ツノ型」のタイプ

で全面にコバルト釉などを施すものである。赤焼の家形はチャラのクブにみられる（納骨堂へ納めた）。

ボージャー厨子は全体的にみて中型が主体である。また、眉の形成がルーズなものが多く、粗造であるといえ

る。ここでは特徴的なものをあげた。第136図3・4は、肩部の浮文、胴部の区画文がカンジン原古墓群の第119
図4、第120図3・4の折衷的なつくりである。第138図3はボージャー厨子的な雰囲気を持つが、器形は甕に近

い。同図 4・5は口縁肥厚部を方形につくるものである。

文様は他の例と同じく沈線による蓮華文を施すものが主体をなす。第137図 1のように法師の貼り付けを施す

ものがあり、同図 4の人物？の顔を貼り付けた例がある。

マンガン掛け厨子は80cm超の大型（第144図3・4)のものから、 30cm程度の小型（第143図 7) のものまでみ

られ、器形ともにバリエーションが豊富である。第143図5・6はマンガン釉を施さない無釉のものである。頸

部の屈曲は直角的に折れるタイプよりも曲線的なものが目立つ。第142図 6のように頸部を形成しない樽形の器

形のものがみられる。庇付きのタイプ（第144図）も得られた。

文様は沈線によるものが大半を占め、新しい紀年銘をもつものはど施文が簡略化されている（第143図）。ま

た、屋門の形態も様々で、文様と同じく新しい紀年銘をもつものは雑なっくりになっている。

転用品は沖縄産陶器・褐釉陶器を使用したものが得られている。土器は宮古式土器が 1点のみである。
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第36表 a 厨子観察一覧

闘け1出土地'2-1贔I*分類分1,[、分類 I喜，a
計測値(Cm)

b I C I d e
 

観察事項（器形・文様など） 銘書・判 孔

第135図

図版80

A
 

蓋 I37. 0 

スイボッ I不明 I家形（上焼）

ー
光
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午
九
／
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四

道
／
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拾
妻
方
正
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／
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月

拾

月

骸
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嶺
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J

鉢

丑

光
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／

と

脩

釦

r己
道

申

骨

ま

林

轄

に
年
／
戊
洗
か

／

卯

緑

九

骨

パ
に
は
ド
男
年

ょ
t

)

 ．
 

付貼
す゚

。
施を
プィ

様
タ
文

の
な

型

多
ノ
雑

ツ
る

4
 

8
 

3
 

-
9
 

7ー4
 

8
 

4
 

4
 

＇ 

2
 

A
 

身 I46. 7 I 32. 3 I 45. 0 I 36. 5 I 27. 5 
内面に f大正八年／洗
骨」の銘書。

I 2 

l Iスイボツ I39 Iボージャ ー B-I -1 身 I21. 6 I 4 7. 4 I 34. o , — 5
 

第136図

図版81

2 Iスイボツ I不明 Iポージャー B-I -1 身 I25. o I 57. 9 I 21. 5 , ― 

泥ぐすりを施す。眉の上下
ー，に沈線を施し、屋根、床？

を足す。蓮華文 l対。

泥ぐすりを施す。大柄な眉
_,  で、蓮華文 1対。やや歪に

なっている。
6
 

3
 

29 I -A-a 蓋 17.9117.0 135.7• ― ー ，突帯と蓮華文。 ／
 

‘, 

〗スイボツ［〗ボー ジャー
k
 突常区画内に法師と蓮華文。

B-I -2 I身 I32. 6 I so. s I 26. 4 I - I - I頸部に貼付の牡丹唐草文。
口緑肥厚部は三角形。

12 

1 Iスイポツ I13 ボージャ ー B-I -l 身 I32. 8 I 62. 5 I 24. o _
1
 

:::~ エニに ボージャー B-I -I 身I29. 3 I 55. 3 I 22. 5 

眉の上に玉飾り。突帯区画
内に法師、背面に大柄な蓮
華文。

頸部に花（牡丹？） 唐草文。
眉とその内部に沈線。 5

 

3 Iスイボツ I35 ポージャ ー B-I -1 身 I28. 0 I 57. 4 I 22. l 
眉の位置がやや高い。 オモ
ダカ文。

|「六七」の判。 3
 

4 Iスイボッ I53 Iポージャ ー I B-I -3 I身I3o. o I 45. 6 I 23. 3 I - I - I眉の上に玉飾り（人物？） 。1「弐八」の判。 5
 

口径・胴径・底径がほどん
1 Iスイポッ I40 Iボージャー I B-I -3 I身 l23.3l36.6ll7.8I - I - Iど同じ。口緑肥厚部は形成 1 「六」の判。

しない。
3
 

2 Iスイボッ Is Iホージャ― I B-I -3 I身 I27. o I 49. s I 23. s I - I - I焼成時に歪んだと思われる。 1「十六」の判。 4
 

第138図
図版s3I 3 Iスイボッ I130 Iボージャー I B-I -4 身 I3o. 5 I 4s. 9 I 21. s I - I - I 

水甕のような器形。頸部を
くびれさせる。 4

 

4 Iスイボッ I不明 Iボージャ ― I B-I -4 I身 l29.2lso.9l23.ol- I - I口緑肥厚部を方形に形成。 1「一」の判？ 5
 

5 Iスイボッ I96 ポージャ ー B-I -4 身 I27.2146.5 I 22.2 
口縁肥厚部を方形に形成。 一
花のスタンプ文。

|「-」の判。 5
 

I Iスイボツ I66 マンガン 8-Il 身 I32. 5 I 58. 4 I 25. o, -

第139図l
2 Iスイボツ I不明

図版84

マンガン B-II 身 I31.4164.1 I 23.9, — 

屋門は唐破風形。口縁肥厚
ー 1部は方形。貼付の蓮華文・

法師と沈線の蓮葉文。

屋門は唐破風形。口縁肥厚
ー I部は三角形。貼付の蓮華文

と法師。

5
 

6
 

3 Iスイボッ I不明 マンガン B-Il 身 I27. 7 I 54. 5 I 22. 6 

4 Iスイポッ I99 マンガン B-Il 身 I25. 2 I 33. o I 18. 3 

屋門は唐破風形。口緑肥厚
部は三角形。貼付の蓮華文。

屋門は唐破風形。口縁肥厚
部は薄い。貼付の蓮華文。

5
 

14 

I Iスイボッ I21 マンガン B-Il 身 I35. 5 I 67. 9 I 25. 7 • -

第140図I2 Iスイボツ I2s 
図版85

3 Iスイボツ I37 

マンガン

マンガン

25 

B-Il 身J30.5l54.0l22.4, — 

B-Il 身 I28. l I 55. 3 I 22. 4 • -

ー 悶宣言温慶~I銘害？
屋門は唐破風形で、内部に

ー，沈線。口緑肥厚部は三角形。

沈線による蓮華文。

屋門はアーチ形。口縁肥厚
ー，部は三角形。沈線による蓮

華文。

15 

12 
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第36表 b 厨子観察一覧

悶 番 出土地 墓 分類
位部

計測値(Cm)
でにこ’’ 、占，．． 釆田万ロ

大分類 小分類 a b d 
観察事項（器形・文様など） 銘書・判 孔

C e 

l 

゜
蓋 12.2 16. 2 30. 2 

「赤頭／天久にや／（以I/ I 
下、不詳）」の銘書。

スイボッ 不明 マンガン 屋門はアーチ形で周囲に玉飾
2 B-Il 身 29.0 53. 8 20.0 ー り。口縁肥厚部は三角形。沈 12 

線による蓮華文。

第141図
3 Il 蓋 17.l 16.4 31. 7 I/ I 

図版85 スイポッ 不明 マンガン 屋門はアーチ形で上部に貼付
4 B-Il 身 29.3 53. 5 21. 7 文。口縁肥厚部はバチ形。沈 7 

線による蓮華文。

屋門はアーチ形で上下に獅子、
5 スイポッ 不明 マンガン 8-11 身 28.6 52. 9 21. I 内部に法師。口縁肥厚部は三 6 

角形。沈線による蓮華文。

屋門 は沈線によるアーチ形。

l スイボッ 不明 マンガン B-11 身 22.l 44. 6 18. 0 
口緑肥厚部はバチ形。沈線に

7 
よる蓮華文。粘土塊を貼付け
3脚をなす。

2 
「前村渠太郎／前村渠二

I lJ 蓋 9.5 IO. 9 21. 9 - 郎／大正十一年／七月十

＇ スイボッ 不明 マンガン
日洗骨仕」の銘書。

屋門は沈線による唐破風形。
3 B-II 身 22.1 33. 9 13.6 口緑肥厚部は三角形。沈線に 11 

第142図
よる蓮華文。

図版86 屋門は沈線による唐破風形と

4 スイポッ 20 マンガン 8-Il 身 19.5 37. 2 15. 6 
思われる。口縁肥厚部はバチ

12 
形。沈線による蓮華文。粘士
塊を貼付け 3脚をなす。

5 
「明治四十一年戊申一月I II-b 蓋 9.5 19. 6 蓋・身とも焼きが蒻い。 十日卒□□享／仲村渠昌

スイポッ 7 マンガン
清長女カメ子」の銘書。

， 

樽形の器形。屋門は柱のみで、
6 B-Il 身 19. 3 30. 6 16. 8 口緑肥厚部は弱い三角形。沈 6 

線による蓮華文。

「昭和十九年九月十七日死去

I l 
ス／享年二歳／中村泰子／昭

11 蓋 12. 7 14. 2 26. l 角張った器形。 和二十年八月十八B死去ス／

享年三十七歳／中村昌尚」の

スイポッ 不明 マンガン
銘害。

内側に「昭和十九年九月十

2 屋門 はアーチ形。口縁肥厚部
七日死去ス／享年二歳／中

B-II 身 26.2 58.0 l9. 7 村泰子／昭和二十年八月十 14 
の発達は弱い。胴部は無文。

八日死去ス／享年三十七歳

／中村昌尚」の銘書。

3 II 蓋 14. 3 12.3 27. 9 
蓋・身ともガラス質の釉。宝 I 珠は潰れる。

＇ 第143図 スイポッ 不明 マンガン

図版87 4 B-II 身 28.9 59. 4 20 4 
屋門はアーチ形。口緑肥厚部

6 
は弱い三角形。胴部は無文。

5 ポージャー
蓋・身とも無釉で焼きが弱い。

「昭和十八年四月二十五

I I -A-b 蓋 12. 7 29 5 日死去ス／享年六十七歳
ポージャー厨子のような蓋。

／仲村渠昌口」の銘杏。
I 

スイポッ 不明
内側に「昭和十八年四月

G マンガン B-II 身 28.] 50. 3 22. 9 
屋門はアーチ形。口緑肥厚部 二十五日□□□ （死去ス）

8 
は形成しない。胴部は無文。 ／享年六十七歳／仲村渠

昌口」の銘書。

7 スイポッ 21 マンガン B-I 身 15. 4 21. 6 10.1 
屋門はなし。口緑肥厚部の形

5 
成は弱い。 i皮状文のみ。

I II 蓋 11. 0 16. l 28.2 庇付き。下り棟に獅子。 I/ I スイポッ 不明 マンガン

2 B-Il 身 28. 0 55. 8 21. 7 
庇付き。大柄な龍文などの貼

18 
付。

第144図 「前村智輝／昭和四五年八

I 図版86 蓋・身ともガラス質の釉。庇
月十六日／享年七十五オ／

3 ロ 蓋 14.5 18.7 32. 5 前村ウシャ／昭和五0年七

スイポッ 不明 マンガン
付きで下り棟に獅子。

月八日／享年八十五オ」の

I 
銘告（マジ・ノク書き）。

4 B-II 身 32. 3 73.5 23. 3 
庇付き。大柄な龍文などの貼

l2 
付。
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第136図厨子2

-311-



;:: 

II 

II 

4
 

3
 ゜

40cm 

第137図厨子3

-312-



\
~

II 

2
 

II 

3
 

＼＼ 

ロ
II

11
11-1
"
 

5
 4

 

゜
40cm 

第138図厨子4

-313 -



’‘ 

,、

4
 

3
 

゜
40cm 

第139図厨子 5

-314 -



40cm 

第140図厨子6

-315 -



～` 
. --

令ト姿

! I 

3
 

2
 

4
 

,, 

5
 

゜
40cm 

第141図厨子 7

~316 -



ぅ
'

で
ふ

'

＊
 ，
 

?
、`

＊費

9
ズ

.＊
 

2
 2

 

3
 

夕

6
 ゜

40cm 

第142図厨子8

-317 -



g
e

エ↑

遍“ふ
{

t＂
ふ
r

み
｀
＜、
I

即が.::.埒1'-lf'i,'-0 ftふ
享和＋澤

叩樗，奇 ：` , .. 
-坦-

a
ゴ
峠
｀
や
/

l

:

11

9

土ヤー

土

ニ
ロ

, , 

4
 

競や< ... ギ..,fl吐~.s和わ
ヲ I t七仇

付tt~

．`
 

ャ長

／

り

ぱ鴫
母
た
ウ

念

ウ
5
 

7
 

6
 

゜
40cm 

第143図厨子9

-318 -



口言

y
/
 

み
4

令
．
ク

？
が

、4やぶ
/

ふ
f

． 
..,::;-, 

';..'i?' 

姦念ぷi
~~ 

ふ`と,,_,.,i,,~ ~"" ,1 

皐

゜
40cm 

第144図厨子10

-319 -



第 2節青花

碗・小碗の破片資料が3点得られているが、小破片であることから割愛した。

第 3節中国産色絵

中国産色絵の破片資料が2点のみ検出されている。いずれも図化した（第145図 1. 2)。

1は碗の胴部片か。 素地は白色の細粒子で、 白濁色の釉を両面に施している。外面胴部に松文？を上絵付けによ

り描いている（チャラのクブII)。

2は小杯である。外反口縁である。素地は白色の微粒子で灰白濁色の釉を両面に施している。外面に蛸唐草を

上絵付けにより表している（チャラのクブ I)。

第 4節鉄釉磁器

鉄釉磁器の杯の破片資料が 1点のみ得られている。

第145図3は口縁部から高台脇までの破片資料である。口縁部を微弱に外反させている。 素地は白色の微粒子

で、外面に鉄釉、内面に白釉を施している（チャラのクプTP 2)。

第 5節本土産染付

本士産染付は今回図化する器種不明の口縁は片資料と瓶の胴部・底部片が合計4点得られているが、瓶につい

ては小破片であることから割愛した。

第145図4は器種不明の口縁破片資料である。皿が想定されるところである。外側に大きく開くタイプで、素

地は白色の微粒子である。内面には呉須による濃みを加えている（チャラのクブ I)。

第 6節本土産印判手

本土産印判手については、型紙摺の碗の口縁破片資料が 1点得られているのみである。

第145図5は直口口縁タイプの碗で、外面に笹文、内面に圏線を表している。素地は白色の微粒子で、淡灰白

色の釉を両面に施している（カンジン原遺跡）。

第 7節本土産陶器

本士産陶器については、碗．瓶・壷の完形もしくは破片資料が6点確認されているが、今回は碗1点、壷l点を

図化し、瓶の破片資料については小破片であることから割愛した。

第145図6は碗である。高台は低く、内削りは浅めである。 直口口縁タ イプ。外面には輔轄痕が人る。素地は

白色の細粒子で、黄灰濁色の釉を畳付以外に施す（墓番号不明）。

第146図 1は壷の底部資料である。当初、第 3部第 3章第 9節中国産褐釉陶器の分類VI類としていたもので、

後に薩摩焼の壷であるとされた資料と同タイプの資料である。全体の成形は同一であるが、外底に貝 Hは観察で

きない（墓番号不明）。

第 8節後期土器

チャラのクブから出土した。ほとんどが細片で全形を うかがうことのできる資料はない。いずれも砂泥質の胎

土で、ヤッチのガマで得られた後期土器と同じく大当原式に属すると思われる。第145図7は口縁部、 8・9は

底部で、 8は丸底状をなす。いずれも器面が粗れているため、器面調整は不明。

カンジン原遺跡からはグスク土器と思われる細片が得られている。図等は省略した。

第 9節類須恵器

第145図10でカンジン原遺跡からの表採である。壺の口縁部で、口唇端部をわずかにくぽませる。

第10節 その他の金属製品

第145図11は鉄鎌の刃先と思われる。怠青が付着し、断面も判然としない。長さ3.1cm、幅2cm、厚さ4mm、重さ4.1
gを計る。チャラのクブ遺跡TP 1 I層出土。
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第11節 中国産褐釉陶器

カンジン原古墓群ー地区内その他の墓ーより得られた中国産褐釉陶器は壷のみで、特徴的な 3点の資料を図化

した（第146図2~ 4)。なお、各分類は第 3部第 3章第 9節中国産褐釉陶器に対応する。

2は大型の壷である (I類 a大）。底部から開き気味に立ち上がる。全体に観轄痕が明瞭である。素地は灰褐

色の粗粒子で、白色の鉱物を含む。暗茶褐色の釉を施している（墓番号 5-1、156)。

3は小型の壷である (I類 b)。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて立ち上

がり口縁部へ移行する。全体に輛轄痕が明瞭である。素地は桃褐色の粗粒子。茶褐色の釉を施している（墓番号

不明）。

4はカンジン原古墓群一帯において1点のみ確認されたタイプである。 W類として分類した。底部から開き気

味に立ち上がり、 「く」の字状に角度を変えて立ち上がり、口縁部へと移行する。口縁部には丸みを持った肥厚

帯を有する。全体に輔櫨痕が明瞭である。素地は灰色の粗粒子。茶褐色を施している（墓番号 2) 。

第12節 タイ産褐釉陶器

カンジン原古墓群ー地区内その他の墓ーより得られたタイ産褐釉陶器は壷のみで、特徴的な 3点の資料を図化

した（第146図5~ 7)。なお、各分類は第 3部第 3章第10節タイ産褐釉陶器に対応する。

5は小型の壷である (I類 a) 。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて立ち上

がり口縁部へ移行する。口縁部を大きく外反させる。全体に輛轄痕が明瞭である。素地は灰紫色粗粒子。白色鉱

物を含む。黒褐色の釉を外面に施している（墓番号39)。

6は大型の壷である (II類 a) 。底部から開き気味に立ち上がり、肩部から強く内傾して角度を変えて立ち上

がり口縁部へ移行する。口縁部を大きく外反させる。全体に輛輯痕が明瞭である。素地は赤茶色粗粒子。白色鉱

物を含む。黄灰褐色の釉を外面に施している（墓番号78)。

4はカンジン原古墓群一帯において1点のみ確認されたタイプである。皿類として分類した。底部から開き気

味に立ち上がり、 「く」の字状に角度を変えて立ち上がり、口縁部へと移行する。全体に輛轄痕が明瞭である。

素地は灰紫色粗粒子で、白色鉱物を含む。外面に黒褐色を施している（墓番号54)。

第13節沖縄産施釉陶器

（第147圏 1, 2) は縦耳の四耳壷で、沖縄で「アンダーガー

ミ」とよばれるものである。胴下位が膨らみ、頚部は内湾ぎみに

たちあがり、口縁部を三角形に肥厚させる器形である。

(1)は、淡黄色の微細な素地に白化粧を施し、飴釉を口唇部、

内底面をのぞき施釉する。文様は胴上位に 2条の圏線と胴下位に

鉤目を施す。内底面にアルミナが付着し、全体に粗い貫入が入る。

口縁部の 1/3が欠損する。墓番号10-5より検出。

(2) は淡橙色の細かい素地に白化粧を施し、黒釉を口唇部、

内底面をのぞぎ施釉する。内底面にアルミナと畳付部に粗い砂粒

が付着する。口縁部の 1/3が欠損する。墓番号21より検出。

2
 0 20cm 

第147図沖縄産施釉陶器池壷
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第14節沖縄産無釉陶器

器種は、瓶子、播鉢、火炉、水鉢、花鉢、壷、甕などがある。それぞれの器種を器形により下記のとおりに分

類し、個々の特徴については観察表に呈示した。ここでは特徴的なものを凶示した。

碗（第148図 1)

大ぶりで浅い削り出し高台を有するもので、内底面に左回転の輔轄痕がのこる。外底面に石灰分が付着する。

瓶子（第148図2)

胴の最大径が胴下位にあり、高台の低いタイプで、分類上 II 類— b にあたるもの。口縁部内面から底部まで黒

釉を施釉する。

火炉（第148図3)

胴部内而に 3つの突起をつけるもので、胴上位でいったんすぽまり、口縁で外反する。底部は剖りの浅い高台

を有する。口縁部の 1ヶ所にU字状の扶りをいれ火窓を造る。内底面、器物受けに煤が付着する。

播鉢（第148図4)

播目が密に入る底部資料。その大きさから、厨子の落し蓋として利用されたものと考えられる。

水鉢（第148図 5)

口縁部を折り曲げて折縁状にするもので、分類上 I類にあたる。ャッチのガマより出士したグループより、底

径は小さく、口径に対して器高が高い。胴部上端に 1条の圏線を有する。

花鉢（第148図6~ 9) 

I類 口径に対して器高のやや低いもの

(6) は口縁部に縄目文、胴部に草花文を貼付けるもの。

(7) は桐部に 3条の圏線と簡略化した草花文を組み合わせたもの。 D縁下部に突帯を配し、口縁部が垂れ下がる。

II類 口径に対して器高の高いもの。

(8) は口縁部に 2条の圏線を施すもの。口縁下部に突帯を巡らし、口縁部が垂れ下がる。

(9) は小型のものでD縁部に 1条の圏線を施す。 D縁下部に突帯を巡らし、 D縁部が垂れ下がる。

鉢（第148図10, 11) 

(10) はD縁部下に 2条の圏線を施したもの。

(11) は口縁部下に圏線と波線文を組み合わせたもの。口縁下部に突帯を巡らし、口縁部が垂れ下がる。

壷（第149図 1~ 5) 

分類上III類 (1~ 4) 、W類 (5) にしたものである。

(1) は器の最大径は胴部にあり、頚部で弧を描きながら口縁部で外反させるもの。肩部上に渦巻文と圏線を配

する。

(2) は頚部下に 2条の圏線を施し、肩部にやや張りがあり、頚部でストレートに立ち上がり口縁部で直角に折

れ曲がるもの。

(3) は器の最大径は胴部にあるもので、頚部で内湾ぎみにに立ち上がり口縁部で直角に折れ曲がるもの。肩部

上に 2条の圏線を施す。

(4) は器の最大径は胴部にあり、頚部でストレートに立ち上がる小型もので、口縁部は直角に折れ曲がるもの

と思われる。頚部下に 1条の圏線を施す。

(5) は肩部にボタン状貼付けを施すもの。器高に対して口径が大きく、器の最大径は胴部にあり、短い頚部か

ら直角に口縁部が折れるもの。
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水甕（第149図6~ 8) 

口縁下部に段をつくり、 D縁部が直角に折れ曲がるもので、 『壺屋古窯群』 (I) の第 I類 bにあたる。

それぞれ、渦巻文を施すが、ボタン状貼付け以下の文様に相違がみられる。大きなボタン状貼付けに、突帯を

巡らせるもの (6) 。小さなボタン状貼付けに、波線文、 2条の圏線を有するもの (8) と、小さなボタン状貼

付けに、波線文のみもの (7) がある。

第37表 沖縄産無釉陶器観察一覧

挿図 ¥J 
素地

図版
釆田? ロ 器種 分類 部位 器色（外面） 素地・文様などの特徴 墓番号

器色（内面）

橙色 素地に砂粒・マンガン粒が混入。腰下部に1条の圏
1 碗 底部 明橙色

線。転用蔵骨器の落し蓋として利用？
不明

8.6 鈍橙色

口縁部 4.4 暗赤褐色 素地に微量の細砂混人。口縁部内面から腰下部に
2 瓶子 II 類—b 14.8 鈍赤褐色 黒釉。胴部に溶着痕。釉の表面は銀化。口縁部の 10 

底部 7.2 暗赤褐色 1/5欠損。
D縁部 22. 7 赤色

3 火炉 II類 ～ 19.3 明褐色 素地に砂粒が混入。口縁部はやや外反する。 125 
底部 12.6 明赤褐色

赤色 素地にマンガン粒．微量の細秒混入。外面ナデ調
4 播鉢 底部 赤色 整をした後底部に削。転用蔵骨器の落し蓋として 不明

9.4 赤色 利用？
口縁部 22. 7 暗赤褐色

素地に微量の細砂混入。口縁部に波状文に1条の圏
5 水鉢 l類 ～ 12.4 赤褐色 119-1 

底部 11. 8 明赤褐色 線。

第148図 口縁部 34. 7 暗赤褐色 素地に微量の細砂混入。口唇部に渦巻文と縄目文。
図版90

6 ～ 20.8 賠赤色
胴部外面に貼付け草花文。口唇部が磨耗する。

不明
底部 14.3 褐灰色

＇ I類
口緑部 38.0 赤色 素地に石英粒が混入。口縁部から胴上位にかけて2

7 ～ 18.6 明赤褐色 2 
底部 14.0 赤色 条の圏線と渦巻文。胴部に簡略化した草花文。

花鉢
口縁部 39.0 赤色 素地に砂粒が混入。口縁内面に1条の圏線と胴上位

8 ～ 29. 1 明赤褐色 不明
底部 17.0 褐灰色 に2条の圏線。ナデ調整の後、腰下部に削。

＇ II類
口縁部 25.4 明赤褐色

素地に砂粒混入。胴上位に2条の圏線。ナデ調整の， ～ 18.0 赤色 2 
底部 9.5 赤色 後、腰下部に削。

口縁部 44.2 赤色
10 29. 7 赤色 素地に砂粒が混入。胴上位に渦巻文と波状文。 35 

鉢
底部 18.0 赤色

43.6 明赤褐色 素地に砂粒が混入。口縁内面に1条、口唇部に2条、
11 口縁部 赤色 不明

赤色 胴上位に2条の圏線と波状文。

口縁部 13.5 暗赤色 素地に石英粒・貝殻が混入。肩部上に渦巻文と 1
1 III 類—C—お ～ 45.4 褐色 10 

底部 20.4 赤色 条の圏線。窯印「三」。

＇ 
口縁部 13.5 暗赤褐色 素地にマンガン泣．微量の細砂混入。頚部下に2条

2 m 類—b—え ～ 32.9 暗赤褐色 の圏線。口唇部に胎土目痕。底部の欠損部を漆咬 不明
底部 11. 1 赤色 で補修。

15.6 赤色 素地に微量の細砂混入。肩部に2条の圏線。窯印は
3 宰_L. III 類-c—え 口縁部 暗赤褐色

「ちJの字状。
61 

赤色

暗赤色 素地に貝殻混入。頚部下に1条の圏線。口縁部をセ
4 m 類—C—不明底部 オリーブ黒色 21 

第149図 11. 0 鈍赤褐色 メントで補修した痕あり。

図版91
I 

口緑部 20.2 明赤褐色 素地に砂粒が混入。口縁部と肩部に圏線。円形の
5 w類—b—え ～ 31. 2 明赤褐色 37 

底部 16. 7 橙色 ぼたん状貼付けは、全てはがれ落ちている。

30.6 赤色 素地にマンガン粒混入。口縁部外面に2条の圏線。
6 口縁部 57.0 明褐色

肩部に1条の突帯文と渦巻文。ぽたん状貼付け。
6 

20.0 赤色
＇ 

口縁部 20.8 赤色 D縁部外面に2条の圏線。肩部に1条の突帯文と渦
7 水甕 ～ 37.3 極暗赤褐色 10 

底部 16.2 赤色 巻文。ぼたん状貼付け。窯印「十ー」。

口縁部 24.1 赤色 素地にマンガン粒混入。文様は 6と同様であるが
8 42.6 賠赤褐色 154 

底部 18.4 赤色 雑に施す。
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第148図

8 
(6-11) 

沖縄産無釉陶器 1 碗(1)、瓶子(2)、火炉(3)、播鉢(4)、水鉢(5)
花鉢(6~ 9)、鉢(10~11) 

-326 -



e
 

輯

5
 

嬌

2
 

3
 

｀ 

,-.----- I 
ヽ Iし—_______]_ ____~ 

6
 

7
 

8
 

4
 ゜

40cm 

（拓本同縮尺）
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第15節石器

今回の調査で得られた石器は石斧 1点、敲石 3点の計4点である。石斧は刃部破片のため、詳細は判然としな

い。敲石には、石斧転用品や磨石の用途が想定できるものも含めてある。以下、個々の特徴についてを記述する。

第150図 lは、石斧の刃部破片である。両刃の磨製石斧と思われ、両面とも丁寧な研磨が施される。使用によ

る擦痕が明瞭に残り、刃先には剥離や刃こぼれも観察できる。残存部のサイズは長さ2.1cm、幅5.1cm、厚さ2c

mを測り、重さは19gである。石質は緑色片岩で、カンジン原遺跡の表採資料である。

同図 2は、断面形が半月状を呈する敲石である。剥片を利用しており、鋭く尖った縁辺部を打割調整により整

えているため、平面観は八角形状を呈している。この調整は手で握って使用しやすいようにと、尖った縁辺部を

打割したものと考えられる。弧を描く表面の中央部に敲打痕を有すが、軽微である。長さ11.7cm、幅11.5cm、

厚さ4.7cmを測り、重さは800gである。石質は安山岩で、チャラのクブ遺跡TP2 II層よりの出土である。

同図 3は、石斧転用品と思われる敲石である。石斧の刃部を敲石として利用したようで、刃先は敲打により潰

れ、数力所に剥離も認められる。両刃の磨製石斧であるが研磨は丁寧ではなく、刃部と身や基端部の一部に施さ

れる程度で、敲打調整の痕や自然面の残る箇所も見受けられる。長さ8.9cm、幅4.6cm、厚さ2.8cmを測り、重さ

は202gである。石質は緑色片岩で、チャラのクブ遺跡の表採資料である。

同図 4は、敲石の破損品である。弧を描く表面の中央部に蔽打痕を有す。図上で示した上下端に、ツルツルと

した研磨面を有し、平らになるほど使用されているため、 磨石の用途も 兼ね備えていたと考えられる。残存部の

サイズは長さ8.7cm、幅6cm、厚さ3.9cmを測り、重さは271gである。石質は細粒閃緑岩で、チャラのクブ遺跡

T P2よりの出上である。

、ご胃'_ビ玉
ごう

急 ゜
10cm 

第150図石器
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図版78 その他の墓 1 1 ~4. 地区内の墓 5. 大太の墓 6. チャラのク プ内部

7. 同厨子配置状況 8. 同人骨集中の小区部
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図版82 厨子3
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第 6部 ヤッチのガマ・カンジン原古墓群出土の人骨

琉球大学医学部解剖学第1講座

譜久娯忠彦・士肥直美・石田肇・瑞慶覧朝盛
・泉水奏• 佐宗亜衣子・比嘉貴子

【はじめに】

ャッチのガマおよびカンジン原古墓群は、沖縄県によるかんがい排水事業に伴い一帯が水没することになった

ため、平成10年度から平成12年度まで沖縄県教育委員会が記録保存のための緊急発掘調査を行った。

遺跡群は久米島具志川村のほぽ中央に位置していて、ヤッチのガマは鍾乳洞の前庭部を利用して作られた近世

に属する古墓群である。その開口部は輻約20m、高さ約10m、前庭部約400可とかなりの広さを持ち、石灰岩の

石積みにより 13の区画に分けられていた。各区画内には、厨子が10~20基、多いところでは40基ほども納められ

ている区画も見られた。厨子の制作年代より 17世紀後半から20世紀中頃まで使用されていたと考えられている。

カンジン原古墓群（以下、カンジン原）は、ヤッチのガマの周囲に点在する古墓群で、 1号墓から 9号墓まで調

査が行われた。古墓の形式や厨子の種類は類似しており、年代はヤッチのガマとほぽ同年代と考えられている。

沖縄で出上する近世人骨は、洗骨された人骨がひとつの厨子に複数体納められているため、個体識別が困難な

ものが多い。その中でヤッチのガマ、カンジン原より出土した人骨には、個体識別が可能で保存状態が良いもの

が数多く見られた。それはつまり、信頼性の高い沖縄近世人骨の基礎データを提供する好資料になるといえる。

今回は頭蓋骨と四肢骨の計測値を報告し、それを基に、ヤッチのガマならびにカンジン原にそれぞれ葬られてい

た集団の比較をし、さらに近～現代に属する周辺集団との比較も合わせて報告をする。

【人骨の出土状況】

人骨のほとんどは、第152・153図に示すように基本的には厨子の内壁に四肢骨が立てかけられ、最後に頭蓋が

納められている状態で出土している。また、厨子のまわりに散乱しているものや、区画内で一定の場所に集めら

れていた人骨もあり、その構成が不明なものもわずかながら見られた。

【出土人骨の構成】

確認された最小個体数を第38表に示す。また各人骨の鑑定結果の要約をFile:出土人骨の構成 (CD-ROM) に

載せた。厨子ごとの人骨構成（第151図）は、ひとつの厨子に2体納められていた例が、ヤッチのガマで337例中

103例、カンジン原で167例中52例と、全休の約3割を占めていた。その中で男性と女性が一緒に葬られている例

がヤッチのガマで51例 (31%)、カンジン原で32例 (29%) ともっとも多くみられた。しかし、その他の例もそ

れぞれ 2割程度みられることから、夫婦やその子供などといった複数の人が、ひとつの厨子に葬られるさまざま

な蔵骨方法がうかがえる。未成人骨の割合はヤッチのガマが20%、カンジン原が26%となり、ともに低い傾向を

第38表 出土人骨の構成

ャッチのガマ
カンジン原

成人男性

258 
143 

成人女性

262 
145 

成人

151 
48 

若年

可
13 

性別不明
小IE3

ず
32 

5

1

 

児幼
ー6

5

""，し 18

晉
20 

合計

842 
452 

体
％

1
1
8
 

体
％

2
3
1
 

女。。
男
15

ト

t
"
9,

．^
 2

2
9
 

女
％

男
1
8

ャッチのガマ
休
0
心

1
切

男性または
女性＋未成人

6~o 

男性 2体

¥ 1% 

女性 2体
1% 

カンジン原

第151図 厨子ごとの人骨構成
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示す。しかし、土肥・ 北条 (1998) が指摘しているように、出土した未成人骨の割合は実際の死亡数よりもかな

り低いと思われる。

【観察と言十測】

調査方法は、現場にて厨子に納められている人骨を取りだした後、個体識別を行い、あわせて年齢、性別を推

定し記録した。その後、琉球大学に持ち婦り、調査を行ったものの中から、ほぽ全身の骨格が確認され、性判定

に有効な骨盤が残存している人骨を中心に選び出し、計測を行った。資料の構成はヤッチのガマが成人男性57体、

成人女性52体、カンジン原が成人男性28体、成人女性30体である。下顎骨に関しては、頭蓋骨と比較して保存不

良が多いため、他の集団との比較では除外している。

一般の計測法はKnussmann(1988) に従った。顔面の平坦度計測はYamaguchi(1973) の方法に従った。ま

た形質の特徴を概観するため第39表に示す日本列島集団と比較・ 分析を行った。

第39表比較集団

資料

畿内

関東

西南日本

福岡

佐賀

天福寺

奄美

与論島

沖縄本島

先島

宮古島

【計測・観察結果】

頭蓋

宮本 (1924、1925) 、平井・田端 (1928)

森田 (1950)、Yamaguchi (1973) 、Dodo(1986) 

鋳鍋 (1955)、平田 (1957) 、専頭 (1957)、溝口 (1957)

Doi and Tanaka (1987) 

Doi and Tanaka (1987) 

中橋 (1987)、九州大学解剖学講座編 (1988)

Dodo et al. (2000) 

大山 (1957)平田 (1958) 、広沢 (1959)

Dodo et al. (2000) 

Dodo et a I. (2000) 

池田 (1974)

頭藍計測の結呆を第51~53表に示す。

1) 脳頭蓋

主要計測結果を比較群とともに第40・41表に示す。

脳頭蓋の計測結果ではヤッチのガマ、カンジン原の二集団間に有意差は認められなかった。第154~159図でみ

るように変異域も全体的に類似した傾向を示した。

他の集団と比較を行うため、関東現代人を基準とした偏差折線を第160図に示す。実線は男性、破線は女性を

表している。各集団の男女間には、大きな差はみられなかった。また、ヤッチのガマとカンジン原は、頭蓋最大

長がわずかにマイナスに傾き、宮古は逆にプラスヘ偏っているため長幅示数や長高示数で異なった振れ方をして

いる。頭蓋最大長から正中前頭弧長まで左右の振れ幅が小さく、大きな違いはみられなかった。西南日本人も同

様に振れ幅は小さく天福寺と似たパターンを示し、宮古は久米島群よりも与論島と近似した振れ方をしていた。

ャッチのガマやカンジン原、宮古、与論島の南西諸島集団の特徴として、正中頭頂弧長が大きく、正中後頭弧長

が小さいため折線が左右に大きく振れているのがみられ、それに合わせて弧長の各示数値も大きく左右に振れて

いる。これとは逆に、西南日本人や天福寺、畿内現代人の本土集団は、ほとんど折線が振れていないのがわかる。

頭頂弧長と後頭弧長に関してBENEVOLENSKA(1980) は、北東アジア集団では矢状頭頂後頭示数 (M28/27)

が大きく、東南アジアやヨーロッパの集団では示数値が小さいことを見いだしている。つまり、頭頂弧長に対し

て後頭弧長が短い集団が東南アジアやヨーロッパに多くみられる、ということである。今回は比較集団や資料数

が少ないため詳細な考察は避けるが、南西諸島集団は頭頂弧長が大きく、後頭弧長が小さいという、共通する地

域性を持っていると考えられる。続いて各計測値と示数値を詳しくみていきたい。
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第152図納骨状況 1(1号区画 1・2号区画 5)
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0 10cm 
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6号区画 6 7号区画 6

第153図納骨状況 2(6号区画 6・7号区画 6)
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第40表 脳頭蓋計測値の比較（男性） I皿,1

脳頭蓋主要計；P.,J項H

1 脳頭盈昂大長

8 脳頭互昂大幅

17 バジオン・プレグマ高

8/] 頭蓋長幅示数

17/1 頭菟長高示数

17/8 頭菟幅嵩示数

23 脳頭益水乎周

25 正中矢j)頃llli長

26 正中前頭弧長

27 正中頭頂弧長

28 正中後頭弧長

26/25 前頭矢状弧長示数

27/25 頭頂矢状弧長示数

28/25 後頭矢状弧長示数

ャッチのガマ

n Mean 

27 176.5 

27 140. 3 

23 135. 8 
26 80. 3 

22 76.4 

23 96. 4 

23 514. 8 

18 368. 3 

26 124. 0 
29 131. 0 

20 114. 8 

18 33. 6 

18 35. 2 

18 31. l 

カンジン原

n Mean 

17 176.5 

16 141. 2 

10 138.2 

15 80. 7 
11 78.3 

11 98. 0 

13 508. 9 
12 370.8 

19 124. 7 

17 130. 9 

12 111. 9 
12 33. 6 

12 36. 2 

l2 30.2 

宮古

n Mean 

70 182.4 

68 141.1 
3,1 136.8 

65 77. 4 

35 7,1. 8 

33 97. 0 
59 514. 7 
47 376. 4 

74 127. l 

76 131. 5 

51 119. 5 

与論烏 天福寺

n !lean n lie an 

認 37 185. 4 品 38 182.6 
38 142. 8• 38 138. 6 

33 139. 2 

37 76. 0 

33 76. 2 

5

3

8

0

 

．．． 

3
6
7
7
7
3
9
6
 

ー3
3
3
7
3
3
3
3
 

＊

女

文

*
*
＊
｀
)
 

37 525. 9 

4

8

8

 

3

3

3

 

．． 
382. 8 

128. 2 

8

5

5

 

．

．

．

 

0

8

8

 

0

2

2

 

l

l

l

 

3
3
3
8
3
3
3
7
3
5
 

•

0
．

ャ
・

●

,
U•
カ
・

女

・

，
 

．
 

4
 

3
 

ー

519.] 

380.6 

ふ 34 119. 9 品 30 122 4 
34 33 . .J 33 33. 9 
34 35. 2 30 33. 8 
3,1 31.3• 30 32. 2 

西南 H本人 関束現代人

n Mean n Mean ; * 87 180.8 ;・143 178.9 
;,;, 87 139. 2 女 143 1<0, 3 

86 139, 2• • 143 138. I 

餃内現代人

n Mean 

• 30 178.3 
30 141. 2 

• 30 139. 7 
87 77.0 謬 143 78. 5 女 30 79. i 
87 77.0 1,3 77.3 30 78.:i 
87 lOO.O• • 143 98.6• 30 99.3• 
87 513.6 142 513. 7 30 513.5 
87 376. 8 ** 143 371. 7 30 372. 5 
87 128. 3 昇 143 127. ヽI ** 30 127.0 
87 128.4 143 125.1 ;・30 127.2 
87 120 5 認 143 119. l 謬 30 118.2 * 
87 3•1. 0 l-13 3•1. 3• 30 34. l 
87 34. l 認 143 33. 7 昇 30 34. 0 砕

87 32.0 _!_* 143 32.0 !.- 30 31.9 M 

ャッチのガマ ＊氏0.05 * *P<0.01 

カンジン原 ＊匹O.Oo **P<0.01 

第41表 脳頭蓋計測値の比較（女性）

脳頭蓋主要計；じ1J項目

1 脳頭益最大長

8 脳頭苔棗大幅

ヤ・1チのガマ

n Mean 

25 172.2 
26 139. 0 

1, パジオン・プレグマ高 20 132. 4 
8/1 頭姦長幅示数 25 80.8 
17/1 頭孫長湛示数 21 11, l 
17/8 頭鉦幅高示数 21 95, l 
23 脳頭姦水平1吉J 23 500. l 
25 正中矢状弧長 21 360,0 
26 正中前頭弧長 29 123. 6 
27 正中頭頂弧長 32 128. 9 
28 正中後頭弧長 20 111. 8 

26/25 前頭矢状弧長示数 20 34. 4 
27/25 頭頂矢状弧長示数 20 35. 8 
28/25 後頭矢状弧長示数 19 31. l 

カンジン原

n Mean 

26 171.0 
25 137.0 

18 131.1 
2,1 79. 8 

18 77. I 

18 95.6 

23 498. 0 

16 359.1 
26 120. 8 

27 125. 4 

16 108. 3 
16 33. 9 

16 35. 7 

16 30. 2 

宮古

11 Mean 

38 173.9 訂

40 138. 2 
21 133.4 

36 79. 2 
21 76. 6 
20 96. 8 

28 .J98. 5 

25 363.6 
39 122.; 

38 129.1 
26 114. 5 

'i-,.;~ 天福寺

n Menn n Mean 
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第160図 脳頭蓋偏差折線（関東現代人基準）
男性 ―--—女性

頭蓋最大長•最大幅

男性の頭蓋最大長の平均値は、ヤッチのガマ、カンジン原ともに176.5mmと、今回比較した集団間ではもっ

とも小さな値をとり、畿内現代人を除くほとんどの集団との間に有意差が見られた。頭蓋最大輻はやや大きく、

比較群内で中間的な値をとっている。縦軸に頭蓋最大長、横軸に頭蓋最大幅をとり、各集団の平均値を置いて比

較してみると（第161図）、ヤッチのガマ、カンジン原は最大長が小さいため、他の集団とやや離れたところに

位置していて、畿内現代人、関東現代人がこれに続く。長幅示数はヤッチのガマが80.3、カンジン原が80.7と短

頭型に属している。

女性は男性と同様短頭型を示している。頭蓋最大長の平均値はヤッチのガマが172.2mm、カンジン原が171.0

mmと、畿内現代人 (169.3) や関東現代人 (170.8) よりやや大きい。頭蓋最大幅では、ヤッチのガマが比較群

中もっとも大きな値をとっていて (139.0)、関東現代人、西南日本人、天福寺より有意に大きい。カンジン原

(137.0) は関東現代人 (135.9) 、西南日本人 (134.0) 、天福寺 (133.5) より大きく、西南日本人、天福寺と

の間に有意差が見られた。第162図でヤッチのガマ、カンジン原は男性と異なり各集団とも比較的まとまって分

布している。
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頭蓋最大長

頭蓋最大幅／頭蓋最大長（女性）

頭蓋最大長・バジオン・ブレグマ高

男性のバジオン・ブレグマ高の平均値はヤッチのガマが135.8mm、カンジン原が138.2mmと、カンジン原が

比較的大きく、畿内現代人 (139.7)、西南日本人 (139.2)、天福寺 (139.2) に続く。ャッチのガマは比較群中

もっとも小さな値をとり、宮古 (136.8)、与論 (136.5)以外の集団と有意な差が見られた。縦軸にバジオン・

プレグマ高、横軸に頭菟最大長をとると（第163医）、頭蓋最大長が小さいためャッチのガマは離れたところに

位置しているが、長高示数ではカンジン原とともに高頭型に分類される。

女性のバジオン・ブレグマ高の平均値はヤッチのガマで132.4mm、カンジン原で131.1mmである。ャッチの

ガマは比較群内で中間的な値をとり、カンジン原が比較群中もっとも小さい値となっているが、有意差は見られ

なかった。第164図ではヤッチのガマとカンジン原は頭蓋最大長が比較的大きいため、畿内現代人や関東現代人、

西南日本人と近いところに位置していて、高頭型に属する。
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第163図

頭蓋最大長

バジオン・ブレグマ高／頭蓋最大長（男性） 第164図

頭蓋最大長

バジオン・ブレグマ高／頭蓋最大長（女性）

頭蓋最大幅・バジオン・ブレグマ高

縦軸にバジオン・ブレグマ高、横軸に頭蓋最大幅をとった男性の分布図（第165図）では、ヤッチのガマ、カ

ンジン原ともに中頭型に属する。南西諸島集団はバジオン・ブレグマ高に対して最大幅が相対的に大きい傾向が

あるため、やや集まった状態で分布している。

女性（第166図）では、図の右下に位置していて、畿内と南西諸島集団が比較的まとまって分布している。幅

高示数はヤッチのガマで95.1、カンジン原で95.6となり、中頭型に属していて、男性と比較してより中頭傾向が

強くなっている。
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脳頭蓋の弧長

男性の正中矢状弧長はヤッチのガマが368.3mm、カンジン原が370.8mmと、ともに小さな値をとり、ヤッチ

のガマは比較群中もっとも小さく、畿内現代人 (372.5) 、関東現代人 (371.7) を除く 集団との間で有意差がみ

られた。正中前頭弧長、後頭弧長も同様に小さい傾向があり、ほとんどの集団より有意に小さい結果となった。

これに対し頭頂弧長はヤッチのガマ (131.0) 、カンジン原 (130.9) ともに大きい値をとり、与論島 (134.9)、

宮古 (131.5) に次いで大きい。比較群中もっとも小さな関東現代人 (121.0) とは有意差 もみられた。横軸に正

中矢状弧長、縦軸に前頭弧長、頭頂弧長、後頭弧長をそれぞれとり二次元で表すと（第167~169図）、全体に変

異域が大きく、ヤッチのガマ、カンジン原が他の集団とやや離れて位置しているのがわかる。

女性の正中矢状弧長はヤッチのガマが360.0mm、カン ジン原が359.1mmと関東現代人 (357.6) 、畿内現代人

(359.0) より大きい。比較群中も っとも大きい与論島 (370.2) との間では有意差がみられた。正中前頭弧長は、

カンジン原 (120.8) が比較群中も っとも小さいが、ヤッチのガマ (123.6) はも っとも大きな与論島 (123.8) に

次いで大きく、男性の結果とは異なっている。頭頂弧長はヤ ッチのガマ (128.9) 、カンジン原 (125.4) ともに

大きい傾向があり、関東現代人 (121.0) 、畿内現代人 (121.2) より有意に大きい。またヤッチのガマと西南日

本人 (122.9) の間には有意差がみられた。後頭弧長は男性と同様に小さい傾向をみせ、とくにカンジン原 (108.

3) は比較群中もっとも小さな値をとり、比較群すべてに有意差がみられた。第170図、 第172図では、与論島を

除く集団はまとまって分布し、ヤッチのガマとカンジン原は図の左下へ位置しているのに対し、第171図では、

ャッチのガマとカンジン原の頭頂弧長が大きいため、やや離れて分布しているのがわかる。
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第167図 正中前頭弧長／正中矢状弧長 （男性） 第168図 正中前頭弧長／正中矢状弧長（女性）
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2) 顔面頭蓋

主要計測結果を比較群とともに第42・43表に示す。

ャッチのガマ とカ ンジン原の集団間では、男性の顔長でカンジン原が有意に小さかったが、その他の計測値で

は有意差はみられなかった。二集団の各計測値の分布を第173~178図に示す。脳頭蓋と同様に、変異域は全体的

に類似した傾向がみ られた。

第42表 顔面頭蓋計測値の比較 （男性）
ャッチのガマ カンジン原

顔面頭益主要計測項目 n Mean n Mean 

40 顔長 15 100. 5 9 95.4 
45 類骨弓幡 15 135.l 7 129.3 
48 上頗高 (alv) 20 68.7 13 67.3 

48/45 コルマン上頗示数(alv) II 51.0 8 53.2 
511 fill. 高幅(I) 26 41.3 19 -11.1 
521 眼寓高fl) 26 32.7 18 33.2 

52/51 眼高示数(I) 26 79,2 18 80.8 
54 品幡 28 25. 8 17 26. 0 
55 辞高 26 49.7 17 49.3 

54/55 鼻示数 26 51. 7 16 52.6 
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第43表 顔面頭蓋計測値の比較 （女性）
ャッチのガマ カンジン原

問/fiiji/[!I,:出要計測項目 n Mean n Mean 

40 航長 12 93.8 13 93.0 
45 頬件弓幅 14 127.1 10 127.3 
48 上頷忘 (alvl 17 66.1 16 6•1.6 

48/45 コルマン上頗示数(alv) 9 50. 3 9 53. I 
511 眼席り目(I) 28 40. 2 23 40. 0 
521 眼窟高(!) 27 32.6 22 32.5 

52/51 眼禽示数(]) 27 81.7 22 81.6 
54 鼻幅 29 25. 3 23 25. 2 
55 鼻高 27 47.0 22 4i.5 

54/55 .-:.. 示数 27 54.2 21 認.)
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＂地 iJl
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55 41.5 ;; 84 41.1• 女 20 41. 0 
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第177図 鼻幅／鼻高（男性） 第178図 鼻幅／鼻高（女性）

関東現代人を基準とした偏差折線（第179図）では、本土集団は脳頭蓋の場合と同様に振れ幅が小さく、特に

西南日本人と畿内現代人は、鼻幅がわずかにプラスヘ傾いている以外は基準線に近く、関東現代人と同じ傾向を

みせている。ャッチのガマとカンジン原は、男性で顔長と頬骨弓幅の振れ方が異なっているものの、全体的には

類似した傾向を示し、眼商高と眼商幅がマイナスに傾き、鼻幅がわずかにプラスに振れるが、鼻裔はマイナスに

振れるという同じような傾向がみられた。宮古や与論島は全体的に大きい傾向をみせるが、折線の振れ方はヤッ

チのガマやカンジン原とほぼ同傾向を示す。南西諸島集団の特徴としては、上顔高に対して頬骨弓幅がやや大き

く、 鼻高に対して鼻幅が大きい傾向があり、高径より相対的に横径が大きくなる形質的特徴をみてとれる。ャッ

チのガマとカンジン原の両集団は男女とも全体的に小さい傾向を示している。各計測値や示数値を以下に詳しく

みていく。
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ヤッチのガマ カンジン原 宮古 与雄島 西南日本人 天福寺 設内

la 1a -1a 10 -la la -la 1a -10 LO 

40顔長

TT 45頬骨弓幅

48上顔高

48/45上顔示数k

51 I眼窯幅(I)
I 

'' 521眼窯高(I) ＼ 

54鼻幅 ｝ 55鼻高
I 

52/51 眼窯示数(¥) I 

54/55鼻示数 ＼ 

第179図 顔面頭蓋偏差折線（関東現代人基準）
男性 -- — ー 女性

顔長

カンジン原は比較群中もっとも小さく、それに対してヤッチのガマは、天福寺 (101.8) や宮古 (101.8) 、与

論島 (101.8) に続き大きな値をとる。

女性の平均値はヤッチのガマが93.8、カンジン原が93.0と、ともに近い値をとり、比較群中もっとも小さい。

有意差は宮古 (97.0) 、与論島 (97.6) との間でみられた。

頬骨弓幅・上顔高

男性の頬骨弓幅はカンジン原 (129.3) がもっとも小さいが、観察は7例とやや少なく、また比較群との間に有

意差もみられなかった。ャッチのガマは135.1mmと与論島 (138.8)、天福寺 (136.4) に続き比較的大きい。上

顔高はカンジン原が67.3mmと頬骨弓幅同様に比較群中でもっとも小さく、ヤッチのガマが68.7mmとカンジン

原に次いで小さい。縦軸に上顔高、横軸に頬骨弓幅をとった第180図では、南西諸島集団は上頻裔が低いため、

本土集団と離れて位置している。ャッチのガマは宮古に近く、カンジン原はどの集団からも離れて左下に分布し

ている。コルマン上頻示数は比較群すべて中上顔に分類される。

女性の頬骨弓幅はヤッチのガマが127.1mm、カンジン原が127.3mmと類似した傾向をみせ、本土集団より大

きい。カンジン原は関東現代人 (124.9) 、西南 H本人 (124.9) より有意に大きい。上顔高ではカンジン原(

64.6)が男性の場合と同様に比較群中もっとも小さな値をとり、ヤッチのガマ (66.1) は比較群内で中間的な値

をとっている。第181図では男性に比べ、ヤッチのガマ、カンジン原、宮古など南西諸島集団がまとまっていて、

本士集団と離れて分布しているが、上顔示数は男性と同様に比較群すべてが中上頻に分類される。

76.0r 7,1.0 

／．．＂ ／ ・ 犬~情.. , , ,2.ol 55.0 
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iO.D 

i2.0f 西1111」本人

画n．ぷー級・,~1 ●天褐寺
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閏東 月6S.O• 与論島7 ~· ふ ャyチのガマ

与論島66.0 

゜吉士 ▲ _50 0 

66. 叶カンジン原
じ』.0

゜66. 0 62. 0 
l28. 0 130. 0 132. 0 134. 0 136_0 138.0 140.0 124 0 126. 0 128 0 130. 0 132.0 

頬骨弓幅 頬骨弓幅

第180図 上顔高／頬骨弓幅（男性） 第181図 上顔高／頬骨弓幅（女性）
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眼窓幅・眼窓高

男性の眼商幅の平均値はャッチのガマが41.3mm、カンジン原が41.1mm、眼商高がヤッチのガマで32.7mm、

カンジン原で33.2mmと、比較群中もっとも小さい。第182図ではヤッチのガマおよびカンジン原の絶対値が小

さいため比較群から離れて位置しているが、眼闇示数ではすべての集団が中眼商型に分類される。

女性では、眼寓輻の平均値がヤッチのガマで40.2mm、カンジン原で40.0mm、眼商高がヤッチのガマで32.6

mm、カンジン原で32.5mmと、男性と同様に比較群中も っとも小さな傾向を示している 。第183図では、眼商高

が低いため、宮古、与論島がャッチのガマ、カンジン原の近くに分布し、本土集団とやや離れた位置にある。眼

商示数は男性と同様に中脹商型に属しているが、南西諸島集団でまとまる傾向にある。
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第182図 眼寓幅／眼嵩高（男性）

32. 0 

39. 0 40.0 41. 0 42. 0 •3. 0 

眼窓幅

第183図 眼窯幅／眼寓高（女性）

鼻幅・鼻高

男性は鼻幅がヤッチのガマで25.8mm、カンジン原で26.0mmと、他の集団より小さい傾向がみられたが、比

較群中もっとも小さい関東現代人 (25.0) より有意に大きかった。鼻高の平均値はヤッチのガマが49.7mm、カ

ンジン原が49.3mmと、比較群すべてに対して有意に小さい。縦軸に鼻幅、横軸に鼻高をとった第184図では、

ャッチのガマ、カンジン原は鼻高がかなり小さいため離れて分布している。鼻示数では本土集団が中鼻型に分類

されるが、ヤッチのガマとカンジン原は宮古、与論島と同じく広鼻型に分類される。

女性の鼻幅の平均値はヤッチのガマが25.3mm、カンジン原が25.2mmで、男性と比較してやや大きな傾向を

示しているのに対して、鼻高はヤッチのガマが47.0mm、カンジン原が47.5mmと比較群中もっとも小さく、男

性と同様の結果となった。第185図ではヤッチのガマ、カンジン原の鼻幅がやや大きいため、宮古、与論島と近

いところに分布している。鼻示数では男性と同じく広鼻型に属する。
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3) 顔面平坦度

計測結果を比較群とともに第44・45表に示す。

第44表 顔面平坦度の比較（男性）

計測項目

43(1) 前頭弦

43c 垂線高

43c: 43 (I) 平坦度示数

57 鼻骨弦

57a 垂線高

57a:57 平坦度示数

,t6b 頬上顎弦

46c 垂線嵩

46c:46b 平坦度示敷

ャッチのガマ カンジ ン原

n Mean n Mean 

25 96.8 18 94鴫 9

25 14.6 18 13.8 

25 15.0 18 14.6 

27 8.5 15 8.9 

27 2. 3 15 2. 7 

27 26.6 15 29.4 

23 101.8 I~98.5 
23 20. 7 1,1 20. 9 

23 20.3 14 21.2 

第45表 顔面平坦度の比較（女性）

計測項目

43(1 I 前頭弦

43c 垂線高

43c:43(1) 平坦度示数

57 鼻骨弦

57a 垂線為

57a: 57 平坦度示数

、16b 煩上顎弦

46c 匪線高

46c: 46b 平坦度示祓

ヤ 9チのガマ カンジン原

n Mean n Mean 

26 92. 7 20 92.9 

26 13. 9 20 13. 9 

26 15.0 20 15.0 

25 8. 2 20 8. 2 

25 2. 0 20 I. 9 

25 23. l 20 22. 8 

20 95. 3 17 95.5 

20 19. 4 17 19. 9 

20 20.4 17 20.8 

沖縄本島

n Mean 

53 96. 0 

53 13. 8 

53 14. 3 

52 8.3 

52 2. 4 

52 29. 3 

38 98. 8 

38 20. 0 

38 20. 2 

沖縄本烏

n Mean 

66 91. 9 

66 13.2 

66 14.,1 

57 8, 4 

57 2. 0 

57 23. 4 

48 93. 9 

48 19. 0 

-18 20. 3 

1111111 

先島 奄美 福岡 佐賀 関東現代人

n Mean n Mean n ,¥lean n Mean n Mean 

61 97.5 * 41 97.8 ** 46 96.1 17 96., 86 97.8 ** 

61 14.6 41 14.4 46 14.7 17 14.6 86 16.3 品
61 14.9 -II 14.7 46 15.3 17 15.1 86 16.7 ;・ 

61 7.8 v ,12 8.2 45 7. I 認 16 7.6 * 86 7.2 認
61 2.6 12 2.4 45 2 5 16 2. 5 86 2. 7 

61 33.8 • • ,12 28.8 45 33. 7• • 16 33, 3• 86 38, 7 晶
52 99. 5 35 98. 2 45 99.3 17 98.3 • 83 97.9 

52 21.8 35 20.8 ~5 23. 8 認 17 22. 7 •• 83 23.6 *" 

52 21.9 • • お 21.2 ヽ•45 24. 0 詞 17 23. I • • 83 24. 1 !'>'l 

ャ ッチの力’マ *P<0.05 * *P<• . 01 
カンジン原 *P<0.05 **匹0.01 

lmrut 

沿り 奄美 1関束現代人

n Mean n Mean n Mean 

29 93.9 34 93.1 51 92.6 

29 14, l 34 12. 7 *''51 14. 3 

29 15.1 34 13.6 ** 51 15.4 

29 8.2 32 8.3 50 7.4 ,, 

29 2. 2 32 2. 1 50 2. 2 

29 27. 3 32 25. 4 50 30. 6 zz 
25 94.] 23 95.0 49 93.6 

25 19. 2 23 18. 1 '' 19 22. 3 認
25 20.5 23 19.1 49 23.8 ** 

ャッチのガマ *P<0.05 * *P<0.01 
カンジン原 *P<O. 05 **P<O. 01 

顔面平坦度はヤッチのガマ、カンジン原の男女とも各示数値が全体的に小さく、平坦な傾向がみられた。関東

現代人を基準とした偏差折線（第186図）をみると、福岡、佐賀といった本土集団は鼻骨弦以下の振れ幅が小さ

く、関東現代人と近い特徴を持つのに対し、ヤッチのガマやカンジン原を含む南西諸島集団は、脳頭蓋や顔面頭

蓋の偏差折線と比較して振れ幅はやや大きくなり、鼻骨・頬上顎弦がプラスに振れ、各平坦度示数はマイナスに

傾く平坦な顔立ちをもつ特徴がみられた。前頭弦は、福岡が小さい傾向をみせる以外は、各集団とも大きな差は

みられず、特にヤッチのガマやカンジン原、沖縄本島、奄美の女性では基準線に近づき、関東現代人とほとんど

差が無くなっている。以下に各示数値を詳しくみていく 。

43(1) 前頭弦

43c垂線高

43c:43(1) 平坦度示数

57 鼻骨弦

57a垂線高

57a:57 平坦度示数

46b頬上顎弦

46c 垂線高

46c:46b 平坦度示数

ヤッチのガマ カンジン原 沖縄本島 奄芙 先島 福岡 佐賀

-zu 2a -za 2a -Z<1 2<1 -2o Zo -20 20 -20 2o -2o za 

第186図 顔面平坦度偏差折線（関東現代人基準） 男性 ーー一ー女性
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男性の前頭骨平坦度示数では、カンジン原 (14.6)が沖縄本島 (14.3)の次に小さく、ヤッチのガマ (15.0)

は比較群内で中間的な値をとっている。関東現代人 (16.7) はヤッチのガマ、カンジン原より有意に大きい。鼻

骨平坦度示数、頬骨平坦度示数もャッチのガマ、カンジン原は同様に小さい。とくにヤッチのガマは比較群中もっ

とも小さく、先島や関東現代人、福岡、佐賀より有意に小さかった。第187・188図ではヤッチのガマ、カンジン

原が、各示数値が小さいため図の左下に位置し、沖縄本島や奄美の近くに分布している。先島はやや離れ福岡や

佐賀に近い。関東現代人はかなり離れて位置している。

女性では、前頭骨平坦度示数と頬骨平坦度示数はヤッチのガマ、カンジン原ともにやや大きい傾向をみせ、奄

美がもっとも小さい示数値をとる。鼻骨平坦度示数は逆に奄美 (25.4)が大きい傾向をみせ、ヤッチのガマ（

23.4)やカンジン原 (22.8) は小さく、とくにカンジン原は比較群中もっとも小さい値をとる。第189・190図で

は男性と同様にヤッチのガマやカンジン原、沖縄本島がまとまり、先島と奄美が離れて分布している。
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25. 0 
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第187図 前頭骨平坦度示数／鼻骨平坦度示数（男性）
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第189図 前頭骨平坦度示数／鼻骨平坦度示数（女性）

鼻骨平坦度示数

第190図 鼻骨平坦度示数／頬骨平坦度示数（女性）

四肢骨

四肢骨の主要計測の結果を第54~59表に示す。

1)上肢骨

主要計測結果を比較群とともに第46・47表に示す。

上肢骨の主要計測値を用いて、畿内現代人を基準とした偏差折線を第191図に示す。ャッチのガマの折線は、

全体的にマイナスヘ偏る傾向がみられた。上腕骨は骨幹部が小さく、特に最小径と最小周が小さい傾向を示した。

カンジン原も全体的にマイナスに偏るが、振れ幅はヤッチのガマより小さい。尺骨の骨体横径は、ヤッチのガマ

を除く他の集団がプラスに振れ、特に与論島の女性ではその傾向が強くなっている。また、西南日本人は比較群

中もっとも振れ幅が小さく、天福寺はほとんどプラスに偏っている。上肢骨全体では、ヤッチのガマとカンジン

原は男女とも全体的に小さい値をとり、長径が短い傾向を示す。また、ヤッチのガマはカンジン原と比較して小

さな値をとる傾向があるが、その差はわずかである。以下に各計測値と示数値の特徴を詳しくみていく。
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第46表 (ml 
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第47表 上肢骨の比較 （女性）
ャッチのガマ

n Mean 
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男性 ---― 女性
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上腕骨

男性は、ヤッチのガマが最大長、中央最大輻、中央最小幅、最小周すべてにおいて比較群中もっとも小さい値

をとり、カンジン原がその次に小さい。またャッチのガマと比較群すべてとの間で有意差が見られた。骨体断面

示数はャッチのガマが74.2、カンジン原が75.3と、カンジン原がやや大きい。長厚示数ではヤッチのガマが20.9、
カンジン原が21.5となり、カンジン原はヤッチのガマよりやや細長い傾向を示した。

女性は男性と同様にヤッチのガマの各計測値が比較群中もっとも小さく、カンジン原が次いで小さい値をとる。

とくに中央最小幅と最小周は、ヤッチのガマ、カンジン原は比較群すべてに対して有意に小さかった。長厚示数

ではカンジン原 (19.5)がヤッチのガマ (20.0) と比較してやや示数値が小さく、細長い傾向を示す。

尺骨

男性では、ヤッチのガマがすべての計測値で、比較群中もっとも小さい。カンジン原は最小周で与論より、ま

た、矢状径・横径で畿内現代人より大きい値をとるが、全体的には小さい値をとる傾向を示す。長厚示数はヤッ

チのガマが17.3、カンジン原が17.6、ヤッチのガマがカンジン原と比較してやや細長い傾向がみられた。

女性では、カンジン原は最大長と最小周が比較群中もっとも小さく、矢状径と横径はヤッチのガマや畿内現代

人と近似した値を示している。断面示数はヤッチのガマが77.5、カンジン原が77.2と与論島 (77.8)や西南日本

人 (77.4) に近い。長厚示数では、カンジン原は15.9と比較群中でもっとも小さく、細長い傾向にある。

撓骨

男性ではヤッチのガマの計測値は全体的に小さく、カンジン原は尺骨の場合と同様にやや大きい。横径ではヤッ

チのガマとカンジン原間に有意差がみられた。長厚示数はヤッチのガマが19.6、カンジン原が20.3で、カンジン

原は西南日本人 (20.7)、畿内現代人 (20.4) に次いで大きかった。断面示数はヤッチのガマ (74.5)が比較群

中でもっとも大きく、カンジン原 (72.0) は天福寺 (72.2) と西南日本人 (71.5)の間に位置する。

女性は男性と同様に、ヤッチのガマの計測値は全体的に小さいが、矢状径 (10.1) は大きく、比較群中天福寺

(10.4) に次いで大きい。カンジン原も全体的に小さいが、矢状径 (9.9) は大きい。そのため断面示数ではヤッ

チのガマで72.1、カンジン原で69.7と大きな値を示している。

2)下肢骨

主要計測結果を比較群とともに第48・49表に示す。

畿内現代人を基準とした下肢骨の偏差折線（第192図）では、与論島、西南日本人、および天福寺は上肢骨と

比較してプラスヘの振れが小さくなっているが、ヤッチのガマとカンジン原の男性は、わずかに折線がプラスへ

偏っていて、畿内現代人との差が上肢骨より小さくなっている。最大長などの長径は、与論島、西南日本人、お

よび天福寺の振れ幅が小さく、畿内現代人と同傾向を示すのに対し、ヤッチのガマとカンジン原はマイナスに振

れ、そのため長原示数が大きくなりプラスに振れているのがわかる。また、大腿骨の横径は、ほぽ基準線に重な

るが、矢状径がマイナスに傾き、骨幹部の発達が弱い傾向を表している。しかし腔骨の断面示数では、ャッチの

ガマとカンジン原の男女ともマイナスヘ偏って横径に対して矢状径が発達する傾向をみせ、特に女性では与論島

も含めて、その傾向が強い。全体として折線のパターンは与論島に近く、天福寺は畿内現代人とほとんど差が無

い。ャッチのガマ、カンジン原は男女ともに長径が短く、大腿骨の骨幹部では矢状径に対して相対的に横径が大

きく、腔骨では逆に矢状径がやや大きくなっている。全体的には、上肢骨と同様に計測値が小さい。以下に各計

測値と示数値の特徴を詳しくみていく。
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第48表 下肢骨の比較（男性）
ャッチのガマ

n Mean 

28 393. 1 

23 388. 3 

49 26. 7 

50 25. 6 

48 83. 2 

49 29. 5 

49 23. 4 

23 21. 0 
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38 319, I 
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45 70. 6 

34 72. 4 
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第49表 下肢骨の比較（女性）
ャッチのガマ

n Mean 

21 361. 9 

16 359. 9 

39 22. 6 

39 23. 7 

39 73. 3 

40 27. 6 

39 20. 7 

16 20. 8 

39 95. 6 

39 75.1 

18 295.1 

22 294. 7 

22 24, 6 

43 27. 8 

22 18. 2 

43 19. 9 

21 67. 6 

43 75. 0 

41 63. 2 

22 74. 5 

43 71. 7 

18 21. 9 

4 273. 8 

3 13. 0 

3 8.3 

3 36. 7 

17 30. 4 

3 64.1 

3 10. 8 

(mm) 

言1測項目

大腿骨 1 大腿骨最大長

2 自然位全長

6 骨1本中央矢状径

7 骨体中央横径

s骨体中央周

9 骨体上横径

JO 骨体上矢状径

8/2 長厚示数

6/7 骨体中央断面示数

l0/9 骨体上断面示数

胚骨 1 腔骨全長

la 腔骨最大長

8 中央最大径

8a 栄養孔最大径

9 中央横径

9a 栄養孔1立横径

JO 骨体中央周

!Oa 栄養孔位周

10b 骨体最小周

9/8 中央断面示数

9a/8a 胚示数

!Ob/I 長厚示数

排骨 l 排骨最大長

2 中央最大径

3 中央最小径
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ャッチのガマ
-20 Za ・2o

大腿骨 1最大長

2自然位全長

6骨体中央矢状径

7骨体中央楢径

8骨体中央屈

9骨体上横径

10骨体上矢状径

8/2長厚示致

6/7骨体中央断面示薮

10/9骨体上断面示数

1全長

腔骨 a最大長

8中央最大径

Ba栄養孔位霰大径

9中央憤径

9a栄養孔位憤径

l 0骨体中央周

1 Oa栄費孔位周

10b骨体最小周

9/8中央断面示数

9a/8a胆示数

1 Ob/1長厚示数

肪骨 l最大尺

2中央最大径

3中央最小径

4中央周

4a最小周

3/2中央断面示数

4a/l長厚示数

カンジン原 与惰烏

2• ·l• Z• -Z• 丁

r'‘ 
‘̀ 
ー、＇

西市8本人

Z• ·2• 
天揖呑

2• 

ー男性 ーーーー女性

第192図 下肢骨偏差グラフ（畿内現代人基準）

大腿骨

男性の最大長はヤッチのガマが393.1mm、カンジン原が400.1mmと、比較群中もっとも小さく、ヤッチのガ

マはカンジン原を除くすべての集団に対して有意に小さかった。中央矢状径はカンジン原が27.7mmと、天福寺

と並びもっとも大きい値をとり、ヤッチのガマは26.7mmで、西南日本人 (26.5) と与論島 (26.9) の間に位置

する。横径はヤッチのガマ、カンジン原ともに25.6mmで、畿内現代人 (25.2) や西南 H本人 (25.2) より大き

いが、その差はわずかで有意差もみられなかった。中央断面示数はカンジン原が108.3ともっとも大きな値で、

畿内現代人 (107.8) と同じく大きな値をとっているが、ヤッチのガマは矢状径が小さいため104.5とやや小さい

値になった。骨体上部の断面示数はヤッチのガマ (79.4)が小さく、矢状径に対して横径が発達する傾向がみら

れた。長厚示数はヤッチのガマ、カンジン原ともに全長が短いため大きな値を示すが、各集団間の差は小さい。

女性では、ヤッチのガマ、カンジン原の最大長は男性と同様に小さい傾向を示した。また矢状径が小さく、横

径が大ぎいため、中央断面示数はヤッチのガマが95.6、カンジン原が97.5ともっとも小さく、骨幹部が矢状方向

に偏平な傾向を示したが、有意差はみられなかった。骨体上断面示数では両集団とも小さく、男性と同様に矢状

径に対して横径の発達がみられた。長厚示数は、ヤッチのガマとカンジン原の全長が小さいため、大きくなる傾

向がみられた。

胚骨

男性ではヤッチのガマ、カンジン原は中央最大径と栄養孔最大径で、西南日本人より大きいが、他の項目では

比較群中もっとも小さな値をとる。また栄養孔位横径と栄養孔位周では、カンジン原がヤッチのガマより有意に

大きい。中央断面示数はカンジン原が76.1で西南日本人 (77.1) に次いで扁平性が弱いが、ヤッチのガマ (72.4)

は比較群中もっとも小さな値をとる。腟示数はャッチのガマ (70.3)、カンジン原 (71.6) であり、胚骨の扁平

性はみとめられない。長厚示数ではャッチのガマ (22.3) 、カンジン原 (22.5) とも全長が短い傾向があるため

高い値を示し、頑丈性がやや強い結果となった。

女性の腔骨は男性と同様に長径は短く、矢状径が大きい傾向をみせるが、カンジン原は各計測値の観察例がや

や少なく、比較群中で目立った有意差は認められなかった。中央断面示数と腔示数はヤッチのガマ、カンジン原

ともに横径に対して相対的に矢状径が発達する傾向がみられ、長厚示数も太く頑丈な傾向を示した。

排骨

男性の最大長はヤッチのガマで308.2、カンジン原が316.8と、他の下肢骨同様小さい値をとる。特にヤッチの
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ガマはカンジン原を除く集団との間で有意差がみられた。中央最大径、最小径はカンジン原が大きい傾向をみせ

るが、ヤッチのガマはやや小さい結果となった。中央断面示数はヤッチのガマ (72.7)、カンジン原 (72.1) と

も比較群中では中間的な値をとる。長厚示数はカンジン原が11.4で比較群中もっとも大きく、ヤッチのガマは10.

9と比較群内で平均的な値をとる。

女性は全休的に観察例が少ないものの、ヤッチのガマがすべての計測値で比較群中も っとも小さく、カンジン

原は最大長がヤッチのガマに次いで短く、最大径、最小径はもっとも大きい。

【身長の推定】

Peason (1899)の式をもとに大腿骨最大長から算出した推定身長を第50表に示す。

男性ではヤッチのガマが155.2cm、カンジン原が156.6cmで、カンジン原がやや高いが有意差はみられなかっ

た。女性ではヤッチのガマが143.2cm、カンジン原が144.0cmとなり、二集団間でほとんど差はみられなかった。

ここでヤッチのガマとカンジン原の身長の特徴を概観するため、他の集団の大腿骨最大長の平均値を利用して比

較を行った。その結果男性（第193図）ではヤッチのガマがもっとも身長が低く、次いでカンジン原が低い。こ

の低身長傾向は女性（第194図）でより顕著になり、他の集団が146cm以上なのに対し、ャッチのガマとカンジ

ン原はかなり低い。

第50表推定身長 (Peasonの式より）
男性 女性

II !lean S.D. n Mean S.D. 
ャッチのガマ 28 155.2 4 II 21 143.2 3.38 
カンジン原 12 156, 6 3. 29 JO 144. 0 5. 46 
平 均 l55. 9 154. 7 

右の大腿骨最大長を使用。 (cm)

1cm) lcml 

,/4 ,(l,・ ゃ.';-~""'
認 ._.;1 ..,;,、ヽぎギ

令
令

第193図 大腿骨最大長による推定身長の比較（男性）
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第194図 大腿骨最大長による推定身長の比較（女性）

［まとめ】

久米島に所在するヤッチのガマとカンジン原の古墓群は近世に属し、あわせて1000体以上もの人骨が出士した。

その中から保存状態の良い成人骨の計測値を用いて、近～現代に属する日本列島集団との比較、検討を行い、ヤッ

チのガマ、カンジン原両集団の特徴を報告した。その結果、ヤッチのガマとカンジン原は全体的に類似した形態

を示していて、以下のように要約することができる。

頭蓋

ャッチのガマとカンジン原は全体的にサイズが小さいが、本土の一地方型の変異を越えない。その中で久米島

の両集団の特徴として、やや短頭で、相対的に長径より幅径が大きい傾向が挙げられる。偏差折線では与論島が、

久米島よりも、宮古と似た傾向をみせていた。また、久米島、宮古や与論島の南西諸島に共通する特徴としては、

後頭弧長に対し相対的に頭頂弧長が大きい傾向を示していた。 BENEVOLENSKA(1980) に従えば、南西諸島

集団は北東アジア集団より東南アジアやヨーロッパ集団に共通する特徴といえる。今回比較群には加えてないが、

男性に関して沖縄本島（許、 1948)や喜界島 (Tagayaand Ikeda、1976) でも同傾向があり、南方独自の形質

的特徴が残存していた可能性もあり、今後の課題としたい。
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四肢骨

上肢骨は頭蓋骨と同様に全体的なサイズが小さく、 長径が短い傾向を示す。また骨幹部では上腕骨に幾分横径

に対して矢状径が大きい傾向がみられるが、全体的には細く頑丈性が弱い。尺骨に関してはカンジン原が与論島

や西南日本人、天福寺と類似してやや大きな傾向を示す。撓骨ではヤッチのガマが細く 扁平性が弱い傾向を示す

以外は、比較群間で大きな差はみられなかった。下肢ではカンジン原の男性が、大腿骨の骨幹部が他の集団とほ

とんど差がみられなかったが、ヤッチのガマの男女とカンジン原の女性はともに骨幹部の発達が弱い傾向がみら

れた。それに対して腔骨はやや横径に対して矢状方向の発達がみられたが、扁平性はみとめられなかった。 Pea

sonの推定式により求めた身長は、男性ではヤッチのガマが155.2cm、カンジン原が156.6cm、女性ではヤッチの

ガマが143.2cm、カ ンジン原が144.0cmとなり、かなり低身である。

久米島は、グスク時代には琉球・中国間の海上交通において寄港地のひとつとして重要な位置を占め、沖縄本

島に地理的に近いため、人々の往来も盛んであったと 考えられている（沖縄県立博物館編、 1996)。また、南西

諸島では比較的小さな島ながら、グスクなどの遺跡が数多く所在していることでも知られ、文化的にも歴史的に

も興味深い島となっている。今後は、南西諸島の比較集団を増やし、詳しい地域差や時代差を検討していきたい。
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第51表脳頭蓋計測値 1ml 

ャッチのガマ カンジン地区

男性 女性 女性

頭蓋主要計測項月

l 脳頭蓋最大長

8 脳頭蓋餃大¢品

n
-
2
7
2
7
 

:Vlonn 

17 パジオン・プレグマ高 23 

811 頭蒸長幅ホ数 26 

17/1 頭蓋長高示致 22 

17/8 頭菟幅高示数 23 

5 頭蓋底長 22 

9 餃小前頭幅 28 

9/8 横前頭頭頂示数 26 

23 脳頭益水平周 23 

2,1 横弦長 23 

25 正中矢状弧長 18 

26 正中前頑弧長 26 

2i 正r/瑚 T負弧長 29 

28 正中後頭弧長 20 

27/26 矢状前頭頭頂示数 26 

26/25 前頭矢状弧長示数 18 

27/25 頭頂矢状弧長示数 18 

28/25 後頭矢状弧長示数 18 

176.5 

140.3 

135,8 

80.3 

76.4 

96. 4 

99, 7 

93, 7 

66. 9 

514. 8 

314. 7 

368. 3 

12,1.0 

131.0 

114.8 

105.9 

33.6 

35.2 

31. l 

SD .. 

5.23 

4. 98 

4. 96 

~- 87 
2. 86 

・I. 04 

4. 59 

4. 04 

3.03 

9.89 

9.03 

II. 72 

5. 87 
8.67 

6. 04 

7.35 

1. 12 

1 62 

1. 34 

2

0

4

8

1

1

9

8

9

1

9

0

6

9

8

7

4

8

1
 

唸

盟

狐

九

転

乱

随

訊

鵡

碑

醜

123
盟

悶

悶

n
2
5
2
6
2
0
2
5
2
1
2
1
2
0
2
8
2
5
2
3
2
2
2
1
2
9
3
2
2
0
2
9
2
0
2
0
1
9
 

S.O ． 

5.87 

・1.20 

5. 64 
3.11 

2. 68 
3.18 

I. 51 

4. 69 

3. 21 

14.17 

15.49 

19. 80 

5. 70 

9. 58 

7. 11 

6.~2 
2. 12 

2.86 

1. 90 

男性

JI l¥lean 

17 176. 5 

16 141. 2 

10 138. 2 

15 80. 7 

11 78. 3 

11 98. 0 
10 99.4 

19 92.8 

15 66. 0 

13 508. 9 

14 316. 9 

12 370. 8 

19 124,, 

17 130. 9 

12 111.9 

16 106. 4 

12 33.6 

12 36. 2 

12 30.2 

S.D 

6.45 

2.81 

5.09 

3.59 

2. 51 

4. 28 

,ヽ.90 
5. 10 

.,. 55 

12. 13 

10.31 

12. 03 

5. I 7 

8. 59 

6.60 

8.46 

1.31 

I. 74 

I. 25 

0

0

]

8

1

6

5

5

2

0

8

1

8

4

3

9

9

7

2

 

3
7
1
3
7
3
1
7
9
7
7
9
5
9
5
9
0
6
6
9
8
0
8
5
9
2
0
2
5
0
8
0
3
3
3
3
5
3
0
 

n
2
6
2
5
1
8
2
4
1
8
1
8
2
0
2
7
訊

2
3
2
2
1
6
2
6
2
7
1
6
2
6
1
6
1
6
1
6

S.D. 

5. 84 

4. 22 

3.80 

2. 99 
I. 93 

3. 17 
Iヽ.99 

4. 06 

3. 13 

14. 22 
11. 56 

12. 74 

6. 38 

7. 98 

4.87 

6.30 

1.02 

I. 42 

I. 40 

*P<0.05 * *P<0.01 

第52表顔面頭蓋計測値 （四,J

ャッチのガマ カンジン地区

男性

顔面頭益主要計測項目 n Mean 

40 頻長 15 JOO. 5 

45 煩骨弓幅 15 135. I 

~8 上頗高 lalv) 20 68. 7 

48/45 コルマン上頗示数(alvl 11 51.0 

511 眼麻栢(11 26 41.3 

女性 男性

n Mean 

9 95 .. [ 

129.3 

13 67.3 

8 53.2 

19 41.1 

18 33. 2 

18 80. 8 

17 26. 0 

17 49. 3 

16 52. 6 

123. 0 

101.6 

63. 4 

33. 2 

13 12. 9 

6 60. 7 

10 31.3 

6 53.1 

女性

521 限怠高Ill

52/51 眼窃示数ill

54 鼻幅

55 鼻高

5,1/55 鼻示数

65 下頴関節突起幅

66 下顎角幅

68 下顎長

69 オトガイ高

69(3) I f顎体匝11)

701 下顎枝高(II 

711 下顎枝能(I)

71170 下顎枝示数(I)

9

1

2

8

7

7

3

3

2

1

0

9

9

5

 

⑫

丸

店

狐

江

邸

⑬

随

紅

凡

砒

⑫

乱

2
6
2
6
2
8
2
6
2
6
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
8
1
7
1
6
 

.
1
1
0
2
0
3
7
4
5
3
9
8
4
3
5
5
6
2
1
8
訂

9
7
0
4
2
0
3
7
6
6
3
0
6
3

翌
ふ

4

&

L

L

L

i

L

2

1

L

1

1

1

L

1

2
小

n Mean 

12 93. 8 

l •l 127. l 

17 66. I 

50.3 

28 40. 2 

27 32. 6 

27 81. 7 

29 25. 3 

27 4 7. 0 

27 54. 2 

9 119. 8 

13 92. 7 
12 65. 2 

14 30. l 

15 13. I 

18 54. 7 

15 29.9 

15 55.1 

s.o. 
2. 89 

.J.55 

3.99 

7. 19 

1.52 

I 74 
4.45 

1. 79 

3. 31 

.1.35 

7. 95 

5. 7.J 

3, 41 

2. 73 
l. 39 

4. 80 

3.88 

7.63 

S.D 

5. 46 

12. 22 

3. 95 

6.79 

2.25 

1.sO 

3. 78 
1. 73 

2.42 

4.46 

2. 83 

5. 32 

~- 45 
I . • ? 
1.4s 

2. 58 

2.58 

5.17 

0

3

6

1

0

5

6

2

5

3

1

3

0

3

2

6

3

7

7

 

ー
g
9
3
2
7
6
4
5
3
約

3
2
8
1
2
5
4
7
5
3
1
1
9
5
6
4
3
0
1
2
5
6
3
2
5
9

ー

4
 

n
1
3
1
0
1
6
9
2
3
2
2
2
2
2
3
2
2
2
1
3
3
3
.
3
1
4
4
 

S.D. 

5.00 

2.41 

4.62 

5.85 

I. 98 

1.68 

4 . .J9 

I. 31 

2. 91 

3.11 

7. 57 

3. 00 
2. 52 

6. 76 

I. 28 

4. 03 

2. 21 

-1. 13 

*P<0.05 * *P<0.01 
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第53表 顔面平坦度計測値 (111111 

ヤ yチのガマ カンジン地区

計測項目

、130l 前頭弦

43c 垂線高

43c: 43 (1 l 平坦度示数

57 鼻骨弦

57a 垂線病

57a: 57 平坦度示数

46b 頬上顎弦

46c 垂線高

46c :46b 平坦度示数

u
-2
5
2
5
2
5
2
7
2
7
2
7
2
3
2
3
2
3
 

男性

/>.lean 

96. 8 
14. 6 

15.0 

8.5 

2. 3 

26.6 

101.8 

20. 7 

20.3 

SD ．． 
3. 98 

2.45 

2. 29 

l. 52 

o. 96 

9.11 

6. 04 

2.27 

l. 93 

1
1
-
2
6
2
6
2
6
2
5
2
5
2
5
2
0
2
0
2
0
 

女性

Mean 

92. 7 

13. 9 

15. 0 

8.2 

2. 0 

23.4 

95. 3 

19. 4 

20.4 

S.D ． 
3.47 

2.15 

l. 96 

I. 95 

0. 93 

8. 69 

4. 69 

2.14 

2.47 

n
-
1
8
1
8
1
8
1
5
1
5
1
5
1
4
1
4
1
4
 

男性

Mean 

94. 9 

13. 8 

14. 6 

8. 9 

2. 7 

29. 4 

98. 5 

20. 9 

21.2 

S.D. 

3. 88 
3. 31 

3.40 

I. 45 

I.QI 

8. 74 

4. 80 

3. 20 
2,99 

"
-
2
0
2
0
2
0
2
0
2
0
2
0
1
7
1
7
1
7
 

性女
＿a

nい
訊
砂
豆
⑲
皿
幻
こ
〗

＊
 

M
e
-
g
l
l
 

SD .. 
2. 92 

I. 76 

1.91 

1.53 

0. 79 

8.41 

4. 20 

2.81 

2.91 

* *P<0,01 

第54表 上腕骨計測値 1皿置）

ヤノチのガマ カンジン地区

計測項目

］ 上腕骨最大長

2 上腕骨全長

3 上端幅

4 下喘幅

5 中央最大径

6 中央最小径

7 骨体危小周

7a 中央／吾I

8 頭周

9 頭最大横径

10 頭最大矢状径

6/5 骨1本横断示数

711 長原示数

9/10 骨頭断面示数

．

．

．

．

．

 

ー

r

l

r

l

r

l

l

 

l

l

l

l

l

l

r

l

l

l

t

_

r

ー

r

l

r

l

n
-
4
1
3
8
3
3
3
6
3
3
2
9
3
6
⑭

5
4
5
4
5
4
5
4
5
5
5
2
5
4
5
4
2
4
2
8
2
6
3
1
3
9
3
6
5
4
5
4
4
1
3
8
2
5
3
0
 

が性'. 
Mean 

283. 8 

279. 4 

278. 3 

276. 0 

46. 3 

46. 2 

55.6 

57.0 

2l. 6 

21. 5 

16.0 

16. l 

59. 6 
59. 4 

62. 6 

62. 3 

132. I 

!3l. l 

40. 3 

40. 2 
43.3 

43. 2 
74. 2 
75. 3 

20. 9 
21. 2 

93. 9 

94.1 

SD ． 
15. 57 

17. 66 

17. 30 

17. 60 

2. 31 

1.83 

2. 75 

3. 75 

I. 50 

l. 53 

1.11 

1.15 

3, 12 

3. 21 

3. 57 

3.86 

7.63 

6.61 

2.17 

2, 17 

2.6, 

2. 77 
3. 83 

↓ . 46 

1.19 

1.09 

3. 71 

3.21 

n
-2
7
2
3
2
6
2
3
1
9
1
8
2
5
2
1
4
4
4
6
4
4
4
6
4
5
4
4
4
4
4
6
1
6
2
0
2
2
1
9
2
3
2
4
M
4
6
2
6
2
2
1
9
1
9
 

女性

詈:'i
257. 7 

256. 3 

254. 6 

41.4 

40. 9 

50.8 

49.5 

19.3 

19.0 

13. 7 

13, 6 

52. 2 

51. 4 

54. 9 
54.1 

ll7.4 

115. 0 

35.6 

35.4 

37.5 

36.8 

71. 0 

71. 5 

20. 0 

19. 7 

93. 9 

95.0 

S.D 

14. 73 

16. <9 

12. 97 

16.19 

2. 24 

2.18 

2.30 

2. 29 

1. 40 

I. 58 

I. 31 

I. 33 

3,43 

3.52 

3. 85 
3.88 

3. 81 

6. 37 

l. 33 

1.89 

2.33 

2.30 

4. 3,1 

5. 37 

0. 84 

1.19 

3. 56 

3. 19 

"
-
1
5
1
8
1
5
1
6
1
3
1
7
1
5
1
7
2
6
2
6
2
6
2
6
2
5
2
5
2
6
2
6
9
1
1
1
1
1
2
1
4
1
5
2
6
2
6
1
5
1
8
1
1
1
2
 

男性

辿
286. 8 

284.0 

282.8 

28U 

46.5 

46. 6 

57,9 

57.5 

22. 3 

22. 3 • 
16.8• 亭

16.6 

61. 9 

61.4 

65.0 

64. ,1 

135, l 

135. 8• 
41.l 

41.3 • 

43. 9 

43. 7 

75. 3 

74. 7 

21. 5 

21. 8 

93. 9 

94. 4 

＊

＊

 

＊
 

S.D 

14.26 

12.83 

14. 43 

13.25 

2.26 

2.09 

4,01 

3.30 

1. 38 

1. 69 

I, 18 

1. 30 

3. 66 
3. 65 

3. 77 

4.02 

5. 09 

4. 21 

1.38 

1.30 

I. 99 
I. 98 

4. 89 

6. 09 

1. 20 

1. 31 

3. 26 

3. 37 

n
-
1
7
1
6
1
2
1
6
1
1
1
2
1
3
2
2
2
8
2
7
2
8
2
7
2
8
2
8
2
8
2
7
1
1
6
1
1
9
1
7
1
3
2
8
2
7
1
7
1
6
1
2
7
 

i ft :!;___;_ 
!,Jean 

265. 4 

267.3 

257.8 

263. I 

41. 0 

41.6 

48. 7• 
49.6 

19.4 

19. 2 

13. 9 

13.5 

52. 4 

51. 4 

55. 2 

54.0 

116. 4 

118. 0 

35. 0 

35.6 

38.4 

38.6 • 
72.2 

70. 8 

19. 5 

19.4 

92. 5 

93. 7 

*P<O. 05 

-
4
9
2
8
2
2
8
8
9
0
7
8
9
0
0
6
7
0
6
2
0
9
1
6
5
5
3
0
牡

2
7
1
0
5
4
9
0
0
1
2
3
1
0
9
6
4
9
1
3
J
o
o
l
9
0
-l
.
0
 

D
 
.
.
.
.
 

4

3

.

 。

ぶ

5

3

5

2

2

1

2

?

J

I

l

1

3

3

4

4

6

6

1

2

2

2

5

J

6

]

]

p
 

＊
 

＊
 

第55表 尺骨計測値 1ml 

ャッチのガマ カン ジン地区

計測項目

1 尺骨最大長

2 尺骨機能長

3 骨体巌小周

6 肘頭幅

7 l!t頭深

8 肘頭嵩

11 骨体矢状径

12 骨体横径

3/2 長厚示数

7/6 肘頭深幅示数

8/6 肘頭高幅示数

11/12 骨体横断示数

r

l

r

l

r

l

r

l

r
ー

r
l
r
l
r
l
r
_
r
l
r
l
r
`
_

＂ 19 
25 

31 

37 

41 

41 

21 

28 

44 

47 

46 

50 

55 

53 

55 

53 

30 

36 

21 

27 

20 

28 

55 

53 

男性

Menn 

229. 2 

234. 0 

201. 5 

202.8 

34. 9 

34. 9 
23. 2 

23.4 

23. 3 

23.0 
18.8 

19. I 
12. 3 

12. 4 

15.6 

15. 2 
17. 3 

17. 2 

100. 9 

98. 0 

81. 6 

82.0 

79. J 
82. I 

S.D. 

13. 48 

10. 46 

12. 26 

ll. 22 

2.47 

2.53 

1. 30 

l. 68 

l. 61 

l. 97 

l.62 

l. 54 

l ll 

1.08 

I. 33 

I. 34 

I. 68 

I. 61 

6. 21 

6.11 

9. 03 

7. 61 

7. 24 

7.08 

II 

10 

II 

21 

17 

31 

25 

21 

17 

34 

28 

40 

33 

、16

42 

46 

42 

19 

14 

21 

15 

21 

16 

46 

42 

こ
Mean 

210.6 

212. 2 

185. 6 

186. 4 

31. 3 

31. 4 

20, 8 

20.4 

21. 5 

20. 9 

17. 0 
17. 0 
10. 7 

IO. 7 

13.8 

13. 4 

16. 9 

16. 8 

104. 5 

102.0 

84. 0 

85. 9 

77. 5 

80. 4 

SD  .. 
13. 23 

11. 76 

10. 39 

10. 69 

2. 93 

2.60 

I. 55 

I. 54 

1.46 

1. 30 

1.46 

1.69 

1.01 

0.92 

1.30 

1. 31 

1. 77 

1.45 

8. 56 
7.49 

11. 78 

13. 75 

6. 27 

7. 81 

n
-1
0
4
H
1
1
1
6
1
5
1
4
1
3
1
9
2
1
2
0
2
0
2
1
2
2
2
1
2
2
1
2
1
1
1
4
1
3
1
4
1
3
2
1
2
2
 

男性

迎辿L
233.4 

237.5 

204. 7 

202. 7 

35. 8 

34, G 

24. 5 • 
24. 2 

23.8 

23. 3 

19.3 

18.9 

12. 9 

12.9 

16. 4 • 

15. 7 

17. 6 

16. 8 

96. 5 • 
96.1 

79. 5 

78. 9 

78. 5 

82. 4 

S.D ． 
11. 44 

15.15 

9. 60 

12. 60 

2. 76 

2. 75 

1.51 

I. 77 

2. 14 

l. 38 

1.13 

1.12 

I. 24 

1.02 

l. 29 

1.28 

1. 32 

1.13 

6. 20 

6. 32 
5. 65 

s. 54 

7. 69 

6.47 

11
-5
5
1
0
8
1
7
M
1
4
1
0
2
4
2
0
2
4
2
2
2
5
2
3
2
5
2
4
1
0
8
H
1
0
1
4
1
0
2
5
2
2
 

女性

Mean S.D. 

206. 2 9. 58 

212. 6 8. 02 

191.1 11. 90 

190. 5 9. 86 

30.8 2.08 

30. 6 2. 37 

20. 9 1.17 

20.7 1.77 

21.3 1.78 

21.2 2.48 

16.9 1.23 

16,8 1.33 

10.8 0. 96 

10.3 o. 78 

14.0 1.08 

13.5 0.88 

15. 9 l, 21 

16. I l. 67 

104.l 7.58 

104. 9 6. 93 

79.6 5.55 

80. ,j 6. 78 

77.2 4.74 

76.6• 6. 53 

*P<O. 05 * * P<O. OJ 
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第56表 撓骨計測値 111111 

ャッチのガマ カンジン地区

計測項目

l 撓骨最大長

2 撓骨機能長

3 骨体最小周

4 骨体横径

11a 骨体中央横径

.111) 骨頭横径

4(2) 頚横径

5 骨体矢状径

5a 骨体中央矢状径

5(1) 骨頭矢状径

5(2) 頚矢状径

5(3) 頭周

5(5) 骨体中央周

5(6) 下端幅

3/2 長原示数

5/4 骨体断面示数

5a/4a 骨体中央断面示数

r

l

r

l

r

l

r

l

r
ー

r

l

r

l

r

_

r

l

r

l

r

l

r

ー

r

l

r

l

r

l

r

l

r

l

n
-
2
5
2
4
3
4
3
6
5
0
4
7
5
2
4
5
2
4
2
4
1
1
1
1
4
5
3
9
5
2
4
6
2
4
2
4
1
2
9
4
5
3
9
6
6
2
4
2
2
2
9
2
2
3
4
3
4
5
2
4
5
2
4
2
4
 

二
Mean 

213. 3 

212. 3 

200. l 

200. 7 

39. 6 

39. 6 

15.5 

15.5 

14.J 

14,1) 

21. 2 

20. 9 

12. 4 

12. 2 

11.5 

II. 5 

11. 5 

11.6 

22.2 

21. 1 

13., 

14,0 

70. 0 

66. 7 

40.8 

41.0 

31.8 

31. 6 

19.6 

19. 7 

74. 5 

74. 5 

80. 8 

83. 0 

SD ．． 
13.41 

II. 82 

11. 79 

11.15 

2. 48 

2. 66 

1. 43 

I. 31 

1.46 

1.27 

1.08 

0. 94 

I. 13 

1.29 

0. 90 

0. 84 

0. 72 

0. 88 

I. II 

I. 32 

1.14 

1.09 

3. 03 

2. 88 

3. 19 

2. 91 

I. 84 

1.97 

I. 42 

I. 25 

6. 03 

6. 49 

7. 91 

8. 29 

11 

22 

18 

33 

27 

45 

38 

47 

44 

22 

18 

H 

10 

41 

39 

47 

44 

22 

18 

10 

10 

40 

39 

3 

7 

20 

16 

17 

17 

32 

25 

47 

44 

22 

18 

女性

~Jenn 
194. 8 

195. 7 

184.1 

183. 4 

34. 8 

34. 9 

14.1 

13.8 

12. 9 

13.0 

18. 4 

18. 5 

10. 6 
10. 6 

10.1 

10. 0 

9. 9 

10. I 

18. 5 

18. 7 

12.1 

12. 6 

58. 7 

61. 0 

36. 7 

37.3 

27. 9 

28.2 

18.9 

19.3 

72.1 

72. 8 

77. 0 

77. 6 

s.n. 
11. 08 

12. 95 

10. 64 

II. 45 

2. 70 
2. 65 
I. 24 

.1.29 

1.13 

1.14 

I. 15 

0. 97 

〇.99 

I. 21 

o. 86 

o. 73 

o. 77 

0. 94 

1.58 

1.57 

I. 34 

I. 35 

2. 52 

3. 37 

2. 62 

2.82 

I. 25 

2.19 

1. 28 

I. 31 

5. 84 

6.16 

6. 66 

7.15 

n
-
1
2
1
1
1
8
1
8
2
1
2
0
2
1
2
0
1
2
1
1
1
4
1
7
2
0
2
1
2
1
1
2
1
1
3
4
1
7
1
8
1
2
1
1
1
1
1
6
1
3
1
8
1
8
2
1
2
0
1
1
1
1
 

~ 
l¥len11 

221. 0 

216.3 

202. 8 

201. 8 

40. 7 

40. 0• 

16.4 

15.9 

15. 2 

14. 9 

21. 0 

21. 5 

13.3• 

13. 1• 

11. 8 

11. 7 

12, I 

11. 9 

23. 3 

23. 3• • 
14.6• 

14.•l 

70. 0 

71. 5 

43, 3• 

42. 3 

32.9 

32. 2 

20.3 

20. 0 

72.0 

73. 4 

79. 4 

80.0 

S.I). 

11. 94 

13. 81 

11. 91 

11.44 

2. 37 

2. 86 

1. 36 

1. 25 

1.11 

I. 38 

1.00 

I. 31 

I. 33 

1.08 

I. II 

1. 24 

1.14 

I. 15 

0. 50 

I. 66 

1.46 

3. 00 

3. 29 

3. 76 

I. 59 

1.16 

I. 18 

•I . 57 

5. 75 

5. 07 

5. 80 

"
-7
6
1
0
8
2
1
1
8
2
5
2
2
8
4

4
4
2
3
1
8
2
5
2
2
8
4
7
4
2
3
2
0
1
J
6
4

1
1
1
1
1
0
7
2
5
2
2
8
4
 

女性

Mean 

196. 4 

194. 3 

183. l 

184. 5 

34. 5 

34. 6 

14. 3 

14.0 

13.4 

13. 0 

19,5 

18.8 

II.I 

JO. 9 

9.9 

10.3 

9. 9 

10.5 

19. 3 

19. 3 

12. 3 

12. 9 

61. 0 

60. 0 

36. 2 

37, 0 

28. 0 

27. 5 

18. 5 

18. 7 

69. 7 

73. 5 

74. I 

坐
*P<O. 05 

SD ．． 
11. 73 

13. 46 

12. 93 

12. 68 

3.11 

2.33 

I. 24 

l. 50 

1. 60 

2. 45 

1.00 

0. 50 

1.10 

o. 80 

0.91 

o. 88 

0. 99 

1.00 

o. 95 

1. 26 

0. 88 

0. 79 

3. 06 

4. 24 

I. 48 

I. 51 

I. 88 

I. 55 

5. 72 

5,46 

4. 82 

10.16 

* *P<0.01 

第57表 大腿骨計測値 (mm) 

ャッチのガマ カンジン地区

計測項目

1 大腿骨最大長

2 自然位全長

6 骨体中央矢状径

7 骨体中央横径

8 骨体中央周

9 骨体上横径

10 骨体上矢状径

13 大腿骨上幅

15 頚垂直径

16 頚矢状径

17 頚周

18 頭垂直径

19 頭横径

20 頭周

21 上顆幅

8/2 長厚示数

6/7 骨体中央断面示数

10/9 骨1本上断面示数

16+7)/2 頑丈示敷

r
ー

r

l

r

l

r

l

r

l

r

l

r

l

r

_

r

l

r

l

r

l

r

l

r

l

r

l

r

_

r

l

r

l

r

l

r

l

n 
28 

29 

23 

29 

49 

48 

50 

48 

48 

47 

49 

51 

49 

51 

31 

31 

43 

38 

44 

33 

42 

33 

36 

29 

32 

26 

24 

18 

24 

21 

23 

28 

49 

48 

49 

51 

23 

29 

男性

Mean 

393. I 

396. 3 

388. 3 

392. 2 

26. 7 

27.1 

25. 6 

25. 9 

83. 2 

84.1 

29. 5 

29. 8 

23.4 

23.4 

87. 4 

88. 0 

31. 7 

31. 9 

27. 7 

27. 2 

93. 6 

94. 3 

43. 7 

43.8 

43. 8 

44.1 

138. 5 

141.1 

76. 2 

76.1 

21. 0 

21.3 

104, 5 

105. 0 

79. 4 

78. 8 

13. 2 

13.4 

SD .. 
21. 86 

21. 54 

19. 60 

21. 58 

2. 24 

2.44 

1.50 

1.64 

5. 09 

.(. 64 

1.94 

I. 89 

2. 07 

1.89 

5. 38 

5. 37 

2. 36 

3. 25 

3. 61 

2.22 

5. 98 

5. 67 

2. 75 

2. 62 

2. 58 

2. 37 

7. 68 

7. 96 

2. 63 

3. 32 

1.10 

0. 96 

9. 18 

10. 36 

7. 21 

7.07 

0. 70 

〇.56 

n
-2
1
1
7
1
6
1
8
3
9
4
2
3
9
4
2
3
9
4
2
4
0
4
3
3
9
4
2
2
3
2
3
3
3
3
6
3
3
3
3
3
2
3
1
2
0
1
8
1
9
1
9
1
1
1
1
1
3
1
1
1
6
1
8
3
9
4
2
3
9
4
2
1
6
1
8
 

ご
361. 9 

361. 5 

359. 9 

358. 4 

22. 6 

22. 8 

23. 7 

23. 9 

73. 3 

73. 7 

27. 6 

27. 6 

20. 7 

20.; 

79.5 

80.2 

27. j 

27. G 

23. 2 

22. 6 

81. 8 

81. 6 

39. 0 
39. 4 

38. 6 

38. 7 

125. 7 

124.1 

68. 8 

68.8 

20. 8 

20. 6 

95. 6 

95. 5 

75.1 

75. 0 

13. 2 

l3. l 

SD .. 
17. 37 

17. 58 

17. 54 

17. 38 

I. 95 

I. 73 

!. 52 

1.44 

4. 43 

3. 86 

I. 82 

1.64 

I. 90 

1. 71 

4. 03 

3. 82 

1.64 

1.96 

I. 99 

I. 93 

4. 65 

5. 27 

I. 69 

I. 38 

2. 09 

1.48 

5. 55 

4. 13 

2. 01 

1. 47 

I.OS 

0. 68 

7. 73 

7. 39 

6.84 

6.32 

0. 70 

0.53 

n-
1
2
1
4
1
2
1
3
2
4
2
3
2
4
2
3
2
4
2
3
2
6
2
3
2
6
2
3
1
7
1
5
2
2
2
3
2
2
2
2
2
0
2
1
1
5
8
1
6
1
1
8
5
4
7
1
2
1
3
2
4
2
3
2
6
2
3
1
2
1
3
 

男性

Mean 

400.6 

402. 7 

395.4 

399. 8 

27. 7 

27. 7 

25.6 

25. 7 

84.3 

84. 3 

29.6 

29. i 
24.3 

24.0 

89. 3 

89. 7 

32. I 

31. 9 

27. I 

27. 0 

94. 9 

95.1 

44. 2 

45.4 

43. 9 

44. 2 

142. 6 

143. 6 

75.0 

75. 7 

21. 3 

21. 2 

108.3 

107.8 

82. I 

80. 7 

13. 4 

13.4 

SD ．． 
17. 51 

16. 50 

17.16 

15. 64 

2. 22 

2. 29 

1.67 

l. 69 

4. 88 

5. 34 

l. 79 

l. 68 

2. 16 

l. 78 

5. 00 

5.13 

l. 97 

2. 00 

2. 44 

2. 79 

4. 92 

5, 23 

2. 21 

l. 92 

2. 00 

2. 36 

6. 55 

7. 96 

0. 82 

2. 56 

0. 93 

0. 93 

7. 60 

8. 36 

5. 39 

4. 50 

0. 70 

〇.58 

n
_1
0
5
8
5
2
3
2
0
2
3
2
0
2
3
2
0
2
4
2
1
2
4
2
1
1
6
1
0
2
1
1
8
2
1
1
5
2
1
1
5
9
9
1
3
1
0
6
5

6

6

8

3
2
3
2
0
2
4
2
1
8
3
 

二
Mean 

365. 8 

381. 0 

360. 5 

375. J 

23, I 

23. 3 

23. 7 

23. 7 

73. 8 

73. 7 

27. 5 

27. 7 

21.1 

20. 7 

81. 3 

83. 8 

27. 9 

27. 2 

23. 6 

22. 7 

83.1 

82.1 

39. 0 

38, 6 

38. 8 

38. 8 

125. 8 

124. 6 

68. 2 

65. 2 

20,4 

20. 0 

97. 5 

98. 5 

77.0 

74. 8 

13.1 

旱
*P<O. 05 

SD .~ 
28. 05 

20. 42 

30. 70 

21.27 

2. 03 

I. 87 

I. 25 

I. 31 

4.27 

4. 37 

I. 32 

I. 68 

I. 60 

I. 59 

4. 06 

4. 13 

I. 95 

I. 63 

2.04 

I. 67 

5. 71 

5. 25 

1. 87 

1. 67 

2.17 

I. 75 

6. 59 

6. 50 

3.82 

6. 74 

I. 28 

I. 76 

7. 22 

5, 85 

6. 74 

5. 36 

0. 78 

1.04 

* *P<0.01 
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第58表 腔骨計測値 (mm) 

ャッチのガマ カンジン地区

計測項目

1 屁骨全長

la 腔骨設大長

lb 胚骨長

3 最大上端幅

6 最大下端幅

7 下端矢状径

8 中央飛大径

8a 栄養孔椛大径

9 中央横径

9a 栄養孔位横径

10 骨体中央周

10a 栄養孔位周

!Ob 骨体巌小周

9/8 巾央断面示数

, a/8a 腟示数

lOb/1 長瞑示数

l

r

l

r

 

ー

r
l

r

l

r

l

r
ー

r

l

r

_

r

l

r

l

r

l

r

l

r

I

r

l

r

l

n
-
2
9
2
1
3
8
2
9
3
9
2
9
2
0
1
8
2
1
2
2
3
4
3
3
3
5
2
9
4
8
4
9
3
4
2
9
4
8
4
9
3
4
2
9
4
8
4
8
4
5
4
8
3
4
3
0
4
8
杓

2
6
2
2

男性

込
314. 0 

313. 8 

319.1 

319. 7 

309. 8 

308.1 

71. 5 

72. 0 

45. 9 

45. 2 

37. 5 

37. 0 

28.0 

28.3 

31. 6 

32.1 

20.1 

20. 0 

22.1 

22. 2 

76.0 

76.8 

84.4 

85.3 

70. 6 

70. 9 

72. 4 

71.0 

70. 3 

69. 3 

22. 3 

22.4 

SD  ．． 
19. 99 

13.13 

19. 04 

16.40 

18. 76 

16.37 

3.55 

3.61 

I. 76 

I. 87 

I. 91 

I. 94 

1.93 

2.05 

2. 08 

2. 27 

o. 99 

1.50 

1. 53 

I. 77 

4. 09 

4.84 

4, 95 

5, 43 

3. ,14 

3. 50 

6. 00 

5.81 

4. 69 

5.37 

1. 21 

o. 87 

n 

18 

13 

22 

19 

24 

20 

II 

11 

13 

12 

20 

22 

22 

16 

B 

36 

22 

16 

43 

37 

21 

14 

43 

36 

41 

39 

22 

16 

43 

36 

18 

12 

女性

Mean 

295.1 

295. 5 

294. 7 

302.9 

286. 6 

291.4 

66.3 

65. 7 

40. 9 

41. 4 

33. 2 

33. 6 

24.6 

24. 8 

27. 8 

28. 0 

18. 2 
18.4 

19. 9 

19. 7 

67. 6 

68.2 

75. 0 

75.4 

63. 2 

63. 6 

74.5 

74.5 

71. 7 

70. 6 

21. 9 

21. 6 

S.D 

15. 25 

13. 06 

15, 43 

15. 24 

15. 76 

15. 76 

2. 65 
2. 33 

I. 80 

1. 73 

l. 85 

I. 73 

1.89 

2.02 

2. 22 

2. 35 

I. 15 

I. 75 

I. 67 

1.58 

3.99 

I. 68 

6. 12 

5.10 

3. 86 

3.88 

6. 27 

7.41 

5.86 

5, 94 

0. 94 

1.18 

n
-1
1
1
3
1
1
1
3
1
2
1
7
8
7
1
1
8
1
6
1
5
1
1
1
2
別

2
1
1
0
1
2
2
4
2
1
1
0
1
2
2
4
2
1
2
2
2
1
1
0
1
2
2
4
2
1
1
1
1
3

男性

Mean 

313. 2 

319. 2 

319. 0 

327. 9 

306. 8 

313.5 

72.4 

73. 6 
46. 2 

45. 4 

38. 2 
37. 7 

28.5 

27.6 

32. 6 

32. l 

20. 7 
20. 5 
23. 3 

22. 8 

76.0 

76. 6 

87. 5 
85, 8 

71. 0 

70. 3 

76. l 

74.6 

71. 6 

71. 2 

22. 5 

22. I 

SD .. 
10. 84 

28. 05 

12. 02 

24. 84 

12. 62 

23.37 

1.85 

4. 31 

3. 03 

2. 67 

3.02 

1. 68 

4.68 

2. 43 

2. 60 

2.82 

1. 57 

1. 24 

1. 90 

1.83 

5.52 

5. 21 

6.14 

6.13 

4. 06 

3. 41 

5. 54 

4.90 

4. 90 

5. 59 

1. 23 

1. 72 

n
-9
5
1
2
8
1
1
8
7
5
8
6
1
3
8
8
6
2
0
1
7
8
6
2
0
1
8
8
6
2
0
1
7
1
9
1
6
8
6
2
0
1
7
6
4
 

1s...J! 
Mean 

293. 6 

282. 2 

303.2 

293. 9 

290.9 

285.5 

64. 0 

65.8 

41,3 

41. 2 

33.1 

33. 0 

24.8 

24.3 

28. 2 

27.4 

18. 3 

17. 8 

20. 2 

19. 7 

68.1 

66. 3 

76. 5 

74, 8 

63. 4 

62. 8 

74.1 

73.4 

71. 7 

72. 1 

21. 8 

E.J. 
*P<0.05 

SD .. 
20. 71 

22. 71 
21. 31 

20.49 

18.45 

20.36 

4.86 

5. 63 

3. 45 

2. 40 

I. 38 

1.41 

l.98 

1.37 

l. 95 

I. 87 

1.16 

'1.47 

l.84 

1.61 

4. 16 

4.03 

4.65 

4. 22 

3.39 

3.08 

6. 68 

6.25 

5. 24 

6.12 

I. 24 

I 14 ． 
* *P<0.01 

第59表 排骨計測値 r臼菖I

ャッチのガマ カンジン地区

言1測項目

l 最大長

2 中央最大径

3 中央飛小径

4 中央因

4a 最小周

4 (1) 上端幅

4 (la) 上端矢状径

4 (2) 下端幅

4 (2a) 下端矢状径

fa' 下端最小周

3/2 中央断面示数

4a/l 長厚示数

r

l

r

l

r

l

r

l

r

I

r

I

r

l

r

l

r

l

r

l

r

l

r

_

 

11
-
1
7
1
2
1
7
l
O
1
7
1
0
1
7
1
0
4
1
3
5
1
3
1
3
1
1
9
3
0
3
3
3
7
3
3
3
9
4
5
1
1
0
1
7
1
1
 

男性

Mean 

308. 2 

312. 5 

14.2 

13.8 

10. 3 

10.l 

40. 7 

39. 7 

33. 6 

32. 9 

24.0 

24. 8 

25. 5 

24. 4 

18. 8 

19. 3 

24. l 

24. 1 

35.3 

35.0 

72. 7 

73. 5 

10. 9 

10.4 

SD ．． 
13.82 

15.31 

1.60 

1.62 

I. 16 

l. JO 

4. 04 

4. 06 

2. 61 
2. 77 

3.83 

2.64 

2. 54 
2, 83 

1. 58 

I. 74 

1.64 

2.13 

2.19 

2. 23 

7.41 

5. 99 

o. 87 

o. 64 

n
-1

6

3

0

3
6
3
6
1
7
2
5
4
6
4
4
1
5
1
6
1
8
1
8
2
5
2
7
3
6
3
6
 

二
Mean 

273.8 

286. 3 

13.0 

12.5 

8. 3 

8. 7 

36. 7 

35. 2 

30.4 

30.8 

22.0 

21. 7 

23. 3 

22. 3 
17. 8 

17. 6 

21.6 

21.9 

32. l 

32. 2 

6~. J 

69. 7 

10. 8 

10. 5 

SD ．． 
12. 50 

13.81 

1.00 

1.52 

I. 53 

0. 82 

4. 16 

2. 93 

2. 53 
2.09 

1.83 

2.07 

3. IO 

0. 50 

I. 42 

I. 31 

0. 92 

1.02 

2. 36 
2. 59 

11.10 

5. 89 

1.39 

0. 58 

男性

Mean 

316. 8 

312. 8 

15.0 

15. 6 

10. 8 

11.0 

42. 5 
41. 5 

34. 9 
34. 9 

25.8 

24. 0 

26. 0 
24. 0 

19. I 

19. 0 
24. 3 

23.6 

36.1 

35. 5 

72. I 

70. 5 
11. 4 

10. 8 

S.D. 

11. 79 

19. 02 

2.00 

I. 52 

1.26 

I. 58 

5.20 

3. 70 

2. 26 

3.36 

I. 10 

I. 73 

1.46 

1.48 

1.49 

1.59 

3. 24 

2. 92 

7. 63 

7. 20 

0. 59 

0. 31 

'＿
3

3

3

3

3

3

3

3

6

7

3

3

4

0

9

3

3

3

4

5

3

3

3

3

 

"
_
4
5
4
5
4
5
4
4
1
7
1
1
5
2
3
ー

1
4
1
2
1
7
1
5
2
2
1
6
4
5
4
3

女性

Mean 

278. 7 

274. 7 

14.0 

13.0 

9. 7 

9. 3 

38. 3 

36. 3 

31. 7 

30. 9 

22. 7 

22. 3 

23. 5 

16.8 

17. 2 

21.8 

21.3 

32.0 

31. 9 

69.1 

72. 2 

II. 3 

11.0 

*P<0.05 

SD ．． 
29.87 

24. 83 

1.00 

I. 73 

o. 58 

o. 58 

2. 08 
4. 04 

3. 05 

2. 73 

0.58 

0. 58 

J. 91 

I. 72 

I. 21 

1.48 

I. 49 

2. 66 

2. 50 

2. 35 

4. 79 

0.49 

辛
**P<0.01 
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図版





2号区画ー 2 (d"'・熟年）

図版92 人骨 1
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2号区画 ー5 (o'・熟年）



2号区画ー30(o'・ 熟年）

図版93 人骨 2
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6号区画一6 (a'・成年）



7号区画ー12 (ぶ・成～熟年）

図版94 人骨 3
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11号区画ー 5 (d'・熟年）



11号区画ー15(d'・成年）

図版95 人骨 4
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11号区画ー33 (d'・熟年）



11号区画ー34(r:J'・熟年）

図版96 人骨 5
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13号区画ー 9 (ざ・熟年）



11号区画ー42 (ざ・熟年）

図版97 人骨 6
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~ 

11号区画ー42 (ざ・成年）



2号墓ー13 (o'・ 成年）

図版98 人骨 7
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2号墓ー32 (a"・熟年）



7号墓ー23 (ダ ・熟年）

図版99 人骨 8
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1号区画ー 1 (早・熟年）



2号区画ー 5 (早・熟年）

図版100 人骨 9
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6号区画一 6 (早・成～熟年）



7号区画ー 6 (卒・熟年）

図版101 人骨10
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8号区画ー 14(早・成年）



9号区画ー15 (早・熟年）

図版102 人骨11
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11号区画ー14 (~ ・成～熟年）



11号区画ー 17 (早・ 熟年）

図版103 人骨12
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11号区画ー 19 (-'f・ 熟年）
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11号区画ー21 (-'?-・熟年）

図版104 人骨13

11号区画ー42 (-'?-・ 熟年）
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鵬

'·•1· 

2号墓ー16 (~ ・ 熟年）

図版105 人骨14

2号墓ー18(年・成年）
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2号墓ー30 (-'?-・ 熟年）
図版106 人骨15
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8号墓 ー 1 (i・ 成～熱年）



第 7部 自然遺物

第 1章動物遺存体

動物遺存体種名一覧

硬骨魚網 Class Osteichthyes 

科・属種不明 Fam. et gen.indet. 

両性網 Class Amphibia 

無尾目 Order Anura 

科・属種不明 Fam. et gen.indet. 

爬虫網 Class Reptilia 

有隣目（ヘビ亜目） Order Ophidia 

科・属種不明 Fam. et gen.indet 

鳥網 Class Aves 

キジ目 Order Galliformes 

キジ科 Family Phasianidae 

哺乳網 Class Mammalia 

霊長§ Order Primates 

ヒト科 Family Hominidae 

ヒト Home sapiens 

醤歯目 Order Rodentia 

ネズミ科 Family Muridae 

属・ 種不明 Gen.et sp.indet. 

海牛目 Order Sirennia 

ジュゴン科 Family Dugongidae 

ジュゴン Dugong dugong 

偶蹄目 Order Artiodacty la 

ニワトリ Gallus gallus var. domesticus 

スズメ目 Order Passeriformes 

イノシシ科 Family Suidae 

ブタ Sus scrofa var.domesticus 

ウシ科 Family Bovidae カラス類 Corvus sp. 

フクロウ目 Order Strigiformes 

科・屈種不明 Fam. et gen.indet. 

ヤッチのガマ

第60表魚骨出土状況

部位 右／左 出土地 個数

前鯰蓋骨 左 13号区画8内 I 

破片 不明 2号区画 1I 2 

1号区画m I 

12号区画 I-TI 2 
不明

13号区画11内 l 

不明 I 

第61表 カエル出土状況

部位 右／左 出土地 1個数

腰椎 12号区画 I-II 

中手骨 右 12号区画 r-n
腔骨？；完存 不明 12号区画 I-Il 

不明 12号区画2内

第62表 ヘビ出土状況

部位 右／左 出土地 1個数

犬歯 不明 10号区画集骨w下部

助骨 不明 10号区画16内 I 7 

第63表 カラス出土状況

部位

；近位端
｝・

尺骨 ；遠位端． 
邁位端

胞骨

冒：

ウシ Bos taurus 

ヤギ Capura hirucus 

第64表 ニワトリ出土状況

部 位 右／左 出土地 個数

頸椎 10号区画3内 3 

中手骨 万完存 右 12号区画 I-Il I 

大腿骨 i完存 1キズあり 左 前庭部 1 

腔骨 兌存 Iキズあり 左 12号区画 I-II j 

中足11・ , 逗位端 右 12号区画 I-II 1 . . . . .. . .... ... .. ・・・・・・ 
！遠位部 右 12号区画 I-II I 

第65表 フクロウ？出土状況

部位 右／左 出土地 個数

胸骨 12号区画 I-Il 

上腕骨 ；遠位端 左 2号区画24内

撓骨 ：完存 左 2号区画24内

中足骨 ；完存 左 11号区画

第66表鳥類出土状況

種類 部 位 右乃E 出土地 個数

尺骨 近位部～遠位端 右 12号区画石積み外 I 
. . . .. . . .. . . . . . .. 

トリ A
大腿骨 完存 左

石積み3 I ．．．．．．．．．．．．， ．．．．．． . . ...... 
II号区画下石積み I 

尺骨 完存 左 2号区画24内 l . ~. . .. . . . . ... ... . . . . .. .. . . . . . . ................ 
トリ B 中手骨 完存 左 2号区画24内 I 

大腿骨 近位部～遠位部 右 12号区画 I 

種不明 破片
12号区画 I-II I . . .. 
11号区画 J 
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ヤッチのガマ

第67表 ネズミ出土状況(1個体）

＼ 部位

2号区画14内

右 i左：不明

上頒骨 I : 1 [ 

下瀕骨 I I 1 ¥ 

環椎 I ： 

頸椎 7 i 
仙骨 l i 

胸骨 7 

腰椎 4 ； 

尾惟 8 l 
助骨 j 8 

屑甲骨 ：完存 l : l I 

上腕骨：完存 I j 1 1 

撓骨 ；完存 I I ； 

尺骨 ：完存 I : 

中手・中足骨 : 3 

窟骨 ：完存 I i 
大腿骨；完存 I : ： 

腔骨浣存 I I j 

誹骨浣存 I ＇ l : 

第68表 ネズミ出土状況

部 位 右／左 出土地 I個数

下額骨 左 12号区画3内

下顎骨 左 石積み3

頚椎 11号区画上

尺骨 ；両端はずれ 左 石積み3

第69表 ジュゴン出土状況

部位 l右／左 出土地 個数

助廿 I不明 I12号区画 I-Il 

第70表 ウシ出土状況

部位 右／左 出土地 個数

上顎骨
P' 右 前庭部 I I 

M' 左 北側斜面 l 

M, 前庭部III 1 

P, 右 前庭部m£ 礫敷き I 

下顎骨 P, 前庭部＂ I ....... 
M, 左 前庭部Illh I ..... .. 
破片 右 前庭部m l 

助骨 不明 12号区画 11 I 

破片 不明 前庭部石灰岩崩落 I 

第73表種不明出土状況

第71表 ヤ ギ 出 土 状 況

部 位

下顎骨 ！
ldm, ,M, 

•·• ............. , ......... _, .......... -........ .. 
, r , d 111, ,M, 

棘突起

頭椎

右／左 出土地 個数

右 I-2・号.. 区.画19内 l 
. ・-・・・.. 

表採

12号区画 I-II 

前庭部 1]

!(近位）

助骨
近位

：破片

前庭部n
右 113号区画

I
[
J
 

ー

、遠位端

肩甲骨

跛片

~ 
キズあり I左 I12号区画 1-11 I I 

12号区画 1-II I 

，キズあり1不明I12社区阿i'__:'ri'・j1" 

海位部～遠位骨端はずれ,．．．．． 
：近位骨端はずれ～遠位端

上腕骨. : 近位部～近位端
： 

近位竹端のみ（大結節）， 
近位骨端のみ（骨頭）

撓骨
近位端～遠位部

I 

．返位仔端のみ

尺骨 ＇ 
：近位骨端はずれ～骨体

；骨体～遠位部

寛骨
：腸骨部～坐骨

：腸骨部

大腿骨 9
：遠位部
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. ------ ---・-- -

：近位骨端はずれ～骨体

腔骨 ！完存

中手骨
造位端～骨体

造位端～遠位部

距骨 ：完存

踵骨 ：近位骨端はずれ～遠位端

中足骨海位端

i完存

基簡竹 ；
近位骨端はずれ～遠位端

遠位端

破片

12号区画 1

：キズあり 1右 前庭部II

12号区画 1-11

左 12号区画 I ~!l

前庭部 1]

右 前庭部rr
12号区画 r-rr l 

左 前庭部ー[] 

l

l

l

l

-l

l

l

l

 

□

[

 

.. 
-9, 

．．．

．
 

：キズあり

l

l

l

l

l

l

 
冒

右 1
12号区画 1-IJ

前庭部 IJ

未節骨

部位［右／左 出土地 個数

胸骨

尾椎

仙骨

l
i

l

)

1

2

1
 

：
 不明

8号区画14内

13号区画8内

12号区画 I-II 

石積み3

第72表 ブ タ 出 土 状 況

部 位 右／左 出土地 個数

下顎骨 ！fp,,,,M,, ：キズあり 右 1号区画m l 

-P,M. , 左 1号区画rn I 

中手骨 IV近位端～遠位部 右 前庭部1l l 

中手骨： v近位端～遠位骨端はずれ 右 前庭部1I l 

棘突起 ；キズあり 11号区画19内 I 
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ヤッチのガマ周辺の墓

第74表ネズミ出土状況

部-;----_二□地

後頭顕

下顎骨

上腕骨 ：近位骨端はずれ～遠位端

：完存

大腿件 ・近位～遠位骨端はずれ

腔骨 ：近位～遠位骨端はずれ

誹骨 ：近位～遠位骨端はずれ

第75表 トリ出土状況

7号墓4内

右：左

l 

I . I 

I . I 

• l 

l i 
l 

l 

部 位

屑甲骨 ：近位部～遠位端

仙骨

上腕骨 ：完存 三
不時発見

第76表 ウシ出土状況

下顎：位M, I右：左 1個数

不時発見

第77表ヤギ出土状況 (1個体）

部 位 右／左個数

-dm'"M'' 右 I 

上罪廿 I: ・ dm'''M'0 
"•4 I ......... 左.. 

l 

．． I'"I、, C dm,, ,M,, ．．． 右 I 
下頒竹 ・： 1 dm,, ↓ M,, 左 I 

顎椎 5 

渾樵 1 ．．．． 
1 瀬..椎. ●'.. ,., . ●9● 9●9●'.. 一・［

椎体 ：胸椎 11 ．． . . .. ・.. . 

［脚骨 6 .. 
腰椎 8 

●9● 

i仙骨～尾椎 l 

右 13 
助骨

左 13 

右 I 
肩甲骨 ！完存

左 I 

右 j 
上腕骨 ；完存

左 I ： 

右 I 
撓骨 ：完存

左 I 

両端はずれ 左 I 
● 9●',. ● ●'"  . 尺竹

． ：近位端～遠位部 右 I 

右 I 
撓側手根骨

左 I 

尺側手根骨 右 I 

右 I 
中間手根骨

左 I 

右 I ．． 2+3手根骨
左 I 

右 I .. 第4手根骨
左 I 

右 I 
中手骨 ：完存 ．． 

左 1 

右 l 
寛骨 完存

左 I 
： 

右 I 
大腿骨浣：存

左 l 

膝蓋骨 右 I 

右 I 
胆骨 遥位端～遠位骨端はずれ

左 I 

右 2 
9● 碁節骨

左 2 

中節骨 右 2 

種子骨 2 
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第195図 骨 （ヤッチのガマ周辺の墓）

（ヤッチのガマ）

トリ 1、右肩甲骨 2、左上腕骨

トリ A 3、左大腿骨 4、右尺骨 5、左大腿骨

トリ B 6、左尺骨 7、左中手骨 8、右大腿骨

フクロウ 9、胸骨 10、左上腕骨 11、左椀骨 12、左中足骨

ブタ 13、右下顎骨
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第196図 骨 ヤギ 1、右下顎骨 2、左下顎骨 3、右肩甲骨 4、左上腕骨
（不時発見） 5、左撓骨 6、右尺骨 7、左中手骨 8、左寛骨 9、右大腿骨

10、右膝蓋骨 11、右Jl塵骨 12、右基節骨 13、右中節骨
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第 2章貝類遺存体

第78表 貝類出土状況（巻貝）ー ヤッチのガマー

地

序

↓
・
・
・

繕

9l
l
l

s

,
 

紐
心
芯
芯
芯
芯
芯
芯
こ

i

:

邊

ー

0
r
I
I
I
o
l
l
I
I
o
a
I
I
V
I

I
I
I
l

v

>

土出

シ

イ
マ

ガ

マ

マ

正

明

ナ

グ

ロ

イ

イ

イ

マ
t

．マ

ィ

A

B

 

不

の

名

ク

ュ
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イ

？

―

リ

4

リ

―

.

｀

憧

U

朋

ガ

ガ

；ヽ

イ

イ

イ

カ
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イ

ワ
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；

ザ

曇

ガ

1
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イ
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-
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l
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"
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J

I
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マ
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ク
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．
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f

サ
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こ
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ノ
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ナ
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カ
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ヤ
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ア

•
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ナ
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カ
イ
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＂子内

1'1区画

区●内 厨子内

2!1"区編

g躙内

~lf,j直

Iii子内 l!i!i内 尉干内

l Q_ll-_13:11 

区II内 ＂子内

11舒区●

鰤内 厨子内

I 2号区菖

口Ii内 tf'f内 区iii内
1甜'I9・10サ口 l'IIIIB 州内 請 l不明II 台計 鬱

体
は

W-~.6 
1-0-d 

1-2-< 
l -Z-• 
1- 1-• 
1-H 
1-2-c 
I -Z•t 

1-?•< 
0-1-<: 
1-2ベ

I・3引1羅

岩1-l-• 
I -2-c 

J -1-• 
1-1-• 
D・Z・c 

v~ 

第79表 貝類出土状況（二枚貝）

二9----------=-頃 .. 

21}区薗 3 引;r• ↓サ区鯛 区？サ鰤 8号区圃 9分区嗣 I 0-'l-区厠 11号13:111 I 2も!-[[II I 3サ区爾

’梵
n誡船 漏内 合 It

！ 区量内 fl子内 区曇内 区内 蔚,.,り 区晉内 厨子内 区纏内 U編内 ＂子内 1!11内

充影
蟻汁

完 名形
破片

完形 完厄 公lll 完形 穀頂
霰片

完氾 完 設lll
桟片

完形 完形
訊 用告咄

完B 般頂
薩 岳 R 

定彩 般頂
歎片

白号 科る Jiff名 生品邊 L : R L : R L : R L : R し：R L : R I、;R し.R L i R L : R L : fl L : R L : R L i R l : R 
穀片

L : R L : R 

1 7オ・ガイn エガイ Iー1べ. : I ； ： ： ； i ： I: 2 I: J o! o 0 • 
? イガイ じ ヒ,.,,ガイモドキ J: ： ： ： ， ： : 2 ： I ： ： ： ： ； ： r ： ： I: 2 0'0  I J 

3 ウグイスガイ＂ ,口+■ウガイ 1-4-• ： ； ： ； ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： I ' ： I O: 0 0: 0 2 △ 

4 ウミギク什 メンガイの-II ； : ： I ： ； ： ； ； : I 0: 0 O'I 

゜
I 

5 イクボガキμ カキの一撞 ： ： ： ： ： ： ： ： ： ! ； ： ： ； ： I ： 0: Q o: 0 I △ 

6 ツキガ,ff.1- ウラキッキガイ n-2..: •: ] I : : I ： 8: 6 ?: l ？ : I: ,1 a ： ； 201 12 2: 9 s ： 33; 36 • i lO I> 8] 

1 キクザルガイfl ヵネッケザルガイ？ I -2-c ： ： ： : I 1: ： ' ： ： ： ： ： i I ： ： D: a I: 0 0 3 

~ トマヤガイ" クロフトマヤガイ 1 .2—ユ ： ； ： l: ； I ： ! ： ； I I: 0 Oi 0 2 l 

， ザルガイ'J.I カワ 9ガイ 0 -2•< 2: 2 ~ : I 5: 13 ： ： ： ： 1: 2 5 ： ： 1: I • 3: S 3: 4; 4 s: 16 1: 3 4 ： 25: ~o 3: & 17 75 

澪
シうナミ 1-2-• ； ： ； ： ： ： ！ 1: ： ； 

； I ; I 
I: 0 0: 0 

旦シャコガイH シャゴウ 1-2-c ： 
： 

： i ； 
1 i i ； I i ； I I o(1  O! 0 

ヒヽジャコ 1-2-, ： ； i ； ； ： ； : I ： 2 i ： J: I 2 I: 2 o: 0 

,a ,<カガイ・fl ').1'Jキュウ,,カガイ a-2ペ l ； ; ： ： ; 4 ： ； ： : I ! I ： o; z 0: 0 S 2 

I~ チド')、スオガイ" ィ・ノIヽマグ＇］ I • lベ : I ： ： ： ： ； J: I ： ： ： ： ： ： ： I ： ： I: 2 o: 0 0 3 

15 ニッコウガイU リュウ・トュウシラトリ 0-2・< Ii I 2 ： i ： : I ; I 4 ； ； I ； ； I: ： 3 2: 3 oi l 10 S 

16 ソ＊サザナミ R リュウキュウマスゴヽウガイ D-1ベ ： I ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： I ； I ： ： o: 0 o・ o 2 "' 

pl:: 才
;J.IJ. ガイ 0 -1-c 

！ 
！ ! ： i 41; 1 ！ 5 i I 

I: 0 o, 0 

・旦， 中ソ入ジ ィ t¾ ガイ n+c ; : i 2 ； I i ~: s ！ ; 1 2 i , ： 1 3 
i 

； I 6! 12 0! 3 

マル又ダレガイり 7うスジヶマンガイ m-1-c 
； 

I 
): ； 

2i : j 
I I 

： ! I 

: I 2: 1 O' I 
： 

［ 
； i I： : 

ヒメリ ュウキュ？アサ'}? ： 
1 ~ ； i 1 I ； ~, ： I 2 s(s O： : ヽ I 

オイノカガミガイ D-1-c ： 2 3: ： I ： j '4  I 1: 、o: 0 

22 =1zn不剛 ； ， ； ： ： ： ； ： ： ； ； ： ， ： O・ I nl 0 0 I 

1,・ 

＂ 
3: II IJ u: I 6' IJ i" o: I 9: l I: 0 15: 15 3: S お 1: 0 I's l' 2 13 4: 5 i: 0 I 6' 9 I •J : 55 J: IS 21 o: 1 2 訊：It~s: aJ 77 

234 ． 作 故 19 I 19 ~̂ I 2 35 I ， ， ~ 15 116 I 四

〈貝の生息地の分類〉

外用～内 湾 水 深 底 質

I 外用・ サンゴ礁域 〇潮間帯上部 a 岩盤

(1ではノッチ、

mではマングロープ）

1 潮問帯中・下部 b 転石

Il 内湾・ 転石地域 2 亜潮間帯上縁部 c 岩礫底、 砂泥底

(1ではイノー） 砂底

3 干潮(Iにのみ適用） d マングロープ植物上

皿 河口干潟・ マングロープ域 4 礁斜面およびその下部 e i炎水の流入する礫底

IV 淡水域
5 止水

6 流水

7 林内

V 陸域
8 林内・林縁部， 林縁部

10 海浜域

VI その他
11 打ち上げ物

12 化石

＇ 
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ーヤッチのガマ周辺一

第80表貝類出土状況（巻貝）

~•Y. 
1号墓 2号墓 3号墓 4号俎 5号墓 5茎・6間号

!fJ 厨子内 怒i'J 厨子内 墓内 厨子内 厨子内 窓内 厨子内 墓内 墓内

爵？ 科名 貝種名 生息地 浣形寮打m破片完形殻頂破片 完形：殻頂；破片 完形殻頂破片 完形：殻頂破片院形：殻頂破片 完形殻頂蔽片 完形殻頂：破片 完形懺片 完形

l ニシキウズ科 ニシキウズ I -2-a I' • 1 ; 

2 チョウセンサザエ I -3-a ； ； ； I! ： 
; : 2 

リヨウテン科 ; ： ： 
； 

! 
! 1z: : I 

： 
3 カンギク Il-1-b ； ； ； 1・ 39: 

4 
アマオプネ科

コシダカアマガイ I -1 

~ 
2, : ： ,j zi : 

， 12- I 29 I 5 マルアマオプネ IT -1-b ： J: ： 

デ
アオミオカタニシ V-8 ; I 

： 
！ ！ i 

ヤマタニシ科
5. zi 11: 2. 1! 2 18'1'3 オキナワヤマタニシ ¥'-8 31. 6 2 . 1 S Tl 32: 6. lG 80: i, 3 ; I 

8 
タニシ科

マルタニシ • : I I I : 2'2 
・ら ： ， スクミリンゴガイ ； ； 

： 1: 

JU オニノツノガイ I -2-c : . : . : : 1 ： I ： ! • lj 
オニノツノガイ科

、;．; 9 ． 2 f j i 
： 

1= 11 カヤノミカニモリ 1・ I: I. 
12 トウガタカワニナ科 スグカワニナ : : I , I 

13 イトカケヘナタリ ill-0-d 
i : I ； ； ？ 1 l 

|言
ウミニナ科

L7: 10: 2 Ii l ； リュウキュウウミニナ I ； ； ； 

15 ・1デポラ科 マガキガイ I -2-c ： ！ ： ： ： ： 

16 タマガイ科 トミガイの 種 I -2-c . I ： ： ： 1: ． 

'←1~ し ガンゼキボラ I -4-a ； I ↓ ； l; 

I . ': . ： i 

2: 
118 9 

アクキガイ科 ツノレイシ [ -3-a 
i ! ・> i i f 

； 
i ツノテッレイシ [ -1-a ； I 6: 

20 オリイレヨフバイ科 イポヨフパイ Il -1-c : . ； ： 1・ 
~ 

I: ： 

21 エゾハイ科 シマベッコウ Iゞイ U-1-c ！ : I ： : ： 

22 イトマキポラ科 イトマキボラ I -2-a ； ： I ： 
； ; 

23 キセルガイ科 ツヤギセル ¥'-8 1, ； ' I I I 
． 1 ． 

1' 
＇ 24 アフリカマイマイ科 アフリカマイマイ ： : J ： 3: 4; 2 : 1 15: 5: G 

25 カサマイマイ科 オオカサマイマイ 1: ： ： 1: 1: I・ 

, 26 シュリマイマイ V-8 ]; 1・ 3 2: ： g: 13 23：: 4: ． 9 3i ! 3 6 ; ' ” 5 3・ 2 I'3: 21 116, 2, S ： 
ナンハンマイマイ科

4 I； : 2 27 オキナワヤマタカマイマイ : 1: 2 2: 3: : j: 4: 3: 12 、15, 21 -1 ; I 

28 マイマイ科 バンダナマイマイ l 3: 3: 1: ； ； 2, !, ' I I' : 
29 オナジマイマイ科 オキナワウスカワマイマイ V-9 8: 4: 4 12: 4: a I: : 3 5: 2: 2 1' 2 ,J: 2: l l6: 2. I : I 

合 ,;t 10, 5: 5 72: ,[5: 30 51: 9: 15 JO: 4; 6 [5: 6 6 60; IOI 11 46．: J6． : 53 356: 24, 30 ": I 2 

個 体 数 15 ll7 60 14 21 I 'iO 62 380 4 i! 

巻貝~屑序

11¥-号j 科名 1 貝種名

6号墓 7号添 8号迷 9号墓

厨子内 g内 厨子内 祗t'、J 厨子内 厨子内 l皐rJ-;

個
体
数

叶合

l』
占アマオプ叫
5 

6 1"71ヤマタニシ科
ヽ

ニシキウズ

チョウセンサザエ

カンギク

コシダカアマガイ

マルアマオプネ

アオミオカタニシ

オキナワヤマタニシ

マルタニシ

スクミリンゴガイ

オニノツノガイ

カヤノミカニモリ

スグカワニナ

イトカケヘナタリ

リュウキュウウミニナ

マガキガイ

トミガイの一種

ガンゼキボラ

ツノレイシ

ツノテッレイシ

イボヨフハイ

シマベノコウバイ

イトマキポラ

ツヤギセル

JIす;ロ,. ., 頂破l':頂破,,迂＇釣麟片 I'・r; 殻.破ド「↑~ 脊吋：冗I~: ~· ~I 五
I~!, !I~: 

V-8 21 18'I, 11 11 6; i 1 I 22: 2~3~I 2s: 

8 口
，
口
□
1
9
〗□

[ -2-c : l: 
I 

111-0-d I I j 
； 

I -2-c 

I -2-c 

I -l-a 

I -3-a 

I -1-a I 1, 3: 

。Il-
1
-＼

l: 
9

,

＇-
2
 

•K 
1·;.;
•1 

アフリカマイマイ s
 

9

9

9

 

9

,

 

3
 

ー

25 Iカサマイマイれ Iオオカサマイマイ

> • シュリマイマイ V-8 

オキナワヤマタカマイマイ

バンダナマイマイ

オキナワウスカワマイマイ I,・-9
合計

0

9

 

ー
•
,'

•

,'

, 

4

2

 

.... ，
 
.. 
，―
 

8

5

 

ー

3: 2 

3
 

••
. 

‘
 

3

l

 

．．
 4

9

 

2

2

 

1

10 

•• '•• 3

2

 

2・ 

5: 1 

個体数

14: 5: 8 

92: 24: 4 J 

116 

8• 6 

14 

］ 

61 41二
46 

5: 21 

23 

I 
0: 2 2 2 

I: 0 0 I 

o: 5 l~ 
7: ID: 2 17 

o: 2・ 0 2 

I 5. I: I 6 

20: 10: 2 30 

2 2: 0. O 2 

I: Q: 0 I 

2 0: 0 2 

2 o: 0 2 

11 0: 0 II 

2 o, O 2 

0: a: I △ 

l I'0 2 
2 10: I O II 

22: II 17 33 
、I: 0 0 4 

179'35・83 214 

n: 1s. 42 95 

17 4 I 21 

品 .22: 32 87 

2 24. I. 2 :i 816 160: 235 
- -・ . --- 975 
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ーヤッチのガマ周辺の墓一

第81表貝類出土状況（二枚貝）

二枚=--------二層序

1号栓 2号墓 6号蒻 9号呈
合計

厨了•内 基内 厨子内 姦内 年内 墓内

~ 完形 完形 殻頂 完形 完形 殻頂 完形 完形
餃It

完形 殻頂

~;; 科名 貝樟名 生足、地 L : R L : R L 'R 
歎片

L 'R し :R L : R L : R L : R L : R L : R 直片

l イタヤガイ科 チサラガイ I -2-c ： l ： 0: 0 1. 0 

゜
1 

2 ツキガイ科 ウフキッキガイ U-2-c I' ； I ； I t; 0 o, 0 l I 

3 ザルガイ科 カワラ ガイ Il -2-c I: 2 I: ； ： ： : I I: 3 l, 0 

゜
5 

4 シャコガイ料 ヒメジャコ IT-2-a ； ； 
' 1 ： 0: J O; 0 

゜
I 

5 、くカガイ科 IJュウキュウパカガイ Il-2-c 1: ： J: J: D I: 0 

゜
2 

土8 

ホ‘ノスジイナ ミガイ II-1-c l ： 

II 

： i ： ！ l: I o; o 

゜
2 

マルスダレガイ科 リュウキュウアサリ ！ ； I I ； 1: 2 I l: 3 o: 0 I 4 
オイノカガ ミガイ fi-] C I. I 1: I o. 0 

゜
2 

合 計 1: I 1 2 2 

゜
t 1 0 0: l 1, 0 o: j 3: 4 l 6: 9 3: Q 2 IS 

個 体 数 2 5 I 2 I 7 18 

ーチャラのクブー

第82表貝類出土状況（巻貝）
出土地 ll'IIJ< 

I TP2囮 合計
巻貝

a T PI ll TPIN TP2 T P 2 Il 
涸体数

惟り 科名 只棟名 生息地 完形 骰頂：破片 殻頂 殻頂＇破片 完形’殻頂 ：破片' 究形 破片 完形 完形 殻頂 破片

l ニシキウ ズ和1 サラサバティラ I -J-a ： I ； ： 
0-:--0: I △ 

2 リュウ テン科 チョウセンサザエ． [ -3-a ； I ： 

゜
o! I △ 

3 ヤマク ニシ科 オキナワヤマタニシ V-8 ； I l 0: 

゜
l 

4 オニノ ツノガイ科 オニノ・；；ノガイ科不明 : I ： ． 0: I: 

゜
I 

5 
ウミニナ科

イトカケヘナタリ 111-0-d ； 
11 

: i 0: l: 

゜
I 

16 リュウキュウウミニナ ; ' 1 1: o, 

゜
I 

； ッテ‘ボフ科 マガキガイ I -2-c ； ； I 1・ 1: 1 l: 

゜
2 

8 アヤポフ科 ホフガイ I -4-a ； I I 0: 0: I △ 

9 アクキガイ科 アクキガイ科不明 i ： ti O: 1: 

゜
I 

10 ミノムシガイ科 ミノム シガイ 1, ； ； l 0: 

゜
I 

ll オニコプシガイ科 コオニコプシガイ I -3-a ； ； ； I I' Oi 

゜
I 

12 
イモガイ科

イモガイ科1、明A ： ; ： I 0: O' l 、入

13 イモガイ科ィ週月B ； ： 
i l ； ： 

゜
1: 

゜
1 

14 キセルガイ科 ツヤギ七 1レ l: ！ 4: 0' じl .i 
l5 ナンパンマイマイ科 シュリマイマイ V -8 ！ i I 1 1' o: Q J 
16 オナジマイ マイ科 オキナワウスカワマイマイ V-9 ； ！ ' 2 2' o: 

゜
2 

合 計 5. I: I 2 1: I Iこ I I 4 l 2 12: 5 4 
17 

個体数 6 2 I 2 .¥ l 2 17 

第83表貝類出土状況（二枚貝）
出土地層序 I U T PI I 合 ill

I 枚貝 完形 殻頂
破片・敵片』

完形 完形 殻頂 破片
岱サ 科名 貝種名 生息地 L R L R し R L R L R 
1 ウグイスガイ科 ミドリアオリガイ I -1-a I 

゜゚ ゜
I 

゜
I 

2 ツキガイ科 ウラキッキガイ Il -2-c 5 2 I 5 z 

゜
l 0 8 

3 ザルガイ科 カワラガイ Il-2-c I l 

゜゚ ゜
IJ 1 

已 シャコガイ科
シラナミ I -2-a 1 I 

゜゚ ゜゚
I 

5 シャゴウ I -2-c 2 

゜゚ ゜゚
2 △ 

6 ニ・ノコウガイ科 りュウキュウシラトリ Il -1-c 1 

゜゚ ゜゚
l △ 

7 シオサザナミ科 リュウキュウマスホウ □ -1-c I 

゜
I 

゜゚ ゜
I 

8 ホ‘ノスジイナ ミガイ D-1-c I 5 1 I I 5 

゜
I I 7 ， マルスダレガイ科

オイノカガ ミガイ ll-1・< I 

゜゚ ゜゚
l △ 

合 計 ヽ 8 

゜
3 3 2 I 

゜
s 8 

゜
3 s 19 

個体数 18 I l9 

-394 -



図版
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5cm 

2
 

5
 

3
 

゜
5cm 

4
 

ャッチのガマ 図版107

上：プタ 1右下顎骨pl<2,3.4)MI(欠1、2キズあり

下：ウシ 1右上顎骨p'2.左上顎骨M'3.右下顎骨p3 4. 右下顎骨P, 5. 左下顎骨M3

-397 -



2
 

3
 

6
 

5
 

7
 

4
 

12 

8
 ，

 

10 11 13 14 

゜
5cm 

ャッチのガマ 図版108
トリ A 1. 右尺骨近位部～遠位端 2.左大腿骨完存 3.左大腿骨完存
トリ B 4. 左尺骨完存 5.左中手骨完存 6.右大腿骨近位部～遠位部
フクロウ?7. 胸骨 8.左上腕骨遠位端 9.左撓骨完存 10.左中足骨 完存
カラス 11. 胸骨 12.右尺骨近位端 13.右尺骨遠位端 14.左尺骨遠位端
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12 
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14 

11 13 

゜
10cm 

10 

ャッチのガマ 図版109

ヤギ 1. 右下顎骨I",dmぃ M, 2. 右下顎骨 dmぃ M,1,3. 左肩甲骨遠位端キズあり

4. 右上腕骨近位骨端はずれ～遠位端キズあり 5.右尺骨近位骨端はずれ～骨体 6.左椀骨近位端～遠位部

7. 左中手骨近位端～遠位部 8.左寛骨腸骨部 9.左大腿骨近位骨端はずれ～骨体 10.右胚骨完存キズあり

11. 右踵骨近位骨端はずれ～遠位端 12.右距骨完存 13.左中足骨近位端 14.右基節骨完存
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枷翫

゜
10cm 

2 a 2 b 

不時発見図版110
ヤギ 1 . 左右上顎骨 drri.3.'MI .2 

2 a. 左下顎骨I,1,d m2、3_,M,.2 b. 右下顎骨 i1_2_1I"う C d m2_3_,M 1.2 
3. 胸骨 1-6 4. 頸骨 1-5 5. 胸推 1-11 6. 腰推 1-8 7. 仙骨～尾骨
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10 a 10 b 11 a 11 b 

14 a 14 b 15 a 

゜
15 b 

10cm 

一

9 a 9 b 

13 a 13 b 

12 a 12 b 

16 

＇ 18 
＇ 17 a 17 b 

0 19 3cm 

し— I I -.J 

不時発見図版111

ヤギ 8. 左助骨 1~ 13 9 a. 右肩甲骨完存 b.左肩甲骨完存 10a.右上腕骨完存 b.左上腕骨完存

11a. 右撓骨完存 b.左撓骨完存 12a.右尺骨近位端～遠位部左尺骨両端はずれ

13a. 右中手骨完存 b.左中手骨完存 14a.右寛骨完存 b.左寛骨完存 15a.右大腿骨完存 b.左大腿骨完存

16. 右膝蓋骨 17a.右腔骨近位端～遠位骨端はずれ b.左腔骨近位端～遠位骨端はずれ 18.右基節骨 19.右中節骨
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19 23 
24 30 

、

3
P゜
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16 ゜
27 5cm 

一ャッチのガマ 図版112

巻貝 1 1 . ヒメコザラ 2.オキナワイシダタミ 3. ニシキウズ 4.サラサバティラ 5.チョウセンサザエ

6. チョウセンサザエの蓋 7.カンギク 8.カンギクの蓋 9.ヤコウガイ 10.ヤコウガイの蓋

11. コシダカアマガイ 12.マルアマオプネ 13.アマオプネ 14.ニシキアマオブネ 15.オキナワヤマタニシ

16. オニノツノガイ 17.カヤノミカニモリ 18.オニノツノガイ科不明 19.スグカワニナ 20.カワニナ

21. イトカケヘナタリ 22.リュウキュウウミニナ 23.マガキガイ 24.ヤクシマダカラ 25.キイロダカラ

26. ハナビラダカラ 27.ホシダカラ 28.ホシキヌタ 29.タカラガイの一種A 30. タカラガイの一種B
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0 l. 3cm 

一
ャッチのガマ 図版113

巻貝 2 32. トミガイ 33.ホウジュノタマガイ 34.トミガイの一種 36.ホラガイ 37.ヨウラクレイシガイダマシ
38. ツノテッレイシ 39.テッレイシ 40.フトコロガイ 41.ヒメオリイレオムシロガイ 42.シマベ ッコウバイ
43. イトマキポラ 44.コオニコプシ 45.クロフモドキ 46.マダライモ 47.サヤガタイモ 48.アジロイモ
50. ツヤギセル 51.アフリカマイマイ 52.オオカサマイマイ 53.シュリマイマイ 54.オキナワヤマタカマイマイ
55. パンダナマイマイ 56.オキナワウスカワマイマイ 57.トウガタホソマイマイ
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ャッチのガマ 図版114

二枚貝 1. エガイ 2.ヒバリガイモドキ 3.クロチョウガイ 4.メンガイの一種 5.カキの一種 6.ウラキツキガイ

7. カネッケザルガイ? 8. クロフトヤマガイ 9. カワラガイ 10.シラナミ 11.シャゴウ 12.ヒメジャコ

13. リュウキュウバカガイ 14.イソハマグリ 15.リュウキュウシラトリ 16.リュウキュウマスホウガイ

17. ヌノメガイ 18.ホソスジイナミガイ 19.アラスジケマンガイ 20.ヒメリュウキュウアサリ？

21. オイノカガミガイ
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ャッチのガマ周辺の墓 図版115
上：巻貝 1. ニシキウズ 2.チョウセンサザエ 3.カンギク 4.コシダカアマガイ 5. マルアマオブネ

6. アオミオカタニシ 7.オキナワヤマ タニシ 8.マルタニシ 9.スク ミリンゴガイ 10.オニノツノガイ
11. カヤノ ミカ ニモリ 12.スグカワニナ 13.イトカケヘナタリ 14.リュウキュウウ ミニナ 15.マガキカイ

下：巻貝 16. トミガイの一種 17.ガンゼキボラ 18.ツノレイシ 19.ツノテツレイシガイ 20.イボヨフバイ
21. シマベッコウバイ 22.イト マキボラ 23.ツヤギセル 24.アフリ カマイマイ 25.オオカサマイマイ
26. シュリマイマイ 27.オキナワヤマタカマイマイ 28.パンダナマイマイ 29.オキナワウスカワマイマイ
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ャッチのガマ周辺の墓 図版116

上：二巻貝 1. チサラガイ 2. ウラキッキガイ 3.カワラガイ 4. ヒメジャコ 5.リュウキュウバカガイ

6. ホソスジイナミガイ 7. リュウキュウアサリ 8. オイノカガミガイ

下：トリ 1. 右肩甲骨近位端～遠位部 2.左上腕骨完存

ネズミ 3. 右下顎骨 4.左下顎骨 5.左上腕骨近位骨端はずれ～遠位端

6. 左大腿骨完存 7.左腔骨・排骨近位端～遠位骨端はずれ
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下：二枚貝

チャラのクブ図版117
上：巻貝 1 . サラサラバティラ 2.チョウセンサザエ 3.オキナワヤマタニシ 4.イトカケヘナタリ

5. リュウキュウウミニナ 6.オニノッノガイ科不明 7.マガキガイ 8. ホラガイ 9. アクキガイ科不明
10. ミノムシガイ 11.コオニコプシ 12.イモガイ科不明A 13. イモガイ科不明B 14. ツヤギセル
15. シュリマイマイ 16.オキナワウスカワマイマイ
1. ミドリアオリガイ 2. ウラキッキガイ 3. カワラガイ
6. リュウキュウシラトリ 7. リュウキュウマスホウガイ

4. シラナミ 5. シャゴウ

8. ホソスジイナミガイ 9.オイノカガミガイ
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第 8部 上江洲I. 西銘における葬制と祖先祭祀

第 1章はじめに

久米島は、家譜・日記・規模帳などを含めた史料が多く発見されている。そのなかで具志川村役場では、道光

11 (1813)年の「久米具志川間切規模帳』がみつかり、琉球大学付属図書館に保管されている。その史料は、当

時の久米島の社会状況を知るうえで、欠かせない史料となっている（註 1)。

ャッチのガマに納められた蔵骨器には I乾隆」、 「同治」、 「道光」などといった年号の銘書が確認できた。

当時の習俗を知るうえで欠かせない資料は、やはり久米島に残されている史料である。しかしながら、それは一

部の上層階級の人たちが受容したと考えられる。上江洲や西銘に暮らす役人以外の村びとたちは、どのような習

俗を保持していたのであろうか。その点について現在の上江洲・西銘の習俗をもとに聴取や観察の調壺で補った。

したがって、今回の目的は聴取や観察の調査で得た第一次資料と久米島の第二次資料（史料など）を照らし合

わせながら、上江洲と西銘の葬制と祖先祭祀について言及する。さらにヤッチのガマという遺跡が村びとにとっ

て、どのような記念物であったのかを村びとの口碑や体験談から浮き彫りにしたい。

調査は、 2000年8月1日から 6日、同年 8月9日から15日、同年12月25日から28日、 2001年 2月7日から 8日

にかけて行った。 H数は、計20日間である。

第 2章調査地の位置と環境

久米島は、沖縄本島の属島とされている。その面積は55平方キロで、県内でも石垣島と宮古島に次ぐ大きな島

であり、位置は本島から西におよそ100kmを隔てた場所にある。それは自然・文化の面でも独自性をもち、多

くの科学領域によって久米島の自然と文化が明らかにされつつある（註 2) 。

人文科学だけでなく、自然科学の分野でも久米島はおもしろい。その理由は、地質にあらわれており、沖縄諸

島の地質や安山岩などの地層が確認されている。久米島には、沖縄諸島などでみられる地質が縮図されているの

である。その特徴は地質だけでなく、村びとの生活にも反映されている。

上江洲・西銘・久間地や山里・仲地・仲村渠・宇江城などの丘陵地形に暮らす村びとは、 屋敷の石垣や礎石・

墓 ・グスクに宇江城岳層の石材を用いている。

阿良岳層に立地している儀間・嘉手苅や山城• 島尻などでは、阿良岳層の石材を墓や魚垣などへ利用している。

とくに奥武島の海岸でみられる畳石は、久米島の観光名勝である。その風景は、もともとボコボコとした火山の

岩石が海の浸食によってできた地形であり、中国福建省の眉州島でもみられる。久米島の地層が大陸と同じ地質

をもつ証しとなろう。また、久米島産の安山岩は沖縄県庁や琉球大学の門の碑などに利用されている。

島尻マージに属する大原・北原の海岸では、ビーチ・ロックを切り取った痕跡がみられる。それは、鳥島や大

原・北原で屋敷の石垣に利用されている。琉球石灰岩の丘や山に亀甲墓や破風墓を造営する技術も島尻マージ地

域に多い。

沖積層に立地する仲里村の比嘉・謝名棠・真謝・宇根などは、鳥島・大原・北原と同じように琉球石灰岩を利

用した石垣がみられる。とくにそれらの地域で目立つ景観がフクギの屋敷林である。日本の隅々まで歩いた宮本

常ーは真謝の フクギ林に注目した。その村がフクギに囲まれるようになった理由を宮本は、その木を染料に用い

るためであり、真謝の村が久米島紬の産地であると考えた（註 3)。

いかに久米島の村びとが島の自然や島へもたらされた資源を利用したかは、その村々を歩くだけで村の風景が

教えてくれる。そのような村の風景のなかには、村びとの祖先の努力と知恵が隠されているのである。

第 1節 カンジン地区の自然的特質

具志川村字西銘の原地に属するカンジン原の特徴を地図より位置づけた方は、仲松弥秀がはじめてである（註

4)。
久米島の地形図を全体的にみれば、カンジン原と周辺の村々との違いがはっきりしてくる。それは、山の丘陵
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に立地する村より上江洲• 西銘の西側から大原・北原にかけての場所と比べると、等高線が少なく、全体が白っ

ぽくなっている。それは、大原あたりの地形が平坦地であることを示す。

大原・北原を含めたカンジン原の全体図には、 RO」の表記をしている等高線がいくつかみられる。それは、

地理学や地学の研究者からカルスト地形と呼ばれている。久米島の西側では、泥灰岩層の上にサンゴ礁が堆積し

て形成された琉球石灰岩から成り立っている。とくに標高20~50mをもつ大原・北原の一帯には、長い歳月の間

に降った雨水で琉球石灰岩が浸食し、地表面に凹凸地が形成されている（註 5) 。その理由から考えると、大原

付近は、沖縄本島に多くみられる隆起珊瑚礁台地であることがわかる。また、久米島の地質図をみても久米島西

側に琉球石灰岩が集中している。それらの地形は、沖縄本島の本部半島や北谷町・嘉手納町・沖縄市・勝連町な

どの琉球石灰岩でも確認できる。

上江洲・西銘の西側から大原・北原にかけての地質は、島尻マージの土壌である。その土壌の層は、浅く、排

水性に優れている。そのために干ばつの影響を受けやすい。耕作や肥培管理の作業は行いやすく、サトウキビや

パイン、芋やタバコの栽培に適している。大原は、久米島一の平坦な面積を保有している。しかしながら、大原

の地質は、雨水の保水力が極めて弱いため、雨が降っても乾きやすい。だから、大原の近くに川はみられない。

上江洲・西銘や大原・北原の村びとたちは、 「雨が降らない年は、とくに農作物に被害がでるさ。」と体験談を

語る。

それらの理由から具志川村は、農地改革のひとつとして、 「地表湛水型地下ダム」の建設を行った。そのダム

の大きさは、 18ha(野球場の約18倍）である。 151万 t (25mプールの約5000杯分）の水を貯めることができる

という（註 6)。

歴史をさかのぼっても久米島は、干ばつの被害が多いようだ。 『仲里間切旧記」には、雨乞いを顧う神唄が多

くみられることからも、島の水不足の間題がうかがえられる（註 7) 。久米島は、沖縄県のなかでも年降水羅が

多い地域として知られている（註 8) 。しかしながら、山地の標高が高い久米島では、島尻マージなどの要因に

よって、水不足の問題は途切れない。また、グスク時代から近世にかけて、稲作の技術をもった民たちは、大原

あたりに村を形成しなかったと思われる。その理由は、水源が得られにくい条件からきているのであろう。

．^ ． 
応

1カルスト地形の森（具志川村大原） 2 オファーブアブ

3祖先を迎える風景（上江洲・旧暦 7月13日） 4 家族で仏前へ拝む（上江洲1・旧暦 7月13日）

-409 -



雨が降り、地面に浸透した水は、宇江城岳の山脈から宇江城の北側や大原の南側などの地下へ流れ込んだり、

大原・北原一幣の平坦地から地下へしみこんだりした地下水が、それらの海岸や海底に湧き出ていると考えられ

る。その結果、比屋定の堂ガー（井戸）や海岸、大原のシンリバーマなどには、いくつもの湧水が確認できる。

それは、島尻マージに浸透した雨水が泥灰岩層と琉球石灰岩の間から湧き出る真水である。また、大原のイノー

や比屋定バンタなどでは、未発達のサンゴ礁がみられる。それは、急な斜面が多い久米島の地形をあらわしてい

る。山地から浸透した真水は、地下を通り海岸周辺に流れ出る。そこで、丘陵地では地表面に雨水が溜まりにく

く、比屋定バンタや具志川グスクなどの海岸のような風景を形成したと考えられる。

植物の景観においてもカンジン原では、典味深い資料がみられる。大原・北原一帯は、カルスト地形のために

表面の凹凸が著しい。雨水の浸食によって残った琉球石灰岩は、森や山になり、窪地やガマ（洞穴）、 ドリーネ

を形成している。

島尻マージで暮らしていない方々には、想像つきにくい風景である かもしれない。泡盛の久米仙のCMに出て

くる森の景観をご存知であろうか。よく夕方のニュース放送の後には、平坦地のサトウキビ畑にポッンそびえる

森のCMが流れている。その森は、国頭マージに植生する植物と島尻マージに植生する植物とが混在しながら共

生している点に特徴がある (P409-1)。

久米島空港の近くを車で走ると 3kmはども続く琉球松の並木がみえてくる。このマーチュー（琉球松）を大

原の村びとは I咲温松」と呼んでいる。その由来は、 「具志頭親方という察温が久米島のフンシ（風水）を看た。

そこで、彼の働きかけで、北原のあたりに松を植えさせた。」と伝えられている。

このようにカンジン原から大原・北原にかけてのカルスト地形は、自然的現象だけでなく、神唄や村びとの経

験からでも特徴的な地形と地質をもっている。

第 2節 ミシマの村と大原・北原の関係

カンジン原にあるヤッチのガマは、上江洲・西銘・久間地の祖先が葬られた場所であるとそれらの村びとから

口碑の伝承が残されている。よく村びとたちは、上江洲・西銘・久間地をミシマ (3つの村の意）と呼んでいる。

それらはもともとひとつの村落から拡大し、分かれた痕跡を残している。

『琉球国由来記」 (1713) には具志川間切の西目村がみえる。その所在する御嶽名は、上江洲御嶽（コシヤテ

森大ッカサ若ツカサガナシ）、富祖古御嶽（ソノキヤジノ大ッカサ若ッカサガナシ）、シラシ御嶽（ヨキノタケ

大ッカサ若ッカサガナシ）、ウルル御嶽（セノク森オモヒ君ガナシ）である。これらの神名は、沖縄本島などと

違い具体的な名前が列挙されている。上江i州御嶽の神名は、 「コシャテ森」とある。その神名は腰当の意であろ

う。仲松弥秀は、腰当について次のように述べている。

腰当とは、幼児が親の膝に坐っている状態と同じく、村落民が祖霊神に抱かれ、その膝に坐って腰を当て、

何らの不安も感ぜずに安心してきってよりかかっている状態をさしていう。

このように、村落民と何の隔りもなく、殺しみより添う、いわば村落民と 一体になっている神、これがク

サテ森に祀られている神であ って、常時村落民と共にあり、これを抱き、護っている、いわば村落民がこの

上なく信頼 している神である（註 9) 。

南島の村々を歩いた仲松は、祖霊神を「村落の鎮守の神であり、守護神である『おそいする神』」とし、その

神が「村びとからすれば『腰当神』」と位置づけた。その腰当神が「鎮座している御嶽を『腰当森』」と述べて

いる（註10)。豊富な事例から仲松は、腰当の配置をもつ景観が自然的村落を保持していると指摘した。さらに

仲松は、 r琉球国由来記J に西目ヲヒヤ• 西平ヲヒヤ• 新垣ヲヒヤの名称がみえる点に注目し、実地調査に基づ

いて「ヲヒヤ（大比犀）は根人と同質異名と考えられることから推測すれば、この西目村は三村（集団）の合併

によって形成されていると見ることができる。 Jと考えた（註11)。

仲松の考えは、その他の資科からでも補足でぎる。西銘の村びとは、上江洲家付近にあ った新垣村と西銘公民

館付近にあった垣花村が合わさってできた村が西銘であると口碑を伝えている。この地名は、 rぉもろさうし』

巻23の「くめの二間切おもろ御さうし」 (1623) に「あらかきのみや」とか「あらかきのもり」と出ている。ま

た、村の遺跡・記録・伝説• おもろから村の発生を推測した仲原善忠は、 「久米島史話』 (1940) のなかで「久

米島の初まりは恐らく具志川の西銘だと思う。」と述べている（註12)。

これらの資料から考えると西銘の村落は古い歴史があるようだ。
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『琉球国由来記』の記録では、上江洲・富祖古・シラシ（白瀬） ・ウルルの御嶽がいずれも西目（現在の西銘）

の管轄になっている。その記述から推測すると、上江洲の村落は西銘からの分かれた村であると考えられる。上

江洲の村びとは、 「西銘から上江洲は分家した」と口碑を伝えている。

久間地の村落は、昭和14(1939)年に西銘村から分離し行政区となった。 『美清姓家譜』の正徳 3 (1713)年

に西銘と上江洲の両村から23戸のチネー（家内）が久間地原へ移り、村を仕立てたと記されている。その理由は、

西銘と上江洲の村が一ヶ所にあり、狭い場所に人家がまとまっていたために大火事があった、と述べられている

（註13)。上江洲や西銘の村びとによれば、五枝松の北側にはミージマ（新しい村）と呼ばれる村があったと口

碑を伝えている。その村では、伝染病が流行し、多くの死者を出した。その死者を上江洲と西銘の村びとたちは、

ャッチのガマに葬ったと言い伝えている。

これらのミシマの特徴は、村の上空や地図からみると家屋が密集している。地理学者たちは、このような特徴

がある村を「集村」と呼んでいる（註14)。

上江洲などの密集した村落と違って、具志川村の大原と北原は比較的新しい時代に開拓された村である。それ

は、飛行機から村の上を覗いたり、地図をみたりするとわかる。密集の屋敷地はみられなく、広範囲に散在して

いる。村落の研究者は、その散在している村を I屋取集落」と位置づけている（註15) 。しかし、大原と北原の

屋取集落は、沖縄本島や久米島の銭田と真我里と違った村の形成をたどっている。

大原の開墾は、明治18年 4月にはじまった。それは、政府の士族授産金による開墾企画からうまれた。明治14

年に喜舎場朝賢と山内成窯と知念政憲が首里や那覇の士族20名の同士を募り、明治18に久米島へ渡った（註16)。

そのことを大原の村びとたちは、 「クニワタイ」と表現している。

大原は、明治43(1910)年に島尻郡教育部会から開墾などの業績を裔く評価され、二宮尊徳の銅像が贈られた。

その表彰を受けた大原の村びとは、報徳神社を建て、そのなかに移住当時から祀ってきた土地神と共に合祀した。

ちなみに北原は、大正 9 (1920)年に大原から行政区として独立した。その行政区は、大原の村落の発展にとも

ない南側の川畑から北側のナガサクにまで拡大し、長タケ並松以北を大原から分割した。

移住してきた当初の大原の人たちは、久米島に知り合いもいなかった。そこで、上江洲の人たちからハルヤー

（畑小屋）を間借りし、畑も借りていた。自分たちの畑だけでなく、上江洲の地主の畑も耕していた。その時か

ら、屋取の人たちは、少しずつ、お金を貯めていったという。

北谷村からやって来た人はハワイに移住しようかと思っていたが、久米島は裕福に暮らせると聞き、上江洲の

知人をつてに船でやってきた。夜中に兼城へ着いたある翁は、孫を担ぎながら上江洲まで歩いた。それから上江

、i州の知人のハルヤーを借り、生活の基盤を整えていった。しかし、その場所には水がなく、間借りをした人たち

は困った。そこで、洗濯は五枝の松付近の川で行い、飲み水はヤッチヌメーあたりのウフドー（大道原）から水

を汲んできた。水の運搬は、男の子がふたつのブリキ箱を棒で担ぎ、急な坂道を上り下りしたという。

その他にも水源地はある。ある大原の老婆によると、 「昔はね、若い頃によく大原のミジワキにいってさ、服

や着物、茶碗や芋などを洗ったさ。とくにこの辺りの石から湧水がよくでよったわけよ。」と休験談を話してく

れた。その湧水の由来について、村の古老は、 「大原にやって来た私たちのおじいさんたちは、最初に行った作

業が飲み水の場所を探すことだったてよ。生活に必要な飲み水を得るためにミジワキを探したという話さ。」と

当時の開拓状況を教えてくれた。その時にみつけた湧水の上に大きな石があったといわれている。その石は、報

徳神社の左側に記念して祀られている。

このように大原の村びとは、荒地を開墾した理由で他の字の村びとから「カイクン」と呼ばれている。当時の

大原では、島尻マージの土壌で水田を拓くことは不可能であったため、換金作物のサトウキビを栽培していた。

それが久米島における本格的な製糖業のはじまりとされている。

第 3節 ヤッチのガマを訪れた人びと

ャッチのガマは、早くから一部の人たちに知られていたようだ。フランク・ホーレーが残した文庫の資料『望

郷沖縄』第 4巻のなかに「やっちのがま」と記された写真がある。この写真集の元になった著書は、博物学者・

坂口総一郎の『沖縄写真帖第二輯』 (1925) である。 『望郷沖縄』の文面には、次のように紹介している。

久米島の西北部は新期石灰岩から成って居る。ャッチのガマは具志川村の北方に在る石灰岩中の鍾乳洞で

ある。其辺にはガマが多い、けれども写真のヤッチのガマは最大である。大小の鍾乳石ば恰もツララの如く、
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薄暗い穴の天井からブラリ下り、穴の奥から冷たい風が吹いて来てたださへ気持ちのよくない所へ、あらう

ことかf蜀f婁を入れた壷が何十と並んで居る奥の方の白いものはと、よく見ると、それは白骨の山、びっくり

した所へ天井から氷のやうに冷たい水が落ちてのぞき込んで居る道筋へぽとり、全身忽ち粟を生じる、こん

な薄気味の悪い所は恐らくなからう（註17)。

この解説は、ヤッチのガマを訪れた事がない人でも想像しやすい。その他にも東松照明や萩原秀三郎が写真を

収めている（註18)。

写真以外の記録では、坂口総一郎よりも早く大正12年12月30日にャッチのガマを訪れた研究者がいた。それは、

宜野湾村新城出身（現在の宜野湾市新城）の佐喜真興英（法学者・民俗学者）を教えていた動植物学者の永井亀

彦である。永井は、当時の状況を「西銘ノ西方ニアルやっちのかまハ、人骨ノ数、前者ノ比ニアラズ。鬼気人ヲ

襲フ。洞ノ道ハ急二下方二曲リテ入ルベカラズ。」と日誌に記している。 （註19)。

その後、昭和の時代に入り、数名の学者がヤッチのガマを散策している。それは植物学者であり、沖縄の考古

学の父でもある多和田真淳であった。昭和 7年にヤッチのガマを訪れた多和田は、 「久米島植物採集記 (13)」

のなかで当時の状況を記録している。

ャッチは付近にある洞穴。昔時の共同墓地である。又第一、第二（ヤジャー）の洞穴にも人骨があり之等

は何れも口口製の茶瓶に納骨され、一部はナンバンガメに納められてゐる。昔は大部分ナンバンガメに納め

られて居たがすり変へられたとの事之。懲りた瓶の主は無口のナンバンを割って創物にして盗難を防いだ。

而して此処から姿を消したナンバンガメはひょっくり辻に姿をあらはして居るとの事だ、ナンバン小の古酒

よ汝を不老□口の名栄とは何処のいたづら者か言ふたのか（註20)。

美術の教師であった比嘉景常は、昭和12年に師範学校の入学試験の担当で久米島を訪れている。その紀行文は、

「久米島紀行』 (1937) としてこの世に残されている。その紀行文には、ヤッチのガマを訪れた出来事は記され

ていないが、ある役場の人が洞窟から伊万里焼ほか 3点の瓶を取ってきたエピソードを紹介している。

先年役場の某氏等が洞窟に行って、岩石にはまっているのを苦心惨胆の上岩を割って取って来たものであ

ると云う。ところが一人が帰りがけに足を負傷する。一人はその晩から歯痛でお多福の様な形相になる。瓶

を貰った一人は頭痛発熱を起して三人が三人共不思議な珍現象が表はれた。さあ大変だ。神国久米島のこと

である。やれ神罰だやれ神の祟だ。それからそれへと噂が水紋の様に拡がり、役場は三個の瓶を見んものと

大変な人だかりになった。猶、不思議なことには小鳥が役場の室内に飛び込み、追へども逃げず払えども窓

に飛びついた、と云う帷の様な真実の話がある。

自分が見た所では白色の瓶は今里焼で、且つて久米島出身の生徒で平良正蔵君が拙宅に持って来たものと

同一のものである。那覇の嵩原骨董店にも同様なものが陳列棚に一円五0銭の札が張られた完全なものが二

個程もあった。 00から取って来たと云って、某青年が好意的に呉れたものを一個私も所蔵しているが1昔し
いかなキズモノである。

守礼門修築の主任森さんの話によると、相当古い今里焼きだとの事。

後の二つの瓶は琉球物らしいが自信をもっては云ひ切れない。その一つには牛脂様の固形湘状のものがは

いっているので猟奇心をますます深めた（註21)。

その伊万里焼の品々は、おそらくヤッチのガマか、あるいはヤジャーガマや西銘や上江洲などに多くみられる

岩陰から持ち込まれた可能性がある。

わが邦ではじめて葬・ 墓制を学術的に論じたのが伊波普猷であった。その伊波の「南島古代の葬制」では、菊

地幽芳が渡名喜島の巨岩の下に数個の憫牒壺をみて驚いた、と紹介した後に「こういうのは久米島にもある。ャッ

チの洞はその最も大なるものである。」と補足した（註22)。しかしながら、伊波普猷の初出である「南島古代

の葬儀」には記載されていない（註23)。その理由は久米島仲里村出身の仲原善久や仲原善忠から直接に情報の

提供があったのか、伊波自身が直接に久米島を訪れたのか、あるいは別の著書から情報を得たのか、仲原善久か

ら話を聞いた島袋源七が伊波へ情報を提供したのか、と考えられる。その「南島古代の葬儀」を執筆した伊波は、

「琉球の墳墓Jを書いた。その論考には、出版社の編集部によってヤッチのガマの写真が掲載された（註24)。

おそらく、その写真は坂口総一郎の著書から転載したのであろう。その写真をみた伊波は、ヤッチのガマについ

て「をなり神の島』のなかでつけ加えたと推測される。それらの記述から臆測すると、南島を広く歩いた伊波に

とってヤッチのガマは、最大級の洞穴の墓であった。

上江洲均は、ヤッチのガマについての見解を次のように述べている。
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ャッチのガマは、西銘・上江洲のいわゆるムラバカ（村墓）であったらしく、そこにまつわる恐怖話もい

くらでもあるような所である。厨子甕には記名のないものが多く、したがって古いものはいつの時代まで潮

れるか判然としないが、乾隆（江戸中期）や同治（江戸末期）年号に加えて、新しいのでは明治29年のもの

まである。洞穴の入口の岩蔭を利用し、各家あるいは一門ごとに石で囲い、通路をつくり、石垣で仕切って

いる。無数の厨子甕（主に壷型厨子甕で、他に土器壷、本南蛮甕など）からしても、葬墓制が本島南部の門

中墓とは明らかに異なることは誰の目にも疑う余地がないであろう（註25)。

また、名嘉真宜勝や呂青華もヤッチのガマを訪れていたようだ（註26)。ここ近年は、多角的な研究者からヤッ

チのガマが取り上げられた（註27)。

とにかく、ヤッチのガマは民俗学などにとって重要な価値を秘め、高く評価されていた。しかしながら、ヤッ

チのガマという洞穴墓がいつの時代に、どのような意味で造られたのかは、闇に閉ざされたままである。その遺

跡は、大きな問題を学んだ文化的遺産なのである。

第 3章 上江洲・西銘の葬制と祖先祭祀

第 1節葬制について

上江洲と西銘の民俗事例は、昭和初期から現代まで含めた時代の設定で記述する。両村での聴取の対象者は、

大正13年生まれの方から昭和20年生まれの方である。それらの伝承者から葬制と祖先祭祀の体験談を語ってもらっ

た。

1 死の予兆

ガラサー（烏）は、人のマブイ（魂）や幽霊を探し当てると信じられている。村のなかに烏がやって来て鳴く

と、村の人が亡くなると言われた。数十年前までの上江洲と西銘では、あまり烏がいなかった。最近になってか

ら生ゴミなどが久米島のいたる所で増えはじめた。それと同時に烏も増えてしまった。忌み嫌われた烏は、頻繁

に村のなかへ入り込んでくるようになり、死の予兆を知らせてくれる鳥の風習は薄れてきているようだ。

2 臨終

上江洲の村びとたちは、人が亡くなると 「チ ュマーイ、ソーンドー。 」と言った。戦後間もない頃までの久米

島には病院がなく、医者もいなかった。

家族や親戚のなかで危篤状態の人がいるならば、身内の年長者が死の判断を行った。その判断の碁準は、危篤

者の目をみて死んだのか、まだ生きているのかを見比べた。も し、危篤者が息を ひきとると、 家族や兄弟たちは

死者を抱き起こして、生前のワラビナー（子どもの頃の呼び名）を呼びつづけた。それから翁の支度などがある

ために区長へ連絡した。

ちなみに病院で亡くなった場合には、生前に使っていた寝台から死者のマプイ（魂）をとる呪いをした。それ

をマブイヌギと呼ぶ。病院で亡くなりたくない家族たちは、医者の判断で実家へ危篤者を連れて行き、愛着のあ

る部屋で息をひきとらせた。

臨終に立ち会う人たちは、親類や友人などであった。ただし、死者に立ち会ってはいけない人は、妊婦や妻が

妊娠している夫である。とくに妊娠している妻をもつ夫は、翁を担いではならなかった。

3 沐浴と死装束

危篤者が亡くなる時は、ウラザー（家屋の裏座）とかイリヌウラザー（家屋の裏座の西側）と呼ばれる部屋で

沐浴を行った。この部屋で家庭の年寄りたちは寝室としていた。死者が生前に愛着のあった部屋である。その場

所は、家の年長者が寝室としていた。沐浴の体験者は、親しみ深い部屋であるからウラザーやイリヌウラザーで

死者の身体をきれいにしたり、着替えをさせたりしたと話す。

死者の身体を沐浴する場合は、決まった場所から水を汲んでくる習わしとなっていた。西銘では、水道が通る

前と後で水を汲む場所が変わった。村に水道が通る前は、家の近くにある井戸から水を汲み、台所近くのハンドゥー

ガーミ（水溜め用の売）のなかに溜めておいた。とくに西銘の西側の地域では、西銘公民館の近くにあるトーマ
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ガーとか上江洲村の西側にあるヒンジャガーから水を汲んできた。また、西銘の東側の地域では、モートゥダガー

という湧水から水を汲んできた。この湧水は、上江洲家が所有する山の近くにある。逆に屋敷のなかにチンガー

（井戸）がある場合には、その井戸から水を汲んだ。村に水道が通るようになると、風呂場から水を汲んでくる

ようになった。現在の西銘では、水道に整備されたために井戸水を利用する人は少なくなった。しかしながら、

今でも村びとたちは昔から利用していた井戸に対して感謝の祈顧を行っている。

汲んできた水は沐浴用の水をつくる。それはタライのなかに井戸水を入れ、さらにそのなかにお湯を注ぎ足し

た。それを逆さと呼んだ。この行為は、日常生活では行っていけないとされた。もしも、日常生活の時に間違い

をおこそうとすれば、村や家族の先輩たちから縁起がよくないと注意した。つまり、逆さで水の温度を調節する

行為は人が死んだ時にしか使わなかった。

2~3人の女性たちが遺体のまわりを囲み、死者の身体を水で濡らしたサージ（タオル）でふいた。さらに死

者の爪を切ったり、髭を剃ったり、髪を整えたりもした。

死者の衣装は、生前に愛着のあった洋服やウバサー（芭焦の着物）を着せてやった。その上からさらに白い着

物を着せたり、遣体が硬直していたらかぶせたりした。

死者の身なりが整え終わると遺体を仏間へ移す。

4 死者の位置と供物

仏間へ移した死者は、西枕に安置しておく。仏前の前には仮的な祭壇を設けた。その上にはお碗にご飯をもり、

箸をさし立てたものを供える。

上江洲と西銘では、グソーンチュ（後生で暮らす祖先）へ贈る土産を死者へ持たしたり、今から後生で暮らす

ための生活用品を死者へ贈ったりした。

死者を棺箱に入れると西銘では、後生で暮らす自分の兄弟や子どもたちへ土産を手渡した。例えば、この世の

人たちは、お菓子や煙草、小さなハンカチを紙に包み、死者から誰々に手渡してもらうために、過去に亡くなっ

た人の名前を記しておく。その手土産を巾着のような物に入れた。死者が生前に使用していた巾着があるのなら

ば、そのまま使った。もしも、ない場合には白い布で巾着を臨時的につくった。そのなかには、死者へ自分のワ

タクサー（私産）としで煙草や煙管などを入れてやった。このような入れ物を上江i州の村蕗ではワシトウイジン

と言った。

火葬が普及する前には、長く置いてもすぐに腐る物を棺箱のなかに入れたり、酒が好きな人の場合は酒も供え

たりした。遺体を火葬する現在では、燃えやすいお菓子や煙草などを入れてやる。

死者の着物や洋服の襟は、必ず糸を通した針をさした。その本数は、 3~5本である。針を供える意味は、死

者があの枇の生活で困らないために持たせた。

5 通夜

上江洲では、公民館で葬式用と祝い用の道具類を箱に納めていた。それを区長が代々管理していた。喪家の人

たちは、公民館から葬式用の道具を借りてきた。とくにカチャー（蚊帳）を死者の上に吊るした。火葬が普及し

た後に葬式の道具類を使う家庭が少なくなったために、現在は蚊帳を吊るすのをやらなくなっている。葬式の道

具類は、いつしかなくなってしまったと言われている。

6 喪家への援助

上江洲と西銘では、葬儀屋の専門店がない。そこで、喪家への援助は村の人たちで補った。村の男性たちは喪

家の仮設広間をつくったり、翁の組み立てたり、喪家から墓まで翁を担いだり、墓を掃除し墓口を開けていたり

した。村の女性たちは来客用の食事や供物などを準備した。これらは、人情のあらわれで村の全部が加勢した。

7 出棺と野辺送り

村で死人が出ると喪家の家族たちは、区長にその趣旨を連絡し、翁などを借りてきた。とくに村の青年たちは、

翁を組み立てたり、喪家から墓まで翁を担いだりした。ちなみに翁はミシマ（上江i州・久間地・西銘の村）で使

用していた。

寵などの葬具類は、字の各家庭の青年たちが一日がかりで準備しておいた。棺箱の材料は、沖縄本島から送ら
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れてくる輸入品のスギ（杉）の木であった。その他にもリュウキュウマツで棺箱をつくる場合もあった。

それらの葬具類は、翁や公民館の道具箱のなかに納められていた。

翁（仏様の絵が書かれている朱色の箱で屋根にはシャチホコのような装飾のある葬具）には、木でつくられた

ティンゲー（頭部は龍のような形をし、下部は朱色の棒である葬具）や提灯などの装飾品が入っていた。とくに

ナガシバタ（文字が書かれた旗）は、 「南無阿弥陀仏」などの文字を書いた。ティンゲーやナガシバタの下の部

分には、羽織の紐のような装飾を結びつけた。これを結びつける技術は、馬のオモゲーを結びつける技術よりは

とても難しかしく、上江洲の村落でも仲地という人物しかいなかった。その装飾品は紙でつくり、ヒジャイムス

ビと呼んでいた。

現在の上江洲と西銘では、ティンゲーなどの葬具類は使用しない。久米島に火葬が普及した後は、やらなくなっ

たようだ。しかし、現在でも具志川村の嘉手苅と仲里村の儀間では、ナガシバタを使用すると言われている。

昭和初めの葬式の体験を語った上江洲の古老は、西銘保育所のあたりにガンヤー（翁を保管している小屋）が

あったと話す。上江洲では、男性4人が織を担いだ。当時の翁はとても重＜、翁を墓まで運ぶ距離もかなりあっ

た。翁を担いでいる 4人の他にも男性2人が随行した。それは、 2人ずつ交代するためであった。上江洲では、

墓が遠い場所でもヤッチのガマあたりまであった。それ以上は、遠くに墓はなかった。翁を運んでいる時は、ナ

カユクイ（運んでいる途中で休憩する意味）してはならなかった。その理由は、織を運んでいる時に地面に降ろ

すと先輩たちから叱られた。死者のマブイ（魂）が降ろした場所に居座るからだと言われている。

翁を担ぐ人数は、西銘でも 4人であった。しかし、 4人の補助がいて、運んでいる途中で交互に交替しながら

翁を墓まで運んだ。西銘では翁を運ぶだけでも、 8名は必要だった。

西銘は、村の人数が多かったので翁や墓などの加勢は困らなかった。しかし、上江洲では村の人数が西銘より

も少なかったので、大変であったと経験者は語る。

19恨紀ごろの具志川村では、翁などの葬具を何度もつくり変えていたようだ。 「久米具志川間切規模帳』

(1831) には、次のような文がある。

ー、間切中之人死去之時翁天蓋新敷作調則々用得拾二仕候付竹木之費ハ不申手障之失屹物入有之労以不宜儀

口向後間切中模合二而翁天蓋相仕立口口致格護置相用得候様可仕事

但桐池塗杯二而如何二も不過美様可相調候也

この記述から当時の村びとたちは、葬具の材料と時間を無駄使いしていた。その下知の後に村では、共同の翁

などを使用し保管していた。役人からの指導は、葬具類の無駄遣いだけではなく、荼毘の法式でもあった。 19世

紀ごろの具志川間切では、荼毘を身分に相応して指導されていたようだ。 『久米具志川間切規模帳』には荼昆に

ついて次のように記している。

ー、葬礼之儀身分限二応し可相調旨兼々被仰渡置候虞其守達無之荼毘過美候を第一孝行之筋相心得且又右之

節者愁傷一篇之筈候虞牛ふた杯を殺於墓所酒共盛候方も有之由面々家中痛者勿論人情之本意取失甚愚味

之仕形言語道断之至候向後被仰定置候通身之分限二応し荼毘之物入無之様堅締方可申渡事

上江洲の野辺送りの葬列は、ティンゲーがサチバイ（先頭）になり墓の道案内をした。その後に翁を担いだ人

たちゃナガシバタを持った人たちがならんだ。

野辺送りの道は、行き道と帰り道を違うようにした。現在でも村びとたちは火葬場に行く時に帰る道を遠回り

してでも家に戻っている。

墓まで翁を担いだ体験者は、村のなかで50代の人たちまでいた。

上江洲の村びとたちは、西銘の旧家と違って「ハカ（墓） Jを所有していなかった。墓がないといっても棺箱

と洗骨後の甕を安置する納骨の場所はあった。それをフルミーと呼んだ。フルミーは、カンジン原の丘陵地の崖

や岩陰を利用した納骨の場所である。村びとにとってハカ（墓）は、建造物として造られた亀甲型や破風型の墓

をさした。

上江洲の村びとは、岩陰で棺箱が入るはどの大きさしかないフルミーヘ遺体を置いてきた。そのような場所に

村の青年たちは、翁を運んだのである。

棺箱を納めた後は、石を積んで田んほの泥をかぶせて、さらに石を積んで泥をかぶせた。それを何度も繰り返

し岩陰の穴を塞いだ。フルミーを塞ぐ石は、奇数であった。もしも、わずかの隙間があったならば、遺体の死臭

がひどく、ギンバイ（ギンバエ）が侵入してきた。一時的な処置をしたフルミーは、葬式後にモチ（漆喰）を購

入してきて、泥と石で塞いだ部分をさらにモチで補強した。
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フルミーヘ遺体を納めた後に喪家の人たちは、死者の草履（あるいは下駄）を必ず置く。死者の着物は棺箱に

入れたり、風呂敷に着物を包み49日目の焼香が終わるまで仏壇の前に置いたりした。死者の衣服などは、 49日目

の焼香が過ぎると身内などに形見として分け与えた。

葬式に参加する人は、死者の生前の親類や友人を含め、村の各戸から約 1人ずつ参加した。しかし、最近は親

類や友人だけとなっている。

葬式に参加していけない人は、妊婦や妊婦をもつ夫、病気やケガをした人たちであ った。とくに病気やケガを

した人は、葬式を参加したり、 墓参りしたり、墓に近づいたりしてはいけなかった。その人たちを含めて、 墓の

作業でケガした人や重機が故障した時にもヤナビルと呼んだ。その理由は、野辺送りの時に病人がいる家へ葬列

が近くを通れば、葬列にヤナムン（魔物）もやってくると信じられており、そのヤナムンがあの世に病人も連れ

ていくと 言われていた。

同じ日に別の葬式もある場合には、他の葬式を参加してはならなかった。

かつての上江洲と西銘の葬式は僧侶が参加する習わしがなかった。お寺が建てられた後に久米島では僧侶が葬

式に参加するようになった。大正15年に地理学の調査で久米島を訪れた小牧実繁は「久米島には僧侶はなく、 墓

参にも僧侶は頼まない。尤も本島では僧侶はあっても頼まないのである。」と当時の状況を報告している（註28)。

8 周忌・年忌などの焼香

野辺送りの時に死者を墓へ安置すると、喪家の家族や親族たちは、翌日に墓参 りを行う。上江洲と西銘では、

その焼香をナーチャミーと 言っ た。火葬が普及する前は、朝早くからナーチャミーを行った。その理由は、死者

が蘇生していないのかを確かめる習わしであった。喪家の人たちは、一週間の毎朝に墓を訪れ、その後は周忌ご

とに49日まで焼香を行った。とくに 5回目と 7回目の焼香は盛大にする。

現在のナーチャミーは、死者の遺体を火葬するので、一週間分の焼香を一括し祈願する。

49日の焼香を終えると、喪家の人たちは50日目のマブイワカシを行った。死者に対してこの世の人たちは、

「あなたは生きた人間の生活ができないからあの世の 自分の生活に行って下さい。」と語りながら、死者と家族

との別れをした。その後に死者は、祖先の位牌と一緒に名前が並べられる。

100日目も喪家の家族と親類たちは墓参りを行う。

年忌は、 1・3・7・13・25・33年の命日に焼香を行う 。 1年忌は亡くなった年であり、 3年忌は亡くな って

から 2年目の命日であった。とくに25年と33年の年忌は、 霊前の供物に赤色のおかずやお菓子を供える。

死者の年忌を終えると墓の納骨堂に納められている遺骨は、一ヶ所にまとめる風習はなかった。現在の新しい

墓は、納骨堂の奥に骨をまとめる場所がある。しかしながら、その設備はある墓 とない墓があって、一般的な習

俗ではなかったようだ。

9 連続して人が亡くなる場合

上江洲の伝承者は、ある人の死後49日Hに墓を開けた時があった。その当時の状況を伝承者は、 Iもうその時

は、死臭はしなかった。老父が亡くなると老婆がすぐに亡くなった。先に収められた老父の遺体は、白くカビし

ていた。この人の遺体は洗骨できなかった。それで、先に納められた棺箱のとなりに新しい棺箱を納めた。」と

語った。このように人が連続して亡くなることをカサバイと呼んだ。

上江洲では毅戚や家族のなかで連続して 2人の死者を出すと、必ず3人目の死者が出ると信じられている。そ

こで、村びとは 3人Hの死者を出さない為に鶏を殺す。その鶏を白い布に包んで箱へ納めてやり、墓の近くに埋

める習わしがある。祈願者は、グソーンチュ（墓で暮らす祖先）へ 13人目も亡くなりました。これ以上、死者

が出ないようにお顧いします。」と拝む。

10 洗骨

上江洲と西銘では、洗骨を他の人にみられないように朝早くから行った。西銘では、洗骨を行う年の干支より

1年前の干支の人が墓口を開けた。 墓口を開ける時は、ユタ（宗教的職能者）や親戚などの長老から選ばれた人

がトントンと墓口を叩き、グソーンチュ（後生で暮らす祖先たち）へ合図した。その後に力のある男たちは、墓

口を開ける作業を加勢した。

洗骨は、早くても 3~4年後であった。普通は 6~7年後であった。これは西銘でも同様である。タナバタの
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行事はヒーナシとも呼ばれ、墓を開けたり、洗骨したりしても良い日であった。しかしながら、かつての具志川

村嘉手苅では、何度も洗骨を行っていたようだ。 r久米具志川間切規模帳」 (1831) には、洗骨について次のよ

うに記している。

ー、洗骨之儀何方も一度二相限候慮嘉手苅村之儀或毎年或年年越親先祖洗骨仕候方も有之由甚以不宜仕形候

間向後一度二限仕候様可申渡事

上江洲と西銘の村落では、火葬が普及する前は洗骨の習俗を行っていた。当時の洗骨は、何度も骨を洗う習俗

は聞かれなかった。

洗骨がある家では、バケツに水を入れて遺体を納めているフルミー（遺体を葬った場所）へ持ってきた。ちな

みに亀甲墓などの建造物の墓を所有する家は、墓庭で洗骨を行った。そして、洗面器に水を汲み入れ、タオルを

濡らした。死者の骨を拭く時は、そのタオルを使った。また、ウシグサ（いね科のダンチク）の葉を束ねてタオ

ル代わりにもした。なかには完全に白骨化していない遺体もあった。その時は、火葬を行った。それは、ごく稀

の事例である。

骨を洗う順序は、頭蓋骨から序々に身体の下まで行った。先に洗った頭蓋骨は、死者に一番近い者がずっと洗

骨が終わるまで手に抱いておいた。例えば、夫が先に亡くなった場合は、その妻が夫の頭藍骨を大切に抱いて、

洗骨が終わるのを持っていた。それ以外の骨は、その他の身内や親戚などにまかせておいた。洗骨を行っている

時は、常に死者の骨に光が当らないように黒い傘でさしていた。

洗骨の体験のある伝承者は、 「人の死臭は一週間もとれないほどに臭かったし、身体に染みつくようだった。」

とよく語る。そこで、遺体が納められている棺箱を取りに出す男性たちは、シマザケ（泡盛）をサージ（手ぬぐ

い）にしみこませてから、その手ぬぐいで鼻と口をまいた。その対策をしながら、遺体の悪臭を消した。

骨蔵器に遺骨を入れる場合は、順序に足の骨から入れ、叢後に頭蓋骨を置いた。もしも、夫婦とも亡くなって

いる場合は一緒に骨蔵器のなかへ合葬した。過去にその死者が幼い子どもを亡くしていたら、親に抱かすように

子どもの遺骨も納めてやった。骨蔵器のなかに骨以外の副葬品や石を入れる風習はなかったが、骨蔵器の蓋を被

せる時は白紙を敷きながらかぶせた。

一回でも骨蔵器の蓋を開けると、開けた子孫たちは必ず白紙を敷いた。よく親類や家族の長老から若者たちは、

「カンナジ、シルカビー、ウチュンドー。」と言われた。それは祖先の化粧直しや衣服の意味であり、その祖先

以外には骨蔵器のなかに入ってはいけないという意味も含められていた（註29)。

火葬が普及する前は、洗骨期間までに猶予があり、骨蔵器を注文する時間があった。西銘の人たちは、仲里村

の高里商店から骨蔵器を買ってきた。現在は、火葬の遺体処理である。急いで喪家の人たちは、壺屋の専門店で

骨蔵器を買ってくる。

遺体を納めていた棺箱は、墓の近くで燃やしたり、山のなかに捨てたり、処分していた。その使い終わった棺

箱の木片を集める人がいた。その板を集めた人は、田んぽの深い場所に棺箱の板を埋めて水に浸しておいた。数

日後に板を取り出し、タルガーのミズグェー（肥溜め用の桶）をつくった。

洗骨に関する禁忌は、妊婦がいる夫は洗骨に参加してはならなかった。基本的にユタ（宗教的職能者）の判断

などで洗骨に参加する人を決めた。

久米島では、お寺がつくられるまで火葬の慣習はなかった。今から22年前に火葬が普及しはじめた。しかしな

がら、火葬を知らなかった当時の古老たちは、 I私が亡くなった場合は火葬にしないで、風葬し洗骨して欲しい。」

と子どもたちへ頼んだという。村びとにとって火葬は、抵抗のある遺体処置であったようだ（註30)。

11 祖先の移葬

カンジン原一帯でダム建設が始められ2000年までに上江洲・久間地・西銘の地域では、多くの墓やフルミーに

納められていた祖先の骨蔵器を新しい村の納骨堂や墓へ移葬した。

古い墓から祖先の骨蔵器を取り出すと子孫たちは、骨蔵器の胴体と蓋の間に白い紙を敷く。それは、家の子孫

たちが必ず白い紙を準備した。例えば、 「チズカ」の骨蔵器はその子孫たちが準備したり、 「オホタイ」の骨蔵

器はその子孫たちが準備したりした。その意味は、洗骨の項目で紹介した通りである。

西銘の村びとは、古い墓から新しい墓へ祖先を移葬する時に祖先の骨蔵器の底ヘガンシナー（いね科のダンチ

クの草でつくった輪っかの道具）とゲーン（いね科のダンチクの草でつくった呪具）を備える。それは、祖先の

マブイ（魂）が落ちないようにし、魔物から護るためだであった。翁を運ぶのと同じように相先の骨蔵器を運ぶ
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時には、ぜったいに休憩してはならなかった。

上江洲家では、沖縄本島の久米系士族の察家が所有する『四本堂家礼J(1713年、 「察家家憲」ともいう）な

どがみつかっている。その史料の「遷葬之事」には、次のような出来事が記されている。

ー、曽祖父照屋親雲上夫婦御両人南京墓二被葬置候虚祖父高良親方其骨を焼墓内上檀之正面二穴掘被入置御

事二候故干今其厨子無之候間子孫為存知書記し候事（註31)。

「四本堂家礼jのような移葬の時に骨を焼く習俗は、現在の上江洲と西銘の村びとの体験では知らなかった。

その村びとたちは、 「骨を焼くという行為は考えられない。」と話す。ャッチのガマの骨は、どういう意味で焼

かれたのであろうか。

第2節祖先祭祀について

上江洲の村落では、 2000年 8月12日~14日までにかけて旧盆の観察と聴取の調査を行った。西銘の村落では、

2000年8月6日のタナバタ及び2001年 2月8日のジュウロクニチーに観察と聴取の調査を行った。それら以外の

祖先祭祀に関する行事は、伝承者の体験談を語ってもらった。

1 位牌

上江洲と西銘では、位牌を「イーフェー」とか「グワンス」と呼ぶ。それらの村では役人層系統の家では古い

位牌を祀っているが、たいていの家は戦後の位牌であった。西銘において位牌のみを祀っている空き屋敷は、い

くつかみられた。この現象は、過疎化が進む久米島の要因のひとつと考えられる。しかしながら、位牌だけを安

置する空き屋敷は「久米具志川間切規模帳』 (1831年）の記録のなかにもみえる。

ー、跡方相絶位牌計立置候家屋敷村毎多有之見分不宜候間与親類又者所中二而見苦敷無之様可取計旨可申渡

事

この記述は、いったい何の時代背景を物語っているのであろうか。

具志川村において位牌の祭祀は、 19世紀に入っても位牌をつくつていなかったようだ（註32)。 『久米島具志

川間切規模帳』には次のように記している。

ー、位牌安置無之者も有之甚不宜候間急度致仕立方候様可申渡事

久米島における位牌祭祀の受容は、史料から玉木順彦によって明らかにされた。 『美済姓家譜」から玉木は、

康熙 9 (1670)年の上江洲親雲上智源の下知により百姓たちのなかで位牌が仕立てられ、先祖参りの年回忌など

が行われたと紹介した（註33)。

2 墓

建造物の亀甲型などの墓を所有していない上江洲の村びとは、フルミーで死者を葬り、洗骨後は骨蔵器を安置

していた。

『久米具志川間切規模帳』 (1831)には、次のように記されている。

ー、墓所之儀場所柄不宜又者葬方見苦敷者も有之由候間墓所葬方等無大形様可申渡候

この記述からすれば、かつての具志川村の各地にあった墓地は場所がよくなく、葬り方が見苦しいかったよう

だ。おそらくは、首里・那覇などの文化を知った役人が亀甲墓などの建造物と見比べて記録を残したと考えられ

る。それは、 「久米具志川間切規模帳』に墓の仕立ての条件が述べられている文章からもうかがえる。

ー、墓所之儀可成程者先祖墓相用自然新敷相仕立申候而不叶節ハ竿迦之山野より六間かく所中相談を以在番

見分二入可申受候尤墓構様亀甲迄を餅打其外之銹井前之囲袖石垣なく相調可相用事

その規模帳に墓は、なるべく先祖の墓を利用しほしいとある。さらに新しい墓を造営する際は、山野の竿迦れ

の土地から六間角で、かつ在番の見分けが必要であった。墓は、亀甲墓の甲羅の部分を餅打ちにし、その他の装

飾はしてならいと決まりがあったようだ。しかしながら、道光11(1831)年以降に具志川村の西銘では、高嶺里

之子親雲上（久米村の風水見）の指導によって、亀甲墓の大きさや装飾などが指導されている（註34)。

久米島のなかでも上江洲と西銘の村落では、古い亀甲墓が造営されている。その墓をみた那覇・首里系の士族

の子孫である大原の村びとたちは、カーミナクー（亀甲墓）が多くみられる点に驚きを隠せない。なぜなら、大

原の村びとは、士族の子孫であったにも関わらず亀甲墓を造営した時代が戦後だと語る。
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そのヘイミン（平民）と呼ばれた村びとたちによれば、亀甲墓などの立派な建造物はサムレー（役人）の家系

の墓であると話す。ャッチのガマでも役人層が葬られている事例は、村びとの口碑や祖先祭祀、骨蔵器の銘書か

らも確認できる。

沖縄県各地の史料をもとに平敷令治は、 「首里・那覇に亀甲墓が出現するとまもなく、地方役人層も久米村風

水見を依頼し、これを造るようになった。王府進貢船がしばしば寄港した久米島でいちはやく受容されたらしい。」

と指摘した（註35)。また、久米島の亀甲墓について渡邊欣雄も次のように報告している。

沖縄の「亀甲墓J。あれはほんとうに亀の甲の墓だった。いま思えば、たしかに沖縄にも亀の甲の形をし

た墓が久米島にあった。墓の頭の部分がのっぺらぼうではなく、亀の甲のようにそれこそ亀裂の入った墓で

ある（註36)。

しかしながら、今のところ筆者はその亀甲墓を実見していない。渡邊が報告した亀甲墓は、いつの時代に、ど

のような経緯で造営されたのか、どんな祖先が非られ、どの子孫が祀っているのかを調べる課題が残る。

上江洲や西銘の村落では、墓の納骨堂にサンゴの小石を敷いた習わしがある。その意味を村びとは、納骨堂の

湿気をとるために入れていると話す。島尻の洗骨習俗を調べた長沢利明は、洗骨をする時にある男性が墓室内に

浜からとってきた清浄なサンゴ砂を敷く場面をみている（註37)。しかし、そのサンゴ砂を敷く理由は述べられ

ていない。

久米島の具志川村では、県内で興味深い徳永家の r墓之祭祀並骨移り之時法式J (道光年間）がある。その史

料は、道光年間に高嶺里之子親雲上が墓を造営した際にどのような祭祀を行えば良いのかをメモ書きが残されて

いる。

一、新墓ロヲ開キ、かねて門二入置候あだん取出し候事。

ー、右引次潮米ヲ以テ、墓内清メ候也。

ー、右引次門之正面二瓦立テ候事。

但、此瓦の前え塩弐俵、炭弐俵、昆布弐丸キ、朱紙を打差上候。此備ひ物ハ引取申さず候事。

ー、右引次、木札四ッ之内、八卦之弐ツハ奥のすみ左右、朱書ハ外二向テ立かけ、三ハ前のすみ左右、朱書

ハ内二向て立て候事（註38)。

その文書のなかでみえるアダンと木札は、今日の上江洲と西銘でも習俗として残されている。

上江洲の村びとは、 「新しく墓を造り、まだ遺骨が納められていない場合は、魔物が入るなという合図でアダヌ

（たこのき科のアダン）の葉を入れた。アダヌの葉は、魔除けであった。」と語る。これは、仲里村の比屋定で

も似た習俗があったようだ。琉球大学民俗研究クラブ編の「比屋定部落調査報告」 (1967年）では、野鳥が家の

なかに飛び込んでぎた場合に門ヘアダンの木を置いた、とある（註39)。

西銘の村びとは、新しい墓の納骨堂の四隅に札を入れて置く習慣があったと話す。また、具志川村の仲地では、

旧家の墓の納骨堂内から大正年間に壺屋で焼かれた墓中符がみつかっている（註40)。史料にある木札と現在使

用されている札と墓中符は、同じ習俗のひとつであろうか。

3 毎月の1日と15日

西銘では、毎月の 1日と 15日に仏前に酒とウブク（ご飯）を供える。しかしながら、この祭祀はそれらの日に

祀る家と祀らない家があった。ある家では、毎朝に祖先のお茶を替える人もいた。

4 春と秋の彼岸

西銘では、彼岸の日が入ると家で火の神と祖先の位牌を祀る。その日は、朝・昼・夜の時間に仏前へご飯を供

える。その後はウチカビも焼く。

5 ジュウロクニチー

上江洲と西銘において墓参りの習俗は、旧暦の 1月16日だけである。それ以外の行事は墓参りをしない。ただ

し、ミーサのある家庭では朝早くから墓参りをした。これらの日は、ウチカビ（紙銭）を燃やす。

墓の掃除は、ジュウロクニチーの前日までに男たちが時間をみつけて作業した。また、花生け用の竹筒をマタク

（唐竹）をカンジン原のあたりから探してつくった。

村びとたちは、ヤッチのガマから最初に拝む。車がなかった時代は、ご馳走をモッコに入れて担ぎ、点々と墓
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を歩いた。一家族では、最低でも 6~7ヶ所の墓をお参りした。その理由は、すべての親戚の墓を訪れる習わし

になっており、父方と母方の筋の墓を訪れる。

現在の供物は多くの材料を使っているが、一昔前までは各家庭から豆腐、カマボコ、昆布、豚肉、ごぽう、に

んじん、大根などでつくった料理を携えてきた。あまりにも多くの供物をつくったために残り物は、ジュウロク

ニチー後から焼き飯にして食べた。しかし、村びとの女性からの話では昔はどに多くのおかずをつくらなくなっ

たという。その代わりに各家庭は、香典とお酒と線香を供えるようになった。

ジュウロクニチーの日は、久米島空港でおもしろい風景がみられる。それは、墓参りで供えた重箱類のおかず

を箱詰めにした荷物が多くみられる。久米島出身の本島在住者が久米島の親や兄弟から瞳られた品物であった。

上江洲で暮らす老夫婦は、 「現在は 2人しか暮らしていないので、たくさん料理をつくっても食べきれない。昔

ほどは料理をつくらなくなったが、那覇からやってきた息子や娘たちにもたしてやりたい。」と語る。

仲里村山城、比嘉、真謝などのジュウロクニチーは、午後から始められた。その理由は、ジュウロクニチーの

行事がトラの日にあたった為であった。 1998年の行事は、寅年のトラの Hであった為にジュウロクニチーを取り

やめにした家庭は多かったようだ。今回は、午後3時から始める家庭が多かった。

上江洲の村落では、 トラの日にジュウロクニチーが重なると虎があらわれて祖先の為につくったご馳走を食べ

られてしまうから、墓参りの時間をずらしたり、墓参りをとりやめにしたり、墓に行かず家の仏壇を祭祀すると

いう。

今回の盛吉家の墓参りは、以下の通りである。墓参りの時間は、午前10時から午後 5時までの日程であった。

①具志川村納骨堂（納骨堂ができる前はヤッチのガマ）

②トウムイの墓

③5代目の墓（破風墓）

④トウムイと吉濱家の元祖を祀る墓（家型の墓）

⑤8代目の墓（亀甲墓）

⑥イチンチバカ（亀甲墓）

⑦トウンチ（上江洲家）の墓（亀甲墓）

⑧盛吉家の墓（亀甲墓）

1番目の具志川村納骨堂は、もともとヤッチのガマに葬られていた祖先を1999年の 7月30日に移した。盛吉家

は、ふたつの家族が参加した。 Aの家族は、 「オホタイの元祖」と「西銘チズカの元祖」を拝んだ。 Bの家族は、

「西銘チズカの元祖Jから「嘗間家（クラヌスバ）の元祖」へ、そこから［オホタイの元祖」へ拝んだ。それら

の順番は、納骨堂へ早く着いた家族から拝むので、バラバラになっていた。その理由は、両家族が供物を置く場

所がないからであった。

墓参りする前に盛吉家は、入口にとどまり、各祖先たちへあいさつをした。その時は、ウチカビ（紙銭）、シ

ルカビ（白紙）、平線香を供えた。それから各家庭の先祖の場所へおもむき、供物をならべる。男性たちがマタ

クでつくった花生け用の竹筒に花をそえ、墓口の前に置く。供物は、シルカビ、お茶、お酒、重箱、みかん、バ

ナナ、りんご、赤飯、赤餞頭、赤いカマボコ、おかずなどであった。ちなみにミーサの場合は、白物13年忌まで

供える。普段の供物は、グソー（後生）の人たちの正月である為に赤い物を使う。

子孫たちは、準備が出来次第に先祖に対して報告する。その後にシルカビとウチカビを燃やす。

盛吉家のB家族の老婆は、西銘チズカの屋号の由来について次のように語った。

浦派の按司が先祖を祀る為に沖縄本島北部の 2ヶ所をいけなかった。そのとき、大宜味村の喜如嘉にて、

泊まる宿がないので、その村のノロ屋にて泊まった。一夜でノロはその按司の子どもを二人みごもった。そ

して、ノロは浦添に行くとひどい目にあうので、久米島に渡ってきた。子どもたちは、母親のふるさとを忘

れないためにチズカ（喜如嘉）という屋号をつけたそうである。

2番目のトウムイの墓では、盛吉家の両家族が参加する。盛吉家は、墓にむかって左側の場所から最初に拝む

習わしがある。それはヒジャイの信仰ではなかった。拝む場所は、墓の外側にある 3mX3mほどの広場であっ

た。拝む理由は、その場所から墓を造営する際に大きな石を 4つに切ったと言われている。感謝の気持ちで盛吉

家の父親は、 「その場所から拝んでから墓で暮らす祖先を祀りなさい。 Jと子どもたちへ強く教えたという。

盛吉家のB家族の老婆は、墓口の左右にシルカビ、ウチカビ、平線香を置き、土地の神を祀った。その後に参

加した家族は先相を祀り、重箱のご馳走を頂いた。
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3番目に訪れた墓は、盛吉家の 5代目ごろの祖先たちが祀られている。この時の参加者は、盛吉家のAとBの

家族である。供物の準備、士地の神や祖先に対する祈願は、前回と同じである。

4番目に訪れた墓は、 トウムイの墓の元祖と吉濱家の元祖が祀られている。参加者は、盛吉家のAとBの家族

である。墓参りに吉濱家の子孫が訪れていたのであろうか。生花が供えられていた。供物の準備、土地の神や祖

先に対する祈願は、前回と同じである。この墓は、イシナーグラヤーという墓をたちのきした際にニービル（屋

号）とチズカ（盛吉家）と吉濱家の 3家族が合同に造ったという。吉濱家の遺骨は、 2000年12月18日に那覇へ移

葬したらしい。

5番目の墓は、森吉家のA家族の 5代目から 8代目 (18世紀ごろ）までの祖先が祀られている。納骨されてい

る祖先は、 15個ほどあると言われている。墓の納骨堂へ入った経験のある老父によれば、この亀甲墓は石積みの

アーチ型になっていると語る。墓の前面が石灰岩になっており、横の袖石は安山岩の平らな石をつめてある。墓

参りの参加者は、盛吉家のAとBの家族と盛吉家のB家族の次男が加わった人数である。また、この墓までが盛

吉家のAとBの家族が祀る墓であった。供物の準備、土地の神や祖先に対する祈願は、前回と同じである。

6番目の墓はイチンチバカと呼ばれ、オホタイの元祖が祀られている。イチンチバカの由来は、かつて、西銘

の村中の人たちが加勢し、一日でできあがったから、そのような名称で呼ばれている。この墓で祀られている祖

先は、ヤッチのガマに葬られている祖先たちも古い人たちだと言い伝えられている。墓参りの参加者は、盛吉家

のA家族と B家族の家主だけであった。この墓は、安山岩を一枚一枚ずつ重ねて造営されている。亀の甲の部分

は、土でもられている。供物の準備、土地の神や祖先に対する祈願は、前回と同じである。

7番目の墓は、 トゥンチ（上江洲家）が所有する美里川（ミンザトゥガー）の幕である。墓参りは、森吉家の

A家族とその妻方の姉妹が参加していた。この墓では妻方の墓参りであった。供物の準備、土地の神や祖先に対

する祈願は、前回と同じである。

8番目の墓は、盛吉家のA家族の養父母が祀られている。参加人数は、盛吉家のA家族の夫婦だけであった。

この墓は、もともとカンジン原にあったが、ダム建設のために移された。石碑には、 「盛吉家之墓、 二000年

平成十二年十月吉日建立」とある。供物の準備、土地の神や祖先に対する祈願は、前回と同じである。

以上のように盛吉家の墓参りは、夫方や妻方の墓、養父母の墓などの先祖を拝んでいた。村びとたちは、血縁

のある墓をすべて墓参りしないといけないと話す。

6 清明祭

上江洲と西銘では清明祭の日に墓参りする習わしがなく、家での祭祀となっている。ただし、 1年以内に死者

を出した喪家でば清明祭の時でも墓に訪れる。また、西銘の上江洲家では按司の墓を清明祭の日に拝む。上江洲

家出身の伝承者は、 「上江洲家では具志川グスクの下に按司の墓がある。その墓は、清明祭の時だけしか拝まな

い。子どもの頃は、みんなで馬車に乗って具志川グスクまで行った。当時は、子ども心で清明祭を遠足がてらに

楽しみにしていた。上江洲家の親族は、その墓で重箱のご馳走を食べた。」と語る。現在もこの清明祭は、土曜

日とか日曜日を利用して行っている。

上江洲家の清明祭について上江洲均は次のように紹介している。

なお上江洲一門は、久米島においては珍しく「清明祭」の墓参を昔からの例としてやって来ている。それ

は、四つの墓へではなく、さらにそれ以前の墓といわれる具志川城跡下の洞穴墓である。いわゆる按司墓で

あり、本島でいうなら、普通の清明祭ではなく、 「神御清明」に相当する。按司の墓といわれる所は崖崩れ

で判然としないが、隣の側室の墓と称するものは、掘込墓に相当するものである。残り四箇所の墓参は、久

米島の習慣によって清明にではなく、正月十六日に行う（註41)。

ちなみに具志川村大原では、清明祭の日に墓参りを行っている。この村落は、首里・那覇から移住してきた士

族系住民である。よく、上江i州と西銘の村びとたちは、 「大原の清明祭と違って、私たちの清明祭は墓参りをし

ないさ。」と話す。

具志川村の上江洲家文書と吉浜家文書をみると、その家では『四本堂家礼』 (1713) や『服制』などをもとに

祖先祭祀の法式を学んだようである（註42)。具志川村の役人層たちは、首里・那覇系と久米系の士族が所有す

る亀甲墓を早い時期から受容してきた。しかし、その役人層たちは、何故に清明祭よりも十六日祭を厚く祀った

のであろうか。
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7 タナバタ

上江洲の村びとは、タナバタの日を「グソーヌ、ナナジョーアチ。」と言った。その理由は、グソー（後生）

の七つの門が開き、祖先たちが自分の村や家へ帰ってくると言われている。また、タナバタの日はヒーナシと呼

ばれ、墓の開け閉めや洗骨ができる日とされていた。

基本的に上江洲と西銘の村びとたちは、タナバタの行事で墓参りをしない。ただし、ミーサにあたる家は墓参

りをする。旧盆の準備で男性たちは、七夕以後に墓の掃除をする。そして、墓の掃除を終えた男性はお茶とお酒

と線香を墓口の前に供え、 「これからお盆がはじまりますから、どうぞ家へ来て下さい。」と祖先へ報告した。

8 旧盆

上江洲と西銘の村落では、旧暦の 7月13日をオンケーとかウンケー、 14日をナカビ、 15日をウークイと呼んだ。

家の仏壇に女性たちは、りんごやシークワーサー（ヒラミレモン）などの果物、サトウキビ、お菓子、食事を

日の朝・昼・タの時間に供えた。これらの供物を村びとは、ショウロウクワンデー（精霊の食事）と呼ぶ。上江

洲1で暮らす78歳の古老は、供物の準備で盆の 2~ 3 E3前から山や森へ行きバンシルー（グヮバ）、グーガー（種

類不明）、シイの実を探したと話す。家の女性たちはそれらの山の幸を調理し、祖先へ供えた。その他には海岸

にも出向き、アダンの実を求めた。逆に上江洲と違って鳥島の村落では、海の幸をつかった料理を仏前へ供えて

いた。

13日の午後 7時ごろになると家の夫婦は、屋敷の門へ出向き、その門前の両側に小さい迎え火（ロウソク）を

準備する (P409-3)。ロウソクがない時代は、 トゥブシ（リュウキュウマツの池）を竹につけ、松明にして

いた。その火は、先祖に対して迎えの合図である。祖先の迎えの準備ができると夫婦は、仏壇へ供物を供え、家

族で祈願する (P409-4)。

もしも、旧盆中にハベル（蝶または蛾）が家のなかへ入ってくると、村びとは祖先が子どもたちに会いにきた

と考えた。

14日と15日の期間は、仏壇に朝・昼・ タと 3回の食事を供えた。

15日の夜から16日の早朝はウチカビ（紙銭）を焼き、祖先に「また来年もきて下さい。」と言いながら玄関か

ら見送った。この期間は、家族で参加した。

西銘の村落は、盆に踊るエイサーもある。しかし、その踊りは昭和40年代からはじまった。現在は、若い青年

たちが少ないために上江洲出身の青年が会長を務める場合もある。 「久米具志川間切規模帳』 (1831) には、 7

月中に男女でウスデークを踊ったとある。

ー、七月文中百姓等男女打込おすたいく躍仕家内毎忌係り之方も無構押而罷出所中之故障二相成剰終夜男女

致混雑節儀之妨不宜候間向後右体之挙動無之様堅締方可申渡事

予木順彦は、 「おすたいく」をシヌグとウンジャミと同じか、似念仏を指すものなのかを今後の課題としてあ

げている（註43)。

第 4章 ヤッチのガマと村びとの生活

第 1節 ヤッチのガマに関する口碑

ジュウロクニチー(+六H祭）の墓参り以外に上江洲と西銘の村びとは、ヤッチのガマに近づく人はいなかっ

た。その測穴は薄気味悪く、とても恐ろしい場所であった。村びとは、洞穴に近づくとマブイ（魂）をとられる

と信じられていた。それは、不思議な出来事がまつわる場所だからであろう。村に次のような話がある。

村の青年たちは、度胸ためしによくャッチのガマから頭蓋骨をとってきた。頭蓋骨をとってきた青年は村の友

人たちに頭蓋骨をみせ驚かせた。みた人は驚いて逃げたり、興味をもってながめたりした。その後、逃げた人は

急死したり、自分の家畜が死んだり、頭壺骨をもってきた人は精神的におかしくなった。また、ある青年はヤッ

チのガマで野糞をしたり、骨蔵器のなかから足骨を取り出して自分の足を見比べたりした。その青年は、足が不

自由になったと言われている。

ヤッチのガマにはマタク（唐竹）があった。上江洲のある男性は、そのマタクを剪定し、馬の腹に装備する道

具をつくった。そうすると、たちまち馬の腹が調子悪くなったり、別の病気にかかったり、自分の身の回りで悪
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い出来事ばかりが多くなった。この体験談はたちまち村中に広がり、村びとたちはヤッチのガマから物をとる行

為をやめるようになった。

よく村びとたちは、ヤッチのガマに葬られている祖先は、久間地で暮らしていた人たちの遺骨だと語る。昔、

久間地原にある五枝松の北側にはミージマ（新しい村）があった。そこで暮らしていた人たちは、赤痢やコレラ

などのイチリー（伝染病）が蔓延し、多くの死者を出した。上江洲と西銘の村びとたちは、伝染病で亡くなった

人たちをヤッチのガマヘ葬ったと言い伝えられている。

しかし、ヤッチのガマに葬られている祖先を祀る子孫はいくつか確認できる。それは、上江洲、山城、嘗間、

西銘などの各家である。

ャッチのガマには骨蔵器の転用器がよく南蛮甕を利用している。それに関する口碑もある。ある村では、ヤッ

チのガマにあった南蛮甕をとってきて酒甕として利用しているという。村びとたちは、 10年前ほどに多くの南蛮

甕をみたが、最近からその甕が少なくなっていると話す。その理由は、骨董品や酒甕の価値がある南蛮甕を盗掘

する人たちが多いからだとされている。

ャッチのガマの西北側には、チャラのクブと呼ばれるガマがある。その場所は、ヤッチのガマと同じような墓

があった。それは、村びとから吉里家が管理していたと言われている。上江洲の古老によれば、ミシマ（上江洲・

久間地・西銘の村）のカミンチュ（神を司る神女）がチャラのクブで「ヤッチコイナー、 00コイナー、 00コ

イナー、 ・・・」とウムイ（唄）をうたったという。その祀りは、どのような行事だったのかは知らない。

このようにャッチのガマを口碑からみてみると、上江洲と西銘の村びとたちは自分たちの祖先が葬られている

場所であり、とても恐ろしい存在であったようである。

第 2節生業の領域

ャッチのガマの近くに暮らしていた大原の家族たちは、カンジン原の自然から食材を得ていた。

例えば、大原の子どもたちは、学校に通う途中に甘くてすっばい味のするクービ（種類不明）の実を採ったり、

紫色に熟したアクチャ（やぶこうじ科のモクタチバナ）の甘い実をとり、口いっぱいに頬張りながら食べたり、

野原にあるフーチバー（きく科のヨモギ）やサシグサ（きく科のタチアワユキセンダングサ）を採り、油で揚げ

食べたりした。とくに大原の村びとは、屋敷や野原にいる小さな蛙が鳴くと雨が降ると知っていた。雨が降ると

村の子どもや女性たちは、野原へむかった。水はけの良い砂地や畑でフックヮサー（藍藻類のネンジュモ属）を

バーキ（竹製の龍）いっぱいにとってきた。その藍藻類や樹木に着生するミミグイ（キクラゲ）は、食料になっ

た。

自然のなかに植物は、生活の道具にもなった。ャッチヌメーにはヤマダキがあり、バーキの材料にしたり、ム

ルギー（種類不明）の木を 4等分にして箸をつくったり、マーチュー（リュウキュウマツ）の油でトゥブシ（松

明）に利用したり、シンダギ（せんだん科のセンダン）をタンスなどの木材にしたり、キシバ（種類不明）の木

をとってきてタンムン（薪）に利用した。村びとは、 「その乾燥させた木を燃やすとパチパチといい音がなり、

香りがとても良かった。」と話す。

さらに村びとにとって小動物も食料になった。雨が降った時は、チンナン（蝸牛）をとってきて湯がきして食

べた。ハブ（猛毒の蛇）は、腹の部分の油を炒め薬として利用したり、肉を焼いて食べたりした。

西銘の青年たちは、具志川村からの委託でヤッチヌメーのダキヤマ（竹の群落）を管理していた。その場所は、

ャッチのガマから久間地にむかって下りたあたりであった。また、ある人はヤッチのガマの入口付近に畑を所有

していた。その畑には、チャーギ（まき科のイヌマキ）などの木を植えていた。

第 3節 沖縄大戦とヤッチのガマ

昭和の第 2次世界大戦中に上江洲と西銘の村びとたちは、ヤッチのガマを防空壕として利用していた。大原の

人たちもヤジャーガマやヤッチのガマなどにこもった。ャッチのガマの石垣囲いや入口付近にあった骨蔵器は、

避難場所を確保するために移動させられた。その場所で村びとたちは、生活の空間をつくり寝泊りした。

戦時中の時に外を歩くことは、とても危険であったために生活のほとんどがガマの中で過していた。久米島の

上空にアメリカ軍の飛行機がみえると空襲警報が鳴り響いた。その時に村びとたちは慌ててガマのなかへ潜んだ。
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その当時の体験を村びとは、 「アメリカ軍が久米島へ上陸してきた時は、アメリカ軍人がガマに隠れた村びとへ

近づき、日本語で「でてぎなさい！」と何度も呼びかけていた。」と語る。

村びとは、ガマのなかや周辺で煮炊きをした。ガマの天井や顔には真っ黒になり、その残り灰がガマのなかに

残っていた。

ある大原の家族は、ヤッチのガマのなかで出産した。ガマの近くに竹が生えていた風景をみた父親は、その竹

にあやかって子どもヘタケ子という名前をつけた。

このように上江洲と西銘、大原の村びとにとってャッチのガマは、村の歴史を記憶し、祖先や体験してきた出

来事を思い出させる場所であった。村びとは言う。 「ヤ ッチのガマには昔の先人たちの思い出があり、今の人た

ちにとってかけがえのない場所である」と。

第 5章おわりに

ャッチのガマとミシマの関係は、村びとの口碑、墓参りの習俗、戦争などの生活の体験からしか探れなかった。

今のところ、ヤッチのガマに関する史料はみつけられなかった。

ミシマの村落は、もともと西銘から拡大し、行政区として 3字にわかれた。ミシマの村落は、集村の形態を保

持している。さらに大原に首里・那覇の士族たちが移住し、散村を形成していった。これらの村びとたちは、ヤッ

チのガマをとても恐れ、ジュウロクニチー以外の行事では近づかなかった。大原の村びとたちは、ヤッチのガマ

の付近で植物を採集したり、小動物を獲ったり、生活の飲料を求めたりした。西銘の村びとは、ヤマダキの管理

をするぐらいでほとんどャッチのガマを訪れなかった。

このような印象のなかでャッチのガマは、美術学、生物学、植物学、写真家、民俗学などの分野で早くから注

目されていた。民俗学の第一次資料としては、第一級の価値があったのである。

ャッチのガマがいつの時代に造営されたのかは、聴取の調査でみつけられなかった。しかしながら、ヤッチの

ガマに葬られた人たちはミージマの村びとや西銘の旧家の祖先が葬られていると考えられる。これらは、口碑や

体験の伝承からの見解であった。

ャッチのガマは、遺物などの資料から18世紀ごろに利用されていたであろうと考えられる。当時の葬制に関す

る資料は、 「久米具志川間切規模帳』 (1831) である。

翁や葬具を毎回仕立ていた当時と違って、火葬が普及する前のミシマでは、共同で翁や葬具類を利用していた。

荼毘は、身分によって相応な祀り方があったと思われる。それはサムレー（西銘の旧家）とヘイミン（平民）の

区別であったようだ。亀甲型などの建造物の墓を所有する家は、やはり上江洲家などの旧家であった。それ以外

の村びとたちは、建造物の墓をつくれず、フルミーと言われる丘陵の崖や岩陰を利用した葬所であった。洗骨に

関しては、何度も繰り返して骨を洗うような習俗も確認できなかった。 「四本堂家礼J (1713) の移葬は祖先の

骨を焼いた後に新しい墓へ移したが、上江洲と西銘の村びとの体験にはみられなかった。その他にも史料と民間

伝承との間には、多少の相違点が確認できた。

上江洲と西銘の地域で慣習されている祖先祭祀では、とくにジュウロクニチーの時にしかヤッチのガマなどの

墓参りの習俗がなかった。西銘の上江洲家は、沖縄県の地方役人層として早くから亀甲墓を受容 していた。さら

に上江洲家と吉浜家では、久米系士族の『四本堂家礼』や王府の『服制』などの史料が多くみつかっている。那

覇の港から出航した進貢船は、航海の途中で久米島を寄った。その船のなかには風水見がいた。その専門家の助

言をうけた西銘などの役人層たちは、亀甲墓を造営したり、墓の新築に関する祭祀を学んだりしていた。しかし

ながら、首里・ 那覇などの士族社会で顕著に行われている清明祭をミシマの村びとたちは、そのままの祭祀の法

式を受容していなかったと考えられる。

具志川村字西銘では、役人層を多く輩出した上江洲家がある。その家では、沖縄本島の久米系士族の察家が所

有する「四本堂家礼』などがみつかった。その史料は、早くから民俗学の重要な資料であると言われている（註

44)。

今回は、葬制に関する具体的な記述はできなかった。それは、今後の調査で補っていきたい。 今後の研究課題

は、史料と実地調査をもとに久米島の社会の階層をみつめつつ、祖先祭祀に関連する習俗の変容について考えた

し‘

゜
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【註】

註 1. 「久米具志川間切規模帳」に関する報告は、梅木哲人の「久米島の規模帳・ 公事帳について」 （沖縄久米

島調査委員会編、 「沖縄久米島一沖縄久米島の言語・文化・社会の総合的研究＿報告書J、弘文堂、 1982

年）と玉木順彦の『近世先島の生活習俗』 （ひるぎ社、 1996年）などが詳しい。

註2.総合的な調査研究は、いくつかみられる。まず、沖縄久米島調査委員会編による『沖縄久米島ー「沖縄久

米島の言語・文化・社会の総合的研究」一』 （弘文堂、 1982年）と r沖縄久米島一資料絹一』 （弘文堂、

1983年）である。その次に法政大学百周年記念久米島調査委員会編の［沖縄久米島の総合的研究］ （弘文

堂、 1984年）がある。また、沖縄県立博物館編の『久米島総合調介報告書ー自然・歴史・民俗・考古・美

術工芸・建築一』 （沖縄県立博物館、 1995年）と「特別展 I大久米島展」ーしぜん・ひと• もの一』 （沖

縄県立博物館、 1996年）もある。とくに自然に関する調査研究は、他の離島と比べてみると多い。沖縄自

然研究会編の『久米島県立自然公園候補地学術調査報告沖縄自然研究会調査報告第 1号」 （沖縄自然研究

会、 1974年）からはじまり、池原貞雄編による『琉球列島の自然とその保護に関する基礎的研究 (1)文

部省科学研究費特定研究「人間生存」 1973年度研究報告J (琉球大学理工学部生物学科、 1974年）と［琉

球列島における島嶼生態系とその人為的変革「環境科学」研究報告集B63-R12-20』 （文部省「環境科

学」特別研究陸域部門、 1980年）と『琉球列島における島嶼生態系とその人為的変革II 「環境科学」研究

報告集B113-R 12-20」 （文部省 I現境科学」特別研究陸域部門、 1981年）がみられる。近年の風水や

史料の学術調査では、横山俊夫研究代表者による「久米島における東アジア諸文化の媒介事象に関する総

合研究J (課題番号08309006、平成 8年度～平成10年度科学研究費補助金基盤研究 (A) (1)研究成果

報告書、京都大学人文科学研究所、 1999年）もみられる。

註 3. 宮本常一、 『私の日本地図 8・沖縄」、同友館、 1971年、 95-96頁。

註 4. 仲松弥秀、 「沖縄の地理J、琉球郷土誌研究会、 1960年、 85-86頁。

註 5. 石灰岩は、炭酸ガスによって溶ける性質をもつ。長い歳月をかけて、琉球石灰岩は、雨水に含まれている

炭酸ガスの科学的作用によって、地表面の浸食が進む。その痕跡は、凹凸の地形を残す。そのなかで小凹

地を「ドリーネ」と呼ぶ。そのドリーネが拡大・接続した凹地を Iウバーレ」といい、さらに浸食が数10

km勺こなると「ポリエ」という溶食盆地となる。沖縄本島では、本部半島や北谷、沖縄市、勝連半島、糸

満市周辺などでみられる。中国広西壮族自治区桂林は、その地形で世界的に有名である。大原の北側に面

するカンジン原の浸食痕跡は、ウバーレとポリエの中間に位置する地形だと思われる。その貴重な自然物

の地形は、ダム建設によって失われつつある。

註 6. 具志川村役場企画課編、 『平成 9年村勢要覧久米島具志川村』、具志川村役場、 1997年、 18頁。

註 7.小川徹は、 「久米島民俗社会の基盤＿水田造営形態と集落移動の関係について＿」のなかで、 「人々の最

大の関心事が雨であったことは、 「仲里旧記』に雨乞いのオタカベが数多く書き記されていることで判る

が、これは干魃が島の気候条件からくる不可避的な災厄だった」と言及している（沖縄久米島調壺委員会

編、 「沖縄久米島一沖縄久米島の言語・文化・社会の総合的研究一報告書』、弘文堂、 1982年、 243頁）。

註8. 沖縄気象台編、 『沖縄の気象解説」、沖縄気象台、 1996年、 30頁。

註 9. 仲松弥秀、 r神と村』、臭社、 1990年、 18頁。

註10. 仲松弥秀、前掲書、 18頁。

註11. 仲松弥秀、前掲書、 210-211頁。

註12. 仲原善忠、 『仲原善忠全集』第 3巻、沖縄タイムス社、 1973年、 2頁。

註13. 沖縄久米島調壺委員会編、 ［沖縄久米島資料篇ー「沖縄久米島の言語・文化・社会の総合研究」報告書』、

弘文堂、 1983年、 329頁。

註14. 仲松弥秀、 「村と生活」 r沖縄県史」第22巻各論編10民俗 l、琉球政府、 1972年、 104-105頁。

註15. 明治の廃藩置県によって職を失った士族たちは、農村へ移住し、集落を形成しはじめる。当時の廃藩置県

は、沖縄社会にとって大きな変革であった。その点に注目した田里友哲は、 「都市生活者であった士族は、

都市の生活困難、就職難等の社会問題が惹起するにつれて、零洛士族逹は農村の属地内に、相互交渉によっ

て、荒地、荒蕪地の開墾・開拓を主目的とする小作関係が成立し、集落化が進展したものを屋取集落」で

あると規定した（「論集沖縄の集落研究』、離宇宙社、 1983年、 51-52頁）。

註16.喜舎場朝賢は、 r東汀随筆続編』のなかで大原開墾について詳しく記している（『琉球見聞録」、至言社、
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1977年）。

註17. 、fl-I立ハワイ大学宝玲叢刊編纂委員会監修、 「宝玲叢刊写真集望郷沖縄」第 4巻、本邦書籍、 1981年、 16頁。

註18. 東松照明の『日本の美 光る風一沖縄東松照明』 （日本アート・センター編、現代日本写真全集第 8巻、

集英社、 1979年）。その他には萩原の写真を藤井正雄の「葬制からみた霊魂観・死後観」 （宮家準編、

『民俗と儀礼一村落共同体の生活と信仰ー』大系仏教と日本人 9、春秋杜、 1986年、 127頁）と上江洲均

の『沖縄の暮らしと民具』 （慶友社、 1982年、 219頁）などに利用されている。また、長沢利明の「沖縄

の墓」 （「地理』第35巻第 8号、古今書院、 1990年、 2頁）にもヤッチのガマと思われる写真がある。

註19. 永井亀彦、 「大正二年沖縄日記（三）」 「南島研究』第 26号、南島研究会、 1986年、 28頁。この文をは

じめて紹介したのが洒井卯作である (r琉球列島における死霊祭祀の構造』、第一書房、 1987年、 32-33

頁）。

註20. 多和田真淳、 「久米島植物採集記 (13)J 『沖縄朝日新聞」、沖縄朝日新聞社、 1932年 9月30日づけ。

註21. 比嘉景常、 『久米島紀行』、 1937年。

註22. 伊波普猷、 「をなり神の島』、楽浪書院、 1938年、 33頁。

註23. 伊波普猷、 「南島古代の葬儀」 『民族」第 2巻第 5号、民族発行所、 1927年、 14頁。

註24. 伊波普猷、 「琉球の墳墓」、山本三生編、 『H本地理大系一九州篇一』第 9巻、改造杜、 1930年、 260頁。

註25. 上江洲均、 「沖縄の暮らしと民具』、慶友社、 1982年、 219-220頁。

註26. 名嘉真宜勝の「沖縄の風葬と厨子甕J (市場匝次郎編、 『九州・沖縄地方の民具』、明玄書房、 1983年、

228頁）と呂青華の「亀甲墓の中琉比較研究」 （「第 7回中琉歴史関係国際学術会議中琉歴史関係論文集』、

中琉文化経済協会、 1999年、 21頁）にヤッチのガマの文字がみえる。

註27. 福島駿介の「久米島の大風葬地ーヤッチのガマを考える一 (1)」 （［沖縄タイムス」日刊 1版、沖縄タ

イムス社、 1999年11月17日づけ）、士肥直美の「久米島の大風葬地ーヤッチのガマを考える一 (2)」

（『同上』）、上江洲均の「久米島の大風葬地一ヤッチのガマを考える一 (3)」 （『同上』）。城間肇・

西銘章•藤崎京の「久米島ヤッチノガマ調査上一墓制知るうえで貴重ー」 （「沖縄タイムス社』日刊 1版、

沖縄タイムス社、 1999年 7 月 29 日づけ）、土肥直美の「久米島ヤッチノガマ調査下➔Uを見ない被葬者数一」

（「沖縄タイムス社』日刊 1版、沖縄タイムス社、 1999年 7月30日づけ）たちがヤッチのガマについての

意見が綴られている。

註28. 小牧実繁、 「久米島民俗断片」 『民俗学』第 3巻第 4号、民俗学会、 1931年、 30頁。

註29. 琉球大学民俗研究クラブ編の「比屋定部落調査報告」では、 「洗骨を済むと甕に頭を上にして入れ、白い

紙を覆い蓋をした。この白い紙は衣装の意味らしく、 7年毎のハルウガミの日に交換するもので、衣装ゲー

イといわれる。」と報告されている（『沖縄民俗』第14号、琉球大学民俗研究クラブ、 1967年、 39頁）。

1981 -1982年に仲里村島尻の民俗を調査した長沢利明は、 「ユタはこれら 9本の骨ガメに魔よけをほどこ

す。疵の下に半紙を敷き、ススキの菓をしばったサニとよばれる束をはさむ。こうすると移動の途中、悪

霊が骨ガメにとりつかれないのだという。」と報告している（「久米島の洗骨習俗から」 『日本民俗学』

第149号、日本民俗学会、 1983年、 9頁）。

註30. 久米島の洗骨習俗に関しては、長沢利明の「久米島の洗骨習俗から」 （前掲書、 1983年、 1-16頁）と

「南島の洗骨をめぐる諸間題」 （『民族学研究』第53号第 4号、 H本民族学会、 1989年、 410-420頁）が

詳しい。 1981-1982年にかけて仲里村の島尻を調査した長沢は、火葬場が設置された後の島尻の葬制につ

いて次のように報告している。

久米島においては1979年に具志川村嘉手苅の上原に火葬場が設置され、全島の利用施設となり順次火葬

化が進んでいる。しかし火葬処理が義務づけられているわけではないので利用しない家々もまだ多い。

島尻部落の場合、火葬場完成後から今日に至るまで (1981年 8月までの 2年間に）、これを利用した家

はわずか 2戸にすぎないが、火葬場利用の気運の高まりからみて今後の利用者の増加が予想される（前

掲書、 1983年、 16頁）。

註31. 祭文博の『察家家憲』の「遷葬之事」 （崎浜秀明編、 『沖縄旧法制史料集成』第 5巻、自家出版、 1936年、

339頁）。また、上江洲均は、他の墓から骨を移す時に焼骨する事例を浦添市内の墓で実見したと次のよ

うに報告している。

すなわち、墓室正面奥の壁面に一段上げて穴をうがち、小型の厨子甕を置いていたが、中には明らかに
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焼いたと思われる炭化した骨が入っており、残念なことに銘書きがなかった。恐らくはどこかにあった

先祖墓から新墓へ骨を移した際に焼いたであろうと想像する (r沖縄の暮らしと民具』、慶友社、 1982

年、 250頁）。

註32. 平敷令治、 「沖縄の祖先祭祀』、第一書房、 1995年、 226頁。

註33. 玉木順彦、 「沖縄の位牌に関する史料」、赤田光男編、 「祖霊信仰』民衆宗教史叢書第26巻、雄山閣、

1991年、 164-165頁。

註34. 上江洲均、前掲書、 1982年、 240-243頁。

註35. 平敷令治、前掲書、 1995年、 397頁。

註36. 渡邊欣雄、 「沖縄から尋ねる中華文明一覚書」、末成道男綱、 『中原と周辺一人類学的フィールドからの

視点ーJ、風響社、 1999年、 245頁。

註37. 長沢利明、前掲書、 1983年、 4頁。

註38. 上江洲均、前掲書、 1982年、 240-241頁。

註39. 琉球大学民俗研究クラブ編、前掲書、 1967年、 35頁。

註40. 平敷令治、前掲書、 1995年、 459頁。

註41. 上江洲均、前掲書、1982年、 221-222頁。

註42. 沖縄県立博物館編、 r久米島総合調査報告書論文編・資料編』、沖縄県立博物館、 1995年、 7-28頁。

註43. 玉木順彦、前掲書、ひるぎ社、 1996年、 188頁。

註44. 『四本堂家礼jに関する報告は、窪徳忠の「［四本堂家禰jに見える沖縄の中國的習俗」 （『東方学」第

51号、東方学会、 1975年）や「中国の習俗と『四本堂家礼」」 （『南島史学』第 7号、南島史学会、 1975

年）、小川徹の「『禁家家憲』あるいは『四本堂家礼」のことJ (「沖縄文化」第30・31号、沖縄文化協

会、 1970年）や「「四本堂家礼』その後」 （『沖縄文化」第39号、沖縄文化協会、 1972年）、上江洲敏夫

の「［四本堂家礼』と沖縄民俗一葬礼・喪礼について一」 (r民俗学研究所紀要』第 8集、成城大学民俗

学研究所、 1980年）などが詳しい。
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第 9部総括

以上が県営かんがい排水事業（カンジン地区）発掘調査の成呆である。今回の調査は、考古学だけでなく、形

質人類学、民俗学と連携をとって調査をすすめた。その詳細な成果は各項目のとおりである。

今回、調査の中心となったヤッチのガマでは、検出された遺構は、石積みをはじめとした規模の大きなもので

あった。最も多く得られた遺物は厨子である。特にボージャー厨子が多い点は特筆すべきことである。ャッチの

ガマ、カンジン原古墓群（ヤッチのガマ周辺）はボージャー厨子の形状が似ることから、ほぽ同時期のものと思

われ編年を行うにあたって鍵になる。また、その他の陶磁器にも完品または完形に近い資料があり、肥前系磁器

を中心に出上している。

1 遺構

地区内には150基余りの墓があり、 I・II地区は岩陰利用墓、皿 ・N地区は破風墓・亀甲墓が多くみられる。

ただし、皿地区は掘込墓が主体で、岩陰利用墓も散在することから若干古い時期と考えられる。墓域の移動は各

項で述べたが、厨子の構成、墓の形態から次のように考えられる。まず、 I地区の中でもヤッチのガマ一帯に墓

域が形成され、それが次第に I・II地区内へ広がる。皿地区で掘込墓などが混在するようになり、最終的にはN

地区に至った、となろう。これらの点から、初期は集落から離れた場所に墓域を設けていたものが、次第に集落

近くに墓域を設けるようになったと考えられる。同様な傾向は、萩尾俊章氏が指摘した、上江洲家所有の墓が古

い時期のものはど本家から遠く、しだいに集落へ近づいてきたという点と合致する（萩尾1994)。また、農水部

が行った事前の保証物件調壺で所有者（村内在住者）が明らかになった墓の大半は上江洲・西銘（またはその周

辺）であったことから、この地域の人々が占有的に利用したと分かる。

民俗調査では、上江洲楳落で破風墓や亀甲墓をもてない人々は岩陰などを利用した「フルミー」とよばれる墓

を利用していたとのことであった。 I・II地区で確認された岩陰利用墓がこれにあたるものであろうか。

岩陰利用墓でもヤッチのガマとチャラのクブは測穴前庭部に石積みの区画を巡らせて墓域とする特異なもので

ある。前者は多数の区画、後者は単一の区画からなる。ャッチのガマは構築当初もしくはしばらく後から複数の

区画があり、複数の集団（血縁的なつながりは不明）が利用していたと考えられる。また、チャラのクブも厨子

を配置した段上を石列で分けていることから、複数の集団で用いていたと考えることもできる。

特にヤッチのガマの遺構は地区内でも石積み 1・2が最も規模が大きく、かつ最も古いと考えられる遺構であ

る。用いている石材は大ぎなものは俵大で、小さいものでも人頭大である。一帯は琉球層群の石灰岩で石質が脆

いのに対して、遺構に使用している石材は硬質であることから、離れた場所から運んできたと考えられる。石積

み lは高さが最大で2.5m、低い部分で lm、石積み 2は2mであった。第13図をみて分かるように、地表より

1段高くするようにつくられており、外界と墓域を遮断するためと思われる。島内の古墓では、ナカベーヤ崖葬

墓地帯や新原古墓群が崖の中腹につくられ、墓域と外界を分ける意識があったと考えることができる。また、石
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積み 3は新しい時期に属するものと考えられるが、カンジン原古墓群（ヤッチのガマ周辺）の 1号墓構築の際に

つくられた可能性が考えられる。

区画の形成順序は 3~10号区画の石積みは礫敷き遺構上に構築されていることから、これらの区画が石積み l

と礫敷き遺構が形成されたと同時期か近い時期に形成されたと考えられる。ただし、石積み 1に伴うと思われる

石列Bの方向と 10号区画が異なることから石積み 1よりも後の時期と考えるのが適当と思われる。また、石列B
が11号区画の下にもぐっていることから、 11号区画も 10号区画と同様に石積み 1よりも後の時期と考えてよいだ

ろう。これに対して、 1号区画は石積み lと礫敷き遺構を覆った堆積層上に構築されていることから、ヤッチの

ガマ内ではかなり新しい時期に形成されたと考えられる。また、 12号区画は最下層のジャリ層に構築されている

ことから石積み 1と同時期に比定できよう。

2号区画内では建物礎石を確認した。約半間の間隔で火成岩の平石を並べており、約 4m四方の建物であった

と思われる。墓と建物の関係では、伊波普猷が国頭地域に家屋状の墓があったことを確認している（伊波1938)。

浦添市所在の浦添ようどれでは古い時期に瓦葺きの木榔があり、木椰内部には鍍金金具で飾った朱漆塗りの木棺

を収めていたと想定されている（安里2000)。また、浦添ようどれでは、 14世紀末~15世紀初めに木榔を焼いた

とされ、その土坑が確認されている。ャッチのガマでは焼土が確認されており、石積み lの表面を脆くするほど

であることから大規模に火を焚いたと思われる。

10号区画においては、上段の奥に多量の人骨を集骨した人骨集中部が確認されており、その堆積状況は、大型

人骨～人骨細片・風化（大型人骨含）の 5層であった。前述のとおり、これらには焼骨や火葬骨が含まれており、

その性格については、疫病等の感染により死亡した者の亡骸を焼却することにより、感染拡大化を防いだとの意

見等もあるが、推測の域を出ないことから現段階においてはその性格は不明である。民俗調査でも、ヤッチのガ

マに疫病で亡くなった人を葬ったという口碑を得ている。

上段～中段の造成状況からは、地下と地表の遺構の時期差を示す結果が得られている。当初、区画内の造成状

況確認に先行して、上段奥の人骨集中部の堆積状況を確認する作業を行っていたところ、最下部に位置する V層

が上段造成部へ潜り込んでいるのが確認できたことから、人骨集中部v層上面で一端作業を中断し上段造成状況

を確認する作業に移行した。上段造成状況は、 6層 a、b、 C、dの造成層の西端部上に 5層（人骨集中部堆積

状況v層に対応）が堆積しており、また 5層上には 3層及び4層が堆積している状況が確認できた。さらに上層

には新しい時期の造成 (1a、b層及び2層）がなされており、地下と地表の遺構の明確な時期差が存在するこ

とが明らかとなったといえる。 3層の焼石や火葬骨・焼骨についても古い時期から意図的に亡骸や人骨を焼却す

るという意識が働いていたことが窺い知ることができる。 11号区画において上段として扱った小洞穴内にも人骨

集中部が確認されているが、火葬骨や焼骨等は一切確認できていないことから、亡骸や人骨を焼却するという観

点で考察した場合、 10号区画と 11号区画には時間的あるいぱ性格的な前後関係が存在するといえる。

2 遺物

厨子は上江洲均氏が指摘するように久米島の古墓においてはボージャー厨子の数が卓越する（上江洲1996)。

同様な点はヤッチのガマを含めたカンジン原古墓群（特に I. Il地区）にも当てはまる。上江洲氏による編年

（上江洲1980)や金武氏による分類（那覇市教委1998) をあてると、ヤッチのガマおよびその周辺ではつくりが

しっかりとしたやや古手のものがみられるのに対して、その他のカンジン原古墓群では、眉のつくりが粗雑になっ

た新しいタイプが多くみられる。これは墓域の移動を考える上でも参考になる。

銘書を記した例は少なく、愚書で最も古いものではカンジン原古墓群 6号墓No.19(転用品）で「乾隆拾六辛未

十一月之入／前首里大屋子／同人妻／同人男子真□（赤ヵ） J (1751年）であった。ャッチのガマでは 9号区画

No4 「乾隆五拾六年子（亥ヵ）ノ七月十一日西銘大掟仲□□ （村渠）仁屋」 (1791年）が最も古く、 2・4・9
号区画に銘書が集中する。カンジン原古墓群（ヤッチのガマ周辺）では 2・8号墓に銘書を記した厨子が集中す

る。カンジン原古墓群（その他の墓）では I鉢嶺林方／道光九年己丑八月七日／洗骨・・・」 (1829年）が最も

古く、上焼御殿形の蓋に「久米島行」と記されたものが複数例あり、沖縄本島からの出荷の際に記入されたもの

であろうか。

線彫りではカンジン原古墓群 2号墓（ボー ジャー厨子の身）で「薙正四年丙午□□月十二日／［ ］／死

去［ ］／安［ ］／親雲上／南無阿弥陀仏」 (1726年）が確認できる。その他にャッチのガマ 2号区

画で「山城掟山里にや」、カンジン原古墓群（ヤッチのガマ周辺） 1号墓で「ロロロロ（大知分ヵ人）／久米島
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具志川間切西目村□□ （久之ヵ）二而／父親□（女）親入」があり、いずれも人物を特定した特注品であろう。

ボージャー厨子は I~ III類に分類でき、 I類が主体である。サイズでは50cm前後の中型が多い。文様は沈線を

主 とするが、最的には無文が多い。文様は蓮華文が主体で、貼付による法師像がみられる。その他に幾何学文、

草花文などがある。

紙幅の都合により詳細は別項にて述べるが、 1・10・11号区画のボージャー厨子を用いて 3区画の形成順序を

検討した。遺構の検討では10・11号区画は石積み遺構より新しい時期と考えられるが、両区画の形成順序は判然

としなかった。両区画のボージャー厨子は検討の結果、 1号区画は10・11号区画に比して文様が無文化すること、

眉の形態が退化することなどの型式的に新しい要素を持っている。さらに10号区画は11号区画より若干文様が新

しいことなどの新しい要素を持っているといえる。そのため、この 3区画では11号区画で古い要素を持ったボー

ジャー厨子が多いと考える。

マンガン掛け厨子は大型のものが主体で、文様は沈線が中心である。安里氏の編年（浦添市教委1997)では屋

門の特徴から III~N期の範囲に収まるものが多いと思われる。中村氏による口縁肥厚部の分類（中村1989)では

三角形をなすものが多い。

ボージャー厨子からマンガン掛け厨子に移行するのは18世紀に入ってからとされるが、その過渡期については

不明である。ここで鍵となると思われるタイプの厨子が得られている。ャッチのガマで得られた第51図3、カン

ジン原古墓群（その他の墓）で得られた第138図4・5のボージャー厨子と、カンジン原古墓群（ヤ ッチのガマ

周辺）の 1号墓から得られた第122図3・4のマンガン掛け厨子である。

第51図3などの類例として、銘苅原古墓群の報告では頸部の有無で分類していることから、これを有頸無釉の

甕形として扱っている（那覇市教委1998)。今回は、眉の形態がボージャー厨子の要素を持っていること、頸部

の形成がマンガン掛け厨子と比べて弱いことなどからボージャー厨子として扱った。

安里氏はマンガン掛け厨子の中でも最も古い I期の厨子は、定型化がすすまず、文様も簡略的とし、 II期になっ

て屋門・文様などの定型化がはじまるとした（前出）。第122図 3・4は文様は単純な蓮華文の貼り付けが連続

し、各々を区画で仕切っている 。ただ、屋門は小さく、定型化したマンガン掛け厨子 と異なる。この点から考え

ると I~ II期に位置づけられるタイプと考えられよう。

ャッチのガマにおける出土陶磁器類からは非常に偏った特徴的な傾向が得られている。中国や国内などの生産

地別に概観したい。

これら陶磁器の製作年代であるが、中国産の青磁については、 12世紀後半に位置づけられる碗 Iaの劃花文碗

やその他の器種についても概ねその上限が15世紀代に納まるもので、主体となる青花や本土産陶磁器類等の他の

出土陶磁器と比して古い年代観が与えられることから、おそらく伝世品であるものと思われる。しかしながら、

馬上杯や香炉、小壷や茶壷、水滴等の検出例は古墓からの出土としてはバリエーションに富むといえる。

白磁については全体の約60%が小杯となっている。17世紀後半から18世紀前半に位置付けられる福建・広東系

の諸窯や徳化窯、涌州窯の中国南部を生産地とする資料が主体をなしており、特徴的であるといえる。

青花は全体の約50%が小杯となっている。多くは18世紀代に位置付けられる福建・広東系の諸窯や徳化窯、 1章

州窯の中国南部を生産地とする資料が主体をなしているが、碗や小杯は景徳鎮系の頻度が嵩い。

中国産褐釉陶器やタイ産褐釉陶器は中国南節やタイのシーサッチャナライ窯にて生産されたものと思われ、 15

世紀~16世紀前半頃に想定される。大部分が厨子への二次的な転用品として持ち込まれたものと思われる。

本土産染付はヤッチのガマにおいての出士総点数が208点で、厨子以外では最も多く検出されている。中でも

瓶は全体の60%を占めている状況であった。器種別にみても概ね18世紀前半に位置付けられる肥前磁器であった。

また、本土産陶器についても 17世紀から18世紀を軸とする肥前・薩摩等の九州産や京 ・信楽等の関西系の資料が

主体とな っている。

沖縄産無釉陶器は、知花・喜納焼の特徴とされる口唇部にサンゴ積み痕ある壷、播鉢などの資料が多く検出し

た。 壺の出土状況はその器形と地域により相違が確認された。周辺古墓群では沖縄で「ジンガーミ」や「スーチ

ガーミ」とよばれる器形の検出の割合が多かった。

厨子内検出の沖縄産施釉陶器は、タイ産褐釉陶器を利用した厨子 (12区画ー15) と沖縄産無釉陶器壺胴部を転

用した厨子から検出した瓶子 （第93固7) と、ボージャー厨子 (11区画ー4) から検出した酒注（第94図11) で

ある。 いずれも小破片を厨子内に収める傾向がみられた。

小型の沖縄産陶器（瓶など）は、口縁部の 1部を割り取るものが大半を占めるが、打割しない資料も僅かなが
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ら（約 1割）得られた。

これまでに述べたように、白磁や色絵、瑠璃釉、鉄釉染付、青花等の中国産陶磁器や本土産染付や陶器につい

ては、ヤッチのガマにおいて主体となる出上遺物で、概ね17世紀代から18世紀代に納まるといえる。また、厨子

等とも大きな時間差はないことから遺構の造成時期についてもこの範疇に納まる可能性が高い。特に、士中に埋

没する過程から新しい時期（地表の遺構）への移行期にこれらの遺物が集中して検出されている状況からもその

ことを十分に補えるものと考える。

出土遺物の組成状況からすると、白磁や青花については全体の約60%前後が小杯となっており、本土産染付に

おいては瓶が全体の約60%を占めているという状況であったことからもわかるように、非常に偏った特徴的な傾

向を示しているといえるが、碗については、種別にみても平均的な出上傾向をみせているというのも典味深い。

これらのことから、本遺跡の性格上、葬送儀礼の過程において必要とされる道具・器具あるいは仏具として前

述の白磁や青花の小杯や本土産染付の瓶、沖縄産陶器の瓶子等が多量に持ち込まれたものと思われる。また碗や

小碗、杯等についても前者を補うものとして持ち込まれた可能性が考慮される。本報告書の文頭でも述べたよう

に、前庭部に堆積する土は、洞穴上位の平場や崖上から流れ込んできた士が、非常に短い期間で堆積した自然堆

積層である。結果としてこの堆積土により道具・器具あるいは仏具として持ち込まれた小杯や瓶等が土中に埋没

することにより、新たな品あるいは代用品が持ち込まれるというサイクルが上の堆積とともに繰り返されたので

あれば、今回のような偏った出土状況及び傾向を裏付けるものと考える。

ヤコウガイ製匙はヤッチのガマ周辺から13点、カンジン原古墓群 2号墓（ヤッチのガマ周辺）から 2点得られ

た。うち、宮古式土器内から 1点 (2号墓）、ヤッチのガマ11号区画の上段（人骨集中部）から 5点であった。

ヤコウガイ製匙は沖縄編年後期に精製品があり、グスク時代まで後続するとされる。大きさは後期のものが大型

に対して、グスク時代になると小型化する。上原静氏による集成では、グスク時代に属するものが 5ヶ所から確

認されている（上原1986)。墓に伴うヤコウガイ製匙は下地原洞穴遺跡（具志川村）、樽舞地区の崖葬墓（与那

国町） 1)で得られており、葬送に伴う性格を持っていたことが考えられる。貝が墓に伴う例としてはシャコガイ

があげられるが、ヤッチのガマ12号区画、カンジン原古墓群内（工事施行区域外の墓）で未加工のヤコウガイが

伴っており、何らかの意味づけがなされているものと考える。木下尚子氏が、ヤコウガイ製のヒシャク状容器が

儀礼に用いられ、 18世紀頃まで存続していたと想定している（木下1981) ことと併せて、今回出土した製品も何

らかの儀礼に関わる性格であったと考えてよいだろう。

ャッチのガマ、カンジン原古墓群（ガマ周辺）から得られた木製品も特筆すべき遺物である。特に11号区画上

段から得られた朱彩の板状製品は興味ぶかい。 2号墓35内からはヤコウガイ製匙に伴っていた漆塗りの椀は大き

さから小型の椀と思われ、沈金を施すものである。木製品の中では木棺の部材が最も多く、 10・11号区画から多

＜得られている。昭和初期の写真では 1~3号区画上段にも木棺の部材と思われるものが写っているが、調査時

にはみられなかった。民俗調査では木棺は洗骨後に焼却するか廃棄するかしたとされるが、ヤッチのガマではそ

のままの状態で残っており、ある時期から焼却・廃棄するようになったのか、ヤッチのガマのみは焼却・廃棄を

行っていなかったのか、不明である。

厨子の中でも古いタイプと考えられている木製厨子は百按司墓の事例が確認されている。同墓例は田辺泰「琉

球建築」 (1937年）では切妻と入母屋の 2タイプの屋根が確認できる。今回得られたものは前者のタイプで、丸

い材を用いた脚が共通する。後者は黒漆塗りで、四角い脚、側板の組手は四枚組接ぎで鉄釘を用いている。

今回得られた木製厨子は木釘などを用いずにホゾ組などにより組み立てている。また、木製品の中にはダボ組

のものがあり、これは厨子とは別の製品で箱形の容器であったと考えられる。朱彩の木製品も木釘がみられるこ

とから、同一個体、もしくは同様な箱形容器と考えられる。

金属製品では鉄釘が目立ち、これまでの事例から木棺に用いられたものと考えられる。また、建具に伴う金具

が2号墓などから得られている。

3 人骨・民俗調査

人骨調査はヤッチのガマとカンジン原古墓群（ガマ周辺）で行い、 1,000体を越す人骨を確認することができ

た。形質的な特徴は、頭蓋はやや短頭で相対的に長径より幅径が大きく、四肢骨も同様にサイズが小さく、長径

が短い。また、身長は男女ともにかなりの低身であることが分かった。

人骨取り上げは現地で行い、納骨状況が良好な状態で依存していたものは納骨状況を実測した（第151・152図）。
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基本的な納骨法は大腿骨などの大型骨を周辺に並べ、その上に肋骨などの小型の骨を、最上部に頭蓋を乗せてい

た。図版 8-8のように椎骨が関節した状態のものがあった。

納骨は『四本堂家礼』等にみられるように夫婦（男女一人ずつ）を収めるものとされ、那覇市所在のナーチュー

毛古墓群（那覇市教委2000) でも確認されている。今回の調壺では、 1つの厨子に対して人骨が2体分収められ

ていたものはヤッチのガマで337例中103例でうち男女 1組が51例、カンジン原古墓群（ガマ周辺）で167例中52

例でうち男女 l組が32例が確認された。民俗調査でもこれを裏付ける納骨方法を確認している。

沖縄では厨子へ副葬品を収める例は少ないとされ、副葬品を収めた例は極めて少なかった。ただ、厨子内の陶

磁器片と土中出士の破片が接合可能な資料がいくつかみられ、区画の形成を考える上で鍵となろう。洗骨の際に、

毛髪が遺存していた場合は焼くとされるが、毛髪が遺存している例が確認できた。女結いのカラジの状態であっ

た（巻頭図版 8) 。

沖縄では水死などで遺体がない場合は、その代わりとして枝サンゴを入れる民俗事例が知られる。今回はその

ような資料はみられず、民俗調査でも行わないとされた。しかし、拳大からそれより一回り大きな石灰岩を複数

入れた厨子が複数確認できた。石は単独では入れず、人骨を伴って厨子の底部に入れていた。このような事例は

これまでに確認されておらず、どのような意味合いがあったか不明である。これはカンジン原古墓群内で広く確

認されており、ある時期まで大型の石灰岩を入れるという習俗があったと思われる。

久米島の墓には、沖縄本島の墓にみられる「イケ］は存在しないとされる 2I。ャッチのガマ 7号区画では焼骨

が集中する部分、 10・11号区画では層を違えて大型骨と焼骨が集中する部分、 2号墓では大型骨が集中する部分

があった。特に10・11号区画は厨子への納骨を行う以前の可能性がある。

4 おわりに

今回の調査は琉球列島最大の洞穴利用墓であるヤッチのガマと広大な墓域を形成するカンジン原古墓群の報告

を行った。調資で得られだ情報は膨大であり、詳細な本報告を行うためには 1年弱では難しかった。厨子・人骨・

民俗に関しては、今回の報告では事実報告のみにとどまり、詳細を割愛した部分が多い。また、行政報告とは別

件で報告を行った、あるいは報告を予定している。

今回の調在では、特に多量のボージャー厨子と、完品もしくは完形に近い本上産陶磁器（特に肥前系）、沖縄

産陶器が得られたことは編年を考える上でも好資料が提供できたと考える。

く注事項＞

1)木下氏から実測図を頂き確認した。

2) 調壺時は「イケ」と称していたが、上江洲氏より指摘を受け［人骨集中部」と改めた。
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補記樹種同定

奈良大学大学院

青山奈緒

樹種同定に用いた木材はいずれも乾燥した木材であり、保存状態は良好であった。遺物の一部をカッターナイ

フで切り出し、切片とした。

樹種同定用のプレパラート作成の行程を以下に記す。資料にはYGで任意に番号を付した。また、写真図版は

紙幅の都合により YG-4、YG-5を示した。

1. 木材より、木口面、柾目面、板目面の切片を剃刀で切り出す。

2. 切片の染色を行う（サフラニン＜和光純薬工業株式会社＞：工タノール：水=1 : 50 : 50) 

3. 脱水を行う。 （エタノール50%水溶液→エタノール100%→エタノール：キレシン50: 50→キレシン100%の

順で徐々に脱水、置換する。）

4. オイキット（製造元O.kindler.Germany) で封入する。

作成したプレパラートは生物顕微鏡 (OLYNPUS社製オリンパスシステム生物顕微鏡BH-2)で観察を行った。

その観察結果は次のとおりである。

YG-1・3 (広葉樹材） ：木製容器？

家畜の飼料桶に使われたトーニのような木製容器であろうか。

散孔材。道管は単独、あるいは 2~3個複合して年輪に均ーに散在している。柔組織はターミナル状。階段穿

孔を有する。放射状組織は 1~3列である。

YG-2・4 (針葉樹材） ：木製厨子・木棺材

YG-2は木製厨子の側板、 YG-4は木棺の側板と思われる。

早材から晩材への移行は急。樹脂細胞は晩材部および早材部の外側部分に散在。放射組織は単列。分野壁孔は

通常、 1分野に 1~3個でスギ型。

以上の特徴からYG-2・4はスギ (Cryptomeriajaponica D.Don スギ科TAXODIACEAE) と思われる。

YG-5 (広葉樹材） ：角材？

厚さ6.5cm、幅14cmほどの大きさで、角材であろうか。溝などの加工はみられない。

散孔材。道管は単独で年輪内に散在している。柔組織はいびつな接線状か、散在状。階段穿孔がみられる。放

射組織は異性で 1~3列。

以上の特徴から、確定はできないが最有力候補はモッコク (Ternstroemiagymnanthera Wright et 

Arn.Beddome ツバキ科 THEACEAE)である。いずれにしろ、固い材を使用している。

モッコクについては、崇温作成の「柚山法式仕次』 (1747年）に、 「今後、各官庁をはじめ一般の建築用材も

イヌマキを第一とし、次のモッコク、イジュ、シイを用いること。」とあることや、シロアリに強い木材である

（屋我1970) ことから古来より多用されている傾向がある。スギについても同様で、久米島の国指定重要文化財

上江洲家住宅においてはイヌマキ・シイなどとともにスギ材が利用されいてることや、近世以降は日本本土から

移入して積極的に植林していることなどから（中須賀1997)近世～近代の沖縄では主要木材として認識されてい

たと考えられている。

く引用・参考文献＞
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